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中尾新保谷内遺跡 B2地区 全景 (真上から)



中尾新保谷内遺跡 C地区 全景 (東から)

中尾新保谷内遺跡 1号畑 (西から)



鯉 鯵
驚

催
ィ

巻
首
図
版
三

∈
色
ア

■
1屡静甲琉|

中尾新保谷内遺跡 5100号井戸 (北から)

中尾新保谷内遺跡 B3地区 溜池 (南から)
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中尾新保谷内遺跡 石皿

中尾新保谷内遺跡 黒色土器鉄鉢・土師器杯

中尾新保谷内遺跡 鉄鍋
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大野江淵遺跡 Bl地区 全景 (東から)

大野江淵遺跡 501号 自然流路 木製品出土状況 (西から)
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大野江淵遺跡 弥生土器

大野江淵遺跡 梯子 大野江淵遺跡 田下駄
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能越自動車道は,北陸自動車道の小矢部・砺波ジャンクションか

ら北上して,高岡市,氷見市を通り,石川県の輪島市に至る高速道

路として建設が進められています。その建設に伴い,当事務所では

平成 4年度から,その計画路線内の数多くの遺跡を発掘調査してま

いりました。

本書は,平成14年度から16年度までの3箇年にわたって調査した

氷見市の中尾茅戸遺跡・中尾新保谷内遺跡・神明北遺跡・大野江淵

遺跡の成果をまとめたものです。

遺跡が所在する中尾 。大野地区は, F和名類衆抄』に記載される

射水十郷の一つ,阿努郷に比定され,古 くから開発が進められた地

です。 4遺跡の発掘調査の結果,人々が土地を開拓し築き上げた歴

史の一端が明らかになりました。上庄谷平野の中央にある大野江淵

遺跡では,弥生時代の河川跡から,水田耕作が行われたことを裏づ

ける田下駄や建築部材が出土し,時代を経た中世後期には,現在も

氷見市の水源として欠かせない溜池による灌漑が行われていたこと

がわかりました。丘陵に近い中尾新保谷内遺跡では,中世前期の掘

立柱建物や井戸が多数みつかり,村落の中で井戸祭祀が行われてい

たこともわかりました。

発掘調査は,地中に残された遺物や痕跡から,歴史書には表れな
い人々の生活をひもとく方法です。今回は主に中近世の村落の跡を

明らかにすることができました。本書が地域の歴史と文化財の理解

に役立てば幸いです。

終わりに,発掘調査に際してご協力を頂きました関係機関に厚く

おネL申 し上げます。

平成21年 3月

財団法人富山県文化振興財団
埋 蔵 文化財 調査事務所

所長 岸 本 雅 彼



例  言

1 本書は富山県氷見市中尾地内に所在する中尾茅戸遺跡・中尾新保谷内遺跡・神明北遺跡と,氷見

市大野に所在する大野江淵遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は国土交通省北陸地方整備局からの委託を受けて,財団法人富山県文化振興財団が行った。

3 本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記のとおりである。

調査期間  中尾茅戸遺跡   平成14年 9月 24日 ～平成15年 11月 18日

中尾新録谷内遺跡 平成14年 5月 22日 ～平成16年 12月 9日

神明北遺跡    平成14年 7月 3日 ～平成14年 9月 25日

大野江淵遺跡   平成16年 5月 25日 ～平成16年 11月 9日

整理期間  平成16年 4月 1日 ～平成21年 3月 31日

4 本書の編集は越前慎子,高柳由紀子が担当した。本文執筆は越前のほか,朝田亜紀子,朝田 要 ,

泉 英樹が担当し,執筆分担は文末に記した。

5 整理作業中に下記の方々の指導・助言等を受けた。

墨書について         鈴木景二 (富山大学教授 )

珠洲について         吉岡康暢 (国立歴史民俗博物館 )

輸入陶磁器について      山本信夫 (山本考古学研究所 )

瀬戸美濃について       藤澤良祐 (愛知学院大学)

肥前陶磁について       大橋康二 (佐賀県立九州陶磁文化館 )

越中瀬戸について       宮田進― (富山県埋蔵文化財センター)

砥石について         垣内光次郎 (財団法人石川県埋蔵文化財センター)

6 遺物の写真撮影は,写房楠華堂,有限会社アオヤマスタジオ,ア ーガス・フォト・スタジオに委

託した。

7 自然科学的な分析は,以下の諸機関に委託し,その成果について報文を得た。

樹種同定           パリノ・サーヴェイ株式会社

財団法人山梨文化財研究所,株式会社パレオ・ラボ

株式会社京都科学,京都大学 伊東隆夫氏

種実同定・花粉分析・貝同定・昆虫同定 。骨同定 パリノ・サーヴェイ株式会社

寄生虫卵分析・植物珪酸体分析・リン分析    パリノ・サーヴェイ株式会社

放射性炭素年代測定      株式会社加速器分析研究所

財団法人元興寺文化財研究所

漆器分析           漆器文化財科学研究所

蛍光X線分析         財団法人元興寺文化財研究所

金属学的成分分析       株式会社九州テクノリサーチT△ Cセ ンター

8 石製品の石材鑑定は,赤羽久忠氏 (富山市科学文化センター)に依頼した。

9 発掘調査から本書の作成に至るまで,下記の方々から多大なご教示・ご協力を得た。記して謝意

を表したい。 (敬称略,五十音順 )

池野正男,大野 究,柿田祐司,田島明人,中井敏雄,野島 永,富山県教育委員会 ,

氷見市教育委員会
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1 本書は 2分冊からなる。第一分冊には本文・挿図・一覧表,第二分冊には自然科学分析と写真図
版を掲載する。

2 本文・挿図で扱った遺構・遺物は,一覧表に掲載している。
3 本書で示す方位は全て真北である。
4 挿図の縮尺は次の率を基本とし,各図の下に縮尺率を示す。
遺構 建物 :1/100,溝 :1/40・ 1/200,井戸 1/20。 1/40,土坑 1/40
遺物 土器・陶磁器 :1/3～ 1/6,木製品 :1/2～ 1/8,石製品 :2/3～ 1/3
金属製品 :1/1～ 1/3

遺構の略号は以下のとおりである。

SA:柵 , SB:建物, SD:自 然流路・溝, SE:井戸, SG
SPi柱穴,SX:地 害↓れ

遺構番号は,調査時に地区毎に付 した番号にある一定の数値を加算して遺構番号とした。香号は

遺構の種類に関わらず連番号とするが,建物・柵には新たに番号を付した。各地区の遺構番号に

加算した数値は次の通りである。但し複数の地区にわたる遺構は,小 さい方の遺構番号で示す。

中尾茅戸遺跡   A地 区 :加算せず,B地区 :+100

中尾新保谷内遺跡 Al地 区 :加算せず,A2地 区 :+300,Bl地 区 :+400
B2地区 :+800ダ B3地区 :+2000,B4地区 :+4100,C地 区 :+5000
D地区 :+7100,E地 区 :+7200

神明北遺跡    Al・ A2地区 :加算せず,B2地 区 :+113

大野江淵遺跡   Al地 区 :加算せず,A2地 区 :+300,Bl地 区 :+500
B2地区 :+600,C地区 :+700

遺物は遺跡毎に遺物番号を付 し,本文 。挿図 。一覧表 。写真図版中の遺物呑号は斜体で示す。

遺跡の略号は,中尾茅戸遺跡「05N K― 地区名」,中尾新保谷内遺跡「05N S― 地区名」,神明北

遺跡「05S K― 地区名」,大野江淵遺跡「050E一地区名」で,遺物の注記には略号を用いた。

施釉陶器の釉の掛かる範囲は 1点鎖線で示した。 2種類以上の釉が掛かる場合や絵付けがされて

7

8

いる場合はトレースの濃淡で示した。

10 遺物の煤付着部分及び漆器の赤色漆の部分等,遺構図中の地山及び炭化物等はスクリーントーン

で示す。以下に図示したもの以外については図中に凡夕」を示した。

□
鶏蜘
□
鶉
鯵
藝
圏
蜘
□
蜘蜘

●  ○
黒色土器 赤彩
(スクリーントーンと併用)

ス ス コゲ



■ 土層・遺構埋上の色については,農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研

究所色票監修 F新版 標準土色帖』を参照した。
12 遺構一覧及び本文中で用いる遺構についての用語は以下のとおりとする。

掘立柱建物 :用語は奈良国立文化財研究所 F平城宮発掘調査報告Ⅶ』を参考とした。

井戸 :用語等は宇野隆夫1982「井戸考」『史林第65巻第 5号』を参考とした。

13 遺物のうち,珠洲 。輸入陶磁器・古瀬戸 。瀬戸美濃の分類 。編年に関する用語の原典は以下のと

おりである。

珠洲 :吉岡康暢1994『中世須恵器の研究』吉川弘文館

輸入陶磁器 :山本信夫2000『太宰府の文化財第49集 太宰府条坊跡 ―陶磁器分類編―』

太宰府教育委員会

森田 勉1982「14～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」 F貿易陶磁研究No 2』

日本貿易陶磁研究会

上田秀夫1982「14～ 16世紀の青磁碗の型式分類について」『貿易陶磁研究No 2』

日本貿易陶磁研究会

古瀬戸・瀬戸美濃 :藤澤良祐他2005「施釉陶器生産技術の伝播」『全国シンポジウム 中世窯業
の諸相一生産技術の展開と編年』中央大学文学部日本史学研究会

14 遺構一覧・遺物一覧の凡例は以下のとおりである。

①遺構の埋土に切り合い関係がある場合は,特記欄に新>古のように記号で示す。

②規模 。法量の ( )内は現存長を示す。

③胎土色調・釉色調は農林水産省技術会議事務局監修 。財団法人日本色彩研究所色票監修『新版

標準土色帖』 。財団法人日本規格協会『標準色票 光沢版』を使用し,釉色調の和名は小学館
『色の手帳』より似たものを使用した。なお,陶磁器のうち複数の色が見られる場合は,最 も

多く使用されている色を記し,その他は備考欄に記す。但し透明釉の場合は記入しない。



次

齢

緯
．．．．．．
船
鋤
章
朧

第

．

2 調査経過 ………………………………………………………………………5

(1)調査の契機 ………・………… … … 1

(3)確認調査 …Ⅲ………………………… 1

(1)調査方法 ……………………………。5

(3)調査体制 …………i.………………・8

(5)整理経過・…………………………・。10

(2)分布調査 ………………………………。1

(4)本調査 …………………………………Ⅲ3

(2)調査経過 ………………………………・5

(4)普及活動 ………………………………。9

(6)整理体制 ・……………………………・・11

第Ⅱ章 立地と歴史的環境 …………………………………………………13
1 立地 …………………………………………………………………………………………13
2 歴史的環境 ……………………………………………………………………………… 13

第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡 …………………………………………………………17

3

4

遺跡の概要 ……………………………………………………………………………… 17

(1)概要・………………………………・・17   (2)土層 。……………………・・̀…………..17

遺構 と遺物 ……………………………………………………………………………… 18

(1)弥生～古墳時代・……………………18   (2)古代 ……………………………………。26

(3)中世 …………………………………・32

伍含層出土遺物 ……………………………―………………………………………… 33

まとめ ………………………………………………………………………………………………35

第Ⅳ
1

章 中尾新保谷内遺跡 ……………………………………………………47
遺跡の概要 ………………………………………………………………………………47

(1)概要・………………………………・・47   (2)土層・……………………………………48
2 遺構 と遺物 ……………………………………………………………………………… 52
(1)古代 …………………………………・52   (2)中近世 ……Ⅲ……………………………68
3 包含層出土遺物 …………………………………………………………………………143
4 まとめ ,………………………………………………………………………………………………342



第V章 神明北遺跡 ………………………………………………………■03
1 遺跡の概要 ……………………………………………………………………… 403

(1)概要・………………………………403   (2)土 層・…………………………………・・403

2 遺構と遺物 ………………………………………………………………………405

(1)弥生～古墳時代・古代・…………405   (2)中 世 ……………………………………・408

3 包含層出土遺物 ………………………………………………………………………409

4 まとめ  ……………………………………………………………………………………………412

第Ⅵ章 大野江淵遺跡 ……………………………………………………435
1 遺跡の概要 …………………………………………………………………………。435

(1)概要・………………………………435   (2)土層・…………………………………・・435

2 遺構 と遺物 ………………………………………………………………………・437

(1)弥生時代 …………………………・437   (2)中 近世 …………………………………・455

3 包含層出土遺物 …………………………………………………………………504

4 まとめ・……………………………………………………………………………………………・・508

第Ⅶ章 結語 …………………………………………………………………………519

報告書抄録



巻首図版目次

巻首図版 1 中尾新保谷内遺跡・神明北遺跡 。大野江淵遺跡遠景 中尾新保谷内遺跡B2地区全景
巻首図版 2 中尾新保谷内遺跡 C地区全景 中尾新保谷内遺跡 1号畑
巻首図版 3 中尾新保谷内遺跡 5100号井戸 B3地 区溜池
巻首図版 4 中尾新保谷内遺跡 石皿 黒色土器鉄鉢・土師器杯 鉄鍋
巻首図版 5 大野江淵遺跡 Bl地 区全景 501号自然流路木製品出土状況
巻首図版 6 大野江淵遺跡 弥生土器 梯子 田下駄

挿図目次
第 1図  調査位置図
第 2図  能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地位置図
第 3図  調査区区割図
第 4図  現地説明会・記者発表報道記事
第 5図  周辺遺跡位置図
第 6図  中尾茅戸遺跡 基本層序
第 7図  中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時代遺構全体図
第 8図  中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時代遺構・遺物実測図  SDl SD2 SD5 SD9
第 9図  中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時代遺構実測図     S D16 S D17 S D19 S D20 S D24

S Dlll

第10図  中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時代遺構実測図     S D101 S D 102 S D 103
第11図  中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時代遺構・遺物実測図  S D 144 S D 153 SK8 S K10 S K143

S K154 S K155 S K162 S K163
第12図  中尾茅戸遺跡 古代遺構全体図
第13図  中尾茅戸遺跡 古代遺構実測図          SBl
第14図  中尾茅戸遺跡 古代遺構実測図          S D140 S D 150 S D 160
第15図  中尾茅戸遺跡 古代遺構 。遺物実測図       S D150 S D160 S K141 S K159 S K172
第16図  中尾茅戸遺跡 中世遺構・遺物実測図       SAl S P 165 S P 166 S P167 S P168

S P170

第17図  中尾茅戸遺跡 遺物実測図 土器         包含層

第18図  中尾茅戸遺跡 遺物実測図 土器         包含層

第19図  中尾茅戸遺跡 遺物実測図 土器         包含層

第20図  中尾茅戸遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器     包含層
第21図  中尾茅戸遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器     包含層
第22図  中尾茅戸遺跡 遺物実測図 陶磁器・土製品 。石製品 。金属製品  包含層
第23図  中尾新保谷内遺跡 基本層序
第24図  中尾新保谷内遺跡 古代遺構実測図        SNl
第25図  中尾新保谷内遺跡 古代遺構実測図        SN2
第26図  中尾新保谷内遺跡 古代遺構実測図        S D107 S D l14 S D185 S D 199 S D228

S D241

第27図  中尾新保谷内遺跡 古代遺構実測図        S D362 S D368 S D807 S D840 S K808
第28図  中尾新保谷内遺跡 古代遺構実測図        S D4118 S D4121 S K4120 S K4126

S K4147

第29図  中尾新県谷内遺跡 古代遺構実測図        S D7142 S D7144
第30図  中尾新保谷内遺跡 古代遺構実測図        S K476 S K526 S K708 S K858 S K874

S K886 S K935 S K961 S K967 S K968
S K983 S K1079 S K1080

第31図  中尾新保谷内遺跡 古代遺構実測図        S D 1292 S K 1010 S Kll14 S K 1289
S K5101 S K7257

第32図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器       SNl SN2



第33図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・土製品      S K708 S K1010 S K5101 S K7257
第34図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          SB2～ SB6
第35図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          SBl SB2 S P 700 S D417

S K406 S K418

第36図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          SB3 SB4
第37図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          SB5 SB6
第38図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          SB8～ S B12

第39図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          SB7 SB8
第40図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実浪1図          SB9
第41図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B10 S K 1399 S K1436
第42図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S Bll S B13
第43図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B12 S D 1214 S D 1340 S D 1342

S D2318 S D2319 S K1254

S K1446 S K1447 S K2312

S K2330 S K3305

第44図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B14 SAl
第45図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B15～ S B18 S D5321

第46図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B15 S B16 S D5321 S K5369
S K5371 S K5475

第47図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B17 S B18 S K5272 S K5419
S K5453

第48図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B19～ S B22

第49図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B19 S K5079
第50図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B20 S B21
第51図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S B22 S B23
第52図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S P 426 S P700 S P l198 S P 1201

・
                             S P 1216  S P 1476  S P 1481

S P 161l S P2114 S P 7115

S P 7131

第53図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実預1図          S D417 S D475 S D4106 S D4107
S D4148 S D4156

第54図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S D417 S D475 S D4106 S D4107
S D4148 S D4156

第55図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S D468 S D498 S D 528 S D529
S D551 S D552 S D804 S D806

S D860 S D869 S D875 S K805

第56図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S D878 S D879 S D894 S D899
S D900 S D905 S D907 S D908
S D914 S D929 S D938 S D940

S D985 S K901 S K928

第57図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S D878 S D879 S D8盟  S D899
S D900 S D905 S D 907 S D908

S D914 S D929 S D938 S D940
S D985 S K901 S K928

第58図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図          S D960 S D 1032 S D 1045 S D 1292
S D 1295 S D 1302

S D 1342～ S D 1344

S D2051～ S D2055 S D2059

S D2060 S D2261～ S D2264

S D2447 S D2448 S D2467

S D2469  S K2050  S K2403

S K2451



第60図  中尾新保谷内遺跡
第61図  中尾新保谷内遺跡

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

第59図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図 S D960 S D 1032 S D 1045 S D 1292

S D 1295 S D 1302 S D 1342～ S D 1344

S D2053～ S D2055 S D2059～ S D2264

S D2447 S D2448 S D2467 S D2469

S K2403 S K2451 S K5538

S D2051  S D2052  S D2055  S K2050

S D2061 S D2062 S D2091 S D2120

S D2210 S D2289 S D2291 S D2294

S D2325 S D2379 S D2395 S D2411

S D2427  S D2428  S D2430  S D2436

S D2438 S D2444 S D2447 S D3261

S K2064 S K2065 S K2074 S K2480

S K2481

S D2061 S D2062 S D2091 S D2120

S D2210 S D2289 S D2291 S D2294

S D2325 S D2379 S D2395 S D2411

S D2427 S D2428 S D2430 S D2436

S D2438  S D2444  S D2447  S D3261

S K2064  S K2065  S K2074  S K2481

S D2399 S D2404 S D2405 S D2440

SD別42 S D2453 S D5001 S D5002
S D5021 S D5030 S D5054 S D5056

S D5063  S D5073  S D5087  S D5294

S D2399  S D2404  S D2405  S D2440

S D2442  S D2453  S D5001  S D5002

S D5021 S D5030 S D5054 S D5056

S D5063  S D 5073  S D 5087  S D 5294

S D2001  S D2002  S D2022  S D2030

S D7102 S D7103 S D7215 S D7216

S K2004 S X7104

S E815

S E 992 S K991 S K993

S E 1052

S E 1087 S K1612

S E 1260 S E 1284 S E 1285

S E 1306 S E 1483

S E 1491

S E 1495 S E 1496

S E 1522

S E 1610

S E4154

S E4192

S E 5044 S E 5197

S E 5100 S K5394 S K5476

S E 5374 S E 5450 S K5451

S E 7101 S E 7141

S G2501 S K2266

S G2502 S K2455

S D4107 S G4221 S K571

S G4222

S G 5701 S G 5702

S G 5701 S G 5702

第62図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図

第63図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図

第64図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図

第65図  中尾新保谷内遺跡

第66図  中尾新保谷内遺跡
第67図  中尾新保谷内遺跡
第68図  中尾新保谷内遺跡
第69図  中尾新保谷内遺跡
第70図  中尾新保谷内遺跡
第71図  中尾新保谷内遺跡
第72図  中尾新保谷内遺跡
第73図  中尾新保谷内遺跡
第74図  中尾新保谷内遺跡
第75図  中尾新保谷内遺跡
第76図  中尾新策谷内遺跡
第77図  中尾新保谷内遺跡
第78図  中尾新保谷内遺跡
第79図  中尾新保谷内遺跡
第80図  中尾新保谷内遺跡
第81図  中尾新保谷内遺跡
第82図  中尾新保谷内遺跡
第83図  中尾新保谷内遺跡
第84図  中尾新録谷内遺跡
第85図  中尾新保谷内遺跡
第86図  中尾新保谷内遺跡
第87図  中尾新保谷内遺跡

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図

中近世遺構実測図



第88図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K401 S K404 S K405 S K408 S K410
S K416 S K571 S K683

第89図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K678 S K801 S K802 S K813 S K814
第90図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K817～ S K819 SK能6 S K828
第91図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S D907 S K847 S K852 S K853 S K876

S K882

第92図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S D900 S K901 S K906 S K909
S K919

第93図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K920～ S K922 S K932 S K942
第94図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K949
第95図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K947 S K952 S K999 S K1016

S K1024 S K1036 S K1044

第96図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1004 S K1005
第97図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1047 S K1055 S K 1071 S K1082

S K1090 S Kl146

第98図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S Kl148 S Kl155
第99図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S Kl154 S K l178 S Kl179
第100図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1263 S K1264 S K1281 S K1282
第101図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1215 S K 1218 S K1237 S K1245

S K1271  S K1272

第102図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S D 1305 S K1266 S K1267 S K1273
S K1274 S K 1304 S K1347

第103図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1293 S K1320 S K1445～ S K1447
第104図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1478 S K1482 S K1492 S K1563

S K 1564

第105図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1506
第106図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1510 S K1580 S K1581
第107図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K1540
第108図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K2102 S K211l S K2165 S K2170

S K2189 S K2197

第109図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K2200～ S K2203 S K2213
第110図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S D2475 S K2217 S K2225 S K2229
第111図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K2228 S K2230 S K2265 S K2273
第112図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K2231 S K2232 S K2280 S K2283

S K2307

第113図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K2290 S K2312 S K2316
第114図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K2313 S K2315
第115図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K2330 S K2397 S K2400
第116図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K4101～ S K4103 S K411l S K4155

S K4188 S K4189 S K4204

第117図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K5015 S K5025～ S K5027 S K5029
第118図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S D 5021 S K5037 S K5040 S K5067

S K5082 S K5099

第119図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K5123 S K5137 S K5145 S K5187
S K5231

第120図 中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S G5701 S K5317 S K5320 S K5372
S K5383

第121図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S D2467 S D2469 S D 5321 S K5413
S K5426 S K5515 S K5538

第122図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       S K5635 S K7242 S K7244 S K256
第123図  中尾新保谷内遺跡 中近世遺構実測図       SN3 SN4



第126図  中尾新保谷内遺跡

第127図  中尾新保谷内遺跡
第128図  中尾新保谷内遺跡

第129図 中尾新保谷内遺跡

遺物実測図 陶磁器

遺物実測図 陶磁器
遺物実測図 陶磁器

遺物実測図 土器・陶磁器

第124図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器

第125図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器

SB8  SB9  S P 1216  S P 1481

S P 3141 S P4018 S D417 S D 551

S D900 S D905 S K1540

S D907 S D929 S D 1340 S D 1343

S D2051 S D2052 S D2055

S G2501 S K909 S K2050 S K2078

S K211l S K2398 S K4221

S D2051 S D2052 S Kl155

S K 1540 S K2050 S K2102

S K2170

S D20磁  S D2054 S D2055

S D2055 S D2469 S K991 S K1271

S K1540

S D2059  S D2263  S D2264

S D2289 S D2405 S D2411

S D2442 S D2444 S D2448

S D2469

S D5008 S D501l S D5022

S D 5054 S D 5321 S D7102

S D7142

S E815 S E 992 S E 1284 S E 1285

S E 1087 S K961 S Kl154 S K1271

S K2316

S E 1306 S E 1491 S E 1495

S E 1496 S E 1522 S E4192

S E 5044 S K 1506 S K2290

S E4154 S E 5100 S E 5374

S E 7141 S K406

S G242 S G246 S G247 S G394

S G 1615 S G2501 S K5067

S G4221 S G4222 S G5701～

S G 5703

S K401 S K404 S K571 S K684

S K801 S K817～ S K819 S K852

S K901 S K921 S K922 S K947
S K949 S K991 S K1540

S K993 S K1004 S K 1005 S K1036

S K1047 S K1086 S Kl100

S Kll12 S Kll19 S Kl148

S Kl154 S K1271 S K1540

S K l179 S K1215 S K1218

S K1237 S K1245 S K 1264

S K1271 S K1356 S K 1540

S K1272 S K1290 S K 1293

S K 1304 S K1320 S K 1347

S K 1445 S K1446 S K 1478

S K1492 S K2229

S K 1506 S K1510 S K 1612

S K2050 S K2111

S K1540 S K2050

第130図  中尾新保谷内遺跡

第131図  中尾新保谷内遺跡
第132図  中尾新保谷内遺跡

第133図  中尾新保谷内遺跡

第134図  中尾新保谷内遺跡

第135図  中尾新保谷内遺跡

第136図  中尾新保谷内遺跡

第137図  中尾新保谷内遺跡

陶磁器・土製品

土器・陶磁器

土器・陶磁器

土器・陶磁器・土製品

土器・陶磁器

土器・陶磁器

土器・陶磁器・土製品

土器・陶磁器・土製品

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

遺物実測図

第138図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器・土製品

第139図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図

第140図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図

土器・陶磁器・土製品

土器・陶磁器・土製品

第141図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器

第142図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器



第143図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器・土製品

第144図 中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器

第145図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・陶磁器

第146図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器
第147図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器
第148図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器
第149図  中尾新録谷内遺跡 遺物実測図 土器
第150図 中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器
第151図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器
第152図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器
第153図 中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第154図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第155図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第156図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第157図  中尾新録谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第158図  中尾新保谷内遺豚 遺物実測図 陶磁器
第159図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第160図  中尾新録谷内遺跡 遺構実測図 陶磁器
第161図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第162図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第163図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第164図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第165図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第166図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第167図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第168図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第169図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第170図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 陶磁器
第171図  中尾新保谷内遺跡 遺物実測図 土器・土製品
第172図  中尾新録谷内遺跡 遺物実測図 木製品

遺物実測図 木製品
遺物実測図 木製品

第173図 中尾新保谷内遺跡
第174図 中尾新保谷内遺跡

第175図  中尾新保谷内遺跡

第176図  中尾新保谷内遺跡
第177図  中尾新録谷内遺跡
第178図 中尾新保谷内遺跡

遺物実測図 木製品

遺物実測図 木製品
遺物実測図 木製品
遺物実測図 木製品

S K2170 S K2189

S K2229～ S K2231

S K2283 S K2290

S K2313 S K2315

S K2346 S K2397

S K2470 S K2480

S K4103

S G5702 S K2400

S K4155 S K4188

S K5015 S K5029

S K5040 S K5067

S K5317 S K5372

S K5320 S K5501
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第 I章 調査経緯

1 調査に至る経緯

(1)調査の契機
能越自動車道 (一般国道470号)は,富山県砺波市と石川県輪島市を結ぶ延長約100kmの 自動車専用

道路で,昭和62(1987)年 に高規格幹線道路網計画の一部として策定された。富山県内では約45kmが

計画され,これまでに北陸自動車道 。東海北陸自動車道と連結する小矢部砺波JCT(ジ ャンクショ
ン)か ら高岡北 IC(イ ンターチェンジ)までの約18km(高 岡砺波道路)と高岡北 ICから氷見 IC
までの約1lkm(氷見高岡道路)が開通し,更に北上して氷見北 ICと灘浦 IC(七尾氷見道路)が設
置される予定となっている。

能越自動車道の建設計画は平成 2年 (1990年)4月 に建設省 (現回土交通省)か ら富山県教育委員
会 (以下,県教委)に示され,路線予定地内の埋蔵文化財の取り扱いについて,建設省北陸建設局 (現

国土交通省北陸地方整備局)・ 県教委・小矢都市教育委員会の三者により協議が行われた。その結果,

埋蔵文化財の分布状況を把握するため,小矢都市の用地買収完了地域で早急に分布調査を実施するこ

ととなった。以後,平成 2年 (1991年 )か ら小矢部市・旧福岡町・高岡市・氷見市域の分布調査を県

教委 (富山県埋蔵文化財センター)が主体となり,当該市町教育委員会の協力を得て実施した。

(2)分布調査
平成12年 (20004)の分布調査は,高岡市五十里・

上久津呂 。粟原・中谷内・中尾・大野・鞍川地内

～29日 に実施し,それぞれの地内で周知の遺跡 9

箇所 (板屋谷内B古墳群,板屋谷内C古墳群,正

探与遺跡,扶久模競詠,翼後A遺跡,筆蓉内遺跡 ,

中尾横穴墓群,中尾坊田遺跡,中尾新保谷内遺跡)

の他に,新たに9箇所の埋蔵文化財包蔵地と1箇

所の埋蔵文化財包蔵推定地 (中尾地内)を確認し

た。その結果,包蔵地の仮名称は,高岡市五十里

地内をNEJ-13,西海老坂地内をNE」 -14,
氷見市惣領地内をNE」 -15。 16,矢田部地内を

NEJ-17,上久津呂地内をNE」 -18。 19,中
尾 。大野・鞍川地内をNEJ-20。 21と した。

(3)確認調査

分布調査の結果報告から,坦蔵文化財包蔵地の

今後の取り扱いについて検討が行われた。その結

果,遺跡のより明確な範囲と内容について把握す

るため,確認調査を実施することとなった。

確認調査は建設省から委託を受け,財団法人富

山県文化振興財団 (以下,財団)が実施した。

西海老坂,氷見市蒲田。飯久保・惣領・矢田部・

(高岡北 IC～氷見 IC間 )を対象として3月 22

第 1図 調査位置図
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第I章 調査経緯

平成13年度の確認調査は, 5月 16。 17日 にNE」 -13, 7月 30。 31日 にNEJ-14,10月 9～ 22日
にNEJ-21,10月 22～ 25日 に中尾坊田追跡 。中尾新保谷内遺跡,10月 25～ 29日 にNE」 -20で実施
した。その結果,いずれの埋蔵文化財包蔵地でも遺構・遺物を確認し,NE」 -13を五十里沼田遺跡 ,
NE」 -14を堂箭遺跡,NEJ-20を 中尾茅戸遺跡,NEJ-21を 神明北遺跡 。大野江淵遺跡と命名
し,中尾坊田遺跡・中尾新保谷内遺跡を統合して中尾新保谷内遺跡とした。

平成14年度の確認調査は, 5月 27～ 31日 にNEJ-15, 6月 3～ 6日 にNE」 -16, 6月 6～ 18日
。11月 25日 ～12月 3日 に中谷内遺跡, 6月 18～ 20日 ・10月 30日 ～11月 1日 にNE」 -18, 6月 19日 ～

7月 5日 に中尾横穴墓群, 6月 25～ 28日 に栗原A遺跡, 7月 17・ 18日 。9月 24～ 26日 にNE」 -17,

9月 30日 ～10月 25日 に正保寺遺跡,11月 19・ 20日 に中尾茅戸遺跡隣接地で実施した。その結果, 2箇

所の埋蔵文化財包蔵地で新たな遺跡を確認し,NE」 -15を惣領野際遺跡,NEJ-16を 惣領結之訴
遺跡と命名した。また正保寺遺跡,粟原A遺跡,中谷内遺跡の範囲を確認した。NEJ-17・ 18,中

尾横穴墓群,中尾茅戸遺跡隣接地については,調査範囲内に遺跡は確認されなかった。

平成15年度の確認調査は, 5月 13日 ～6月 2日 ・10月 20。 21日 ,11月 13・ 14日 にNE」 -19,■月
17日 ～12月 2日 に板屋谷内B古墳群・板屋谷内C古墳群で実施した。その結果,NE」 -19で遺跡を
確認し,上久津呂中屋遺跡と命名した。板屋谷内B古墳群では2基の古墳を確認した。板屋谷内C古

墳群では3基の古墳と新たな古墳 1基を確認した。

平成16年度の確認調査は, 5月 25日 ～6月 4日 にNE」 -22・ 24, 5月 27日 ～6月 1日 ,12月 9・

10日 にNEJ-23,■ 月18・ 19日 に中尾埋蔵文化財包蔵推定地,11月 29日 ～12月 3日 にNE」 -29,
12月 6～ 9日 にNEJ-25,11月 29日 ～12月 8日 にNE」 -27で実施した。その結果, 5箇所の埋蔵
文化財包蔵地で新たな遺跡を確認し,NE」 -22を大野中遺跡,NEJ-23を 七分堂望営遺跡,NE
」-24をれ細蓉島遺跡,NEJ-25を 縮護笑妥遺跡,NEJ-27を 阜綾皆遺跡と命名した。NEJ―
29,中尾埋蔵文化財包蔵推定地については,調査範囲内に遺跡は確認されなかった。

(4)本 調査

本調査については,平成 3年 4月 に,建設省・県教委 (県埋蔵文化財センター)。 財団の協議で,

範囲が確定している遺跡について本調査の要望が出された。その結果県教委及び財団は,東海北陸自

動車道関連の調査が終了する平成 4年度から,同財団埋蔵文化財調査事務所が能越自動車道関連の本

調査を受託することで合意し,調査体制の整備及び調査方法の検討を進めた。以後,小矢都市,旧福

岡町,高岡市,氷見市において本調査を継続的に実施している。これまでに五社遺跡 (平成 4～ 6

年),地崎遺跡・開幹大滝遺跡 (平成 5年),石名田木舟遺跡 (平成 5～ 7年),衰島遺跡・江尻遺跡

(平成 7年),下老子笹川遺跡 (平成 7～ 10年 ),近世北陸道遺跡 (平成10年 ),手洗野赤締遺跡 (平

成11年),岩坪岡田島遺跡 (平成11～ 13年),堂前遺跡 (平成13年)の本調査を実施し,終了した。

平成14年度には,高岡北 IC～氷見 IC間 にある中尾茅戸遺跡,中尾新保谷内遺跡,神明北遺跡で,
5月 22日 から12月 17日 まで本調査を実施した。

平成15年度には,高岡北 IC～氷見 IC間 にある惣領野際遣跡,惣領浦之前遺跡,上久津呂中屋遺

跡,中谷内遺跡,中尾茅戸遺跡,中尾新保谷内遺跡,大野江淵遺跡で, 5月 26日 から12月 25日 まで本

調査を実施した。

平成16年度には,高岡北 IC～氷見 IC間 にある板屋谷内B古墳群,板屋谷内C古墳群,上久津呂

中屋遺跡,中谷内遺跡,中尾新保谷内遺跡,大野江淵遺跡で, 5月 25日 から12月 17日 まで本調査を実

施した。



年 度 調査対兵地 調査種類 調査 三体 調査 山積 (al) 調査期間 調査精呆

平成12
高岡北 IC～氷見 IC 分布 県教委 630,000 3/22～ 3/29

NEJ-15～ 21・ 埋蔵文化財包蔵推定地を設定
視屋谷内BoC古墳群・中尾横穴墓群・中尾坊田遺跡
中尾新保谷内遺跡 ,飯久保城跡・正保寺遺跡

中谷内潰跡・粟原A遺膝を確認

岩坪岡田島遺跡 本発掘 財団 17,514 古代・中世の集落を調査

平成13

NE 13

確認調査

財 団

l I19(対集 14570) 5/16-5/17 五十里沼田遺跡を設定

NE 14 90(対興 3700) 7/30-7/31 堂前遺跡 を設定

882(女子多碓18100) 10/25-10/29 中尾茅戸遺跡 を設定

4194(文↓褒R99710) 10/9～ 10/22 神明北遺跡・大野江淵遺跡を設定

中尾坊 田遺跡
1,143(文↓多に21,450) 10/22～ lγ25 中尾新保谷内遺跡とする

中尾新保谷内遺跡

岩坪岡田島遺跡
本発掘

組支の川 古代 。中世の集落を調査
堂前遺跡 16611 0/22-12/11 縄文の谷 .古代の集落を調査

平成14

氷見 IC～灘浦 IC 分布 県教委 3/18-3/19

NEJ=22～ 27を 設定
加納中程古墳群・稲積オオヤチ古墳群・八代城跡

北人代中山古墳・宇波高坂遺跡を確認

神 明北潰跡

本発掘

財 団

7/3´ヤ9/25 古代・中世の集落を調査

中尾新保谷内遺跡 13076 5/22‐W12/6

中尾茅戸遺跡 1,236 9/%～ 12/17 古増の集落を調査

NE 1,064(女す夕R16,950) 惚領野際遺跡 を設定

NE 767(対 臭 10200) 6/3々ヤ6/6 惣領浦之前遺跡 を設定

639(対象 14890) 7/17´ヤ9/26 遺跡なし

477(対 象4910) 6//18～ 11/1 遺跡な し

正俣寺貴跡 確認調査 228(射象 16950) 9/30-10/25 古代・中世の集落を確認

果原 A遺跡 76(対象3100) 6/25´-6/28

中谷内遺跡 1455(対象り ,870) 縄支・吉増・古代 。中世の集落を確認

中尾横穴墓群 252(対 象4,210) 6/19-7/5 損種 な し

中尾茅戸遺跡隣接地 198(対臭 6500) /19-11/20 置構 な し

平成15

//i‐布 県数 委 53500 3/22 NE打 -28～ 30・ 2箇所の埋蔵文化財包蔵推定地を設定
中尾斯保谷 内慣豚

本発掘

財 団

7415 5/27-10/3 古代・中世の集落を調査

中尾葬戸投跡 1361 723～ 11/18 古墳・古代の集落を調査

中谷内遺跡 30672 5/26^-12/25 の川 中世 の集落 を調否

上久津呂中屋遺跡 1,020 11/13-12/16

惣領野際遺跡 19,616 5/27～ 12/24 古増・中世の集落を調査

惣領浦之前遺跡 1337鳥 5/27-11/12 弥生・古墳 古代・中世の集落を調査
栗原 A遺跡

氷見市教委
6/12～5/8 古代・中世の集落を調査

T保幸慣跡 1050 9/9-12/17 縄文 。中世の集落を調査

確認調査
財 団

102(対象26555) 5/13-11/14 上久津呂中屋遺跡 を設定

板屋谷内 B古増群
279(対象13,200)

11/17´-12/2 婚 2柔を再確 訳

板屋谷内 C古墳群 7々ヤ12/2 増 3共を再確訳 し.新たに古増 1基 を確認
粟原 A遺跡 来 耳市数 季 2R9(対 象 R00( 5/29-6/2 殊生 古代・中世・近世の集落を確認

平成16

板屋谷内 B古墳群

本発掘

財回

4465 円増 2基を調査

板屋谷内 C古墳群 4417 6/7´ヤ12/16 円墳 3基・方墳 2基を調査
ヒ久津 F 17490 5/28-12/14 縄文の谷 ,弥生・中世の集落を調査
中谷内潰跡 26429 5/27～ 12/17 古墳・古代・中世の集落を調査

中尾新保谷内遺跡 2839 5/25～ 12//9 中世 の

大野江淵遺跡 12,229 中世 の集落 を調

粟原 A遺跡
氷見市教委

1230 9/6^-12/17 古代  近世の集落を調査
正保寺遺跡 1500 6/1-9/2 古代 。中世の集落 を調査

中尾埋蔵文化財包蔵推定地

確認調査 財 国

109(対象 16200) 11/18-11/19 遺構な し

184(対象■800) 5/25々W5/26 大野中遺跡 を設定

NE」 =23 630(対 象 12,470)
5/27-6/ユ

七分一堂口遺跡を設定
12/9´ 1゙2/10

NET-24 1ゆ6(対象25,700) 加納谷内潰跡 を設定

NE 630(対象 9,800) 12/6-12/9 稲稽天坂遺跡 を設定

NE 864(茸 十り健18600) 11/29々ヤ12/8 宇波西遺跡 を設定

675(対象 13000) 11/29´ヤ12/3 遺構 なし

第 1表 能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地 。遺跡調査一覧

1 調査に至る経緯

参考文献

1 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2002『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地試掘調査報告 NEJ-13・
NE」 -14・ NEJ-20・ NEJ-21・ 中尾坊田遺跡・中尾新保谷内遺跡』
2 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2003『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地試掘調査報告 NE」 -15(惣
領野際遺跡)・ NEJ-16(惣領浦之前遺跡)・ NE」 -17・ NEJ-18,正保寺遺跡・粟原A遺跡・中谷内遺跡・中尾横穴
墓群 ,中尾茅戸遺跡』

3 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2C104『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地試掘調査報告 NE」 -19(上
久津呂中屋遺跡)・ 板屋谷内B古墳群・板屋谷内C古墳群』
4 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所2005『能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地試掘調査報告 中尾埋蔵文化
財包蔵推定地・NEJ-22(大 野中遺跡)・ NE」 -23(七分一堂口遺跡)・ NEJ-24(カロ納谷内遺跡)。 NEJ-25(稲
積天坂遺跡)・ NEJ-27(宇波西遺跡)。 NEJ-29』



第 I章 調査経緯

2 調査経過

(1)調査方法

発掘調査の基準となるグリッドの設定に際しては,国家座標を基にした。遺跡毎の座標は,中尾茅

戸遺跡では+93400-19400,中尾新録谷内遺跡では+98940-19170,神明北遺跡では+94180-18960,

大野江淵遺跡では+94700-18500を XOYOと し,南北方向をX軸,東西方向をY軸 とした。グリッ

ドは2m方眼とし,各グリッド名は北東角のX軸 とY軸の座標とした。中尾茅戸遺跡の発掘範囲はX

109～ X135。 Y19～ Y47であり,調査区は東西にA・ Bに分けた。中尾新保谷内遺跡の発掘範囲はX

O～ X l18・ Y25～ Y134であり,調査区は農道や用水によってAl・ A2・ Bl・ B2・ B3・ B4・

C・ D・ Eに分けた。神明北遺跡の発掘範囲はX13～ X96・ Y18～ Y78であり,調査区は農道によっ

てAl・ A2・ Bl・ B2に分けた。大野江淵遺跡の発掘範囲はX10～ X109・ Y26～ Y95であり,
調査区は農道や用水によってAl・ A2・ Bl・ B2・ Cに分けた。

調査は,表土・耕作土・無遺物層の除去,遺物包含層の発掘,遺構確認面の精査・遺構の検出,遺

構の発掘,遺構の記録,写真撮影,空中写真測量,測量補足作業の順で行った。なお,調査に係わる

作業員の管理・機械掘削 。人力掘削・写真撮影用足場の組み立てや解体及び安全対策等は,工事請負

として,平成14年度は株式会社双和紅 (中尾茅戸・神明北遺跡)・ 株式会社干場建設 (中尾新保谷内

遺跡),平成15・ 16年度は株式会社干場建設が請け負った。空中写真測量及び平面図の作成は,ア ジ

ア航測株式会社 (平成14・ 15年度)・ 朝日航洋株式会社 (平成16年度)に委託した。

表土・耕作土・無遺物層の除去は,人力掘削による調査の事前準備として,調査員立ち会いのもと,

確認調査の結果を踏まえ,基本層序を確認しながら,工事請負業者が重機により行った。

遺物包含層の発掘はスコップ等を用い,人力で掘削した。排土搬出にはベル トコンベヤーを使用し,

路線敷内の調査区隣接地に集積し,ダ ンプによる調査区外への搬出は工事請負業者が行った。

遺構確認面の精査・遺構の検出は,遺構確認面に達するとジョレンやねじり鎌で精査 し,検出した

遺構は石灰によるマーキングを行い,平板を用いて遺構概略図を作成した。検出した遺構には遺構呑

号を付すが,各地区毎に遺構の種類に関わらず通し番号とした。

遺構の発掘は柱穴・井戸・小さい土坑は長軸に沿って半載,大 きい土坑は十字またはそれ以上に,

溝は適宜に間隔をあけてセクションベルトを残し,移植ごて等で発掘した。

遺構の記録は,断面図を20分の 1の縮尺で実測し,遺構によっては10分の 1の遺物出土状況図や平

面図を作成した。各遺構の断面は3511mカ メラで撮影し,遺物出土状況や個別遺構の完掘写真・ブロッ

ク写真はブローニー判 (6× 7)カ メラもあわせて撮影した。調査区の全景写真は35Hlmカ メラ・ブロ

ーニー判カメラ・ 4× 5イ ンチ判カメラで 2方向以上から撮影している。使用したフイルムは,3511m

はカラーと白黒,ブロエニー判・ 4× 5イ ンチ判はカラースライドと白黒を使用した。遺構の平面図

作成には空中写真測量を利用し,撮影にはヘリコプター (実機)ま たはラジコンヘリコプターを使用

した。

最後に残務として,井戸や柱根の残る柱穴など完掘の困難な遺構は,空中写真測量終了後に断ち割

りを行い,遺構の底面を確認し,図面等を作成した。また,調査区によっては人力または重機で遺構

面よりも下層の状況確認を行った。

(2)調査経過

平成14年度の調査は,中尾茅戸遺跡,中尾新保谷内遺跡,神明北遺跡を対象に行った。中尾茅戸遺
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第I章 調査経緯

跡A地区の遺構検出面は古墳時代の 1面であり,調査面積は1,236♂ ,調査期間は9月 24日 ～12月 17

日である。中尾新保谷内遺跡の遺構検出面はAl地区で古代・古代～中世の 2面,A2地 区で古代～

中世の 1面,Bl地 区で古代～中世 。中世の 2面,B2地 区で古代～近世の 1面であり,調査総面積
は13,076♂,調査期間は5月 22日 ～12月 6日 である。B3地区については■月25～ 26日 に表土除去の

み行った。神明北遺跡の遺構検出面はA地区で古代～中世の 1面,B地区では中世の 1面で,調査総
面積は3,120♂ ,調査期間は7月 3日 ～9月 25日 である。

平成15年度の調査は,惣領野際遣跡,惣領浦之前遺跡,上久津呂中屋遺跡,中谷内遺跡,中尾茅戸

遺跡,中尾新保谷内遺跡,大野江淵遺跡を対象に行った。中尾茅戸遺跡B地区の遺構検出面は古墳時

代・古代の 1面で,調査面積は1,361♂ ,調査期間は6月 23日 ～11月 18日 である。中尾新保谷内遺跡

の遺構検出面はB3地区で中世～近世の 1面 ,C地 区で古代～近世の 1面であり,調査総面積は

7,415r,調査期間は 5月 27日 ～10月 3日 である。なお中尾新保谷内遺跡B4地区は11月 14～ 17日 に,
大野江淵遺跡は11月 21日 ～12月 5日 に表土除去のみ行った。

遺  跡 地   区 調査期間 こべ 日数 調査面幕 調査担当者 検出遺構 出土遺物

中尾茅戸
A  古墳時代面 平成14年 9月 24日

～12月 17日
41日 間 1.2361n

越前慎子

溝,土坑
土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,越前,
瀬戸美濃,青磁,白磁,上師質土器,瓦器,
伊万里,唐津,越中瀬戸,金属製品,上製品

B  古墳時代・古代面 平成15年 6月 23日～11月 18日
36日 間 1,361∬

掘立柱建物,
柱穴,抗列,
溝,土坑

土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,瀬戸,
瀬戸美濃,信楽,青磁,白磁,伊万里,唐津,
越中瀬戸,木製品,金属製品,土製品

1尾新保谷い Al 中世・古代上層面 平
成 14年 5月 24日
～ 9月 12日

48日 間 2,784浦

野口雅美

，砂
坑
噴
土

，
，池
溝
溜 縄文土器,土師器,須恵器,中世土師為 珠洲,

瀬戸,越中瀬戸,伊万里,唐津,青磁,白磁,
金属製品,土製品,石製品古代下層面 平成14年 9月 19日

～10月 22日
16日 間 2,784ど 溝 ,上坑

A2 古代 中世面 平成14年 5月 23日
～■月26日

53日 間 1,916ゴ ，
砂

坑

噴

土

，

，
池

溝

溜
土師器 ,須恵器 ,中 世土師器 ,珠洲 ,瀬戸 ,

伊万里,越中瀬戸,石製品,金属製品,土製品

Bl 中世・古代上層面 平成14年 5月 22日～ 9月 18日
48日 間 1,510だ

田中昌樹

掘立注建物,
井戸,溝 ,

土坑,溜池 縄文土器,土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,
青磁,瀬戸,越中瀬戸,木製品,金属製品,
上製品,石製品

古代下層面 平成14年 9月 19日
～10月 22日

12日 間 915r正 畑,土坑

B2 古代～近世面 平成14年 7月 1日
～12月 6日 74日 間 3,167�

掘立柱建物 ,

柱穴,井戸 ,

溝 ,土坑

縄文土器,土師器,須恵器,珠洲,中世土師器,
青磁,白磁,瀬戸,越中瀬戸,唐津,伊万里,
木製品,石製品,土製品,金属製品

B3 中世 近世面 平成 15年 5月 27日
～ 9月 10日

64日 間 3,385∬
越前慎子
杉山大晋

掘立柱建物,
溝,上坑,
溜池,畑

土師器,須恵器,珠洲,中世土師為 瀬戸美濃,
青磁,白磁,越中瀬戸,伊万里,唐津,上製品,
石製品,木製品,金属製品

B4 古代～近世面 平成16年 5月 25日
～ 6月 15日 11日 間 344ゴ 朝田要

掘立柱建物 ,

井戸 ,溝 ,

土坑 ,溜池

土師器,須恵器,珠洲,中世土師器,青磁 ,
白磁,越中瀬戸,伊万里,唐津,木製品,
土製品,石製品,金属製品

C  古代～近世面 平成15年 5月 27日
～10月 3日

76日 間 4,030ポ
野口雅美
荒川和哉

井戸 ,柱穴 ,
溝,土坑,畑
溜池

土師器,須恵器,中世土師器,殊洲,青磁,
瀬戸,越中瀬戸,伊万里,土製品,石製品,
木製品,金属製品

D  中世上層面 平成16年 9月 24日
～10月 19日

13日 間

越前慎子

掘立柱建物,
井戸,溝 ,土坑 土師器,須恵器,黒色土器,中世土師器,珠洲,

青磁,瀬戸美濃,越中瀬戸,伊万里,土製品,
木製品,石製品中世下層・古代面

平成16年 10月 22日
～H月 22日

13日 間 井戸,溝 ,

土坑

E  古代・中世面 平成16年 9月 21日
～12月 9日

39日 間 1,738∬ 泉英樹
井戸,溝 ,

上坑

縄文土器,土師器,須恵器,黒色土器,
中世土師器,珠洲,青磁,伊万里,土製品,

木製品,石製品,金属製品

神引北
Al・ A2 古代・中世面 平成 14年 7月 3日

～ 9月 19日
26日 間 1,488∬

越前慎子
長瀬出

溝,土坑 ,

自然流路

弥生土器,土師鵠 須恵器,中世土師器,珠洲,
瀬戸,青磁,越前,越中瀬戸,伊万里,唐津,
土製品,石製品,金属製品

Bl・ B2 中世面 平成14年 7月 8日
～ 9月 25日

27日 間 1,632∬ 溝,噴砂
土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,青磁 ,
越中瀬戸,伊万里,唐津,上製品,石製品,
金属製品

大野江淵 Al 中世 近世面 平成16年 5月 27日
～ 7月 6日

22日 間 2,582だ
野口雅美
朝田要

溝,土坑,
道路,
自然流降,
溜池

弥生土器,上師器,須恵器,中世土師器,珠洲,
瀬戸,青磁,越前,越中瀬戸,伊万里,唐津,
志野,石製品,金属製品,木製品

A2 中世 。近世面 平成16年 5月 25日
～ 7月 27日

41日 間 4,010ご
越前慎子
泉英樹

Bl 弥生・中世・近世面 平成16年 7月 1日～ 9月 27日
47日 間 2.113だ

野口雅美
朝田要

B2 弥生・中世・近世面 平成16年 10月 1日～11月 9日
22日 間 1,445�

C  弥生 中世 近世面 平成16年 7月 12日～ 9月 28日
40日 間 2,079∬

越前慎子
泉英樹

第 2表 調査一覧



2 調査経過

平成16年度の調査は,板屋谷内B古墳群,板屋谷内C古墳群,上久津呂中屋遺跡,中谷内遺跡,中尾

新保谷内遺跡,大野江淵遺跡を対象に行った。中尾新保谷内遺跡の遺構検出面はB4地区で古代～近

世の 1面,D地区で古代～中世・近世の2面,E地区で古代～中世の 1面であり,調査総面積は2,839

♂,調査期間は5月 25日 ～12月 9日 である。大野江淵遺跡の遺構検出面はAl・ A2・ Bl・ B2・

C地区で弥生～近世の一面であり,調査総面積は12,229♂ ,調査期間は5月 25日 ～11月 9日 である。

(3)調査体制

平成14(20能 )年度

総  括 桃 野 真 晃

肥 田啓 章

上 野  章

総  務 竹 中慎 一

廣 田 英 貴

調査総括 酒 井 重 洋

調 査 員 越 前 慎 子

野 口 雅 美

長 瀬  出

田 中 昌樹

平成15(2003)年度

総  括 桃 野 真 晃

関   清

盛田世津子

総  務 竹 中慎 一

廣 田英 貴

調査総括 狩 野  睦

調 査 員 越 前 慎 子

野 口雅 美

荒 川 和 哉

杉 山 大 晋

平成16(2004)年度

総  括 桃 野 真 晃

関   清

盛田世津子

総  務 竹 中慎 一

廣 田英 貴

岩 田扶 紀

調査総括 狩 野  睦

調 査 員 越 前 慎 子

野 口雅 美

朝 田  要

泉  英 樹

じ

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

坦蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

坦蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

坦蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

坦蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所埋蔵文化財技師
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(4)普及活動
A 現地説明会
発掘調査の結果を広く一般に公開するために,調査工程を検討しながら対象地区を選定して,年に

1回ずつ現地説明会を実施した。

平成14年■月16日 (土 )

中尾新保谷内遺跡を会場として,古代の畠の跡や中世の集落跡等を公開し,約 100名 の見学者が訪

れた。まず現場事務所前で概略図と配付資料による全体説明を行い,続いて現地へ移動し,掘立柱建

物や井戸などの主な遺構について調査員が説明するとともに,見学者の質問等に応じた。また遺物展

示会場では,出土遺物及び遺構の写真パネル等の展示を行った。

平成15年 10月 26日 (土 )

中谷内遺跡を会場として,土器が多量に出土した古墳時代の自然流路や溝等を公開した。遺物展示

室において,中谷内遺跡の他,惣領野際遺跡,惣領浦之前遺跡,中尾新保谷内遺跡から出土した遺物

や写真パネルも展示した。

B 遺物の展示
平成17年 2月 18日 ～3月 6日 に,富山県高岡文化ホールと共催で,当事務所が調査した遺跡出土遺

物の展示「古代のかたリベー大規模発掘調査の速報展―」を行った。他の遺跡とあわせた遺物展示で,

中尾新保谷内遺跡からは中世土師器・陶磁器・金属製品・石皿,神明北遺跡からは銭を展示した。

発掘現場を見て 回る愛好家や地元住民

一氷見市大野

平成14年 11月 17日 付
宮山新聞
現地説明会報道記事 __と

現地説明風景
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第 4図 現地説明会・記者発表報道記事
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(5)整理経過

出土遺物は各年度内に可能な限り洗浄・注記・分類を行つた。木製品・石製品 。金属製品はメモ写

真を撮影し,それぞれ整理台帳を作成した。木製品は収納・管理の便宜を図るためオートシーラーと

専用フイルムを用いてパックし,仮保管している。調査概要については,『埋蔵文化財年報』 (14)

～ (16), F埋蔵文化財調査概要』 (平成14年度～平成16年度)と して発刊している。なお,『紀要

富山考古学研究』において,調査担当者による以下の報告が行われている。

『紀要 富山考古学研究 第 7号』 2004年 6月
・杉山大晋「北陸の中世鋳鉄製品について一越中の鉄鋼を中心に一」

・荒川和哉「中尾新保谷内遺跡出上の鉄鉢形土器について一富山県内出上の鉄鉢形土器の集成―」

・越前慎子「氷見地方の溜池灌漑遺構―中尾新保谷内遺跡の調査から一」

F紀要 富山考古学研究 第 8号』 2005年 6月
・泉英樹「中尾新保谷内遺跡出土の石皿について」

報告書刊行に向けての本格的な室内整理作業は,平成16年 4月 に開始した。平成16年度は,平成14

年度調査分の木製品・石製品・金属製品の写真撮影及び実測を行った。平成17年度は,平成14年度調

査分の木製品の保存処理,平成15・ 16年度調査分の木製品・金属製品・石製品の写真撮影及び実測,

上器・陶磁器の接合 。復元,図面編纂を行った。平成18年度は,平成15,16年度調査分の木製品 。金

属製品の保存処理,土器・陶磁器の実測,挿図及び図版作成, トレース,原稿執筆,図面編纂を行っ

た。平成19年度は,土器・陶磁器の写真撮影,原稿執筆,編集を行つた。平成20年度は,編集,印刷 ,

校正を行った。

遺物の洗浄・バインダー処理,土壌の洗浄は,現場において現場整理作業員が行った。土器・陶磁

器の注記・接合・復元・色塗り,石製品の注記は,室内整理作業員が行った。

遺物の実測は,土器・陶磁器を調査員及び室内整理作業員が行った。木製品は,平成14年度調査で

出土したものは財団法人大阪市文化財協会,平成15。 16年度調査で出土したものは株式会社エイテッ

クに委託した。金属製品は,平成14年度調査で出上したものは株式会社中部日本鉱業研究所,平成15。

16年度調査で出上したものは株式会社シン技術コンサルに委託した。石製品は,平成14年度調査で出

土したものは株式会社文化財サービス,平成15・ 16年度調査で出土したものは財団法人大阪市文化財

協会に委託した。遺物実測図は,種類別の遺物カードに直接書き込むか貼り込んで整理した。遺構実

測図・写真・航空測量図は,各台帳を作成して整理し,遺構カードとともにパーソナルコンピュータ

ーを使用してデータ入力した。挿図にある遺構・遺物のデータは観察表として掲載した。データ入力

は株式会社人材派遣北陸に委託し,整理作業員が補足した。図面編纂はアジア航測株式会社に委託し

た。

遺物の写真撮影は,平成16年度は写房楠華堂,平成17年度は有限会社アオヤマスタジオ,平成19年

度はアーガス・フォト・スタジオに委託し, 4× 5イ ンチ判を基本に,白黒とカラースライドフィル

ムを使用した。写真図版には,密着焼付または引き伸ばしたものを使用した。遺構写真・遺物写真の

うち重要なものはプロフォトCD化 して保存した。

自然科学的分析は,平成16年度から平成18年度にかけて専門機関に委託し,結果報告を掲載した。

木製品。金属製品のうち重要なものは,平成17年度から平成18年度にかけて財団法人山梨文化財研

究所 。株式会社京都科学・財団法人元興寺文化財研究所 。財団法人大阪市文化財協会に委託し,保存

処理及び一部復元を行った。
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(6)整 理体制

平成16(2004)年度

総  括 桃 野 真 晃

関   清

盛田世津子

総  務 竹 中慎 一

廣 田 英 貴

岩 田 扶 紀

整理総括 宮 田進 一

担  当 伊 藤  潔

青 山裕 子

新 宅  茜

町 田 賢 一

平成17(2005)年度

総  括 桃 野 真 晃

関   清

盛田世津子

総  務 竹 中慎 一

岩 田扶 紀

整理総括 宮 田 進 一

担  当 越 前 慎 子

高柳由紀子

町 田 尚 美

平成18(2006)年度

総  括 岸 本 雅 敏

山本 正 敏

加藤豊次郎

総  務 浅 地 正 代

岩 田扶 紀

整理総括 宮 田 進 一

担  当 越 前 慎 子

金三津道子

朝田亜紀子

平成19(2007)年度

総  括 岸 本 雅 敏

山 本 正 彼

加藤豊次郎

総  務 浅 地 正 代

岩 田扶 紀

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

坦蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所チーフ

埋蔵文化財調査事務所主任

坦蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

坦蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所チーフ

埋蔵文化財調査事務所主任



2 調査経過

整理総括 河 西 健 二

担  当 越 前 慎 子

金三津道子

新 宅  茜

平成20(2008)年度

総  括 岸 本 雅 敏

山本 正 敏

加藤豊次郎

総  務 浅 地 正 代

岩 田扶 紀

整理総括 河 西 健 二

担  当 新 宅  茜

高441由紀子

朝田亜紀子

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所チーフ

坦蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

(朝田亜紀子)
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第Ⅱ章 立地と歴史的環境

立地

中尾茅戸遺跡 。中尾新保谷内遺跡・神明北遺跡 ,大野江淵遺跡は富山県西部の氷見市に位置する。

氷見市は能登半島東側基部に位置し,三方を石動丘陵・宝達丘陵・三上山丘陵に囲まれ,東は富山湾

に面する。市域の約 8割を占める丘陵は新第三紀と第四紀層の泥岩が広く分布し,地滑り地形が多く

認められる。市南半部には,仏生寺川とその支流によって開析された十三谷と呼称される谷底平野が

ある。かつて仏生寺川下流一帯には布勢水海と呼ばれた潟湖が存在したが,現在は干拓されて水田が

広がる。市北半部は,宇波川・阿尾川・余川川 。上庄川などの小河川とその支流からなる谷地形で,

上庄川中流域から下流域にかけて小規模な平野が広がる。能越自動車道は十三谷を南北に縦断し,北

東に向かって上庄川流域の平野部を通る形で計画された。本調査を実施した中尾茅戸遺跡 。中尾新保

谷内遺跡・神明北遺跡 。大野江淵遺跡は,上庄川中・下流域南岸に弧状に広がる平野部と南西奥部の

丘陵にかけて位置する。

中尾茅戸遺跡はこの平野部に営まれている中尾集落から南へ廷びる谷間の奥に位置する。標高は約

6～ 7mを測る。中尾新保谷内遺跡は中尾集落の南に位置し,西を泉中尾廃寺跡の台地に,南を中尾

山の丘陵に接する。標高は約 5～ 6mを測る。神明北遺跡は中尾集落の東,大野江淵遺跡は集落北東
の平野に位置する。平野の中でも湿地帯を避けて,台地状の高まりに遺跡が形成されていたと考えら

れ,標高は約 3～ 5mを測る。

2 歴 史 的環境

中尾茅戸遺跡・中尾新保谷内遺跡・神明北遺跡・大野江淵遺跡が位置する上庄川中・下流域には小

規模ながらも安定した平野が広がり,縄文時代から中近世に至る遺跡が認められる。

縄文時代の遺跡は,丘陵部に後毛A遺跡 (9),平野部に大野沢遺跡 (7),鞍川寺田遺跡 (46),

鞍川金谷遺跡 (51)がある。上庄川北岸の加納谷内遺跡 (59)では平成17年度から調査が行われてお

り,前期前葉の集石土坑や中期前葉の埋甕などが検出されている。

弥生時代は,上庄川南岸の平野部に立地する鞍川中B遺跡 (54)か ら中期の資料が出上している。

後期から終末期にかけては,上庄川南岸の丘陵裾の補需A遺跡 (40),丘陵中腹部の鞍鮒緩義毛遺跡

(44)がある。また上庄川流域は能登へ通じる主要道として開発が始まった。上庄川に沿うように平

野部を通り羽昨に至る古道は『万葉集』に「之子路」 (志雄路)と して詠まれており,成立は弥生時

代終末期頃にまで遡ると考えられている。なおこの古道は,中世・戦国期には「臼ケ峰越」として利

用され,近世では幕府の巡見使の定例通行道路である「御上使往来」に制定されている。

古墳時代には,前期から後期まで継続的に多くの古墳が築かれた。上庄川南岸には千久里山から派

生する丘陵先端部に37基の古墳が群集する泉古墳群 (11)。 泉往易古墳群 (12)が築かれる。谷を挟

んで南側には泉谷内口古墳群 (16),その南にはΥ滝暮媛古墳群 (17),竿た請誘古墳群 (18),中尾

茅戸古墳群 (22),中尾神子谷内古墳群 (斃)がある。上庄川北岸の丘陵には柿谷土谷山古墳群 (67),

加納蛭子山古墳群 (61),加納横穴群 (60),加納南古墳群 (57)がある。柿谷土谷山古墳群は泉古墳
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2 歴史的環境

群と川を挟んで向かい合う位置に築かれており,大型円墳 2基を含む 2支群24基の古墳からなる。加

納蛭子山古墳群は 5世紀前半の帆立貝形古墳を含む4支群16基の古墳からなる。加納横穴墓群は玉類

等を伴う58基の横穴墓で,昭和48年に市指定史跡に指定されている。また十二町潟に面した丘陵部に

は園カンデ窯跡 (69)がある。県内最古の須恵器窯とされ 6世紀前半頃の操業と考えられる。

古代では,平野部に加納桜打遺跡 (56),大野中遺跡 (5),大野沢遺跡 (7),泉 A・ BoC遣 跡

(13・ 15・ 14),泉横山遺跡 (8),大野南遺跡 (23),沖布 B遺跡 (43),糠塚南遺跡 (42)な ど多く

の遺跡がある。大野中遺跡では平成17年度から発掘調査が行われており,掘立柱建物,柵列等が検出

されている。丘陵裾には七分一B遺跡 (66),沖布 C遺跡 (41)がある。丘陵に接する台地上には泉

中尾廃寺跡 (21),中尾山田遺跡 (26)がある。泉中尾廃寺跡からは平安時代後期の金銅宝冠阿弥陀

如来座像が出土しており,西側にある白山神社との関連が伺われる。中尾山田遺跡では炭焼窯状遺構

が確認されている。なお上庄川平野は『和名類衆抄』にみえる射水郡の十郷のひとつ,阿努郷に比定

されている。平安時代中期には,越中権守源家賢の私領「阿努庄」として成立し,12世紀中頃には摂

関家近衛家領として伝領されている。

中世では,平野部に七分堂望宵遺跡 (55),加納谷内遺跡 (59)な どの集落,丘陵上に山城の千久

里城跡 (19),木谷城跡 (62),荒館A遺跡 (37)が築かれる。七分一堂口遺跡,加納谷内遺跡では,

掘立柱建物群,柵列,区画溝等が検出されている。千久里城跡は竹里山上に築かれた南北朝時代の山

城で,戦国期の改修で人の郭を持つ壮大な城郭に完成されたと考えられている。西朴木フルヤチ遺跡

(33),中尾ガメ山遺跡 (25)か らは埋納銭が出土している。中尾ガメ山遺跡では「開元通宝」 (621

年初鋳)か ら「成淳元宝」 (1265年初鋳)に及ぶ銅銭約1,800枚が出土した。また宗教関連遺跡が多

く存在しており,祭祀遺跡の竹里山岩屋堂遺跡 (20),加納中程経塚 (58),火葬墓の荒館ソモギ遺跡

(38),鞍川A・ B中世墓 (47・ 48)がある。古代 。中世を通して仏教活動が盛んな地域であったと

考えられる。

参考文献

(朝田亜紀子)
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2 歴史的環境

番号 遺跡名 所在地 種類 時代 文献 備考

1 中尾茅戸 中尾 集落 縄文・弥生・古墳・古代・中世・近世 23456725

2 中尾新保谷内 中尾字寺尾 集落 縄文・古墳・古代 (平安 )・ 中世・近世 2,4,5,6,7,21,25

3 神明北 中尾 集落 古代・中世・近世 2.4,5,25

4 大野江淵 大野 集落 弥生・古墳・古代・中世・近世 2,8,9,25

5 大野中 大野 散布地 古代 10,11,25

6 KB-3 大野 散布地 古代

7 大野沢 大野 散布地 縄文・古代 (奈良・平安 ) 21,25

8 泉横 山 泉 散布地 古代 (奈良・平安)。 近世

領毛 A 泉字領毛 散布地 縄文・古墳 2125

領毛 B 泉字領毛 散布地 古墳

泉古墳群 泉 古墳 古墳 21,25

泉往易古墳群 泉 古墳 古墳

泉 A 泉 散布地 古代 (奈良・平安) 21,25

泉 C 泉 散布地 古代 (奈良 平安) 21.25

泉 B 泉 散布地 古代 (奈良・平安)。 中世 (鎌倉・室町) 21,25

泉谷内口古墳群 泉 古墳 古墳 25

中尾喜城古墳群 泉 (中尾 ) 古墳 古墳 25

8 中尾隔崎古墳群 中尾 古墳 古墳 25

9 千久里城跡 中尾字萱戸 城館 (山城) 中世 (鎌倉・室町) 12,14,21,25

竹里山岩屋堂 中尾 祭祀 中世 (鎌倉 室町) 2125 昭和 60年市指定史跡

泉中尾廃寺跡 泉字寺尾 社寺 (寺院) 中世 21,25 平成2年出土金銅仏市指定考古資料

中尾茅戸古墳群 泉 (中尾 ) 古墳 古墳

大野南 大野 散布地 古代(奈良・平安)中世(鎌倉・室町)・ 近世 21,25

中尾神子谷内古墳群 泉 (中尾) 古墳 古墳

中尾ガメ山 中尾字茅戸 その他 (埋納銭 ) 中世 (鎌倉) 21.25

中尾山田 中尾字谷内 生産 (窯 ) 古代 (奈良・平安 )

中尾横穴群 中尾字寺尾 古墳 (横穴) 古墳 3,20,21,25

中尾高塚古墳群 中尾 古墳 古墳

中谷内 中谷内 集落 縄文 弥生(後 )・古墳・古代(奈良)。中世・近世 3,6,7,8,9,10,11,22,25

西朴木ジョウヨウジ 西朴木 散布地 古代・中世 近世
西朴木 ドウガヤチ 西朴木 墓 中世

西朴木古墳群 西朴木 古墳 古墳

西朴木フルヤチ 西朴木 その他(埋納銭) 中世

坂津 B 十二町 散布地 弥生 古墳
坂津横穴群 十二町坂津字新が谷内 古墳 (横穴) 古墳 (後 )

坂津 十二町坂津 散布地 古代 平安)'中世 (鎌倉)

荒館 A 十二町荒館 城館 (山城 ) 中世 (鎌倉・室町) 1421

荒館ソモギ 荒館 墓 中世 (鎌倉・室町)

荒館 B 十二町荒館 散布地 縄文・中世 (鎌倉)

40 沖布 A 沖布字引畑 散布地 弥生 後)・ 古墳・古代 (奈良・平安) 16,21,25

ユ中布 C 軟川 散布地 古代(奈良 平安)・ 中世(鎌倉 室町)・ 近世 16,21,25
糠塚南 中尾・鞍川 散布地 古代(奈良・平安)中世(鎌倉・室町)近世 2125

沖布B 沖布 散布地 古代 (奈良・平安 )

44 鞍川横羽毛 鞍川 散布地 弥生 21,25

鞍川 D 鞍川 散布地 古代 (奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町) 2125

鞍川寺田 鞍川字寺田 散布地 縄文 (後 ) 16,21,25

鞍川 A中世墓 鞍川 墓 中世 (鎌倉・室町) 21,25

鞍川 B中世墓 鞍川 墓 中世 (鎌倉 室町) 2125

49 鞍川諏訪社 鞍川 散布地 中世 (錬倉・室町 ) 21,25

鞍川 C 鞍 川 散布地 中世 (鎌倉・室町)

鞍川金谷 鞍川川下 散布地 縄文 (中 )・ 古墳 162125

KB-2 大野新・大野 散布地 古代

53 鞍川中A 鞍川・大野新 散布地 弥生 古代・中世
54 鞍川中B 鞍川 集落 弥生 (中 )。 中世 。近世

七分一堂口 七分一 散布地 古墳 古代
加納桜打 加納 散布地 古代 (奈良・平安) 2125

加納南古墳群 加納 古墳 古墳 加納中程古墳群と同一

加納中程経塚 加納字中程 塚 (経塚) 不明 21,25

加納谷内 加納 集落 縄文・古墳・古代・中世 。近世

加納横穴群 加納字蛭子 古墳 (横穴 ) 古墳 16,20,21,25 昭和48年市指定史跡

加納蛭子山古墳群 加納蛭子山 古墳 古墳 20,21,25

62 木谷城跡 稲積字木谷 城館 (山城 ) 中世 (鎌倉・室町) 1■ 21

63 加納新池古墳群 加納 古墳 古墳

64 七分一塩谷中世墓 七分一 墓 中 世

七分一 七分一 散布地 古墳 21,25

七分一 B 七分一 散本地 古代 (奈良・平安)・ 中世 (鎌倉・室町) 21,25

柿谷土谷山古墳群 柿谷 古墳 古墳 21.25

柿谷大国 柿谷 散布地 中世 (鎌倉・室町) 21,25

園カンデ窯跡 園カンデ 生産 (窯 ) 古墳 18,26

第 3表 周辺の遺跡
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第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡

遺跡の概要

(1)概 要

中尾茅戸遺跡は,上庄川流域に広がる上庄谷平野の南縁に位置する。北の平野部に向かって広がる

中尾新保谷内遺跡からみると,中尾山を隔てたやや谷奥に立地している。地形は北に向かって緩やか

に傾斜しており,古墳時代の遺構検出面では,標高は南端で約7.2m,北端で約6.2mを 測る。調査の

結果,弥生時代～古墳時代の溝 。自然流路・土坑,吉代の掘立柱建物・溝・土坑,中世の杭列を検出

したが,各期とも遺構密度は散漫で,集落の中心からは外れていると考えられる。

(2)土 層 (第 6図 )

基本層序は, I層 :表土 (耕作土・盛土), Ⅱ層 :2.5Y4/1黄灰色粘土 (近世包含層),Ⅲ層 :2.5Y

5/1黄灰色粘土 (中世包含層),Ⅳ a層 :5Y4/1灰色粘土 (古代包含層),Ⅳ b層 :7.5Y5/1灰 色粘土 (古

代遺構検出面・古墳時代包含層),V層 :7.5Y6/1灰色粘土 (古墳時代遺構検出面),Ⅵ層 :5Y3/1オ

リーブ黒色粘土 (無遺物層)である。

Ⅱ層はほぼ全面に堆積するが,Ⅲ層は西側のB地区でのみ確認された。Ⅳ a層 はほぼ全面にみられ,

厚いところで25cm前後堆積している。Ⅳb層上面では, SBl・ S D40。 S D50等 の古代の遺構を検

出した。ただし,Ⅳ b層 は南西に向かって層厚が薄くなり,南西端ではⅣb層が認められないため,

V層上面でS D160。 S K159・ S K172等の古代の遺構を検出した。V層面は基本的には弥生時代～

古墳時代の遺構検出面で,南西端が高くなっている。

土層はすべて粘土質シルト～粘上であるが,特にⅣ層以下は粘性が強く,Ⅲ層との境界面に酸化鉄

が沈着している。また,Ⅳ a層 とⅣb層 間は波打つており,一部ではⅣ a層がⅣb層 中に沈み込んだ

り,Ⅳ b層がⅣ a層 中にマーブル状に巻き上げられたりする擾乱構造がみられる。

日
８
卜
制
超

聾|

Y30

A
X130

0    1■ ,000   20m

―Y45

近世包含層

中世包含層

古代包含層

弥生～古墳時代包含層

遺構面

I層  〔表土〕
Ⅱ層 〔近世包含層〕  25Y4/1黄 灰色粘土
狙層 〔中世包含層〕  25Y5/1黄灰色粘土
Ⅳa層 〔古代包含層〕  5Y4/1灰色粘土

Wb層 〔古代遺構検出面 75Y5/1灰色粘土
古墳時代包含層〕

V層 〔古墳時代遺構  ■5Y6/1灰色粘土
検島面〕

Ⅵ層 〔無遺物層〕   5Y3/1オ リーブ黒色粘土

剛□
鰯
∞
□
中

第 6図 中尾茅戸遺跡 基本層序
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2 遺構と遺物

2 遺構と遺物

(1)弥生～古墳時代

弥生時代～古墳時代の遺構は自然流路・溝・土坑である。遺構密度は低く,浅い落ち込み状の遺構

が多い。しかし,溝 。自然流路には方向性もみられ,特に南側の遺構から遣物が一定量出土している

ことから,調査区の南に古墳時代の集落の主体があった可能性も考えられる。

A 溝 。自然流路

1号溝 (SDl,第 8図,図版 6。 9)

A地区南端に位置する。東西方向の溝で,調査区外に延びる。浅いためかB地区では延長部分は検

出されなかった。最大幅2.15m,深 さ28cmで ある。埋土は灰色粘土である。南北方向のSD2が 派出

しており,切 り合いはないため同時期の遺構と考えられる。

出土遺物は土師器で,高杯 1点の他に,摩減した器種不明の小片がXl10Y35付近でまとまって出

上した。高杯 (′ )は受部の内面はハケメが残るが,外面は摩滅のため調整不明である。

2号溝 (SD2,第 8図 )
A地区南端に位置する。SDlか ら派出した南北方向の細い溝で,切 り合いは無く同時期の溝と考

えられる。最大幅36cm,深さ 7 cmである。埋土は灰色粘土である。出土遺物はない。

5号滞 (SD5,第 8図 )

A地区南側に位置する。東西方向の溝であるが,浅 く,検出した範囲は短い。最大幅28cm,深 さ 9

cmである。埋土は灰色粘土を基調とし,上層には炭化物を多く含む。出土遺物はない。

9号溝 (SD9,第 8図 )

A地区南側に位置する。東西方向の溝であるが,浅いためかB地区では延長部分は検出されなかっ

た。最大幅1.02m,深さ14cmで ある。埋土は灰色粘上の単層である。出土遺物はない。

16号溝 (S D16,第 9図 )

A地区北側に位置する。南北方向の溝で, S D17と ほぼ平行に走る。途切れてはいるが S D20に繋

がるものと考えられる。最大幅74 cm,深 さ10cmで ある。埋土は灰色粘土を基調とし,上層には炭化物

が多く混じる。出土遺物はない。

17号溝 (S D17,第 9図 )

A地区北側に位置する。南北方向の溝で, S D16と ほぼ平行に走る。途切れてはいるが S D19に繋

がるものと考えられる。最大幅42cm,深 さ10cmで ある。埋土は灰色粘上の単層である。出土遺物はな

ヤヽ。

19号溝 (S D19,第 9図 )

A地区北側に位置する。南北方向の溝で, S D20と ほぼ平行に走る。途切れてはいるが S D16に繋

がるものと考えられる。最大幅44cm,深 さ 6 cmである。埋土は灰色粘土の単層である。自然流路 SD

24に直交し,切 り合いはないため同時期の溝と考えられる。出土遺物はない。

20号溝 (S D20,第 9図 )

A地区北側に位置する。南北方向の溝で, S D19と ほぼ平行に走る。途切れてはいるが S D16と繋

がるものと考えられる。最大幅80cm,深さ 9 cmである。埋土は灰色粘上を基調とする。出土遺物はな

ヤヽ。
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第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡

24号 自然流路 (S D24,第 9図 ,図版 6)

A地区北側からB地区へと続 く東西方向の自然流路で,調査区外に延びる。最大幅4.24m,深 さ28

cmで ,蛇行している。東側では S D19と 直交し,西側では東西方向のSD■が派出するが,両者とは

切り合いがないため同時期のものと考えられる。埋土は灰色粘土を基調とし,緑灰色粘土が混じる部

分もある。また,一部では,検出面であるⅣb層 の緑灰色粘上がマーブル状に混じり込み,底面の境

界が波打つ擾乱構造になっている。出土遺物はない。

101号溝 (S D101,第 10図 ,図版 6)

B地区中央に位置する。最大幅2.9m,深さ18cmである。南北方向の溝で,浅 く,隣接するS D102

と直接交わってはいないが,同様の埋上であることから同時期の遣構と考えられる。短い溝状に枝分

かれする部分もあり,蛇行しているため自然流路の可能性もある。埋土は灰色粘土とオリーブ黒色粘

土を基調とし,緑灰色粘土が混じる部分もある。また,一部では,検出面であるⅣb層 のオリーブ灰

色粘土がマーブル状に混じり込み,底面の境界が波打つ擾乱構造になっている。出土遺物は摩滅した

土師器の小片が数点ある。

102号溝 (S D 102,第 10図 )

B地区中央に位置する。最大幅1.3m,深 さ 8 cmである。東西方向の溝で,浅 く,隣接するS D101

と直接交わってはいないが,同様の埋上であることから同時期の遺構と考えられる。埋土は灰色粘土

を基調とし,緑灰色粘土が混じる部分もある。また,一部では,検出面であるⅣb層のオリーブ灰色

粘上がマーブル状に混じり込み,底面の境界が波打つ擾乱構造になっている。出土遺物はない。

103号溝 (S D 103,第 10図 ,図版 6)

B地区中央に位置する。最大幅1.86m,深さ 8 cmである。東西方向の溝で,浅 く短いが,隣接する

S D 101か ら西へ枝分かれした部分に繁がる可能性もある。坦土は灰色粘土を基調とし,検出面であ

るⅣb層 のオリーブ灰色粘土がマーブル状に混じり込み,底面の境界が波打つ擾乱構造になっている。

S D101・ S D102と も同様の埋土であるため,これらと同時期の遺構と考えられる。出土遺物はない。

111号溝 (S Dlll,第 9図,図版 6)

B地区北側に位置する。最大幅1.27m,深さ 6 cmである。 S D24から派出した東西方向の溝で切り

合いはなく,浅 く短い。埋土は緑灰色粘土混じりの灰色粘土である。出土遺物はない。

144号溝 (S D144,第 ■図)

B地区南側に位置する。最大幅24cm,深 さ4 cmで ある。 S K143か ら派出し,切 り合いはない。埋

土は灰色粘土混じりの緑灰色粘上である。出土遺物はない。

153号溝 (S D 153,第 11図 ,図版 6・ 9)

B地区中央西端部に位置する。浅い溝で,検出範囲は短い。最大幅50cm,深さ12cmである。切 り合

いではS K155よ り古い。埋土は緑灰色粘土混じりの灰色粘土である。

出土遺物は弥生土器 (θ ・翠)で,他に摩減した小片が多数出土した。」は短頸壼で,口縁端部に

わずかな段を有する。翠は有段口縁の甕で回縁部はやや外反する。 J・ 翠とも著しく摩滅しているた

め調整は不明で,胎土に粗い砂粒を多く含む。弥生時代後期後半のものである。
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2 遺構と遺物

B 土坑

8号土坑 (SK8,第 11図 )
A地区南端に位置する。平面形はやや不整な隅九方形を呈し,長軸1.5m,短軸1,2m,深さ23cmで

ある。埋土は灰色粘上で中央部が窪むように2層 に分かれ,上層には炭化物が多く混じる。

出土遺物は土師器で,土坑中央部の土層境界付近から奏の体部片が 2点出上した。

10号土坑 (S K10,第 11図 )

A地区南側に位置する。平面形は長径2.19mの 楕円形を呈し,深さ39cmである。埋土は灰色粘上で

2層 に分かれ,上層には炭化物が少量混じる。出土遺物はない。

143号土坑 (S K143,第 11図,図版 9)

B地区南側に位置する。平面形は直径1.56mの 円形を呈し,深さは18cmである。埋土はレンズ状に

2層 に分かれ,上層はオリーブ黒色粘土混じりの灰色粘土,下層は灰色粘土混じりの緑灰色粘土であ

る。 S D 144が派出しており埋上の切り合いはない。

出土遺物は土師器で,高杯と器種不明の小片が 1点ずつある。高杯 (2)は脚部で調整は摩滅のた

め不明である。胎上に粗い砂粒・骨針を少量含む。

154号土抗 (S K154,第 11図 )

B地区南端に位置する。平面形は直径60cmの円形を呈し,深さは25cmである。埋土は緑灰色粘土混

じりの灰色粘土の単層である。黒色土器の小片が 1点出土した。

155号土坑 (S K155,第 11図 )

B地区中央部西端に位置する。楕円形を呈し,調査区外に廷びており,深さは10cmで ある。埋土は

緑灰色粘土混じりの灰色粘上である。切 り合いでは S D 153よ り新しい。出土遺物は土師器で,高杯

脚部と思われる 1点の他に6点ある力Mヽ片で摩滅しているため器種は不明である。

162号土坑 (S K162,第 11図 )

B地区中央部西端に位置する。 S K163に隣接し,同様の遺構であるため関連性が窺える。直径42

cmの円形を呈し,深さは14cmで ある。埋土は灰色粘土である。出土遺物はない。

163号土坑 (S K163,第 ■図)

B地区中央部西端に位置する。 S K162に隣接し,同様の遺構であるため関連性が窺える。直径50

cmの円形を呈し,深 さは14cmで ある。埋土は灰色粘上である。出土遺物はない。
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第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡

1:300

第 7図 中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時代遺構全体図 (1:300)
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2 遺構と遺物

第 8図
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2 遺構と遺物

(2)古代

古代の遺構は掘立柱建物・溝 。土坑である。遺跡の南西端で検出したのみで,その他では古代の遺

構とみられるものはない。また調査区南側の隣接地の確認調査では遺構が検出されなかったことから,

集落の中心は調査区の西側に広がっている可能性が高いと考えられる。

A 掘立柱建物

1号掘立柱建物 (SBl,第 13図 ,図版 7)

B地区南側に位置する。東西棟の総柱掘立柱建物で,主軸はN-87° ―Eである。確認した範囲内

では 3間×2間で,面積19.64ドであるが,桁行は調査区外に延びる可能性がある。柱穴はほとんど

が円形で S P l18は楕円形を呈する。柱穴の規模は直径または長径21～ 37cm,深 さ6～ 28cmで ある。

埋土は灰色粘土または粘土質シルトを基調とし,緑灰色粘土が粒状に混入するものが多く,オ リーブ

黒色粘土が混入する層もある。単層がほとんどで, S P127のみ 2層 に分かれる。出土遺物はS P122

の埋土上面から粘土塊 1点,底から土師器の小片 1点が出上した。

建物の周囲にはS D140。 S D 150。 S D160の 3条の溝があり,特にS D150は建物と方向が同じで

あることから,建物に関連する溝であった可能性がある。建物の年代は,出土遺物がないため詳細は

不明だが, S D150と 同時期あるいは近い時期の遺構と推測する。

B溝

140号溝 (S D140,第 14図 )

B地区南側に位置する。南北方向の溝で,最大幅1,26m,深さ 6 cmである。埋土は灰色粘土だが ,

検出面であるⅣb層の緑灰色粘上がマーブル状に混じり込み,底面の境界が波打つ擾乱構造になって

いる。出土遺物は摩滅した土師器の小片が数点ある。

150号溝 (S D150,第 14・ 15図 ,図版 7・ ■)

B地区南側に位置する。東西方向の溝で, 2条 に枝分かれしているが,切 り合いはなく浅いので,

本来は幅広の 1条の溝であったかもしれない。南北方向の S D140・ S D 160と 直交し,建物域を区画

する溝であった可能性も考えられるが,建物域の本体は西の調査区外にあり詳細は不明である。最大

幅2.26m,深 さ12cmである。坦土は灰色粘土質シル トだが,検出面であるⅣb層の緑灰色粘上がマー

ブル状に混じり込み,底面の境界が波打つ擾乱構造になっている。

出土遣物は土師器の小片が多く,他に須恵器甕の体部片 2点 (5・ δ),杯の底部片 1′点がある。
5・ σは外面に平行叩き,内面に同心円当て具痕が残る。

遺構は二股に分かれているが,遺物の多くは北側から出上した。

160号溝 (S D160,第 14。 15図,図版 8～ 10。 12)

B地区南側に位置する。東西方向の溝で,南北方向の S D150と直交するが, S D150は浅いため交

わってはおらず切 り合いは不明である。最大幅1,7m,深さ32clnである。埋土は灰色粘土質シルトと

オリーブ黒色粘土質シルトを基調とし,緑灰色粘土が混じる。

出土遺物は土師器・須恵器が多数出土し,鉄津も1点ある。土師器は小片が多く,器種が判別でき

るものには皿 1点,長胴奏が 2点ある。須恵器は杯片が多く,他に甕 2点がある。π。どは土師器で

ある。 /は皿で,ロ クロナデを施し,底外面は回転糸切 りである。 9世紀末のものである。どは長胴

甕である。口縁端部は上方へつまみ上げる形態で,全体が摩滅しており調整不明である。 S K172出

上の長胴甕 (′の と形態が似ており同一個体の可能性もある。9～
=Jは
須恵器杯である。′θはやや外

方へ開く形態で,外面上半から内面全面に自然釉がかかる重ね焼き痕がある。ガ～′どの底外面は回転

%
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ヘラ切りである。

遺物から,遺構の年代は 9世紀末頃と推定される。

C 土坑

141号土坑 (S K141,第 15図 )

B地区中央に位置する。長径60cm,短径46cmの楕円形を呈し,深さは29cmである。埋土は緑灰色粘

土混じりの灰色粘土質シルトである。周辺に遺構は無く,単独の上坑であるが,坦土から古代の遺構

と考えられる。出土遺物はない。

159号土坑 (S K159,第 15図 ,図版 8・ 11)

B地区南端に位置し, S K1721こ 隣接する。直径 lmの 円形を呈し,深 さは58cmである。埋土は灰

色粘土・粘土質シルトを基調とする部分と,オ リーブ黒色粘上を基調とする部分に分かれ,緑灰色粘

土粒が混入する。遺構の年代は,遺物から8～ 9世紀と推測される。

出土遺物は須恵器杯 1点,杯蓋 1点,甕体部片 3点,重 1点,土師器高杯 1点の他,摩減した土師

器が数点あるが,いずれも小片である。フ～ゴびは須恵器である。フは杯蓋で,回縁端部は折 り曲げ外

反する。
=σ

・ゴびは甕で,万は口縁端部をやや外方へ挽き出す。′σは体部で,外面平行叩き,内面同心

円当て具痕が残る。

172号土坑 (S K 172,第 15図 ,図版 8。 9)

B地区南端に位置し, S K159に 隣接する。直径1.02mの 円形を呈し,深 さは92cmで ある。埋土は

緑灰色粘土混じりの黄灰色粘土・責灰色粘土質シルト・黒褐色粘上がレンズ状に堆積する。

出土遺物は土師器長胴甕 (′の である。口縁端部を上方へつまみ上げる形態で,摩滅のため調整不

明である。 8世紀のものである。 S D160出 上の長胴甕 (ど )と 形態が似ており同一個体の可能性も

ある。遺物は少ないが,規模や埋上の堆積状況が隣接するS K159に似ており,同様の性格をもつ遺

構であった可能性が高く,遺構の年代は8～ 9世紀頃と推定される。

27
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第12図 中尾茅戸遺跡 古代遺構全体図 (1:300)
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2 遺構と遺物

(3)中 世

△ 柵
1号柵 (SAl,第 16図,図版 8・ 17)

B地区北端に位置する。Ⅳ a層上面で検出した東西方向の杭列である。4.4～ 5。 lmの間隔で打たれ

た 5本の杭を確認した。掘形はなく,Ⅵ層の途中まで打ち込まれている。

′∂～刻は杭で,材はすべて,強度と耐久性が高いクリである。樹芯を外した角材を粗 く削り,先端

を尖らせている。径は5。 2～ 6。lcm,残存長は刻が最長で55,4cmで ある。列の放射性炭素年代から13世

紀～15世紀初頭頃の杭列と推定される
注l。

0            1'8(遺 物)       40cm

第16図 中尾茅戸遺跡 中世遺構・遺物実測図
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第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡

3 包含層出土遺物

(1)土器・陶磁器
土師器 (第 17図タト∂元 図版 9)

〃～刀は高杯で,摩減が著しく調整不明である。
"は
胎上に粗い砂粒を多く含む。卸・貿 は椀であ

る。摩減のため調整不明であるが,底外面は回転糸切りである。ν・
"は
有台椀である。摩減が著し

く調整不明である。フ・節は甕底部である。Mは胎上に粗い砂粒,雲母を含む。

須恵器 (第 18。 19図

“

～筋 ,図版 9～ 12)

“

～翠5は杯である。%。 ∂πは受部は外上方へのび,立ち上がりは短く内傾する。 7世紀第 1四半期

のものである。%の内面はロクロナデ後仕上げナデ,外面体部はロクロナデ,底部はヘラ切 り後ハケ

で不定方向のナデを施す。認・奪 は底部は回転ヘラ切り,2はヘラ切り後ハケで軽 くナデを施す。翠び
～フは杯蓋である。イσはロクロナデ後,頂部に回転ヘラケズリを施す。雰・2は外面端部に自然釉が

かかる重ね焼き痕がある。を9は焼成不良で軟質の製品である。νは内面に別個体が溶着する重ね焼き

痕がある。男・アはつまみ部分で,"は扁平な擬宝珠状,身はボタン状を呈する。万～秘は有台杯で

ある。刃は焼成不良で軟質の製品である。57・ 例は高台内を除く外面に自然釉がかかる重ね焼き痕が

残る。7は高台内にヘラ記号「十」がある。何～体・ルトんは壼である。
"は
端部が外屈する。

"は
外端部を挽き出す。σ/は肩に 1条の沈線を有する。体は頚部で, 2条の沈線を施す。″は輪高台が剥

がれた痕跡が残る。宥～んは底部である。外方に開く脚部が付 く。ω～密は双耳瓶の耳部分である。

密は瓶類の注口部分である。外面は細かくヘラケズリを施す。〃～訂は甕である。〃は口径約22cmに

復元される。頸部はやや外傾 し,端部は短く外方へ挽き出す。密～%は胴部で,外面は平行叩き,印・

2・ 那 。蔀はカキメも施す。内面は絡・形が平行当て具でその他は同心円当て具である。

中世土師器 (第20図%～%,図版13)

“

～男は皿である。非ロクロ成形で,口縁部はヨコナデを施す。%は摩滅が著しい。男～夕は口縁

端部を上方に小さくつまむ。∂7～夕 。男は回縁部にタール状の灯芯油痕が付着する。%は 13～ 14世紀 ,

ど合 ,♂は15世紀後半～16世紀のものである。

珠洲 (第20図ν～′列,図版 13。 14)

M・ %は壼である。ンはロクロ成形で内面にしぼり痕がある。
"は
2条の櫛目波状文を施す。%。

9π・アツ～ガπは甕である。%は口縁端部が外屈する。9/は胴部外面に花文の刻印を有する。露～」∂

は悟鉢である。%～′
"は
口縁部内端を爪状に引き上げる。Ⅱ期のものである。′2は口縁部端面が狭

い水平口縁である。 I～ Ⅱ期のものである。′ν・′偲・′′θ・′νは口縁部端面が水平になる。Ⅳ期の

ものである。ゴクは胎上に粗い白色粒をやや多く含む。′能は口縁端部が尖頭を呈し,Ⅶ期のものであ

る。′
"～
′
"は
体部は直線的に立ち上がり,日縁部は外端で面を取る。Ⅱ期のものである。

"封
よ口

縁部端面がやや拡張して水平になる。Ⅳ～V期のものである。′′′は底部で,内面には波状または連

弧状の卸目を施し,外面は静止糸切 りである。 I～ Ⅱ期のものである。μ翠～′刀 は奏である。
"翠

。

ガ」は口縁部を嘴状に外方に挽き出す。 I期のものである。コσ・ガ角よ短 く屈曲する方頭を呈し,Ⅳ

期のものである。ヱヱど～透紗は甕の体部片を円形に打ち欠いたもので,面子か。

J」



3 包含層出土遺物

輸入陶磁器 (第 21・ 22図′刻・′
"・
フ9,図版13・ 16)

y刻・乏クは中国製青磁碗である。′勿は外面に細蓮弁文をもつ。上田分類 BⅣ類に相当し,15世紀

後半～16世紀初頭のものである。乏クは中国製か不明。見込みに圏線を有し,高台は外面を直,内面

は斜めに決る。釉は透明感のある明緑灰色を呈し,畳付までかかるが高台内は剥ぎ取る。畳付には窯

詰めの際に使用したとみられる白い繊維状のものが溶着する。ツ9は中国製染付で,口縁部が輪花状

を呈し,内外面に染付がある。景徳鎮窯産で,小野皿B2群に相当し,16世紀後半のものである。

古瀬戸 (第21図′〃・′%・ 」刀・ヱη ,図版14。 15)

′%。 7%は卸皿である。口縁端部は外方に折 り曲げ,上方に面を取る。灰釉を施す。形例ま徳利で

ある。頸部は短 く,口縁部はラッパ状に開く。外面と内面頸部上半に灰釉がかかる。ヱ認は折縁深皿

である。底部に獣足状の脚が付 く。体部外面は回転ケズリ,底外面は無調整である。体部内面に卸目

状の格子文がみられる。内外面とも上半部に灰釉がかかる。

瀬戸美濃 (第21図′必・′%・ ′クグ,図版14・ 15)

」%は皿である。見込みに印花文が↓甲印される。全面に灰釉がかかり,高台内に輪 ドチ痕が残る。

ヱ%～ヱ%は天目茶椀である。′%は 口唇部がくびれ,体部は九みをもって立ち上がる。鉄釉を施す。

大窯Ⅳ段階前半のもので,16世紀末のものである。ワЯよ下半部の破片で,高台径は4.8cmあ り,広め

の削り出し輪高台である。内面には灰釉,外面に錆釉を施す。大窯 I～ Ⅲ段階のものである。乏懇は

口唇部はくびれ,体部はやや丸みをもって立ち上がる。鉄釉と,高台周辺に錆釉を施す。

土師質土器 (第21図 yp,図版12)

y例は橋鉢である。口縁はほぼ水平で,口縁部内面に凹線をもつ。

越中瀬戸 (第21図′認～ツ5,図版15)

′認～ヱνは皿である。ヱνは回縁部外面から内面にかけて灰釉がかかる。′認は口縁部外面から内面

にかけて鉄釉がかかる。′ンは内面と外面上半はロクロナデ,外面下半は回転ヘラケズリで底部を碁

笥底状に削り出す。内外面とも底部を除いて灰釉がかかり,見込みに印花をもつ。′節は悟鉢である。

口縁部はやや内湾し,端面が内傾する。錆釉を施す。y%～ヱ客は壼である。口径は7.8～ 13.5cmで小型

の壺である。丸みをもつ体部から緩やかに口頸部がのび,短 く立ち上がる。口縁部は,端部がやや拡

張して上方に面を取るもの (′%),方頭を呈するもの (ゴ認),丸 く収めるもの (′′/・ ゴ即・ヱ孝θ～′奪 )

がある。全面に鉄釉または錆釉を施す。フ孝。フσは壺の底部である。底径は′yをが9.lcm,νσが8,Ocm

で,小型の壼である。調整はロクロナデで,文をは底部内面に粗いロクロロを残す。底部は回転糸切

りである。全面に錆釉がかかる。

伊万里 (第22図ツσ～′零・′
",図
版16)

yィσ～胞ぢは碗である。ッЯよ若松と団鶴のコンニャク印判があり,18世紀前半～中頃のものである。

′密は九文の染付で,18世紀後半のもの。′刃は白磁の皿である。体部はわずかに内湾して開き,高台

は逆台形に削り出す。釉は外面の底部周辺を除いて施され,高台は露胎となる。見込みは蛇の目釉剥

ぎされ,重ね焼きの砂が付着する。17世紀後半～18世紀前半のものである。

唐津 (第22図」Я・′ν,図版16)

ヱЯは体部から回縁部にかけて内湾気味に立ち上がる。低い高台を削り出し,底部は厚い。外面下

半のみ露胎で内面は全面に暗オリーブ色の灰釉がかかる。′νは底部を碁笥底状に削 り出す。灰釉が

外面の底部周辺を除いて施釉される。内面には胎土目が残る。16世紀末～17世紀初頭のものである。

ツ



第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡

土錘 (第22図′

"・
′2,図 版 16)

′房・′影 はやや軟質の焼成で,摩減 している。′χは球型を呈 し,一部欠損 しているが残存部重量

は63.lgで ある。fンは樽型を呈 し,半分以上を欠損する。

(2)石製品 (第22図′冤 図版17)
′万は滑石製の石鍋で,割れ国の断面を研磨しており,温石に転用されたものと考えられる。

(3)金属製品 (第22図′%～′刃,図版17)
′πは煙管の雁首である。火皿部は口径1.5cmで ,体部に直径 3 11ullの空気孔が 1箇所ある。顎部は緩
い弧を描いて立ち上がり,胴部は吸口に向かって次第に径が大きくなる。′57は輪状の鉄製品である。

直径5,9cmで ,断面は径2,lcmの円形を呈する。′露・′刃は馬鍬の歯である。鉄製で,=露は長さ20,7cm,

幅2.4cm,′

「

は長さ7.Ocm,幅 1.7cmで ,厚さはともに0。 6cmであるも断面は長方形を呈する。′房は炭素

含有量の異なる複数の鉄素材を鍛打成形した鍛造品で,鍛接が不十分なため表面及び内部にも割れが

多くみられる粗悪品である注2。 放射性炭素年代は,12世紀末ヽ13世紀末である注3。

まとめ

中尾茅戸遺跡では,弥生時代後期後半～古墳時代,古代,中世の 3時期の遣構を検出した。各期と

も遺構密度は低く,集落の中心とはいえないが,付近に当該期の集落が存在した可能性を示唆するも

のである。特に9世紀には掘立柱建物を中心に,周辺で柱穴状の小土坑を数基検出していることから,

調査区の西側には他にも建物群が広がっている可能性が考えられる。中世には耐久性のあるクリ材を

使用した杭列が設けられ,何 らかの土地区画を行ったものと推測される。包含層から出土した馬鍬の

歯は12世紀末～13世紀末の放射性炭素年代値を得ており,中世前半には馬鍬を使用した農耕が遺跡周

辺で営まれていたと考えられる。

9世紀の建物と溝の方向や中世の抗列の方向は,東西・南北の方位とほぼ合致する。現在の周辺の

田地区画の方向も同様に東西・南北の方位に則つており,今回の調査結果は,その土地区画のあり方

が9世紀に遡る可能性を示しているといえよう。 (越前慎子)
注2 第二分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所 株式会社九州テクノリサーチTACセ ンター 大澤正巳 鈴木瑞穂  「中尾茅戸遺跡出土鉄製品の金属学的調査」
注3 第三分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所  「中尾茅戸選跡出上金属製品の放射性炭素年代測定J包「層
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第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡
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第Ⅲ章 中尾茅戸遺跡

第 4表 中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時代 溝 。自然流路一覧

遺構 旧遺構番号 種類
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

幅 深 さ

S Dl A― SD01 蒲 028 土師器 (′ ) 6

S D2 A― SD02 溝 007 8

S D5 A― SD05 溝 009

S D9 A― SD09 溝 102 8

S D16 A― SD16 溝 074 9

S D17 A― SD17 濤 042

S D19 A― SD19 溝 044 006 9

S D20 A― SD20 溝 080 009

S D24 A― SD24

B― SD10

自然流路 424 6

S D101 B― SD01 溝 290 018 土師器 6

S D 102 B― SD02 溝 130 008

S D103 B― SD03 溝 008 6

S Dlll B― SDll 溝 006 6

S D 144 B― SD44 溝 004 11

S D 153 B― SD53 溝 050 弥生土器 (」・ F) <SK155 6

第 5表 中尾茅戸遺跡 弥生～古墳時氏 土坑一覧

遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

長 さ 幅 深 さ

S K8 A― SK08 隅丸 120 土師器

S K10 A― SK10 楕円 178

S K143 B― SK43 円 126 土師器 (2)

S K154 B― SKM 円 060 055 025 黒色土器 lユ

S K155 B― SK55 楕円 (126) 092 土師器 >SD153 11

S K162 B― SK62 円 040 lユ

S K163 B― SK63 円 044

第 6表 尾茅戸遺跡

建物 桁行(m) 染行(m) 面積 (ど ) 棟方位 柱穴規模・径 (m) 主穴規模・深さ(m 柱間距離・桁 (m) 柱間距離・梁(m) 柱穴と出土遺物 挿図 写真図版

SBl 870 1964 N-87° 一E 021-037 006-028 177 180～ 190 SPl18, SPl19,
SP122(土 師器・

粘土塊)～SP124,
SP126, SP127,
SP130, SP138

7

第 7表 中尾茅戸遺跡 古代 柱穴一覧

建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模 (m)

出土遺物 特記 挿図番号 写真図版
長 さ 幅 深 さ

SBl S Pl18 B― SP18 楕 円 034 006 7

S P l19 B― SP19 円 037 029

S P122 B― SP22 円 土師器,粘土塊

S P123 B― SP23 円 022 006

S P124 B― SP24 円 022 020 007

S P126 B一 SP26 円 009

S P127 B― SP27 円 028

S P130 B― SP30 円 022 028

S P138 B― SP38 円 023 020

を′



8

遺構 旧遺構番号

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

幅 深 さ

S D140 B― SD40 126 土師器

S D150 B― SD50 226 土師器,須恵器 (j・ σ) 7

S D160 B― SD60 032 土師器 (7・ ど), 須恵器 (θ～′め,鉄津 14 8

第 9表 中尾茅戸遺跡 古代 土坑―

遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

長 さ 幅 深 さ

S K 141 B― SK41 楕円 060 029

S K159 B― SK59 円 100 058 土師器,須恵器(フ～アの 8

S K172 B― SK72 円 102 092 土師器 (′7) 8

第10表 中尾

建物 遺構 旧遺構番号

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図番号 写真図版

幅 深 さ

SAユ S P165 B― SP65 006 039 杭 (夕 ) 8

S P166 B― SP66 005 044 抗 (乏てか

S P167 B― SP67 004 040 杭 (アの

S P168 B― SP68 004 杭

S P 170 B― SP70 004 038 抗 (′Bl

第11表 中尾茅戸遺跡 木製品一覧

挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類

法量 (clll)
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ

′B SP170 抗 ク リ

SP167 杭 543 ク リ

刀 SP166 杭 ク リ

〃 杭 ク リ 放射性炭素年代No62

第12表 中尾茅戸遺跡 石製品一覧

挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類

法量 (clll・ g)
材質 備考

長 さ 幅 厚 さ 重 さ

rπ X131Y35 ■層 石鍋 (温石転用 ) 9823 滑石

第13表 中尾茅戸遺跡 金属製品一覧

挿図 遺物 写真図版 遺構 出土地点 種類

法量 (clll・ g)

備考

長 さ 幅 厚 さ 重 さ

′5σ X127Y整  Ⅱ層 煙管 (雁首 ) 68 11

′D~7 X123Y41 Ⅱ層 輪状鉄製品 08

22 ′露 X109Y28 1層 馬欽の歯 207 24 14590
金属学的調ANo 5
放射性炭素年代血 1

22 ′jθ 17 Xl14Y23 馬鉄の歯 ■7 2962

η
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土
器
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陶
磁
器
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土
製
品
一
覧
(2
)

挿
図
遺
物
真 版
写 図

遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
(c
m)

時
期

胎
土
色
調

胎
上
の
特
徴

釉
色
調

釉
薬

備
考

日
径

器
宿
底
径

テ
y 
 1
 1
0

X■
OY
27
 
Ⅳ
b層

須
恵
器

杯
蓋
つ
ま
み
径
30

N6
/0

灰
色

55
X
13
Y4
0 
Ⅱ
層

須
思
器

有
台
杯

N6
/0

灰
色

π
13
Y2
3 
Ⅱ
b層

須
恵
器

有
台
杯

5Y
6/
ユ

灰
色

K
3Y
32
 
Ⅳ
a層

須
悪
器

石
台
杯

N7
/0

灰
白
色

重
ね
焼
き

露
33
Y3
4 
1b
層

須
恵
器

有
台
杯

10
Y6
/1

灰
色

″
X
lY
20

須
恵
器

石
台
杯

5Y
8/
1
灰
白
色

ω
Xl
ll
Y2
7 
Ⅳ
b層

須
恵
器

有
台
杯

N6
/0

灰
色

重
ね
焼
き

α
23
Y4
1 
Ⅱ
層

須
恵
器

石
台
杯

75
Y6
/]
灰
色

ν
X
3Y
17
 1
b～
Ⅱ
b層

須
恵
器

有
台
杯

25
GY
5/
1
オ
リ
ー
ブ
及
色

″
OY
26
 
Ⅳ
a層

須
恵
器

有
台
杯

N7
/0

灰
日
色

7
08
Y2
1 
Ⅱ
層
 X
10
9Y
18
 1
b～
Ⅱ
b層

須
恵
器

有
台
杯

10
Y6
/1

灰
色

ヘ
ラ
記
号

|

あ
12

K
35
Y3
3 
Ⅳ
a層

須
恵
器

一 霊
N5
狛
Э

灰
色

“

Xl
13
Y4
0 
Ⅱ
層

須
恵
器

一 笠
75
Y5
/J

灰
色

12
Xl
13
Y4
2 
Ⅱ
層
 X
12
8Y
44
 
Ⅱ
層

須
恵
器

一 笠
75
Y7
/1
灰
自
色

謬
12

Xl
12
Y3
8 
Ⅱ
層
 X
l1
3Y
35
 
Ⅱ
層

須
恵
器

一 質
5Y
5/
1

灰
色

自
色
粒
黒
色
粒

ω
Xl
13
Y2
5 
Ⅳ
b層

須
恵
器

双
耳
瓶

10
Y5
/1

灰
色

刀
X1
20
Y3
5 
Ⅳ
a層

須
悪
器

双
昇
瓶

10
Y5
/1
灰
色

/‐
7

X1
20
Y3
3 
Ⅳ
a層

須
恵
器

双
耳
瓶

N7
/0

灰
自
色

″
X1
26
Y4
1 
Ⅳ
at
t 
X1
21
Y3
2 
Ⅳ
at
t 
X■
9Y
27
 
Ⅳ
a層
須
恵
器

一 笠
N7
/0

灰
白
色

宥
X1
21
Y2
9 
Ⅱ
a層

須
恵
器

一 堕
N4
/0

灰
色

/‐
Z
12

Xl
18
Y2
7 
Ⅳ
a層

須
恵
器

一 堕
75
Y5
/1

灰
色

疹
Kl
10
Y1
9

須
恵
器

一 宣
75
Y6
/1

灰
色

外
面
砂
付
着

%
12

X
32
Y3
9 
Ⅳ
a層

須
恵
器

瓶
10
Y5
/1

灰
色

〃
Xl
16
Y2
4 
Ⅳ
a層

須
恵
器

奏
N6
/0

灰
色

/‐
B
11

X1
09
Y2
3 
Ⅳ
at
t 
X■
OY
23
 
Ⅳ
a層

須
恵
器

墾
N6
/0

灰
色

内
向
半
行
当
て
具

婢
11

X
20
Y4
0 
Ⅳ
b層

須
思
器

奏
N7
/0

灰
自
色

翻
1]

X
5Y
30
 
Ⅳ
b層

須
恵
器

型
N6
狛
Э

灰
色

冽
ll

X
7Y
28
 
Ⅳ
at
t 
XH
7Y
28
 
Ⅳ
b層

須
恵
器

盤
N6
/0

灰
色

B_
9
ユ
]

K
3Y
20
 
Ⅱ
層

須
恵
器

翌
N6
/0

灰
色

内
向
半
行
当
て
異

脇
11

X
5Y
43
 
Ⅳ
b嬉

須
恵
器

発
N7
/0

灰
白
色

潔
11

K
lY
26
Ⅳ
a層

須
恵
器

発
N7
/0

灰
自
色

あ
11

16
Y2
8 
Ⅳ
at
t 
Xl
19
Y2
6 
Ⅳ
a層

須
恵
器

霊
N6
/0

灰
色

筋
13

X
18
Y4
6 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

13
-1
4C

75
YR
7/
4
に
ぶ
い
橙
色

を
3

X1
23
Y4
1 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

15
C後
半
～

10
YR
7/
4

骨
針

灯
芯
油
痕

謬
X1
33
Y3
4 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

90
15
C後
半
～

5Y
R6
/6
橙
色

骨
針

灯
志
油
痕

J′
13

14
Y3
1 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

10
0

15
C後
半
～

25
Y7
/3
浅
責
色

骨
針

灯
芯
油
痕

∽
16
Y3
5 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

80
15
C後
半
～

25
Y7
/3
浅
責
色

骨
針

灯
芯
油
痕

"
13

19
Y4
2 
H層

中
世
土
師
器
皿

90
15
C後
半
～

25
Y6
/3
に
ぶ
い
貢
色
骨
針

灯
芯
油
痕

ν
13

9Y
27
 
Ⅲ
層

中
世
土
師
器
皿

99
15
C後
半
～
16
C初
頭
25
Y8
/3
淡
黄
色

骨
/1
1

露
13

X1
30
Y3
1 
Ⅱ
層

中
世
土
師
器
皿

15
C後
半
～
16
C初
頭
25
Yy
2
灰
日
色

砂
粒

灯
芯
油
痕

ν
X1
28
Y3
2 
1b
層

珠
洲

一 霊
N6
/0

灰
色

"
13
Y2
5 
Ⅱ
b層

珠
洲

一 笠
N8
/0

灰
自
色

櫛
目
波
状
文

%
Xl
18
Y2
3 
V層

珠
洲

挫
10
Y6
/1
灰
色

X1
2r
F4
2 
Ⅱ
層

珠
洲

顎
N5
/0

灰
色

骨
針

銘
Xl
19
Y4
4 
Ⅱ
層

珠
rl
‖

宿
鉢

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

骨
今
|

"
X1
68
Y2
1 
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

Ⅱ
期

75
Y6
/1
灰
色

骨
針

′
ω

Kl
15
Y3
6 
Ⅱ
at
t 
XH
lY
21
 
Ⅳ
a層

珠
洲

括
鉢

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

′
0′

XH
3Y
29
 
Ⅳ
at
t 
X1
23
Y2
9 
Ⅳ
a層

珠
洲

指
鉢

I～
Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

′
″

X1
20
Y3
8 
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

Ⅳ
期

10
Y5
/1
灰
色

白
色
粒

′
θ
,

X1
20
Y3
0 
Ⅳ
a層

珠
洲

楯
鉢

Ⅳ
期

N6
/0

反
色

骨
針

ダ
ν

17
V3
0 
Ⅱ
b層

珠
洲

括
鉢

Ⅶ
期

25
Y6
/2
灰
貢
色

砂
粒
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挿
図
遺
物
写
真
図
版
遺
構

出
土
地
点

種
類

器
種

法
量
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m)

時
期

胎
土
色
調

胎
土
の
特
徴

釉
色
調

袖
薬

備
考

回
径

器
書
旋
律

/θ
う

3Y
35
 
Ⅱ
層

殊
洲

糟
鉢

23
0

Ⅱ
期

N6
/0

灰
色

骨
針

7`
激

'

13
縄 縄 層

Ⅳ Ⅳ Ⅲ

Xl
16
Y2
8 
Ⅳ
at
t 
Xl
18
Y2
8 
Ⅳ
a層

Xl
16
Y2
8 
Ⅱ
bt
t 
Xl
15
Y2
5 
Ⅱ
b層

珠
洲

橋
鉢

Ⅱ
期

N5
/0

灰
色

2Y
25
 
Ⅱ
a層

珠
洲

糟
鉢

Ⅱ
期

25
Y7
/1
灰
自
色

骨
針

′0
∂

20
Y4
2 
Ⅱ
層

殊
洲

橋
鉢

Ⅱ
期

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

/O
θ

30
Y4
5 
Ⅱ
b種

珠
洲

悟
鉢

I期
N4
/0

灰
色

25
Y4
2 
Ⅳ
a層

珠
洲

悟
鉢

Ⅳ
期

N5
/0

灰
色

X1
09
Y2
1 
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

20
1

Ⅳ
～
V期

N5
/0

灰
色

骨
針

20
Y3
1
Ⅱ
層

珠
洲

橋
鉢

28
0

Ⅳ
期

N7
0

灰
色

14
27
Y3
4 
Ⅱ
層

珠
洲

括
鉢

I～
Ⅱ
期

10
Y6
/1

灰
色

管
針

卸
目
10
日
一
単
位

14
25
Y3
3 
Ⅱ
層

殊
洲

菱
I期

75
Y6
/1

灰
色

′
′
σ

10
Y2
3 
Ⅱ
a層

珠
fi
lH

蓼
I要
掘

75
Y7
/ユ

灰
自
色

7Y
32
 1
b層

珠
洲

弩
Ⅳ
別

N5
/0

灰
色

′
′
7
14

lY
33
駁
層

珠
洲

発
Ⅳ
期

10
Y6
/1

灰
色

13
Xl
14

殊
洲

墾
長
30
鴨

３
２

旱
15

N6
/0

灰
色

回
子
に
転
用
か

13
X1
29
Y3
0 
Ⅱ
層

珠
l・

jl
l

霙
長
25
鴨 割

N6
/0

灰
色

骨
針

向
子
に
転
用
か

ノ
刀
13

Xl
18
Y3
4 
Ⅱ
層

珠
ll
ll
l

発
長
34

鴨

３．

旱
■
7

N4
/0

灰
色

曲
子
に
転
用
か

21
ダク
フ
13

X1
37
Y4
7 
1層

中
国
製
青
磁
碗

15
C後
半
～
16
C初
頭
N8
/0

灰
自
色

10
Y6
/2
オ
リ
ー
ブ
灰
色
青
磁
釉

弁
文

プ
を発
タ
13

21
Y3
0 
Ⅱ
層

中
国
製
青
穂
?
碗

60
N8
/0

灰
自
色

75
GY
7/
1
明
緑
灰
色
青
磁
釉

ゼ2
3

Xl
18
Y2
8 
Ⅱ
層

IT
A戸
美
濃

削
75
Y8
/1
灰
白
色

75
Y8
/3
淡
黄
色

灰
釉

輪
ド
チ
痕
 
印
花

ワ
イ
15

X1
30
Y4
4 
Ⅱ
層

古
瀬
戸

卸
皿

10
2

25
Y7
/1
灰
白
色

5Y
6/
3
オ
リ
ー
ブ
貢
色
灰
釉

/2
5
15

X1
99
Y2
0 
Ⅱ
眉

吉
瀬
戸

卸
皿

10
Y7
/1
灰
白
色

25
Y7
/6
明
黄
IF
J色

灰
釉

/2
6
14

Xl
18
Y3
3 
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃
天
目
茶
椀

大
窯
Ⅳ
段
階
前
半
75
YR
8/
]
灰
白
色

5Y
R3
/1
黒
褐
色

鉄
釉

I夕
7
14

X1
30
Y3
0 
■
層

瀬
戸
美
没
天
日
茶
椀

25
Y3
/2
灰
日
色

25
Y7
/6
明
黄
褐
色
灰
釉
錆
釉
錆
釉
10
R4
/2
灰
赤
色

F2
8
14

X1
28
Y3
8 
Ⅱ
層

瀬
戸
美
濃
天
日
茶
椀

75
YR
8/
4
浅
責
橙
色

75
YR
7(
褐
色

鉄
釉
錆
釉

′〃
9

X1
08
Y3
5 
排
フ k
溝

古
瀬
戸

徳
布
U

25
Y7
/2
灰
貢
色

5Y
6/
3
オ
リ
ー
ブ
黄
色
灰
釉

′ 3
θ
14

7Y
25
 
Ⅱ
b層

古
瀬
戸

折
縁
深
ll
l

5Y
8/
1
灰
白
色

5Y
7/
3
浅
責
色

灰
釉

′θ
′
12

21
Y3
9 
Ⅱ
層

土
師
質
土
器
悟
鉢

10
YR
7/
3
に
ぶ
い
貢
種
色

′ と
をワ

lY
32
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

皿
25
Y7
/2
灰
黄
色

25
Y6
/2
灰
責
色

灰
釉

,3
3
15

86
Y3
4 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

皿
12
7

75
YR
7/
3
に
ぶ
い
橙
色

75
YR
3/
1
悟
褐
色
鉄
HH
I

/3
4

35
YT
 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

皿
10
YR
5/
6
黄
褐
色

75
Y4
/3
暗
オ
リ
ー
ブ
色
灰
釉

印
花

/3
5
15

3Y
95
 
Ⅱ
属

越
中
瀬
戸

悟
鉢

25
Y7
/2
灰
貢
色

砂
粒

10
YR
4/
2
灰
貢
褐
色

錆
相

/3
6

6Y
24
 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
士 亜

5Y
R7
/3
に
ぶ
い
橙
色

25
YR
4/
(
に
ぶ
い
赤
褐
鉄
/1
L

/θ
7
15

30
Y4
4 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

一 堕
10
YR
6/
2
灰
貢
褐
色

10
YR
3/
2
黒
褐
色

後
釉

′ 3
8

27
Y4
4 
Ⅱ
層

越
中
lT
A戸

一 更
25
Y8
/2
灰
白
色

75
YR
7(
褐
色

鉄
釉

Z3
9
15

25
Y3
5 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸

壷
5Y
7/
1
灰
自
色

10
YR
4/
1
褐
灰
色

鉄
XJ
H

′イ
0

26
Y4
0 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
一 更

75
YR
7/
6
橙
色

75
YR
ク
褐
色

鉄
釉

′を
′
15

27
Y3
5 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
一 更

75
YR
7/
6
橙
色

75
YR
リ
褐
色

循
/1
B

′招
駐タ

26
Y4
4 
Ⅱ
層

越
中
瀬
戸
一 質

75
YR
6/
6
橙
色

75
YR
4/
(
褐
色

鉄
釉

′4
3

越
中
瀬
戸
一 更

10
YR
7/
2
に
ぶ
い
責
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色

75
YR
3/
暗
褐
色

鉄
釉

′
整
15

X1
29
Y4
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Ⅱ
層
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瀬
戸

壷
10
YR
7/
3
に
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い
黄
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色

75
YR
3/
t
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褐
色

錆
釉

ア4
5

Xl
13
Y2
2

越
中
瀬
戸
一 霊

5Y
R7
/6
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色

5Y
R3
/3
暗
赤
褐
色

舌
釉

アを
σ
16

X1
35
Y4
7 
Ⅱ
層

伊
万
里

碗
5Y
8/
1
灰
自
色

透
明
II
H
染
付
25
PB
7/
3う
す
い
青
色

Xl
14
Y1
9

伊
万
里

碗
18
C前
半
～
中
頃
N8
/0

灰
白
色

透
明
II
I
コ
ン
ニ
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ク
F口
判
 
染
付
25
PB
7/
3

う
す
い
青
色

′4
8

X1
29
Y3
7 
1b
層

イメ
カ
里

碗
18
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半
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掬
0

灰
白
角

透
明
釉
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付
75
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

1 遺跡の概要

(1)概 要

中尾新保谷内遺跡は,上庄川流域に広がる上庄谷平野の南縁に位置し,北の平野部に向かって広が

っている。北は,農業用水として昭和用水 (古 くは大野用水)か ら市道沿いに引かれた野手川を挟ん

で神明北遺跡に隣接し,南限は荒館丘陵から樹枝状に派生した中尾山の丘陵となっている。古代と中

近世を主体とする遺跡であるが,縄文～古墳時代の遺物も少量出上している。

縄文時代の遺構は検出されなかったが,南端の丘陵裾部に当たるE地区では,中世遺構検出面より

下位の包含層から,少量ながら縄文時代前期の土器が出土した。その他の地区でも,B3地 区の石鏃
1点を除いてはすべて古代・中世遣構検出面より上位の上層からではあるが,縄文土器の小片や,石

鏃等の石器が少量出土している。特殊な遺物としては,E地区で出土した把手状の突起をもつ石皿が

ある。各調査区の下層確認のための深掘 り調査では,厚 く堆積した砂層の下に,縄文時代前期にあた

る混貝層を確認した。混貝層の標高は,調査区中央からやや南に位置するB3地区で, 4m前後を測
る。出土した貝化石の同定結果から,当時の遺跡周辺は内湾奥部のような環境であり,周辺の入り江

には砂礫から砂泥,千潟の発達する環境が存在したと推定された注l。 このことから,縄文海進期には,

遺跡周辺には海水が進入していたと考えられるが,丘陵裾部を中心とした遺物の出土は,現在の丘陵

にあたる標高の高い場所に生活域が広がっていたことを示すものといえる。また,B3地 区の風倒木
痕から出土した自然木 (ト ネリコ属)の放射性炭素年代から,縄文時代中期の初め頃には海退がすす

み,低地に湿地林が存在したと考えられる。

弥生～古墳時代の遺構は明らかではないが,古代以降の遺物包含層に,古墳時代の上器や,磨製石

斧・管玉未成品等の石器が少数混在している。上坑の中には,古墳時代の土師器が数点出土し,古代

以降の遺物を伴わないものも数基散在するが,その数はわずかで,埋上が古代以降の遺構と同様であ

り,明確な時期決定ができないため古代の遺構に含めた。

古代の遺構としては,遺構検出面の標高が約4,3～ 5,Omを 測るBl地区・B2地区 ,C地区で畑等
が検出され,西側の微高地が遺跡の中心であったと考えられる。畑の畝間溝と畝間の土の植物珪酸体

分析では,栽培した植物の特定には至らなかったものの,栽培植物のイネ属が検出された。土坑の中

には,黒色土器の鉄鉢と灯明皿を埋納したと考えられる遺構もある。古代に特定される建物は無いが ,

中世とした掘立柱建物の中には詳細時期が不明なものもあり,これらが古代末期に遡る可能性もある。

東側のAl地区・A2地区は標高約3.9～ 4,7m,Al地区の古代下層面では約3.9～ 4.4mの低地となっ
ている。遺構は散漫であるが,Bl地 区の畑と方向をほぼ同じくする溝が数条ある。Al地区の溝埋
土の植物差酸体分析ではヨシ属が多く検出され,花粉分析ではハンノキ属等の木本が高率で検出され

たことから,周辺の低地には湿地林が広がる環境が存在したと推定された注I。

中世前期には,遺跡の東側の微高地を中心に掘立柱建物とそれに伴う溝・井戸・土坑等が多数存在

するようになり,周辺は村落の様相を呈するようになる。地山が砂層で崩れやすいためか,井戸には

井戸側を抜き取って,短期に作 り替えられたとみられるものもある。土坑の中には,断定できないが ,

リン分析結果から土坑墓の可能性が考えられるものもある。これらの土坑には12世紀後半頃の遺構と

注1 第二分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社 「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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1 遺跡の概要

推定されるものがあるが,掘立柱建物や井戸の年代は13世紀～14世紀を中心としている。中世後期か

ら近世にかけては,全調査区にわたって,大小の溜池と,溜池に連結する溝が開削される。護岸のた

めに打ち込まれた抗や,埋土に含まれるヒシの実の放射性炭素年代が15世紀後半を示す溜池もある。

このことから,中世後期には,一帯は水利施設の共同運営の元に耕地化が進んだものと考えられる。

溜池から出土した遺物の中には完形の鉄鍋等があり,雨乞い等の祭祀が行われた可能性もある。

また,現況で墓地の一角であったB4地区周辺は,昭和の初期まで火葬を執り行う場所で,地元で

は周辺をサンマイと呼んだという。火葬は野焼きで,棺桶が運び込まれ火がかけられた後,参会者は

一旦帰り,火の番をする人に,ヤ キミマイといって握り飯や酒や料理が届けられた注2。 周辺の表土か

ら,骨片 (焼骨)や,近代以降の椀皿等の陶磁器類や,素焼きの蔵骨器,ガラス瓶等がまとまって出

上しており,こ れに関連するものと考えられる。また,当地がいつから墓地や火葬場であつたかは不

明であるが,表土や近世の遺物包含層から,煙管や寛永通賓が比較的多く出土しており,近世の副葬

品であつた可能性も考えられる。

(2)土 層 (第23図 )

調査区は,北の平野部から南は丘陵裾部にかけての範囲にわたり,標高は北から南へ向かって高く

なっている。土層は,平野部のAl～ C地区,丘陵と平野の境にあたるD地区,丘陵斜面にあたるE

地区では様相が少しずつ異なっているが,基本的には,出上した遺物の年代から, I層 :表土・盛土 ,

Ⅱa・ b層 :近世遺構検出面・近世包含層 (E地区のみ中世包含層), Ⅱc・ d層 :中世遺構検出面

(中世第 1面 )・ 中世包含層,Ⅲ a層 :中世包含層,Ⅲ b層 :古代～中世遺構検出面 (古代第 1面・

中世第 2面 )。 古代包含層,Ⅳ層 :古代遺構検出面 (古代第 2面),V層 :縄文時代包含層,Ⅵ層 :無

遺物層とした。

鍵層としては,中世包含層であるⅢ a層 :黒褐色粘土質シル ト～粘土はほぼ全地区にみられ,古代

包含層であるⅢb層 :黒色 (黒褐色)砂～砂質シルトはAl地区からB3。 C地区の北側にわたって

確認された。最終遺構検出面であるⅣ層は,大 1～ C地区ではにぶい黄褐色 (責褐色)砂,DoE地

区では褐灰色粘土となっている。

しかし,各地区で基本層序に対応する土層の上色・土質は若千異なり,さ らに細分される場合や ,

逆に存在しない場合もある。また場所によっては土層が薄いために各層に分けて剥ぐことが困難で,

次の遺構面まで掘 り下げて検出した部分も多い。以下に各地区ごとに土層について述べる。

Al地区は,基本層序として, Ⅱ層 :暗オリーブ掲色砂質シルト,Ⅲ a層 :黒褐色粘質土,Ⅲ b層 :

黒色砂,Ⅳ層 :黄褐色砂がみられる。Ⅲb層上面とⅣ層上面の 2面で,それぞれ古代の遺構を検出し

た。また, I層 直下のⅡ層上面では,近世まで使用された溜池を確認したが,こ れらもⅢb層 まで掘

り下げて検出した。Ⅳ層面は東へ向かって低 くなっており,調査区の東側ではⅢ a層 とⅢb層 の間に,

植物遺体を多量に含むⅢ a'層 :黒色粘上が厚 く堆積する。Al地区ではⅢb層 にも植物遺体が多 く

含まれ,Ⅲ a'層 とⅢb層 の間には葉や樹度の堆積がみられることから,Ⅲ a'・ Ⅲb層が堆積した時

代は低湿地化していたと推測される。ma'・ Ⅲb層 間の上を試料とした花粉分析結果では,木本が草

本に対して高い割合を示し,ハ ンノキ属が高率で検出されたこと等から,縄文海進と海退を経た後に

形成された低地に湿地林が出現したと推定された注
3。

A2地区は,Al地 区の基本層序と同じで東に傾斜した低湿地と考えられるが,Ⅲ b層が薄く,調

査区西側では全 くみられないところもあり,遺構検出はⅣ層上面で行った。

Bl地区は, Ⅱ層 :暗褐色シルト,Ⅲ a層 :黒褐色粘土質シルト,Ⅲ b層 :黒色砂,Ⅳ層 :にぶい
注 2 中尾地区在住の中居餃雄氏の御教示による。
注 3 第三分冊 自然科学分析 パリツ サーヴェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

黄褐色砂がみられるが,Ⅲ b層 は南に行 くほど削平されており,調査区の南端ではほとんど確認され

なかった。Ⅲb層が10cm前後堆積している北側の部分では,Ⅲ b層上面で古代～中近世の遺構を検出

し,南側ではⅣ層上面で同様の時期の遺構を検出した。その後,北側のⅢb層 を掘 り下げてⅣ層上面

でも遺構検出を行ったが,その数は少なく,上層と明確な時期差があると考えられる遺構群でもない

ため,今回は一括で報告する。

B2地区は,Ⅲ b層 を除いてBl地区と同じだが, I層・Ⅱ層 。Ⅲ a層 の層厚も薄く,最 も浅い南

西隅では表土からⅣ層遺構面までが20cmに満たない。特にⅢ a層 は南西に向かって薄くなり,Y80付

近から以西にはみられない。遺構検出は全面をⅣ層上面まで掘り下げて行った。

B3地区の基本層序は, Ⅱ層 :黄灰色砂質シルト,Ⅲ a層 :黒褐色粘土質シルト,Ⅲ b層 :黒色砂 ,
Ⅳ a層 :褐灰色粘土質シルト,Ⅳ b層 :にぶい責褐色砂,Ⅳ c層 :暗灰責色砂である。Ⅲb層 は南側

にはみられず北側でも薄く途切れがちなため,遺構検出はⅣ層上面で行った。Ⅳ層はⅣ a～ c層 に細

分されるが,Ⅳ b層 とⅣ c層 は境界が不明瞭な同時異層で,調査区南側が砂の粒径がやや粗いⅣ c層

となっている。このⅣ b・ c層検出面は調査区南側が低地状に窪んでおり,その上にⅣ a層が堆積す

る。そのため北側ではⅣb層上面,南側ではⅣ a層上面が遺構検出面となる。ただし遺構は南側には

ほとんど無 く,風倒木痕かと考えられる落ち込みが多い。その内の 1つであるS X 2036の底から出土

した自然木はトネリコ属で,放射性炭素年代は約5000年前である注4。 Ⅳ a層上面での遺構確認後,Ⅳ

c層上面まで掘 り下げたが,縄文時代の石鏃が 1点出上したのみで,遺構は検出されなかった。

B4地区の基本層序は, Ⅱ層 :黒掲色シル ト,Ⅳ層 :にぶい責褐色砂で,Ⅲ a・ Ⅲb層 はみられな
い。Ⅳ層の上には,にぶい黄褐色砂質シルト層が薄く堆積しており,中世の遺構はその上面で確認さ

れたが,層厚が薄いことと,撹乱が広い範囲でみられたことから全面をⅣ層上面まで掘 り下げて遺構

検出を行った。また現代の用水路整備により,調査区の東側は北端から南端にかけて幅約1.3mの 溝

状の削平も受けていた。

C地区の基本層序は, Ⅱ層 :灰色粘土,Ⅲ a層 :黒褐色粘土質シルト,Ⅲ b層 :黒褐色砂質シル ト,

Ⅳb層 :責褐色砂,Ⅳ c層 :灰オリーブ色砂である。Ⅱ層は調査区の北側では削平され,南側にしか

みられず,境界は不明瞭だが灰色粘土ないし暗灰黄色粘土質シルトとなっている。Ⅲ a層 は北側では

黒褐色粘土質シルト,南側では黒褐色粘土質シルトないし粘土で,北端部にはみられない。Ⅲb層 は

北側にみられるが堆積は薄く,南側にはみられないため,遺構検出は北側ではⅣb層上面,南側では

Ⅳ c層 の上面で行った。Ⅳb層 とⅣ c層 は平面での境界は不明瞭であるが,X40付近では砂の粒径が

粗く,南側のⅣ c層 は泥質を帯びる。

D地区の基本層序は, Ⅱa層 :灰色粘土, Ⅱb層 :灰黄褐色粘土質シルト, Ⅱc層 :黄褐色粘土 ,

Ⅱd層 :灰黄褐色粘土,Ⅲ a層 :黒褐色粘土,Ⅳ層 :掲灰色粘土,V層 :暗灰色砂である。農道を挟
んで南接するE地区は中尾山の丘陵斜面にあたり,D地区のⅣ層面も傾斜して南西端が高くなってい

る。調査区西半では傾斜したⅣ層の上にⅡa～ d層が堆積し,調査区東半ではⅣ層面はほぼ水平で,

Hc層 ・Ⅲa層が堆積している。Ⅱc層 は,全調査区の中でC地区南端,D地区東側,E地区北東側
でのみ確認した層で,中尾山の斜面が崩れて二次堆積した層と考えられる。調査区中央部ではⅡc層

を少し掘 り下げた面で上層の中世遺構を検出した。西半部ではⅡc層 はⅡd層の中に粒状に混入する

土として薄くⅡd層上に乗っており,これを剥いでⅡd層上面で上層の遺構を検出した。さらにⅡd

層を掘り下げ,Ⅳ層上面で古代～中世の遺構を検出した。V層 は南西端の井戸の断ち割りで確認した

が,遺物は出土していない。
注4 第二分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社  「中F_新保谷内遺跡の自然科学分析」
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1 遺跡の概要

E地区は南半が中尾山の斜面となっており,北半は丘陵の裾部に当たる。基本層序も調査区の南半

と北半で若干異なっている。南半は斜面の崩落などによる堆積層はあるが,概ね表土直下が黄褐色粘

上のⅣ層である。北半の基本層序は, Ⅱa層 :褐色粘土, Ⅱb層 :黄灰色粘土混じり褐色粘土,Ⅱ c

層 :黄褐色粘土, Ⅱd層 :暗掲色粘土,Ⅲ a層 :黒褐色粘土,Ⅳ層 :黄褐色粘土,V層 :黒色砂質シ

ルトで,V層の下は暗黄緑色シルト質の塊状泥岩である阿尾泥岩層となっており,こ れをⅥ層とする。

ⅡaoⅡ b層 は調査区北東部で平坦に堆積し, Ⅱc・ Ⅱd・ Ⅲ a層 は調査区北半の中央の谷状に落ち

込んだ部分に堆積する。 Ec層 は丘陵斜面のⅣ層が崩れて二次堆積した層と考える。南半の斜面はⅣ

層上面まで掘り下げたが遺構は確認されず,北半の丘陵裾部ではⅡb層上面とⅣ層上面で遺構検出を

行った。縄文時代包含層であるV層からは,縄文前期の土器が出土したが,縄文時代の遺構は検出さ

れなかった。

なお,Al・ A2・ Bl～ B3地区では下層確認のための深掘 り調査を行ったが,Ⅳ層以下は砂層

が厚 く堆積し,縄文時代の遺構・遺物は確認されなかった。Al地区では,X98Y124地点,X109Y
109地点の 2箇所で深掘 りを行い,Ⅳ層以下に続く青灰色砂層を約 2m掘 り下げた辺 りで貝化石の混

じる黒色砂層を確認した。☆ 2地区では,X65Y106地 点でⅣ層以下の砂層を掘 り下げ,Ⅳ層検出面

から約2.5m下で同様の混貝層を確認した。Bl・ B2地区では,Ⅳ層以下に灰オリーブ色砂や青灰

色シルトが堆積し,Ⅳ層検出面から3m以上掘り下
'デ

たところで混貝層を確認した。B3地区では,

X25Y70地点,X32Y82地 点 (S X2033付 近)の 2箇所でⅣ層以下の砂層を深掘りした。X25Y70地

点では,Ⅳ c層上面から約60cm掘 り下げた,標高約4.lmで阿尾泥岩層の岩盤にあたる。X32Y82地

点では,標高約3.7mで阿尾泥岩層に達し,その直上で混貝層を確認した。これらの深掘 り地点から

出土した貝や自然木の放射性炭素年代測定の結果,自然木は約6000年前,貝類は約6000～ 5800年前頃

の年代値が得られ,混貝層は縄文時代前期頃の堆積層と推定された注5。

注 5 第二分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」

層
地 区 Al A2 B2 B3 B4 C D E

I 表土・盛土 表土 盛土

Ⅱ
(Ia)

近世面
近世包合層

25Y3/3
暗オリーブ褐色砂質シルト 10YR3/3 日旨褐色 シ ,レ ト

25Y71
黄灰色砂質
シルト

10YR3/1
黒褐色シルト

5Y4/1
灰色粘土

75Y4/1
灰色粘土

10YR4/4
褐色粘土 (中世包合層)

近世面

近世包含層

10YR5/2
灰黄褐色粘土
質シルト

25Y5/1黄 灰色
粘土混じり
10YRワ4褐色
粘土 (中世包含層)

中世面
中世包含層

10YR5/6
黄褐色粘土

10YR5/6
責褐色粘土

中世面

中世包含層

10YR4/2
灰黄褐色粘土

10YR3/4
暗褐色粘土

中世包含層 25Y3/1黒 褐色粘質土 75YR3/ユ
黒褐色粘土質シルト

10YR3/1
黒褐色粘土
質シルト

25Y3/2
黒褐色粘土質
シルト

10YR3/1
黒褐色粘土

10YR3/ユ
黒褐色粘土

Ⅲ a 中世包含層 25Y2/1黒色粘土

Ⅱ b
古代 。中世

面

古代包含層

25Y2/1黒 色砂
75YR2/1
黒色砂

75YR2/1
黒色砂

25Y3/1
黒褐色砂質
シルト

Ⅳ
(Wa)

古墳時代・

古代面
縄文時代
包含層

10YR4/1
褐灰色粘土
質シルト

10Y R 6/ユ

掲灰色粘土
10YR5/6
黄褐色粘土

Ⅳ b 無遺物層 25Y5/3黄褐色砂 10YR4/3 にぶい黄褐色砂
10YR5/6
黄褐色砂

Ⅳ c 無遺物層
25Y4/2
暗灰黄色砂

5Y5/2
灰オリーブ

色砂

V
代時
層
文
含
縄
包

N3/0
暗灰色砂

10YR2/1
黒色砂質
シルト

Ⅵ 無遺物層 阿尾泥岩層

第15表 中尾新保谷内遺跡 基本層序
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2 遺構と遺物

2 遺構と遺物

(1)古 代

古代の遺構は,遺跡の北東部にあたるAl地区のⅢb層上面 (古代～中世面),Al・ A2地区Ⅳ層

上面 (古代面)では溝数条と土坑がまばらに検出され,西側のBl・ B2・ C地区では畑・溝・土坑

が検出された。遺跡の南端で中尾山の丘陵裾に当たるD地区のⅣ層上面とE地区では,溝数条が検出

された。遺跡の地形は西の標高がやや高く,東に向かって緩やかに傾斜しており,東側のAl・ 2地

区には低湿地であったことを示す堆積層がある。古代の遺構の主体は,遺跡の西側にあたるBl～ C

地区にあり,遺跡の中心は西側の微高地上にあったといえる。

古代以前の遺構として確実なものはない。古墳時代の土師器が少量出上し,古代以降の遺物を伴わ

ない土坑もBl・ B2地区に数基あるが,遺構埋土には古代の遺構と明瞭な違いはなく,古代の遺構

に含めて考えておく。また,Bl・ B2・ B4・ C地区には古代末期に遡る可能性のある掘立柱建物

も存在するが,詳細時期不明のため中世の建物に含めて記述する。

A 畑

1号畑 (SNl,第 24・ 32図 ,図版27・ 55)

Bl地区北側に位置する。幅24～ 80cm,深さ4～ 25cmの畝間溝 (さ く)が並行する。溝の方向によ

つて,概ね 1群 (N-75° 一W),2群 (N-72° ―W),3群 (N-80° 一W)に分かれ,切 り合いか

ら1群より2群が古い時期の畝間溝であることがわかる。

埋土は黒褐色砂質シルト・黒色シルトを基調とするものが多く,上・下層に分かれる部分では下層

は地山のにぶい黄褐色砂に黒褐色粘土等のブロックが混じる。切 り合いでは, SBl・ S P620。

S D475。 S G4222・ S K577・ S K589。 S K661に 切られる。出土遺物は土師器椀 3点 (′ ～ J)・

小片多数,須恵器甕片 1点・壺片 1点,中国製青磁小片 1点である。中国製青磁は混入か。

′～」は土師器椀である。体部は半球状に内湾し,調整は内面ロクロナデで,底外面は回転糸切り

である。′は口径13.lcm,器高4.8cm,底径5.5cmで,径高指数は37である。口縁部の一部に灯芯油痕

が付着し,灯明皿として使用されたと考えられる。′は口径12.6cm,器高4.5cm,底径5.Ocmで ,径高

指数は36である。胎上に骨針を含む。

県内の上師器無台椀の出土例としては,旧大島町荒畑遺跡,北高木遺跡等,格の高い遺跡で 9世紀

中頃前後に位置づけられるものもあるが,一般集落での定量化は 9世紀第 4四半期以降とされる注6。

′～′は,該期に位置づけられる富山市長岡杉林遺跡 S K43の 資料に,内湾気味に立ち上がる形態や

法量が類似し,ま た,灯明具として使用された痕跡を残す点も共通していることから, 9世紀第 4四

半期のものと考えられる。

畝間溝及び畝間の上を分析した結果,栽培植物のイネ属の植物珪酸体が検出された。要因として稲

作 (陸稲栽培)の可能性や,その他の植物の栽培における敷き藁,稲藁堆肥等の利用が考えられるが ,

農作物の種類の特定には至らない注
7。

2号畑 (S N2,第 25。 32図 ,図版27・ 55)

C地区北側に位置する。幅20～ 60cm,深さ2～ 20cmの畝間溝 (さ く)が並行する。東西方向の長い

畝間溝 (S D5116・ S D M20)か ら南北方向の畝間溝がいくつも枝分かれして派生しており, SNl

とは方向・形態とも異なっている。時期や,栽培した植物の種類が異なる可能性が考えられる。埋土

は黒褐色で,北側では砂質土,南側では粘質上の部分が多くなる。切 り合いでは,S K5423を 切り,
注6 池野正男 1997「越中における0世紀代の土器様相」「北陸古代上器研究1第 6号 北陸古代土器研究会
注7 第三分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」

ν
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S B17・ S B18・ S B21・ S B22・ S D5021・ S G5702・ S K5037・ S K5123・ S K5137。 S K5145・

S K5152,S K5272。 S K5457・ S K5505に切られる。

出土遺物は縄文土器深鉢 1点,土師器 (翠 )で,土師器は図示 した托形の他に奏胴部片 と器種不明

の小片が数点ずつある。托形土師器は,東西方向の S D5420か ら出土した。

をは托形土師器である注8。 体部はやや裾広がりで,口縁部は水平方向へ長く屈折し,上端は凹面を

なす。底部が欠損しているため全形は不明で,割れ口には焼成前にヘラ状のもので水平方向に穿孔し

た痕跡がみられる。孔の周辺は工具に引きずられて外方に突出しており,穿了し後手前に工具を引き抜

いたとみられる。焼成の際の焼き歪みか,体部はやや傾いている。体部から口縁部はロクロナデを施

すが,内底面は不定方向の粗いナデで,若千の凹凸が残る。

B溝

107号溝 (S D107,第 26図 )

Al地区南西部に位置する。最大幅は90cmで,深 さは22cmである。埋土は下層に植物遺体の混じる

黒色砂質シルトである。 S D228に繋がる溝か。性格は不明であるが,方向はSD■4・ S D199等 と

同じであり,同時期の土地区画の方向を示している可能性がある。出土遺物はない。

114号溝 (S Dl14,第 26図 )

Al地区南西部に位置する。最大幅は60cmで,深 さは 5 cmである。埋土は植物遺体の混じる黒色砂
質シルトである。性格は不明であるが,方向はS D199・ S D228等 と同じであり,同時期の土地区画

の方向を示している可能性がある。出土遺物はない。

埋上の花粉分析では,木本が草本に対して高い割合を示し,特にハンノキ属が高率で検出された。

他はコナラ亜属の割合も比較的高く,ス ギ属等も検出されている。 S Dl14があるA地区は東側に向

かつて傾斜しており,湿地堆積層と考えられるⅢ a'層 が厚 くなり,遺構密度も東側が散浸になって

いる。Ⅲb層 とその上に堆積するⅢ a'層 間には葉や樹皮の堆積がみられ,こ の上を試料として行っ

た花粉分析結果はSD■4の埋土と同様の組成となっていた。また,植物珪酸体分析ではヨシ属が多
く検出された。これらのことから, S Dl14や ,方向を同じくするその他の溝が存在した時期は,東

側の低地に湿地林が広がる環境であったと考えられる注
9。

また,これらの溝の方向はBl地区のSNlの 1群の畝間溝の方向と合致する。しかし,検出面が
Al地区のSD■4他はⅣ層上面,Bl地 区のSNlは Ⅲb層上面で異なっており,同時期のものと
は断定できない。

185号溝 (S D185,第 26図 )

Al地区北西部に位置する。最大幅は質cmで ,深さは18cmである。埋土は黒褐色砂質上である。部

分的に蛇行しているが,方向は S D 199等 と同じであり,同時期の土地区画の方向を示している可能

性がある。出土遺物はない。

199号溝 (S D199,第 26図 )

Al地区北側中央部に位置する。最大幅は lmで ,深さは28cmである。埋土は下層に植物遺体の混
じる黒褐色砂質土を基調とする。性格は不明であるが,方向はS D107・ S Dl14等と同じであり,同

時期の土地区画の方向を示している可能性がある。出土遺物はない。

228号滞 (S D228,第 26図 )

Al地区南西部に位置する。最大幅は48cmで ,深さは16cmで ある。埋土は黒色砂質土・黒褐色砂質
上である。 S D107と 繋がる溝か。性格は不明であるが,方向はS Dl14。 S Dl19等 と同じであり,
注8 器種 用途は不明であるが,形状から托形土師器とした。
注 9 第三分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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同時期の土地区画の方向を示している可能性がある。出土遺物はない。

241号溝 (S D241,第 26図 )

Al地区東側に位置する。最大幅は50cmで,深 さは13cmで ある。埋土は黒色砂質シルトである。性

格は不明であるが,方向はS D199,S D228等と同じであり,同時期の土地区画の方向を示している

溝の可能性がある。出土遺物はない。

362号溝 (S D362,第 27図 )

A2地区西側中央部に位置する。最大幅は1.2mで ,深さは10cmである。埋土は黒褐色砂質上である。

S D368と 繋がる溝と考えられる。A2地区にはⅢb層がほとんど無 く,遺構検出はⅣ層上面で行っ

ているが,Al地 区の上層 (Ⅲ b層上面)で検出されたSD■4・ SD■ 9。 S D228等の溝と方向が

ほぼ同じであることから,こ れらと同時期の可能性も考えられる。切 り合いからS G394よ り古い。

出土遺物はない。

368号溝 (S D368,第 27図 )

A2地区中央部に位置する。最大幅は1.4mで ,深 さは10cmである。埋土は黒褐色砂質上である。

S D362と繋がる溝と考えられる。出土遺物はない。

807号溝 (S D807,第 27図 )

B2地区北側に位置する。最大幅は1,72mで ,深 さは14cmである。埋土は黒褐色粘土質シルトを基

調とする。調査区外に延びているため検出した長さは短く,性格は不明である。切り合いでは,中世

の S D806。 S K808～ S K810に切られる。出土遺物は須恵器甕の胴部片 1点である。

840号溝 (S D840,第 27図 )

B2地区北側に位置する。最大幅は48cmで ,深 さは12cmで ある。東西方向の溝で,埋土は上層が黒

褐色粘土質シルト,下層は灰黄褐色砂質シルトを基調とする。検出した長さは短く,周囲に関連が窺

える溝もないため性格は不明である。出土遺物は須恵器甕の頸部片・胴部片各 1点である。

4118号溝 (S D4118,第 28図 )

B4地区北狽1に位置し,南北方向に直線的に延びる溝で,方向はほぼ真北を向いている。最大幅は

40cmで ,深さは 8 cmである。埋土は黒褐色砂質上である。切り合いでは,中世のS D4106。 S D4148

に切られ, S K4120。 S K4147を切る。古代の遺構に含めたが,出土遺物がないため,時期の特定は

できない。

4121号滞 (S D4121,第 28図 )

B4地区西側中央部に位置し,東西方向に直線的に延びる溝である。最大幅は50cmで,深さは16cm

である。埋土は黒褐色砂質土である。切 り合いでは中世の S D4156に切られ, S K4126を 切る。古代

の遺構に含めたが,出土遺物がないため,時期の特定はできない。

7142号溝 (S D 7142,第 29,130図 ,図版27,89)

D地区西側に位置し,東西方向に延びる溝である。最大幅は1.3mで ,深 さは26cmで ある。埋土は

Ⅱd層である灰黄褐色粘土の単層で,本来の堆積順位はⅡc層 より前であるが,Ⅳ層の砂に由来する

横位の噴砂に埋土の一部が引き裂かれ,断層と横ずれが起き,一部Ⅱc層 との層位が逆転している。

出土遺物は土錘 1点 (■0で ある。

ヱ
"は
土錘である。樽型を呈し,長さ5.Ocm,直径4.8cm,子し径1.5cm,重量は71.6gで ある。表面は摩

滅している。

フ
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7144号溝 (S D 7144,第 29図 )

D地区東側に位置し,東西方向に延びる溝である。最大幅は48cmで ,深 さは 8 cmである。埋土は黒

褐色粘土を基調とする。短い溝で性格は不明であるが, S D7142と ほぼ平行に走る。出土遺物はない。

C 土坑

476号土坑 (S K476,第 30図 )

Bl地区南東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.盈m,短径82cm,深 さ10cmである。埋

土は黒褐色砂質シル トを基調とする。出土遺物は土師器小片 1点,須恵器杯底部片 1点である。

526号土坑 (S K526,第 30図 )

Bl地区南側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径64cm,短径42cm,深 さ 6 cmである。坦土は

上下層に分かれるが,どちらも黒褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は土師熙ヽ片 1点である。

708号土坑 (S K708,第 30。 33図 ,図版27)

Bl地区南側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径90cm,短径62cm,深さ22cmである。埋土は

黒褐色砂質シル トを基調とし,植物遺体が混じる。切 り合いからS D551よ り古い。出土遺物は古墳

時代の上師器高杯脚部片 1点 (5)であるが,古墳時代の遺構とするには遺物が少なく,古代の遺構

埋土と明瞭な違いもないため,古代の遺構に含めておく。

σは土師器高杯である。脚部は裾に向かってやや開く。焼成はあまく,表面は摩滅している。

858号土坑 (S K858,第 30図 )

B2地区北狽1に位置する。平面形は円形を呈し,直径42cm,深 さ12cmで ある。埋土は上層は黒褐色

粘土,下層は灰オリーブ色砂を基調とする。出土遺物は須恵器杯蓋 1点である。

874号土坑 (S K874,第 30図 )

B2地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径90cm,深さ44cmである。埋土はほぼ水平堆積
の上下層に分かれ,上層は黒褐色粘土質シルト,下層は灰オリーブ色砂を基調とする。出土遺物は土

師器椀底部片 1点である。

886号土坑 (S K886,第 30図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径 lm,短径48cm,深 さ20cmである。埋土は

黒褐色粘土質シルトを基調とする単層である。出土遺物は土師器小片 2点である。

935号土坑 (S K935,第 30図 )

B2地区北側に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸70cm,短軸ycm,深さ14cmで ある。埋土

は薄い灰黄褐色砂質シルト層の上に,黒褐色粘土質シルトが埋積する。出土遺物はない。

961号土坑 (S K961,第 30・ 132図 ,図版48)

B2地区中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸1.04m,短軸96cm,深 さ22cmで ある。

埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とする単層である。出土遺物は須恵器杯 1点 (ヱ5の である。

ユ影は須恵器有台杯で,口径16.8cm,器高6.8cm,底径10.8cmである。底外面は回転ヘラ切りである。

967号土坑 (S K967,第 30図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径88cm,短径44cm,深 さ28cmである。埋土

は上層は黒掲色粘土質シルト,下層は灰黄褐色砂質シルトを基調とする。切り合いからS K968よ り

新しい。出土遺物は須恵器重 1点である。

万
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968号土坑 (S K968,第 30図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸66cm,深さ20cmである。埋土は黒褐色粘

土質シルトを基調とする。切り合いからS K967よ り古い。出土遺物はない。

983号土坑 (S K983,第 30図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は円形で,直径27cm,深さ24cmの柱穴状を呈する。埋土は褐色

粘土の単層である。出土遺物は須恵器奏胴部片 1点である。

1010号土坑 (S K1010,第 31・ 33図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は歪に曲がった楕円形を呈し,長径1.86m,短径82cm,深

さ40cmである。埋土は下層は灰オリーブ色砂,上層は黒褐色粘土質シルトを基調とする。出土遺物は

古墳時代前期の上師器高杯 1点 (び )であるが,古墳時代の遺構とするには遺物も少なく,古代の遺

構埋土と明瞭な違いもないため,古代の遺構に含めておく。

σは土師器有段高杯である。杯底部外面は横方向のナデ,内面及び外面口縁部はミガキを施す。外

面には赤彩痕がある。古墳時代初頭～前期のものである。

1079号土坑 (S K 1079,第 30図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.lm,短径72cm,深 さ34cmで ある。埋

土は黒褐色粘土質シルトを基調とし,上層は灰黄褐色砂質シルトが混じる。切り合いからS K1080よ

り新しい。出土遺物は須恵器小片 1点である。

1080号土坑 (S K 1080,第 30図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,短径42cm,深 さ14cmで ある。埋土は黒褐色粘

土質シルトを基調とする単層である。切 り合いからS K1079よ り古い。出土遺物はない。

1114号土坑 (S Kll14,第 31図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は円形で,直径30cm,深さ16cmの柱穴状を呈する。埋土は黒褐

色粘土を基調とする。出土遺物は土師器甕 1点である。

1289号土坑 (S K 1289,第 31図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.02m,深さ25cmである。埋土は黒褐色粘

土を基調とする。切り合いでは中世の S D 1292に切られる。出土遺物は須恵器奏 1点である。

4120号土坑 (S K4120,第 28図 )

B4地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径56cm,深さ17cmで ある。埋土は黒褐色砂質土

の単層である。切 り合いからS D4118よ り古い。出土遺物はない。

4126号土坑 (S K4126,第 28図 )

B4地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径54cm,深さncmでぁる。埋土は黒褐色

砂質上の単層である。切り合いからS D4121よ り古い。出土遺物は土師器の小片 1点である。

4147号土坑 (S K4147,第 28図 )

B4地区北側に位置する。平面形は隅九方形を呈し,短軸1.28m,深さ13cmである。埋土は黒褐色

砂質上の単層である。切 り合いからS D4118よ り古い。出土遺物は土師器椀底部片が 2点,須恵器壷

体部片 1点である。

5101号土坑 (S K5101,第 31・ 33図 ,図版53・ 55・ 56)

C地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.8m,深さ36cmである。埋土は黒褐色砂質土・

黒色シルトを基調とする。切り合いからS K5538よ り古い。遺物は縄文土器小片 1点,土師器杯 3点

π
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(ヱθ～′〃)・ 甕多数,須恵器皿 1点 (7)・ 甕 1点,黒色土器鉄鉢 (β ・θ)である。土師器杯と黒

色土器鉄鉢は,上層から出上した。鉄鉢は割れてはいたが,器形をほぼ保つており,口縁部を上にし

てやや傾いた状態で出土した。杯は 3′点ともほぼ完形で,う ち 1′点 Q〃)イまやや傾いた状態で口縁部

を上にして出土したが,その他 2点についての出土状況は不明である。鉄鉢と杯の出土状況や, 3点

の杯がすべて灯明具として複数回使用された痕跡があることなどから,こ れらは偶然的に 1つの土坑

に埋まった,あ るいは不用品として投げ込まれたというより,何 らかの目的を持って掘られた土坑に

一括して埋納された可能性が高いと考えられる
渕。

/は須恵器皿である。口径約14cn4で,器壁は薄く,体部は外上方へ大きく開く。 9世紀末のもの。

ど。9は黒色土器である。どは鉄鉢か。体部は半球状を呈し,口縁端部は小さく外屈し内面に稜が

できる。内外面に横方向のミガキを施し,内面全面と外面口縁部にかけて黒色処理する。焼成は良好

で硬 く焼き締まっているHlo θは鉄鉢である。九底気味の底部から,体部は外方へ開き上部で九く内

湾して,口縁部は内屈し端部を上方へ小さくつまむようにして反らせる。内外面とも摩減が考しいが ,

内面底部から体部中程にかけて一部にミガキ調整が看取される。内面から外面口縁部にかけて黒色処

理する。焼成はあまく軟質で,胎土は粉っぽい。供伴遺物から9世紀のものと考えておきたいが, β

についてはミガキが丁寧で,焼成も焼き締まって良好であることなどから, 8世紀頃に遡る可能性も

考えられる。

′θ～′〃は土師器杯である。′θは口径10,4cm,器高3.4cm,底径5,4硼 ,′′は口径10,2cm,器 高3.2cm,

底径5.4cm,′クは口径10.3cm,器高2.9c14,底径6.4cmである。体部はやや内湾して開き,底部は回転糸

切りの平底であるが,′θ・77は 回転が弱く糸目が集束していない。 3者 とも灯芯油痕が広範囲に残り,

灯火具として複数回使用されたとみられる。ヱθ・77では外面口縁部から内面底部付近まで,νでは摩

滅のため正確な範囲は不明だが口縁部内外面にタール状のススが付着する。7θ・

"は
内面をミガキ,

外面は上半をロクロナデ,下半は手持ちヘラケズリを施す。fクイま広範囲で摩滅しているが,一部に残

る器面から内タト面ロクロナデとみられる。胎土は 3者 とも骨針を含むが,ヱθ・′ヱは緻密で,′クは粗い

砂粒を多く含む。′θ・
"は
法量・細部の形態 。器面調整・色調・胎上が近似しており,′〃とは生産地

が異なる可能性が高いが, 3者 ともに灯芯油痕があり,出土状況も併せて鑑みると,使用形態の点で

は同一のものと考えられる。管見では類似する形態の出土例を見出せないが,調整や糸切りの状態 ,

灯明具として使用されている点から, 9世紀前半のものと考えておきたい
F12。

遺構の年代については,出土したものと同じ特徴を持つ土師器杯の類例が,管見では見出せないた

め不明確であるが,県内の鉄鉢形土器のほとんどが 8～ 9世紀の遺跡から出土していること口
Oや ,供

伴する須恵器の年代から,概ね 9世紀頃と考えておきたい。

7257号土坑 (S K7257,第 31・ 33図 ,図版53・ 56・ 89)

E地区北側中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,人為的な遺構ではなく,自然地形の落ち込

みに褐灰色粘土 。黒褐色粘土が堆積したものと考えられるが,ま とまった量の古代の遺物が出土して

いる。長軸4.56m,短軸2.6m,深 さ76cmである。

出土遺物は土師器椀 2点 (′σ・′ハ・皿 3点 (′J～′5)。 小片 4点 ,黒色土器椀 3点 (′β～刀 ),土

錘 2点 (刻 )で ,こ の他に約 1～ 1.5mの 九太状の自然木が出土した。自然の落ち込みの可能性が高

いが,背後が中尾山の斜面で周辺の遺構も散漫であるため混入が少ないと考えられ,出土遺物につい

てはある程度の一括性をもつと考えられる。

′∂～′は土師器で,′♂～′5は皿,′σ・′は椀である。口径9。 2～ 13.3cm,器高2.1～ 4.2cm,底径4.4～

注10 ft川 和哉 20114「 中尾新保谷内遺跡出上の鉄鉢形土器について一富山県内出上の鉄鉢形土器の集成―」「紀要 富山考古学研究J第 7号 財団法人富山県文化振興財団
注H 注10文献ではじの小破片をつの鉄鉢の一部として実測図を作成しているが,今回は細部の形態や,調整,胎土等から別個体の可能性があると考え,別々に実測した。
注12 田鳥明人氏の御教示にまれば、田島編年V～ Ⅵl期のいずれかの時期に相当。
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2 遺構と遺物
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中尾 新 保 谷 内遺 跡
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9。 SK961 10.SK983
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SK967
1Z5YR νユ黒褐色粘■質シルト(駿イヒ鉄混 )
2仏可 R3/ユ 黒褐色粘土質シルト(10YR 4/2
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2 遺構と遺物

6.5cmで ,径高指数はゴ∂～
=5カ
認1～ 24,′び・′πは28。 34である。底部は回転糸切 りで,体部内外面は

ロクロナデを施す。胎土には骨針・赤色粒を含むものが多い。器壁の薄いものが主体となっているが ,

万は器壁が厚 く,ま た口径に対する底径の比率が大きい。」J～′アの上師器を一括遺物と考えれば,土

師器食器の口径及び器高に大小二規格化が確立したものと捉えられる。北陸では,石川県松任市三浦・

幸明遺跡等で土師器の食器が11世紀前半には大小二法量に明確に分離することが確認されている
注B。

また底部糸切 りの切り離し位置や周辺の調整等の作工は前段階のものとは異なっている。以上のこと

からゴJ～′πは11世紀のものと考える。

,ど～刀は黒色土器有台椀である。どどは口径14.7cm,器高5.Ocln,底径6.2cm,79は底径6.9cm,刀 は底

径6.4cmの大型の椀である。高台は低い貼 り付け高台で,高台内は回転糸切 りを軽 く撫で消している。

器面調整は,内面は丁寧なミガキ,外面はロクロナデである。高台の形態については管見では同一の

出土例を見いだせないが,かなり低下している。 9世紀以降のものである。

2は土錘である。樽型を呈し,両端は面取りする。表面は摩滅しているが,指頭圧痕が残る。長さ

6.6cm,幅 4.8cm,子し径1.4cmで欠損しており,残部重量は117.Ogである。

注13 出越茂和 1997「北陸古代後半における槻 皿食器 (後 )」 「北陸古代土器研究J第 7号 北陸古代土器研究会

SNl(SD622) (SDS97)

第32図
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2 遺構と遺物

(2)中 近世

中近世の遺構は,遺跡の北東部にあたるAl・ A2地区では溜池 8面 と溝 2条がまばらに検出され,

西側のBl地区からB3・ C地区の北半にかけては掘立柱建物・溝・井戸・溜池・土坑・畑が集中し

て検出された。遺跡の南端にあたるD・ E地区では,丘陵斜面を避けて,平坦に近い丘陵裾部に掘立

柱建物・溝・井戸・土坑が検出された。古代の遺構に引き続き,西側の微高地上に遺跡の中心があつ

たといえる。地表から検出面までが浅いため,古代から近世に至る遺構を同一面で検出している部分

が多く,遺物の出上を見ない遺構については時期の特定が困難であるが,概ね中世前期には掘立柱建

物を中心として溝・井戸・土坑・畑などがあり,中世後期から近世に至つては溝・溜池を主体として,

内部に土坑を伴う掘立柱建物 1棟と井戸 2基の他,土坑・畑が存在したと考えられる。

A 掘立柱建物

1号掘立柱建物 (SBl,第 35図 )

Bl地区北側に位置する。 3間 ×2間の南北棟側柱建物である。桁行6。75m,梁行5.65m,面積は

38,13ぽである。主軸方向はN-17° ―Eである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のも

のは直径44～ 94cm,楕円形のものは長径1.10～ 1.16m,短径60～ 74cmで ,深 さは16～ 36cmである。埋

土は黒褐色粘土質シルトを基調とするものがほとんどだが, S P634・ S P767は柱痕かと思われる部

分が黒褐色砂質シル トまたはシルトとなっている。この他の柱穴は上下 2層 または3層 に分かれる堆

積で,下層は地山のにぶい責褐色砂を基調とするものが多い。切り合いでは,古代のSNlの畝間溝

と,建物の柱としては並ばないが礎盤が出土した S P700を切る。

出土遺物は土師器,須恵器である。土師器はS P620。 S P623・ S P 641か ら小片が数点出上し,

須恵器は S P 658か ら甕胴部片 1点が出上した。埋土が古代の畑を切っているため中世の建物とした

が,遺物から古代の建物である可能性も考えられる。

2号掘立柱建物 (SB2,第 34,35図 )

B2地区南西部に位置する。 2間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行4.95m,梁行4.5m,面積は

21,19ぽである。主軸方向はN-7° 一Wである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のも

のは直径26～46cm,楕円形のものは長径38cmで ,深 さは 5～ 25cmである。埋土は黒褐色の砂質シルト

または粘土質シルトを基調とし,地山の砂が混じるものや,砂質ロームに粘土質ロームのブロックが

混じるものが多い。単層または上下 2層 に分かれるものが多いが, S P430の浅黄色砂部分は柱痕か。

切 り合いでは, S D417・ S K406を 切る。出土遺物はないが,切 り合いで S D417を 切っていること

から,建物の時期は14世紀以降と推定する。

3号掘立柱建物 (SB3,第 34,36図 )

Bl地区南側に位置する。 2間 × 1間の南北棟側柱建物である。桁行3,8m,梁行3。 7m,面積は

13.5♂である。主軸方向はN-5° ―Eである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のも

のは直径28clll～44cm,楕円形のものは長径44cm,短径28cmで ,深さは 8～ 22cmである。埋土は上層は

黒褐色の砂質シルトまたは粘土質シルト,下層は地山のにぶい責褐色砂質シルトを基調とするものが

多い。柱痕と認められる層はないが,単層の柱穴は少ない。出土遺物はない。中世の建物に含めたが ,

時代を特定するものが無く,古代の建物の可能性もある。

4号掘立柱建物 (SB4,第 34・ 36図 )

B4地区南側に位置する。 2間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行6.3m,梁行3.9m,面 積は

24.57♂である。主軸はN-6° 一Wである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のものは

餌
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直径32～ 60cm,楕円形のものは長径68～ 84cm,短径48～ 52cmで,深 さは6～ 28cmである。埋土はすべ

て黒褐色砂質上の単層である。切り合いでは, S E4192の 掘形を切ることから,建物の時期は13世紀

以降と推定する。出土遺物は土師器小片数点である。

5号掘立柱建物 (SB5,第 34・ 37図 ,図版32)

B4地区南西部に位置する。 3間×2間の南北棟総柱建物である。桁行 7m,梁 行4.7m,面積は

32.9♂である。主軸方向はN-6° 一Eである。柱穴の平面形は円形を呈し,直径38～ 52cmで ,深さ

は14～42cmである。埋土は,ほ とんどの柱穴が黒褐色砂質土の単層であるが,上下層に分かれる場合

は上層が黒褐色砂質土,下層が暗オリーブ褐色砂・黄褐色砂を基調とする。

出土遺物は土師器で, S P 4123・ S P 4135'S P 4137か ら月ヽ片が各 1点出土している。中世の建物

に含めたが,時代を特定するものが無く,古代の建物の可能性もある。

6号掘立柱建物 (SB6,第 34・ 37図 ,図版32)

B4地区南側西端に位置する。柱穴の平面形は円形を呈し,直径36～ 68cmで ,深さは8～ 23cmであ
る。主軸方向はN-6° 一Eで ,調査区外に延びているため建物の規模は不明である。柱穴の埋土は

すべて黒褐色砂質上の単層である。

出土遺物は S P 4145の上師器小片 1点である。中世の建物に含めたが,時代を特定するものが無く,

古代の建物の可能性もある。

7号掘立柱建物 (SB7,第 39図 ,図版28)

B2地区北西部に位置する。 3間×2間の南北棟側柱建物である。桁行6.2m,梁行4.7m,面積は

28,9♂である。主軸方向はN-31° ―Wである。柱穴の平面形は円形または楕円形,方形を呈し,円

形のものは直径42～ 60cm,楕円形のものは長径56～ 66cm,短径36cm,方形のものは長軸50cm,短軸46

cmで ,深 さは14～ 48cmである。埋土はすべての柱穴が,明掲色粘土ブロック混じりの極暗赤褐色粘土

の単層である。切り合いでは, S D 914・ S D 940,S K911を 切る。

出土遺物は S P 910の上師器小片 2点 , S P 923の 中世土師器皿 6点 ,珠洲の底部片 1点 , S P 975
の中世土師器個小片 4点 , S P 981の 中世土師器小片 1点である。切 り合いから,遺構の年代は13世

紀末～14世紀と推定する。

8号掘立柱建物 (SB8,第 38・ 39,124図 ,図版28・ 32)

B2地区南西部に位置する。 3間 ×2間の南北棟総柱建物で,東側に 1間の張出部が付 く。桁行
7.15m,梁行4.5m,面積は37.92♂である。主軸方向はN-13° ―Wである。柱穴の平面形は円形また

は楕円形を呈し,円形のものは直径23～ 62cm,楕円形のものは長径50cm,短径34cmで ,深 さは 8～ 26

cmである。埋土はほとんどの柱穴が黒褐色粘土質シルトの単層である。切り合いでは, SN3の畝間

溝 S D 1465を切る。

出土遺物は中世土師器・珠洲・柱で, S P 1348は 中世土師器皿 2点 と柱, S P 1233は Ⅱ期の珠洲悟

鉢口縁部片 1′点, S P 1360は柱, S P 1462は 中世土師器皿 2′点 ("・ %)が 出土している。
2・ 刀は中世土師器皿である。口径はルが約12cm,%が約15cmで ある。非ロクロ成形で,%は端部
は面取りする,13世紀初頭のものである。

"は
口縁部に一段のナデを施す。胎土に骨針を含む。

柱の放射性炭素年代は, S P 1348が 11世紀初頭～12世紀中頃, S P 1360は 14世紀初頭～17世紀初頭

である注H。 柱の年代及びその他の遺物の年代から,建物の時期は14世紀と推定する。

9号掘立柱建物 (SB9,第 38・ 40・ 124・ 198図 ,図版29,33・ 105)

B2地区南東部に位置する。 4間 ×4間の東西棟総柱建物で,北側に 1間の張出部が付 く。桁行
注14 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内選跡出土木製品の放射性炭素年代測定」

ω



2 遺構と遺物

8。3m,梁行8.15m,面積は72.02だである。主軸方向はN-78° 一Eである。柱穴の平面形は円形また

は楕円形を呈し,円形のものは直径15～ 42cm,精円形のものは長径44cm,短径24cmで,深さは 6～46

cmである。埋土は,黒褐色粘土質シルトの単層が多いが,上下または柱痕状に層が分かれるものもあ

る。 S P 1224・ S P 1518の黒褐色シル ト・粘土質シルト部分は柱痕か。 S P 1584は一部が深く掘られ

ており,柱の根本を据えたものか。建物範囲は S B10～ S B12と重なる。

出土遺物は中世土師器,珠洲,中国製染付,礎盤で, S P 1219は 中世土師器皿 2点 , S P 1222は 中

世土師器皿 (〃 ), S P 1307は 中世土師器皿 3点 , S P 1318は 中世土師器皿 1点,礎盤 (′貿り, SP

1322は中世土師器皿 3点,珠洲悟鉢 1点 (2の ,中 国製染付小片 1点 , S P 1517は 中世土師器皿 2点

が出上している。 1点のみ出上した中国製染付は15～16世紀のものであるが,中世土師器 。珠洲の年

代は13世紀代におさまり,建物が大型の総柱建物であることから,13世紀頃の建物の可能性が高いと

考えられる。

ンは中世土師器皿である。口径は約14cmで ,非ロクロ成形で回縁部に一段のナデを施し,端部に面

を取る。胎土に骨針を含む。13世紀初頭のものである。わは珠洲悟鉢である。平縁の水平口縁で,口

縁部直下がくびれる。 13期 に比定され,12世紀末のものである。

′p〃は出土状況から礎盤と考えられる板である。長方形の板で,短辺の切断面の加工は粗い。材は

スギである。放射性炭素年代は 9世紀初頭～11世紀初頭であるH5。

10号掘立柱建物 (S B10,第 38・ 41図 ,図版29)

B2地区南東部に位置する。南北棟建物で,い くつかの柱が中抜けしているが, 4間 ×3間の総柱

建物か。南側に 1間の張出部を想定した。桁行9,4m,梁行7.85m,面積は78.95♂である。主軸はN

-12° ―Wである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のものは直径26～ 64cm,楕円形の

ものは長径56～ 94cm,短径36～ 70cmで ,深さは6～ 36cmである。坦土は黒褐色粘土質シルトの単層が

多いが, 2層 以上に分かれるものもある。 S P 1486・ S P 1505は一部が深くなっており,柱の根本を

据えたものか。 S K 1399は S P 1400の柱痕部分か。建物範囲はSB9・ S Bllと重なる。

出土遺物は土師器,中世土師器,珠洲で, S P 1389は 中世土師器皿 1点 , S P 1390は土師器小片 1

点,珠洲甕胴部片 1点 , S P 1519は土師器甕片 1点 ,中世土師器皿 1点,珠洲小片 1点が出土してい

る。

■号掘立柱建物 (S Bll,第38・ 42図 ,図版29)

B2地区南東部に位置する。 3間 ×2間の東西棟総柱建物である。南側の柱列は一部検出されてい

ないが,遺構面が削られていることによると考えられる。桁行6.46m,梁行4.2m,面積は26.88ぽで

ある。主軸はN-79° ―Eである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のものは直径20～

56cm,楕円形のものは長径70cm,短径32cmで ,深 さは6～ 24cmである。埋土は黒褐色粘土質シルトの

単層が多い。 S P 1317は一部が深くなっており,柱の根本を据えたものか。建物範囲はSB9・ SB

10と 重なる。

出土遺物は中世土師器皿で, S P 1238は 4点 , S P 1313・ S P 1317・ S P 1404は 1点ずつ出土して

ヤヽる。

12号掘立柱建物 (S B12,第 38・ 43図 )

B2地区南側中央部からB3地区北側中央部にまたがる。大型土坑が重なり,検出できなかった柱

穴もあると考えられ,不明確な点もあるが, 6間 ×5間の南北棟側柱建物を想定した。桁行13.3m,

梁行12.7m,面積は177.28ポ である。主軸はN-9° 一Wである。北縁東隅に張出部があり,そこから
注15 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

南に方形土坑 S K1446・ S K 1447が連なる。規模 。埋土等については土坑の頂で後述するが,配置か

らみて建物の入り口付近の土間である可能性が高い。また更に南に位置するS K2330は不整形の土坑

であるが,整地土坑か。幅50cm前後の溝 S D 1214・ S D 1340。 S D2318が建物外周の柱列に沿ってお

り,建物に関連する溝と考えらえる。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のものは直径

0.24～ 1,38m,楕 円形のものは長径0.58～ 1.18m,短径34～割cmで ,深 さは4～ 36cmである。埋土は灰

黄褐色砂質シルト混じりの黒褐色粘土質シルト・黒色砂質シルトの単層が多いが,上下 2層 に分かれ

るものもある。 S P 1325は柱痕状に層が分かれる。 S P 2355は一部が深 くなっており,柱の根本を据

えたものか。建物範囲はSB9と 重なり,切 り合いはS P 1255が S K 1254に切られる。 S P 1341は

S D 1340を切る。 S P 1499は S E 1496を切る。 S P 1586イよS Kl駆6を切る。

出土遺物は,中世土師器,珠洲で, S P 1213・ S P 1253,S P 1326・ S P 1586は 中世土師器皿各 1

点, S P 1255は 中世土師器皿 3点 , S P 1259は珠洲壷胴部片 1点 , S P 2314は珠洲甕胴部片 1点,中

世土師器皿多数, S P 2352。 S P 2355は珠洲奏胴部片が 1点ずつ出土した。切 り合いと出土遺物から

14世紀以降の建物と推定されるが,大型の側柱建物で入り口付近に土間が想定される間取りは,中世

末から近世の民家の様相をもつと考えられる。

13号掘立柱建物 (S B13,第 42図 )

B2地区南東部からB3地区北東部にまたがる。東側は遺構面の標高が下がつており,やや高い場

所にかろうじて 1基の柱穴を検出したのみであるが,遺構面が削られていることによると考え, 5間

×2間の南北棟総柱建物を想定した。梁行は更に東に延びていた可能性もある。桁行12m,梁行4.8m,

面積は57.6♂である。主軸はN-6° ―Wである。柱穴の平面形は円形を呈し,直径18～ 40cmで ,深

さは8～ 28cmである。坦土は黒色砂質シル トまたは黒褐色粘土質シルトの単層である。

切 り合いからS D2291よ り新しい。出土遺物はS P 2298の珠洲小片 1点である。

14号掘立柱建物 (S B14,第44図,図版32)

B3地区東側中央部, SAlの北に位置するが柵列との関係は明確でない。建物の柱列の内,南側
はS D2061と 重複しており, S P 20721ま S D2061の埋上下から検出した。南側の柱の多くはS D2061

によって消滅していると考え, 4間 ×2間の東西椋総柱建物を想定した。桁行8.5m,梁行4.lm,面

積は34.64rである。主軸はN-78° 一Eである。柱穴の平面形は円形を呈し,直径18～ 54cmで ,深さ

は 6～26cmである。埋土は黒色砂質シル トの単層がほとんどである。

切り合いでは, S P 2113が近代の穴に切られる。 S D2062と の切り合いは不明であるが,並行する

S D2061と 同時期の溝と考えられることからこれらの溝に先行する建物と考えられる。 S P 2073・

S P 2082・ S P 2482か ら柱が出上しており, S P 2082の 柱は,直径5,5cm,長さ22cmのスダジイ材で,

放射性炭素年代は11世紀初頭～12世紀中頃である注
お。

15号掘立柱建物 (S B15,第45・ 46・ 197図 ,図版33・ 106)

C地区北側に位置する。確認できた建物規模は 5間 × 1間であるが,西側に近代まで存在した用水

路 S D 5321があり,本来西側に梁行が延びていた可能性がある。主軸方向はN-10° 一Wで ,南北棟

の総柱建物である。柱間は1.7～ 1,9mで ,他の建物に比べて狭 く,桁行は9mである。柱穴の平面形

は円形を呈し,直径22～ 40cmで ,深 さは 6～30cmである。埋土は黒褐色砂質土の単層が多いが, SP

5361は土層が柱痕状に分かれ, S P 5396の ように一部に黒褐色砂や黄褐色砂が堆積するものもある。

切り合いではS E 5374に切られる。

出土遺物は S P 5345の柱 (男ω)である。汚αは柱で,ク リの芯持ち材を使用しており,底部は平
注16 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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2 遺構と遺物

坦に切断される。放射性炭素年代は13世紀末～15世紀初頭である
J17。 遺物と切り合いから,14世紀～

15世紀前半の建物と推定される。

16号掘立柱建物 (S B16,第45,46図 )

C地区北側に位置する。 3間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行7,3m,梁行5。2m,面積は37.96

♂である。主軸はN-3° 一Eである。柱穴の平面形は円形または不整形を呈し,円形のものは直径

30～ 70cm,不整形のものは長軸68cm,短軸66cmで ,深さは10～ 26cmである。埋土は黒色または黒褐色

の砂質シルト・砂質土の単層が多いが, S P M92,S P 5607は柱痕状に分層される。

建物範囲は S B18と 重なり,切 り合いではS P 5607が S B18の S P 5608を 切 り, S P 5350。 SP

5360。 S P M61は近代まで存在した用水路 S D5321に切られる。この他に3基の土坑との切 り合いが

ある。出土遺物は S P 5607の土師器小片 2点 , S P 5370の珠洲悟鉢 1点である。

17号掘立柱建物 (S B17,第45。 47図 ,図版29。 30・ 33)

C地区北側に位置する。 2間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行3.8m,梁行3.55m,面 積は

13,49♂ である。主軸はN-13° ―Wである。柱穴の平面形は円形を呈し,直径22～ 44cmで ,深 さは 6

～24cmである。坦土は黒掲色砂質シルト・砂質土の単層が多いが, S P 5628は黒褐色砂質シルト部分

が柱痕か。

建物範囲は S B18と重なり,切 り合いでは S P 5630が S K5419に切られる。出土遺物は S P 5628・

S P 5630の土師器小片各 1点である。中世の建物に含めたが,時期を特定できる遺物に乏しく,古代

の建物の可能性も考えられる。

18号掘立柱建物 (S B18,第 45。 47図,図版29・ 30)

C地区北側に位置する。 4間 ×2間の東西棟総柱建物である。桁行10.8m,梁行5.5m,面積は59,4

ポである。主軸方向はN-87° ―Wである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のものは

直径22～ 66cm,楕円形のものは長径28cm,短径16cmで ,深さは 6～ 34cmである。埋土は黒色・黒褐色

の砂質土・砂質シルトの単層が多いが, S P 5463・ S P M70は上下 2層 に分かれ,下層は黄褐色・黒

褐色の砂である6

建物範囲はS B16・ S B17と 重なり,切 り合いではS P 5273が古代のS D 5318(SN2),中 世の

S K5272を 切 り,近代の穴に切られる。 S P 5428は古代の S D 5420(SN2)を 切る。 S P 5608は

S B16の S P 5607と S K5320に切られる。出土遺物はS P 5428の土師器甕胴部片 1点 , S P 5608の土

師器小片 1点である。

19号掘立柱建物 (S B19,第48・ 49。 197・ 198。 207図,図版30,31・ 33・ 34・ 105。 114)

C地区中央部に位置する。 3間 ×3間の南北棟総柱建物で,南側と北側に張出部が付 く。張出部は

身舎に比べて桁行の柱間が狭くなる。桁行8.55m,梁行 7m,面積は盈。17ポである。主軸方向はN―

6° ―Eである。柱穴の平面形は円形または楕円形,方形を呈し,円形のものは直径18～ 56cm,楕円

形のものは短径48cm,方形のものは長軸82cm,短軸78cmで,深さは4～ 48cmである。埋土は黒褐色粘

土質シルトの単層が多いが,暗オリーブ褐色砂等が層をなすもの,ブロック状に混入するものもある。

建物範囲はS B20と 重なり,切 り合いからS P 5078は S K5079よ り古い。出土遺物はS P 5105の土

師器小片 1′点, S P 5062の 柱 (ツ%), S P 5078の柱 (1299), S P 5214の 柱 (13∞), S P 5614の 柱

(′貿7), S P 5212の砥石 (ツθの で, S P 5212で は楕円形の自然礫が立った状態で出土した。

ワ露～汚ω・yp′は柱で,すべてスギの芯去り材である。放射性炭素年代は汚
"が
8～ 10世紀,ワ露・

′訂′は11世紀中頃～13世紀中頃であるM。
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ツθЯよ凝灰岩で中砥の伊予砥か。天草砥 との識別が難 しいが,10世紀～13世紀頃に安定 して流通す

る伊予砥の可能性がより高い。表裏・側面を主な砥面とし,小口面にも線状痕が残る。砥面は捻れる

ように波打ち,鎌等を研いだものと考えられる。

20号掘立柱建物 (S B20,第48・ 50図 ,図版30,31)

C地区中央部に位置する。 3間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行7.lm,梁行 5m,面積は37

♂である。主軸はN-1° 一Eである。柱穴の平面形は円形を呈し,直径24～ 64cmで ,深さは10～ 28

cmである。埋土は黒褐色の粘土質シルト・砂質シルトの単層が多いが,水平堆積または柱痕状に分層

され,下層が灰黄褐色砂等となるものもある。建物範囲はS B19と重なる。出土遺物はない。中世の

建物に含めたが,時代を特定するものが無く,古代の建物の可能性もある。

21号掘立柱建物 (S B21,第48・ 50図 ,図版30)

C地区中央部に位置する。 3間 ×2間の東西棟総柱建物である。桁行9.7m,梁行5.4m,面積は

52.11♂である。主軸はN-89° ―Eである。柱穴の平面形は円形,不整形を呈し,円形のものは直径

26～ 50cm,不整形のものは長軸84cm,短軸58cmで,深 さは10～ 38cmである。埋土は黒褐色の粘土質シ

ルト・砂質シルトの単層がほとんどであるが, 2層 に分かれるものもある。建物範囲はS B22と 重なる。

切 り合いは, S P 5146が S K5145に切られる。 S P 5148が古代のS D 5147(SN2)を 切る。 SP

5167は古代のS D5166(SN2)を 切る。 S P 5613は S K51231こ切られる。出土遺物は S P 5167・

S P 5602の須恵器片各 1点 , S P 5190の黒色土器小片 1点である。埋上の切り合いで古代の畑より新

しいため中世の建物に含めたが,遺物は古代のものであり,古代の可能性も考えられる。

22号掘立柱建物 (S B22,第48・ 51図 ,図版30)

C地区中央部に位置する。 4間 ×2間の東西棟総柱建物である。桁行9.3m,梁行 5。3m,面積は

50.34♂である。主軸はN-89° ―Eである。柱穴の平面形は円形または楕円形を呈し,円形のものは

直径28～ 54cm,楕円形のものは長径82cm,短径50cmで,深 さは11～ 28cmである。埋土は黒掲色の粘土

質シルト・砂質シルトの単層が多いが,上下 2層 に分かれるものもある。建物範囲は S B21と 重なる。

切 り合いから,S P 5156は S K5145よ り古い。 S P 5140は S D 5139(SN2),S P 5174は SD

5175(SN2)と 重なっているが,埋上の切り合いは不明瞭である。出土遺物はない。年代を特定で

きる資料に乏しいため,中世の建物に含めたが,古代の可能性も考えられる。

23号掘立柱建物 (S B23,第51図 ,図版32)

D地区西側に位置する。 5間 ×2間の東西棟総柱建物である。桁行12.05m,梁行4.lm,面積は

49。4♂である。主軸方向はN-73° ―Eである。柱穴の平面形は円形を呈し,直径26～ 56cmで ,深さ

は 5～ 30cmである。埋土は黄褐色粘土粒の混じる灰黄褐色粘土の単層のものがほとんどであるが,上

下 2層 に分かれるものもある。出土遺物はない。Ⅱd層上面で検出しており,これより下層のⅣ層上

面で検出した S E 7141よ り新しいと考えられ, S E 7101と 同時期と考えられることから,建物の時期

は14世紀～15世紀前半と推定される。

B柵

1号柵 (SAl,第 44図 )
B3地区東側中央部, S B14の南に位置するが,建物との関係は明確でない。 9基の柱で構成され

る柱列で全長は4mである。柱穴の平面形は円形を呈し,直径20～ 38cmで ,深さ4～ 14cmで ある。埋

土は黒褐色・黒色・黄灰色の砂質シルトを基調とする。出土遺物はない。

宥
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C 柱穴
ここでは,建物の柱列には並ばないが,柱・礎盤が出土したか,あ るいは埋土に柱痕が認められる

ため柱穴と考えられる遺構等をとりあげる。

426号柱穴 (S P426,第 52・ 197図 ,図版105)

Bl地区南側に位置する。平面形は円形を呈し,直径52cmで,深さ16cmで ある。埋土は黒褐色砂質
シルトを基調とする。出土遺物は柱 (ヱ3θ5)である。

′3θ5は縦に割れて薄くなっているが,立った状態で出上したため柱とみられる。スギの芯去り材を

使用しており,放射性炭素年代は11世紀～12世紀中頃である注お。

700号柱穴 (S P700,第 35・ 52・ 198図 ,図版43・ 106)

Bl地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径60cmで ,深さ46cmである。埋土は水平堆積で,
下層の黒褐色砂の上に礎盤と考えられる大小 2枚の板を置き,上層にはにぶい黄褐色砂質シル ト・黒

褐色粘土質シルトが堆積する。切 り合いからS P617(SBl)よ り古い。出土遺物は中世土師器小

片 1点,礎盤 2点 (=例♂)である。約26cm× 18cm× 3 cmの大型の礎盤の下に小型の礎盤が据えられて

おり,図示したものは小型の礎盤である。両者とも材はスギである。

■98号柱穴 (S P l198,第 52・ 197図 ,図版106)

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径26cmで ,深 さ27cmである。埋土は黒褐色粘
土質シルトの単層である。出土遺物は柱 (おν)である。マツ属の芯持ち材を使用し,底部はやや斜

めに削って尖らせる。放射性炭素年代は15世紀中頃以降である注
18。

1201号柱穴 (S P 1201,第 52図 )

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径24cmで ,深さ28cmである。埋土は黒褐
色粘土質シルトの単層である。出土遺物はスギ材の柱で,放射性炭素年代は13世紀初頭～14世紀注お。

1216号柱穴 (S P 1216,第 52・ 124図 )

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径32cmで,深さ32cmである。埋土は柱痕

部分が黒掲色粘土,掘形は黒褐色粘土質シルトである。出土遺物は須恵器杯 1点 (%),中 世土師器

皿の小片多数である。

%は須恵器杯である。口径は約■cmで ,内外面ロクロナデを施す。

1476号柱穴 (S P 1476,第 52・ 197図 ,図版32・ 105)

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,深さ16cmで ある。埋土は黒褐色粘土質シルトで

ある。出土遺物は柱 (男α)である。縦に割れているが,スギ材の芯持ち材を使用したとみられる。

放射性炭素年代は13～ 14世紀である注お。

1481号柱穴 (S P 1481,第 52・ 124・ 197図 ,図版46。 105)

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径 1。28mで,深さ44cmである。他の柱穴
に比べ規模が大きく,下層は黒褐色粘土・粘土質シルト等,複雑に分層され遺物も多いことから,別
の土坑の埋土と重複した可能性もある。出土遺物は縄文土器小片 1点,中世土師器皿 1点,珠洲悟鉢

2点 (ク7・ 第)。 小片 2点,曲物片 1点,柱 (汚能)・ 板材 4点である。

27・ 密は珠洲括鉢である。2Яま口径約21cmであり,口縁部形態は方頭で,体部のロクロロが顕著で

ある。焼成はあまく,軟質である。 I期に比定され,12世紀後半のものである。 S K1540と の接合資

料である。あは口径約30cmであり,口縁部はタト傾する方頭で,端面がやや拡張し,片口が付 く。Ⅱ期

に比定され,13世紀前半のものである。
注18 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

汚能は樹皮を剥いだだけの加工であるが,立った状態で出土したことから柱とみられる。材はスギ

で,放射性炭素年代は11世紀中頃～13世紀初頭である滋9。

1611号柱穴 (S P 1611,第 52図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径30cmで,深さ20cmである。切り合いか

らS D 1045よ り新しい。出土遺物は柱である。

2114号柱穴 (S P 2114,第 52図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径32cmで ,深さ16cmで ある。埋土は暗灰責色

砂の混じる黒色砂質シル トの単層である。出土遺物はスギ材の柱で,放射性炭素年代は 8世紀中頃～

10世紀である滋9。

3141号柱穴 (S P3141,第 124図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は円形を呈し,直径32cmで ,深さ40cmである。昭和の回場整備
以前の道路に関わる柱穴で, S K2260を 切る。出土遺物は中世土師器皿 1点 (291である。口径は約

10cmで あり,非ロクロ成形で口縁部に一段のナデを施す。内面全面と外面の一部にススが付着する。

4018号柱穴 (S P 4018,第 124図 )

B3地区西側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径38cmで ,深さ45cmである。昭和の国
場整備以前の道路に関わる柱穴で, S D2444を 切る。出土遺物は珠洲括鉢 1点 (認)である。口縁部

は先細 りし,端部は水平に面を取る。焼成はあまく,軟質である。 I期に比定され,12世紀後半のも

のである。

7115号柱穴 (S P 7115,第 52図 )

D地区中央よりやや北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径38cmで ,深さ16cmで ある。埋土は

柱痕部分は暗灰黄色粘土,掘形はオリーブ灰色粘上である。出土遺物はクリ材で,割れているが柱の

可能性があり,放射性炭素年代は12世紀後半～14世紀初頭である渤。

7131号柱穴 (S P 7131,第 52図 )

D地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径22cmで ,深さ15cmで ある。埋土は黄灰色粘土

の単層である。出土遺物はクリ材の板で,出土状況から礎盤の可能性がある。放射性炭素年代は12世

紀後半～13世紀中頃である渤。

D 溝

417号溝 (S D417,第 35・ 53・ 54・ 124図 ,図版68)

Bl地区西側中央部からB4地区中央部東端にまたがる南北方向の直線的な溝である。最大幅1.44
m,深さ32cmである。切 り合いからS P 714。 S P419(SB2)・ S K418よ り古い。埋土はにぶい黄
褐色砂が混じる黒褐色シルトを基調とする。出土遺物は須恵器甕・壷胴部片各 1点,中世土師器皿多

数,珠洲悟鉢 1点 (貿)である。遺物から,遺構の年代は13世紀末～14世紀と推定する。

例は珠洲悟鉢である。日縁部は端面がやや内傾 し,片口が付 く。卸目は一単位2.7cln幅に10目 を数

える。Ⅳ l期に比定され,13世紀末～14世紀初頭のものである。

468号溝 (S D468,第 55図 )

Bl地区南側に位置する東西方向の短い溝である。最大幅42cm,深 さ B cmで ,埋土は黒褐色砂質シ
ルトを基調とする。出土遺物はない。 S G4222に 関連する溝か。

475号溝 (S D475,第 53・ 54図 )

Bl地区北側から中央部に位置し,南北方向のやや蛇行する溝である。最大幅1.18m,深さ14cmで ,
注19 第二分冊 自然科学分新 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
注20 第二分冊 自然科学分折 パリノ サージェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」



2 遺構と遺物

埋土は黒褐色砂質シル トを基調 とする。切 り合いは S K401に 切 られ,古代の SNlを 切る。遺物は

土師器小片 2点 ,中世土師器皿多数,板材 1点で,板材の放射性炭素年代は7世紀末～8世紀である
注ワi。

498号溝 (S D498,第 55図 )

Bl地区南側に位置する南北方向の短い溝である。最大幅28cm,深 さ10cmで ある。埋土はにぶい責

褐色砂質シルトが混じる黒褐色粘土質シル トである。 S G4222に 関連する溝か。出土遺物はない。

528号溝 (S D 528,第 55。 203図,図版111)

Bl地区南狽1に位置する。最大幅1,58m,深さ14cmで,短いため溝の一部または土坑と考えられる。
埋土は黒褐色粘上がブロック状に混じる黒掲色砂質シルトである。出土遺物は半裁竹管文のある縄文

土器片 1点,石鏃 1点 (汚冴)であるが,周囲に縄文時代の遺構が無いため混入と考えておく。

■3誂は無茎凹基式石鏃である。側縁形状は直線型で,石材は馬璃である。

529号溝 (S D 529,第 55図 )

Bl地区南側に位置する。最大幅1.2m,深 さ14cmである。 S D528に 隣接 し,形状が似る。埋土は

黒褐色粘土がプロック状に混じる黒褐色砂質シルトである。出土遺物はない。

551号溝 (S D551,第 55。 124図 )

Bl地区南側に位置する。東西方向のやや蛇行する溝である。最大幅2.52m,深 さ12cmで,埋土は

黒掲色粘土質シル トである。切り合いから古代の S D 552・ S K708よ り新しい。出土遺物は須恵器壺

1点 ,中世土師器皿多数,中国製青磁碗 1点 (レ)である。

形は中国製青磁碗で,内面に片彫りの花文をもつ大学府分類の龍泉窯系碗 12類である。胎土は灰

色味の強い灰白色で,緻密であり,釉は透明なオリーブ灰色を呈する。12世紀中頃～後半のものであ

る。遺物から遺構の年代は12世紀後半と推定する。

552号溝 (S D 552,第 55図 )

Bl地区南側からB2地区北狽1に またがる。東西方向の溝である。最大幅1.34m,深さ22cmである。
坦土は上層は黒褐色粘土質シル ト,下層は黄褐色砂が堆積する。切 り合いからS D551よ り古い。出

土遺物は中世土師器皿多数である。

804号溝 (S D804,第 55図 )

B2地区北側に位置する。最大幅1.52m,深さ14cmで,埋土は切 り合いからS K805。 S K814よ り

新しい。灰黄褐色砂質シルト等が混じる黒褐色粘土質シルトを基調とする。出土遺物は黒色土器小片

1点,珠洲小片 1点である。

806号溝 (S D806,第 55図 )

B2地区北側に位置する。東西方向の短い溝であるが, S D 907等 と方向は同じであり,同時期の

溝か。最大幅1.44m,深さ16cmで,埋土は灰責掲色砂質シルトが混じる黒褐色粘土質シル トである。

切り合いでは古代の S D807を切る。出土遺物は糸電文土器小片 2点,土師器小片 1点である。

860号滞 (S D860,第 55図 )

B2地区北側に位置する。 L字型の溝で,区画溝が一部残存したものか。最大幅42cm,深 さ10cmで ,
埋土は,上層は黒褐色粘土,下層は灰オリーブ色砂を基調とする。切り合いからS K801よ り古い。

869号溝 (S D869,第 55図 )

B2地区北側に位置する。 L字型の溝で,区画溝が一部残存したものか。最大幅62cm,深さ8 cmで ,

埋土は黒褐色粘上を基調とする。出土遺物は珠洲甕胴部片 1点 ,中国製青磁小片 1点である。
注21 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放B14炭素年代測定」
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875号溝 (S D875,第 55図 )

B2地区北側に位置する東西方向の溝である。 S D907等 と並行しており,道路または区画溝とし

て同時期に機能した可能性が考えられる。また,途切れてはいるが S D878に 繋がると考えられる。

SN3の畝溝群と方向がほぼ同じであり,同時期の遺構である可能性がある。一部が方形に拡張して

おり,最大幅1.17m,深さ14cmである。埋土は拡張部では上下 2層 に分かれ,上層は黒褐色粘土質シ

ルト,下層は灰黄褐色砂質シルトを基調とするが,それ以外では黒褐色粘土質シルトの単層である。

切り合いでは, S K853・ S K897よ り古く, S K876よ り新しい。出土遺物は中世土師器皿 1点であ

る。

878号溝 (S D878,第 56・ 57図 )

B2地区北側に位置する。 S D907等 と並行しており,道路または区画溝として同時期に機能した

可能性が考えられる。また,途切れてはいるが S D875に 繋がると考えられる。最大幅78cm,深 さ14

cmである。埋土は黒褐色粘上の単層である。切り合いからS D879よ り古い。出土遺物はない。

879号溝 (S D879,第 56・ 57図 )

B2地区北側に位置する。蛇行する短い溝である。最大幅86cm,深さ12cmで ,埋土は黒褐色粘土質
シルトの単層である。切 り合いからS K901よ り古く, S D878よ り新しい。出土遺物は中世土師器皿

1点である。

894号溝 (S D894,第 56・ 57図 )

B2地区北側に位置する。短いが直線的な溝で S D900と 並行し形態も似ていることから同時期の

遺構の可能性がある。最大幅1.lm,深さ28cmで ,埋土は黒褐色粘上を基調とする。出土遺物はない。

899号溝 (S D899,第 56・ 57図 )

B2地区北側に位置する。最大幅46cm,深 さ10cmで ,埋土は黒褐色粘土質シル トを基調とするが ,
一部の下層に灰黄褐色砂質シルトが堆積する。 SN3と方向は同じであり,間隔が空くが畝溝のひと
つである可能性もある。出土遺物は土師器小片 2点 ,中世土師器皿 3点 ,珠洲小片 2点である。

900号溝 (S D900,第 56・ 57・ 92・ 124・ 198図 ,図版58・ 106)

B2地区北側に位置する東西方向の溝で, SBlを 四続するS D929が派生する。 S D894と並行し,

同時期の遺構の可能性がある。最大幅1.6m,深さ34cmで ,埋土は東側では上下層に分かれ,黒褐色

粘土質シルト・黒褐色粘土 。灰黄褐色砂質シルトを基調とする。切り合いからS K901。 S K928よ り

新しい。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器杯蓋片 1点,中世土師器皿多数 (留～節 ),珠洲は悟鉢・甕・

董多数 (%。 Jの ,柱 1′点 (刀%),鉄津 1′点で,他に焼けた自然礫が出土した。柱は付近の建物の柱
の混入か。遺物の年代から13世紀中頃～14世紀前半の遺構と推定する。

"～“
は中世土師器皿である。非ロクロ成形で,内面は摩滅のため調整不明であるが,口縁部に一

段のナデを施し,底外面は無調整である。
"は
口径8,6cm,器高1.6cmの小皿で,ンは回径約12cm,器

高2.4cnl,"は 口径13.2cm,器高2.lcmの 大皿である。ンは口縁部に灯芯油痕が付着する。

%。 θグは珠洲である。%は播鉢で,口縁部形態は水平口縁であり,卸 目は一単位1.6cm幅に 8目 を

数える。Ⅲ～Ⅳ l期 に比定され,13世紀中頃～14世紀初頭のものである。」角よ甕で,外面は平行叩き

である。底部外面の一部に板状圧痕がある。

汚
"は
柱である。芯持ち材で,ほ とんど樹度を剥いだだけの加工である。

〃
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905号溝 (S D905,第 56・ 57・ 124図 ,図版63)

B2地区北側に位置する。短く,溝の一部または土坑と考えられる。最大幅1.lm,深さ32cmで ,

埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とし,下層に仄黄褐色砂質シルトが薄く堆積する。出土遺物は須恵

器杯蓋 1点・甕 1点 ,中世土師器皿数点 (露・卸),珠洲悟鉢 1′点 (をθ)である。遺物から,13世紀

後半から14世紀の遺構と推定する。

認・脚は中世土師器皿である。口径約 9～ 10cmの小皿である。非ロクロ成形で,摩減のため調整は

不明瞭であるが,神は口縁部に一段のナデを施す。胎上に骨針を含む。をθは珠洲悟鉢である。口縁形

態は方頭の外傾口縁で,片口が付 く。体部は直線的に開き,底外面は静止糸切 りである。卸目は一単

位2.5cm幅 に11目 を数える。Ⅲ～Ⅳ l期に比定され,13世紀中頃～14世紀初頭のものである。

907号溝 (S D907,第 56・ 57・ 91・ 125図 ,図版63)

B2地区北側に位置する東西方向の溝である。 S D875。 S D878と 並行しており,道路または区画

溝として同時期に機能した可能性が考えられる。また, SN3の畝溝群と方向がほぼ同じであり,同

時期の遺構である可能性がある。最大幅1.55m,深さ18cmで,埋土は灰黄褐色砂質シルトが混じる黒

掲色粘土質シル トを基調とし,上下に分層される。切 り合いからS K801・ S K819よ り古 く, SK

852よ り新しい。

出土遺物は縄文土器小片 1点,須恵器甕胴部片 1点 ,中世土師器皿多数,珠洲甕 3点 (狙)である。

遺物と切り合い関係から遺構の年代は13世紀と推定される。

イ′は珠洲甕である。底径は約20cmである。外面は平行叩き,内面はナデで,底部外面は一部に板状

圧痕があり縁辺部を除いて砂が付着する。

908号溝 (S D908,第 56・ 57図 )

B2地区北側に位置し,途切れてはいるが S D 552に繁がる溝か。最大幅82cm,深 さ12cmで ,埋土

は黒褐色粘土質シルトと灰責褐色砂質シルトに分かれる。出土遺物はない。

914号滞 (S D914,第 56・ 57図 )

B2地区中央よりやや西側, S D 929の 内部にある。東西方向の溝で, SN3と やや離れてはいる

が,方向はほぼ同じで,畑の畝溝の可能性もある。最大幅50cm,深さ 6 cmで ,埋土は上下に分かれ,

下層は灰黄褐色砂質シル ト,上層は極暗赤褐色粘土を基調とする。切 り合いからS P 975(SB7)

より古い。出土遺物は中世土師器皿 2点である。

929号溝 (S D929,第 56・ 57。 125図 )

B2地区中央よりやや北側に位置する。 S D 900か ら派生し, SB7を三角形に囲続するように巡

るが,切 り合いから, SB7は S D929が埋没した後の建物と考えられる。最大幅1.06m,深 さ20cmで ,

埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とするが上下に分かれ,下層には灰黄褐色砂質シルトが混じる。切

り合いからS D940。 S K949よ り古く,S D938・ S K928'SN3(S D l128'S D l137)よ り新し

い。出土遺物は土師器小片多数,中世土師器皿多数 (″～翠の,珠洲情鉢 2点 (をの・壷胴部片 5点で

ある。

2～を5は中世土師器皿である。非ロクロ成形で,日縁部に一段のナデを施す。フ・努は回径約 9 cm,

々は約10cmの小皿で,をうは口径約12cmの大皿である。々は内外面の広い範囲に厚 くススが付着し,灯

明皿として使用されたと考えられる。をδは珠洲悟鉢である。口縁部形態は水平口縁で,外端部が突出

する。 I期に比定され,12世紀後半のものである。

出土遺物と切り合いから,ま た S D900と は切り合いが無く一連のものであることから,遺構の時

密
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期は13世紀中頃～14世紀前半の遺構と推定する。

938号溝 (S D938,第 56・ 57図 )

B2地区北側に位置する東西方向の溝で, S D907・ SN3等 と方向が同じであることから同時期
の遺構の可能性が高い。最大幅94cm,深さ12cmで ,埋土は極暗赤褐色粘土を基調とする単層である。

切り合いからS D929・ S D940よ り古い。出土遺物は中世土師器である。切り合いから遺構の時期は

13世紀と推定する。

940号溝 (S D940,第 56・ 57図 )

B2地区北側に位置し, S D900か ら派生する。最大幅90cm,深 さ10cmで,埋土は上下に分かれ,
上層は極暗赤掲色粘土,下層は灰黄褐色砂質シルトを基調とする。切り合いからS P 981(SB7)
より古く, S D929。 S D938よ り新しい。出土遺物は中世土師器皿 1点である。

960号溝 (S D960,第 58。 59図 )

B2地区西側中央部に位置する。南北方向の短い溝である。最大幅64cm,深さ18cmで,埋土は上下
に分かれ,上層は黒掲色粘土,下層は灰オリーブ色砂を基調とする。遺物は珠洲甕胴部片 2点である。
985号溝 (S D 985,第 56・ 57図 )

B2地区中央よりやや西側, S D929の 内部に位置する。SN3と はやや離れているが畑の畝溝の
可能性も考えられる。最大幅26cm,深 さ 6 cmで ,埋土は灰黄褐色砂質シルトである。出土遺物は中世
土師器皿 2点である。

1032号溝 (S D 1032,第 58・ 59図 )

B2地区西側中央部に位置する南北方向の短い溝である。途切れてはいるが S D 1292の延長線上に
あり,同一の溝か。最大幅80cm,深 さ8 cmで ,埋土は上下に分かれ,上層は黒褐色粘土質シル ト,下
層は灰オリーブ色砂を基調とする。出土遺物はない。

10Ъ号溝 (S D 1045,第 58・ 59図 )

B2地区西側中央部に位置する南北方向の短い溝である。 S D 1032と 同様に,途切れてはいるが
S D 1292の延長線上にあり,同一の溝か。最大幅48cm,深 さ14cmで,埋土は黒褐色粘土質シル トを基

調とする。切 り合いからS P 1611よ り古い。出土遺物は中世土師器皿 1点である。

1214号溝 (S D 1214,第 43図 )

B2地区南側中央部, S B12の北縁の張出部の柱列に沿っており,建物に関連する溝と考えられる。
最大幅32cm,深 さ22cmである。埋土は黒掲色粘土を基調とする。出土遺物は中世土師器皿 1点である。

1292号溝 (S D 1292,第 31・ 58。 59図 ,図版35)

B2地区南西部からB3地区北西部にまたがり, S D2055と 並行する。最大幅52cm,深さ14cmで あ
る。埋土は,上層は黒褐色粘土質シルト,下層は黒褐色粘土質シルトが混じる灰責褐色砂質シルトで

ある。切り合いでは S K 1304・ SN4に切られ,S K1289・ S K1293を切る。出土遺物はない。切り
合いから17世紀以降の遺構と推定される。

1295号溝 (S D 1295,第 58・ 59図 )

B2地区南西部からB3地区北西部にまたがり, S D 1292。 S D2055・ S D 1302の 間を並行する。
最大幅1,02m,深さ32cmである。埋土はレンズ状に2層 に分かれ,上層は黒褐色砂質シルト,下層は

黒褐色砂質シルトが帯状に混じるにぶい黄褐色砂で,下層は水成堆積か。出土遺物は土師器小片 2点 ,
珠洲甕片 4点 ,中国製青磁碗 1点である。中国製青磁は同安窯系碗 1lb類である。遺物から12世紀
後半の遺構と推定される。

η



2 遺構と遺物

1302号溝 (S D 1302,第 58・ 59図 )

B2地区南西部からB3地区北西部にまたがり, S D 1295。 S D2055の 間を並行して走る短い溝で

ある。最大幅70cm,深さ1lcmで ,埋土は責灰色砂質シルトの単層である。出土遺物は中世土師器小片

1点,珠洲小片 1点である。

1340号滞 (S D 1340,第 43・ 125図 )

B2地区南側中央部, S B12の北縁の柱列に沿っており,建物に関連した溝の可能性がある。最大

幅46cm,深 さ20cmである。埋土は黒褐色粘土の単層である。切 り合いではS B12の S P 1341に切られ

る。出土遺物は中世土師器皿 1点 (をの である。

rЯよ中世土師器皿である。非ロクロ成形で,口縁部に一段のナデ,見込みもナデを施し,底外面は

無調整である。日径は約7.8cmで ,小皿である。胎土に骨針を含む。

1342号溝 (S D 1342,第 43・ 58・ 59図 )

B2地区南側中央部, S B12の北に隣接しており,建物との関連も考えられるが,一方でSN3と

方向がほぼ合致しており,畑 を区画する溝である可能性もある。最大幅1.2m,深さ22cmで ある。埋

土は東側では黒褐色粘土の単層であるが,西側は上下に分かれ,上層は黒褐色シルト,下層は灰オリ

ーブ色砂を基調とする。下層は水成堆積か。出土遺物は縄文土器深鉢 1点,土師器皿 1点 ,中世土師

器皿 1点,磁器小片 1点である。

1343号溝 (S D 1343,第 58・ 59。 125。 203図,図版■1)

B2地区南側中央部, S D 1342に隣接する遺構で,その一部である可能性もある。最大幅96cm,深

さ28cmで,埋土は上下に分かれ,上層は黒褐色シルト,下層は灰オリーブ色砂を基調とする。出土遺

物は珠洲壷片 3点 (雰)。 凹石 (■8発)である。

密は珠洲壼である。口径は約21cmで ,頸部は外反し,日縁端部は外方に面を取るb調整はロクロナ

デである。

■356は 凹石・敲石である。扁平な円礫の正・背・側面に敲打による窪みがある。背面の窪みは中央

に複数個あるが浅い。石材は安山岩である。

2001号溝 (S D2001,第 65図 )

B3地区南側に位置する。南北方向の溝で,現在の田地区画の方向に近く,遺構が密集する区域か

ら外れる。最大幅64cm,深さ 6 cmで ,埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とする。出土遺物はない。

2002号溝 (S D2002,第 65図 )

B3地区南側に位置し:遺構の密集する区域から外れる。短い溝ではあるが, S D2001と 並行し,

同時期のものか。最大幅36cm,深さ 6 cmで ,埋土は暗灰責色砂質シル トである。切 り合いからSK

2004よ り新しい。出土遺物はない。

2022号溝 (S D2022,第 65図 )

B3地区南側に位置し,遺構の密集する区域から外れる。南北方向の短い溝である。最大幅80cm,

深さ14cmで ,埋土は黒4rs色粘土質シル トである。出土遺物はない。

2030号滞 (S D2030,第 65図 )

B3地区南西部に位置する。南北方向の溝で,途切れてはいるが S D2001の延長線上にあり,同一

の溝か。最大幅1.54m,深さ10cmで ,埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とする。出土遺物は土師晏尽

片 3点である。
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2051号溝 (S D2051,第 58・ 60・ 125。 126図 ,図版34,35'63～ 65・ 69)

B3地区中央部に位置する。最大幅4.76m,深 さ96硼である。埋土は,最下層の一部には細砂が薄
く堆積 し,下層は粘土質シル ト層で湛水性の堆積とみられる。上層は砂・砂質シル トを基調とし,

S D2052と の埋上の繋がりから,近代以降に窪地となっていた部分を完全に埋め戻した際の土と考え

られる。切り合いでは S D2060～ S D2062・ S D2210。 S K2050を切る。 S D 2052,S D2053と の切

り合いはなく,同時期に埋まったと考えられ,こ れらの溝によりS G 2501と 連結している。 S D2055

とは,間に一段高い陸橋状の部分を隔てて繁がっており,両者の底面では著しい湧水があることから,

灌1既を目的とした溝状の溜池としての性格を持つと推測する注
2つ

。勾配は S D2055に 向かって下がって

おり,両者は水量を補完しつつも,陸橋を設けることによって S D2051内 にも常時一定の水量が確保

できるようにしたと考えられる。水源をS G2501に頼ることもあったであろう。

出土遺物は土師器小片 5点 ,須恵器奏多数・壺 2点・杯蓋 1点 ,中世土師器 1点,珠洲重・甕・悟

鉢多数 (を9～鉗),中国製青磁小片 1点,伊万里碗 1点 ,陶器小片 1点である。このうち伊万里と陶

器は最上層からの出土で,その他の遺物は上層から下層にかけて出土している。特に I～ Ⅱ期の珠洲

が多い。中国製青磁は中位から出土した。

ソフ～行は珠洲である。翠9～ 5πは悟鉢であり, I～ Ⅱ期に比定される。孝9は口径18.4cm,器高7.6cm,

底径9,2canの小型の鉢で,卸 日はない。口縁は幅の狭い水平口縁である。η～影は口径30.0～ 36.4c14,

器高10.6～ 14.3cm,底径11.6～ 16.Ocmで ある。5πは約44cmに復元されるが,小片のため明確でない。日

縁部の形態は何・ν・影・%・ 5/~lよ方頭の外傾口縁,2・
"は
水平口縁である。体部は直線的に開き,

ロクロナデを施す。底外面は静止糸グリで,一部に板状圧痕が残る。何・影は卸目を施入しない。ν

の卸目は一単位2.lcnl幅 に13目 の櫛歯原体を用い,方向は不規則である。
"の
卸目は2,7cm幅 に14日 ,

"は
2.8cm幅 に15目 を数え,放射状に施入される。万は焼成があまく,やや軟質である。π・刃は甕

であり, I期 に比定される。%は 口径約53cmで,日縁形態は嘴頭で,外反して垂下する。刃は回縁端

部を短く下向きに突出させる。体部外面は平行叩き,内面は円礫の当て具痕が残る。ω～密は壼であ

る。例は口縁部片で,顎部は外傾し,口縁端部は外方に面を取る。2・ 2は なだらかな肩部にブリッ

ジ状の耳がつく四耳重で,波状文が施される。 I期のものである。2は,体部下半は完形だが肩から

上を欠損する。底部は2が回転糸切り,密は静止糸切りである。νは焼成があまく,軟質である。イθ

イまS D2055・ S K2050, 5θイよS K2050, う多イよS K2078, うソイよS G2501 ' S K2398, 55イ よS D 2052, 5σ

は S D 2052・  SI(2050' SI(2111, 59イ よSI(2102, σ′イよS K1540・  SI(2170, δ∂イよS D2052・ SK
2050と の接合資料である。

2052号溝 (S D 2052,第 58・ 60。 125～ 127・ 199,206・ 208・ 211図 ,図版64・ 65・ 69,82・ 86・

107・ 114・ 116・ 118)

B3地区中央部に位置する。最大幅1.98m,深さ62cmである。埋土は土質の異なる上がレンズ状に

堆積しており,各層の出土遺物の年代から,上層の浅責色砂・黄灰色砂質シル トは近代以降,その下

のオリーブ黒色粘土質シルトは近世,下層のオリーブ黒色砂質シルトは中世の堆積と考えられる。SD
2051と 同時に機能し,近代には窪地となっていた部分が完全に埋められたものと推測する。 S D2051・

S D2053と 切 り合いは無く,同時期に埋まったと考えられる。 トレンチで途切れているが S G2501と

も連結しておりS D2051と S G2501を結ぶ溝と考えられる。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器奏多数・杯蓋 3点・杯 2点 ,中世土師器皿 1点,珠洲三・甕・

悟鉢多数 (万・π・餌～部),中国製青磁碗 1点 ,中国製染付小片 1′点,越中瀬戸灯明受皿 1点 (p)。
注22 写真図版では陛橋部分の中央が切れているが,これは調査中にS D205Hこ著しく溜まる湧水をSD,0551こ集めて排水するために設けた排水泄で,本来は弊がっていた。
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2 遺構と遺物

壺 3点・匝鉢 1点,伊万里碗多数 (認),唐津橋鉢 3点・椀 1′点,陶器椀 1点・甕 2点・小片 3′点,

磁器碗多数,杭 23′点 (′貿孝～刀勿 ),砥石 1点 (′認/),輪状鉄製品 1点 ,銭 1点 (アクの,煙管 1′点

(フ刃 )である。上層からは中世から近代の遺物が数多く出土し,最下層からは珠洲甕・重・悟鉢片

が各数点,土師器小片が数点,須恵器甕 1点,砥石が出上している。杭については,放射性炭素年代

が近代以降のものもあり注
23,後世埋没後に上面から打ち込まれたものである可能性が高い。

7～那は珠洲である。宮～例は悟鉢である。7・ 体は体部は内湾し,国縁部形態は水平口縁で,7

は端面に波状文を施す。口径は解が約21cm,65が約22cmで小型の鉢である。 I期のものである。σグ・

鉗は体部が直線的に開き,外傾口縁で,σ角よ内端を爪状に仕上げる。画径はσ筋ミ約32cm,体は約30cm

である。σグの卸日は,一単位1.2帥幅に 8日 の幅狭の櫛歯原体を用い,直線及び波状に施文される。

σグはⅡ期,体は I～ Ⅱ期のものである。π・ωは底部破片で,内面に卸目をもち底外面は静止糸切り

である。印～2は甕である。口縁部形態は嘴頭で,℃～クは I期 ,定 は Is期 ～Ⅱ期,7D・はⅡ期に比

定される。密～々は重である。口径は,るは約12cm,%・ 〃は約16cm,絡 は大型で約24cmである。で

はなだらかな肩部に波状文をもち, I期に比定される。

“

は甕の体部片を円形に打ち欠いたもので面

子として転用されたものか。この他にS D2051と の接合資料として,悟鉢 (節・%),重 (何)があ

る。

冽 は越中瀬戸灯明受皿である。口径10.3cm,器高3.lcm,底径3.8cm,桟径6.3cmである。体部下半は

やや内湾し,低い桟が内傾して取 り付 く。全面回転ナデを施し,底部は回転糸切 りである。内面全面

と外面上半に褐色の鉄釉がかかる。19世紀のものである。

材は伊万里碗である。口径は約 8 cmで ,体部下半は九みをもち,口縁部は垂直に立ち上がる。団鶴

と松のコンニャク印判を施す。18世紀前半のものである。

′例を～刀
"は
杭である。ヱ貿翠・′貿どは樹皮が残り,その他も樹皮を剥いだだけのものが多い。′例π・

」D・y∂はミカン割りの材を使用し,断面は三角形を呈する。′貿5は表面の一部が炭化している。材は,

′貿翠はクリ,ヱ例5は広葉樹 ,ヱ貿σ・胃%はケンポナシ属,′例 7は クマシデ属,y例∂はサクラ属,ゴコ9

はネムノキ,■32とはケヤキである。

′郎Яよ砥石である。凝灰質泥岩で,仕上げ砥の鳴滝砥中山である。両側に生産地での切断痕が認め

られ,幅 2寸 2分でやや大型である。

ヱ″Яよ銭である。1668年 (寛文 8)以降に鋳られた寛永通賓の背文銭である。

支刃は煙管の吸口である。

2053号溝 (S D2053,第 58・ 59図 )

B3地区中央部に位置する。最大幅32cm,深さ22帥で,埋土は暗灰責色砂が混じる灰黄褐色砂質シ

ルトである。S D2051・ S D 2052・ S D2055と 切 り合いが無く,同時期の遺構と考えられる。途切れ

てはいるが延長線上にあるS D2261と 繋がるとみられ, S D2051と S K2601を結ぶ溝として機能した

と推測する。 S D 2052と は近接して並行しており,地山が砂質で崩れやすいことから,何度か付け替

えられた溝のひとつとも考えられる。出土遺物はない。

2054号溝 (S D20M,第 58・ 59。 127図 )

B3地区中央よりやや北側に位置する。最大幅1.66m,深さ56cmで ある。埋土は,並行するSD

2052と 同様に,土質が異なる層がレンズ状に堆積し,最上層の責灰色砂は近代,その下のオリーブ黒

色粘土質シルトは近世,下層のオリーブ黒色砂質シルトは中世に堆積した層と考えられる。 S D2055

と切り合いが無く,途切れてはいるが延長線上にあるS D2263と も繁がっていたとみられ, S D2055
注23 第二分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社 「中尾新保谷内遺跡の自然14学分析J なお,放射性炭素年代を測定した杭については実測図は掲載していない。
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とS G2501を 繁ぐ溝と考えられる。出土遺物は珠洲壼 3′点 (郎)・ 指鉢 2点 (潔 )が出土している。

訂・ンは珠洲である。留は叩打成形の壼で,外面に平行叩き,内面は円礫の当て具痕が残る。潔は

指鉢で,体部はロクロナデ,底外面は静止糸切りで板状圧痕が残る。

2055号溝 (S D2055,第 58～ 60・ 125,127・ 128・ 199。 200。 205・ 206・ 210図 ,図版34。 35'67・

69,73～ 75。 107・ 113・ 117)

B2地区南西部からB3地区北西部・C地区北側にまたがる。最大幅6.2m,深 さ1,06mである。
S D2051同様に溝状の溜池として機能したと推測する。埋土は,南側では,上層は近代に最終的に埋

められた層,中層は近世に堆積した層,下層は淀んだ湛水性の堆積層とみられる中世の粘土層が確認

された。北側では上層は近代以降の埋土に覆われ,下層は黒褐色粘土に黒褐色砂質土が帯状に混じる

水成堆積層で,水の流れがあったとみられる。切り合いからSN4よ り古い。 S D 2053,S D2054・
S D2264と は切り合いが無く,同時に埋まったと考えられる。

S D2051と は間に一段高い陸橋状の部分を隔てて繁がっており,両者の底面では著しい湧水がある

ことから,灌漑を目的とした溝状の溜池として機能し,水量を相互補完していたものと推測する。陸

橋部分は盛土ではなく地山の砂質シルトを掘 り残したものであるため崩れやすく,基底部には護岸が

目的とみられる50～ 80c14大の数点の石が据えられ,石を留めるために杭が 9本打ち込まれていた。付

近の埋土からも同様の石数点と割れた板碑が出土しており,元位置はとどめていないが,護岸に使用

されたものと考えられる。杭のひとつは放射性炭素年代が15世紀後半～17世紀前半であり・
94,開
削ま

たは護岸工事の年代を示すものと考えられる。S G2501と も溝で結ばれており,水源を頼ることもあ

つたと推測される。 S D2469の南端部とは2箇所で繁がつており切 り合いがないため,取水口と考え

られる。底面の高さはS D2469の方が低 くなっている。

出土遺物は土師器小片多数・高杯 1点,須恵器杯・壼・奏片 6点 ,中世土師器皿片 3点,珠洲甕・

情鉢片多数 (をθ・%～′偲・′鋸),中国製青磁皿 2′点 (′体・ヱ%)。 碗 2′点,中国製白磁碗 3′点,中国

製染付小片 3点 ,古瀬戸瓶子 1点 (′梃),瀬戸美濃丸皿 1点 αθの 。天目茶椀 1点,越中瀬戸皿 1点・

悟鉢 1点,伊万里碗 3′点,唐津椀・皿 3点,杭 9本 α3独 νの,板碑 1点 α∂り ,茶臼 1′点 α郎の,
煙管 1点 (塑々)である。上層では古代から近世にかけての遺物が多数出土している。最下層では珠

洲が多く,15世紀後半～16世紀前半の中世土師器皿の小片が 1点出土している。出上した土器と杭の

年代から, S D2055は 15世紀後半に開削され,徐々に埋没したと推定する。

節～′餌・′鋸は珠洲である。%は壺である。体部はロクロナデ,底外面は静止糸切りで板状圧痕が

残る。%～%は甕である。初は底部片で,体部はロクロナデ後,外面は平行叩き,底外面は静止糸切

り後ヘラでナデる。どπ・

“

は方頭のくの字口縁で,Ⅳ期に比定される。脚・%の口縁形態は嘴頭で頸

部は短く, 13期 に比定される。体部外面は平行叩き,内面は円礫の当て具痕を残す。夕～ヱ餌・ヱ露

は悟鉢である。Я・

"は
端面をやや拡張させた水平口縁でⅣ期に比定される。2は体部がやや内湾し,

水平口縁で,器厚は一定であり, Ⅱ～Ⅲ期に比定される。身は外傾口縁で,体部は直線的に開き,卸

目は2,7cm幅 に13目 を数え,ま ばらに施入される。Ⅱ～Ⅲ期に比定される。%は拡張した水平口縁で,
端面に波状文を施し,V期に比定される。%・ 9/は体部がやや内湾し,口縁部はタト傾口縁で,卸 目は

波状に施入される。 13期～Ⅱ期に比定される。′
"・
′″は外傾口縁で,ゴ

"は
口縁内端を爪状に仕上

げ,卸 目は縦位と横位の直線条が交差する。原体は一単位が2.2cm幅 に11目 を数える。 F"は Ⅱ期 ,

ユ例は I～ Ⅱ期に比定される。男・

"・
′ク・′併は底部片で,%・

"は
卸目が密に施入され,明は一

単位が2。9cm幅 に10日 ,"は 2.lcm幅 に 7目 を数える。′νは一単位1.6cm幅に 9日 の原体を用い,ま ば
注24 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放月す性炭素年代測定J
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2 遺構と遺物

らに施入される。底外面は静止糸切りである。%は Ⅳ～V期に比定される。野・」餌は胎土に粗い砂

粒や小石を多く含み,下半の摩滅が著しく,Ⅵ ～Ⅶ期に比定される。′鋸は体部が直線的に開き,卸

目は直線条が斜行して交差する。Ⅱ期に比定される。

ヱ班は古瀬戸瓶子である。体部下半が直線的で平底となる,いわゆる梅瓶の形態をなす。口縁部は

外反し,外端部を挽き出して拡張させ細い隆帯とする。肩部の文様は,蕨手文を繋ぎ合わせて唐草文

としており,技法的には印花文とヘラ描きの画花文の手法を併用している。外面全面と口顎部内面に

オリーブ灰色の鉄釉がかかる。中期様式 I期の製品で,13世紀末～14世紀初頭のものである。

′体・′
"は
中国製青磁である。′

"は
皿である。内面に片彫 りの花文と櫛文を有する。胎土は緻密

で,釉は透明でオリーブ灰色を呈し,底部は釉剥ぎする。大宰府分類の龍泉窯系皿 1lc類 に相当し,
12世紀中頃～後半のものである。′

"は
稜花皿である。体部は外反し,日縁端部を波状に決る。内面

にヘラ彫りの文様をもつ。胎土はやや粗 く,釉は透明なガラス質で青味を帯びたオリーブ灰色を呈す

る。龍泉窯系の稜花皿で15世紀のものである。断面にススが付着し,二次被熟を受けた可能性がある。

′θ7は瀬戸美濃九皿である。高台は付高台である。見込みには印花を有する。全面に灰釉を施し,

高台内には輪 ドチが溶着する。大窯Ⅲ期前半の製品で,16世紀中頃のものである。

ヱ∂
"～
E謬7は S D2055の護岸の石を留めるため,底に打ち込まれていた杭である。マツ属・ハンノ

キ属の芯持ち九木を粗 く加工したもので,樹皮が残るもの (刀%～汚%),樹皮を剥いだだけのもの

がある。汚%は樹度の上に巻き付いていた蔓科植物の痕跡が残る。刀%の放射性炭素年代は15世紀後

半～17世紀前半である注
25。

′∂密は板碑である。上端と下端の一部を欠損する。摩耗が著しいが,上半には大日如来の種子「バ

ン」が刻まれ,こ れを囲続する方形の線刻が認められる。側面には工具痕が残る。石材は凝灰質砂岩

(微粒砂岩)で軟質であり,氷見市で産出するいわゆる藪田石である。

二380は茶臼である。破片であるが,受部へ繋がる反りがあり,茶臼の下臼と認められる。一部に摺

り目が残り,やや凸面になっている。石材は安山岩である。

ツクは煙管である。脂返しが湾曲する河骨形で,火皿と首部の間に補強帯が巻かれる。

2059号滞 (S D2059,第 58・ 59・ 129図 ,図版67)

B3地区中央よりやや南狽1, S D2051の 南に位置する。最大幅1.14m,深さ12cmで ある。埋土は 2

層に分かれ,浅責色砂と黄灰色砂質シル トを基調とする。方向はS D2051及 び切 り合いのあるSD

2060と 同じで,繋がっている。 S D 2060と は埋土が異なるため別遺構としたが,同 じ位置で掘 り直さ

れたものかもしれない。出土遺物は須恵器甕 2点 ,中世土師器皿 1点 ,珠洲甕 3点・悟鉢 1点 (′θの

である。 S D 2051に付属する溝として機能した可能性もある。

′
"は
珠洲悟鉢である。口径は33.Oc14で ある。水平口縁で片口が付き,体部は内湾して立ち上がる。

卸目はない。 I期 に比定される。

2060号溝 (S D2060,第 58・ 59図 )

B3地区中央よりやや南狽1に位置する。最大幅34cm,深さ14cmで ある。埋土は黒色砂質シルトを基

調とする。切り合いではS D2051。 S D 2059に切られるが,方向は同じで繋がつており, S D2059の

掘 り直し前の溝とすれば,埋没時期は異なっても,一定の期間 S D 2051に付属する溝として機能して

いた可能性もある。出土遺物はない。

2061号溝 (S D2061,第 61・ 62図 )

B3地区中央部に位置する。最大幅85cm,深さ 8 cmである。埋土は黒色砂質シルトを基調とする。
注25 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定 J
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

切 り合いでは S D2051に切 られる。 S P 2072(S B14)は , S D2061の 埋土下から検出した。 SD

2062と埋上が似ており,並行することから同時期の遺構と考えられる。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器杯・甕各 1点,珠洲甕 1点である。

2062号滞 (S D2062,第 61・ 62図 )

B3地区中央部に位置する。最大幅2.2m,深 さ26cllaで ある。埋土は黒色砂質シルトを基調とする。

切 り合いではS D2051・ S K2065に切られる。並行するS D2061や延長線上にあるS D2091・ SD

2120と 同時期の遺構と考えられる。出土遺物は土師器小片 1点である。

2091号溝 (S D2091,第 61・ 62図 )

B3地区中央部に位置する。最大幅62cm,深さ4 cmである。埋土は黒色砂質シルトを基調とする。

切 り合いからS K20m o S K2078,S K2093よ り古い。 S D2062と埋上が似ており方向も同じである

ことから,途切れてはいるが同一の溝と考えられる。出土遺物はない。

2120号溝 (S D2120,第 61・ 62図 )

B3地区中央よりやや東側に位置する。最大幅30cm,深さ 6 cmである。埋土は黒色砂質シルトを基

調とする。途切れてはいるが延長線上にあるS D2062と繋がる可能性もある。出土遺物はない。

2210号溝 (S D2210,第 61・ 62図 )

B3地区中央部,遺構の密集する区域と閑散な区域を画する東西方向の溝である。最大幅2.2m,

深さ38cmである。埋土は黒褐色砂質シルトを基調とする。切り合いではS D2051に切られる。溝の方

向はS B14・ SAlと ほぼ同じで,同時期の遺構の可能性が考えられる。出土遺物は珠洲甕胴部片 1

点・底部片 1点である。

2261号溝 (S D2261,第 58・ 59図 )

B3地区中央よりやや北側に位置する。最大幅94cm,深さ14cmで ある。坦土は黒褐色砂質シルトを

基調とする。 S G2501と 切 り合いが無 く,延長線上にある S D2053と 繋がるとみられ, S D2051と

S G2501を結ぶ溝として機能したと推測する。出土遺物は土師器小片 3点,須恵器小片 1点,珠洲奏

1点・橋鉢 2点である。

2262号滞 (S D2262,第 58・ 59図 )

B3地区中央よりやや北側に位置する。最大幅36cm,深 さ8 cmである。埋土は黒褐色砂質シルトを

基調とする。S G2501と 切 り合いが無 く,並行する外の溝同様, S D2051と S G2501を結ぶ溝として

機能したと推測する。出土遺物はない。

2263号溝 (S D2263,第 58・ 59・ 129図 )

B3地区中央よりやや北側に位置する。最大幅96cm,深さ16cmで ある。埋土は黒褐色砂質シルトを

基調とする。 S G2501と 切 り合いが無く,延長線上にあるS D20541こ繋がるとみられ, S D2055と

S G2501を繋ぐ溝と考えられる。また, S D2264を 切つており,付け替え後の溝と推測する。出土遺

物は土師器小片 1点,珠洲括鉢 1点 ("θ)である。

ガθは珠洲橋鉢である。口径は28.8cmで ある。外傾口縁で片口が付き,体部は直線的に開く。卸目

は一単位1.6cm幅 に 9目 の櫛歯原体を用い,縦位及び横位に交差する条が施入される。Ⅱ期のもの。

2264号溝 (S D2264,第 58・ 59。 129図 ,図版69)

B3地区中央よりやや北側に位置する。最大幅1.08m,深さ20cmである。埋土は黒褐色砂質シルト

を基調とする。切り合いでは S G2501に切られ,先に埋没したと考えられるが, S D2055と 切り合い

が無く,両者を結ぶ溝として機能したと推測する。また,並行するS D2263に切られており,埋没後 ,

筋



2 遺構と遺物

より深い溝に付け替えられたものと考えられる。出土遺物は土師器小片 3点 ,中世土師器皿 4点,珠

洲奏多数 ("′ )。 橋鉢 1点 (」ゴめ ,中国製青磁碗 2点で,中国製青磁は13世紀前半の大学府分類 Hb

類である。

′ガ・ヱνは珠洲である。′
"は
奏であり,口縁部形態は嘴頭で水平に挽き出され,顎部は短い。日

頸部の一部をくるむように布の痕跡が残る。体部外面は平行叩きで,内面には円礫の当て具痕が残る。

Ⅱ期に比定される。
"ク
は播鉢で底外面は静止糸切りである。内面はよく摺られている。

2289号溝 (S D2289,第 61・ 62・ 129図 ,図版35)

B3地区北東部に位置する。 S G25011こ切られるS K2290か らのびる短い溝である。最大幅74cm,

深さ10cmである。埋土は褐灰色砂質シルト・にぶい黄褐色砂が帯状に混じる黒色砂質シルトで,水成

堆積とみられる。 S K2290と切り合いはなく,同時期のものと考えられるが,特にS K2290側 に遺物

が集中して出土した。出土遺物は須恵器小片 1点,中世土師器皿片多数,珠洲甕片多数,中国製青磁

(′′9で ある。遺物から13世紀以降の遺構と考えられる。

"」
は中国製青磁碗である。見込みに圏線をもち,高台は浅く削り出す。釉は緑味を帯びた灰白色

で濁つており,胎土は灰色味を帯びた部分と黄味を帯びた部分が層状になることから,二次被熱した

ものと考えられる。大学府分類の龍泉窯系碗 I類に相当し,12世紀中頃～後半のものである。

2291号滞 (S D2291,第 61・ 62図 )

B3地区北東部に位置する。最大幅60cm,深さ 6 cmである。埋土は黒色砂質シルトを基調とする。

切 り合いからS B13(S P 2293。 S P 2295)よ り古い。 S D2294と並行し,幅 もほぼ同じであること

から同時期の遺構と考えられる。東西方向のSN3と ほぼ直角方向で,同時期の土地区画の方向を示

すものであろうか。出土遺物は土師器小片多数,須恵器杯底部片 1点,珠洲小片 2点である。

2294号溝 (S D 2294,第 61。 62図 )

B3地区北東部に位置する。最大幅30cm,深さ12cmで ある。埋土は上層は黒色砂質シルト,下層は

責灰色砂質シルトを基調とする。 S D2291と並行し,幅 もほぼ同じで同時期の遺構と考えられる。

2318号滞 (S D2318,第 43図 )

B3地区北東部, S B12の東縁の柱列に沿っており,建物に関連した溝と考えられる。最大幅56cm,

深さ12cmで ある。埋土は暗黄灰色砂が混じる黒色砂質シルトの単層である。出土遺物はない。

2319号溝 (S D2319,第 43図 )

B3地区北東部に位置する。最大幅18cm,深さ 8 cmで ,埋土は黒色砂質シルトの単層である。 SD

2318の延長線上にあり,繋がるものと考えられる。出土遺物はない。

2325号溝 (S D2325,第61,62図 )

B3地区北東部に位置する。最大幅1.96m,深さ20cmで ,埋土は灰黄褐色砂質シルトの単層である。

切り合いからS K2481よ り新しい。出土遺物は須恵器奏 1点,唐津小片 1点である。

2379号溝 (S D2379,第 61・ 62図 )

B3地区北東部に位置する。最大幅44cm,深 さ 8 cmで ,埋土は浅黄橙色粘土混じりの黒褐色砂質シ

ルトの単層である。出土遺物は土師器小片 1点,珠洲奏片 1点である。

2395号溝 (S D2395,第 61・ 62図 )

B3地区北西部に位置する。最大幅70cm,深さ34cmである。埋土は黒褐色砂質シルトの単層である。

方向や幅力Sほぼ同じS D2447と 繋がるものと考えられる。出土遺物は珠洲甕片 1点である。

“
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2399号溝 (S D2399,第 63・ 64図 )

B3地区北西部からC地区中央部東端にまたがり, S D 5001か ら枝分かれする。最大幅72cm,深さ
14cmで ,埋土は黒褐色粘土質シルト・粘質土である。切り合いでは近世の穴に切られる。出土遺物は

土師器小片 1点,珠洲播鉢片 1点 。奏胴部片 3点 ,越中瀬戸皿片 1点である。遺物から中世末～近世

の遺構と推定する。

2404号滞 (S D2404,第 63・ 64図 )

B3地区北西部からC地区北東部にまたがる。最大幅86cm,深さ22cmで,埋土はにぶい黄褐色砂が

混じる黒褐色砂質シルトと,黒褐色粘土質シルトである。切り合いからS D2405。 近代の柱列より古

く, S D2453・ S D 5001よ り新しい。出土遺物は須恵器杯片 1点,珠洲甕胴部片 1点である。切り合
いから近世以降の溝と推定する。 S D2469と S G 5701を繋ぐ溝であった可能性が考えられる。

2405号溝 (S D2405,第 63・ 64。 129図 )

B3地区北西部からC地区北東部にまたがる。最大幅94cm,深 さ16cmで,埋土は黒褐色砂質シルト・

黒褐色粘土質シルト・黒褐色砂である。S D2404。 S D2453を切り, S D2467。 近代の柱穴に切られ

るため,近世以降の溝と考えられる。出土遺物は珠洲奏 3点・橋鉢 1点 (」つ である。

ヱフは珠沙H橋鉢である。口縁形態は水平口縁で,口縁部はやや内湾する。 I～ Ⅱ期に比定される。

24■号溝 (S D2411,第 61・ 62・ 129図 )

B3地区西側中央部に位置する。最大幅56cm,深 さ8 cmで,埋土は黒褐色粘土質シル トである。
S D2444と並行し,同時期の溝の可能性がある。切 り合いでは近代の S K2480に切られる。出土遺物

は珠洲括鉢 1′点 α万)である。

打5は珠洲悟鉢である。卸目は一単位1.5cm幅 に 5日 の原体を用い,放射状に施入される。底外面は

静止糸切りである。Ⅱ期に比定される。

2427号滞 (S D2427,第 61・ 62図 )

B3地区中央よりやや西側に位置する。最大幅44cm,深 さ 8 cmで ,埋土はにぶい黄掲色砂質シルト

混じりの黒褐色砂質シル トである。切 り合いでは近代の柱穴に切られる。出土遺物はない。

2428号滞 (S D2428,第 61・ 62図 )

B3地区中央よりやや西側に位置する。最大幅60cm,深さ4 cmで ,埋土はにぶい黄褐色砂質シルト

混じりの黒褐色砂質シル トである。出土遺物はない。

2430号溝 (S D2430,第 61・ 62図 )

B3地区中央部に位置する。最大幅50cm,深さ28cmで ,埋土は灰白色砂混じりの黒褐色砂質シルト
である。切り合いでは S K2050に切られる。出土遺物はない。

2436号滞 (S D2436,第 61・ 62図 )

B3地区西側中央部に位置する。最大幅50cm;深さ 6 cmで ,埋土は黒褐色砂質シル ト混じりの黒色

砂質シルトである。出土遺物はない。

2438号溝 (S D2438,第 61・ 62図 )

B3地区北西部に位置する。最大幅46cm,深さ24cm,埋土は黒褐色粘土質シルトである。短い溝で

あるが, S D24111こ繋がる可能性がある。出土遺物は珠洲胴部片 1点である。

2440号溝 (S D2440,第 63・ 64図 )

B3地区北西部に位置する。最大幅46cm,深さ10cmで,埋土は 2層 に分かれ,上層は黒褐色粘土質
シルト,下層はにぶい黄褐色砂を基調とする。出土遺物は土師器鍋片 1点である。
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2 遺構と遺物

2442号滞 (S D2442,第 63・ 64・ 129図 )

B3地区北西部に位置する。最大幅密cm,深さ18cmで ,埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とする。

出土遺物は土師器 rlヽ片 1点,珠洲壺 1点・奏 2点・橋鉢 1点 (ガび),中国製青磁碗 1点である。中国

製青磁は13世紀前半の大学府分類Ⅱb類である。

"σ
は珠洲括鉢である。卸目は一単位2.6cm幅に12目 の原体を用い,放射状に施入される。底外面は

静止糸切りである。

2444号溝 (S D2444,第 61・ 62・ 129図 ,図版49)

B3地区西側中央部に位置する。最大幅26cm,深さ4 cmである。埋土は黒褐色砂質シルトである。

S D2411と 並行し,同時期の遺構の可能性がある。切 り合いでは近代の柱穴に切られる。出土遺物は

須恵器提瓶 (ガの である。

コ7は須恵器提瓶である。把手は欠損している。カキメを施した後,体部中央はヘラケズリされる。

6世紀のものである。

2447号溝 (S D2447,第 58・ 59。 61・ 62図 )

B3地区北西部に位置する。最大幅94cm,深さ 6 cmで ,埋土は黒褐色砂質シルトとにぶい黄褐色砂

である。切り合いではS D2448。 S K2445。 近代の柱穴に切られる。方向や規模が同じS D2395と 繋

がるものと考えられる。出土遺物はない。

2448号溝 (S D2448,第 58・ 59。 129図 ,図版70)

B3地区北西部に位置し, S D2055と 並行する。延長線上にあるS D2467と繋がる溝と考えられる。

最大幅88cm,深さ10cmで,埋土は北側では責灰色砂質シル ト,南側では黒褐色粘土質シルトを基調と

する。切り合いでは近代の柱穴群に切られ, S D2447・ S K2403を切る。出土遺物は須恵器杯 1点・

甕多数,中世土師器皿 1点,珠洲甕多数 (ガ∂)。 壺 1点 。指鉢 1点 (」の,唐津橋鉢 1点,瓦質土器

(ヱ刀)である。唐津は上面から出上した。

ガど。口9は珠洲である。
"ど
は奏で,口縁形態は嘴頭で端部は下向きに短く突出する。 I期に比定

される。ア
=θ
は幡鉢で,日縁形態はやや拡張した水平口縁で,Ⅳ期に比定される。

F刀は瓦質土器火鉢である。口径は約24cmで ,やや外傾し端部は方頭で水平に面をとる。外面に菊

花文のスタンプが押捺される。焼成はあまく,軟質である。

2453号溝 (S D2453,第 63・ 64図 )

B3地区北西部からC地区北東部にまたがる。履大幅33cm,深さ10cmで ,埋土は黒褐色砂質上であ

る。切り合いではS D2404。 S D2405。 S D 5001・ 昭和の圃場整備前の道路に関わる柱穴に切られる。

出土遺物はない。

2467号溝 (S D2467,第 58・ 59・ 121図 )

B3地区北西部からC地区北側にまたがり, S D2055。 S D2469と 並行する浅い溝であるが,切 り

合いからこれらの溝より新しい。延長線上にあるS D2448と は繁がると考えられる。最大幅1,14m,

深さ28cmで ,埋土は南側では灰責色砂混じりの黒色砂質シルト,北側では黒褐色砂質シルト・黒掲色

粘上である。切り合いではS K2451・ 近代の柱穴群に切られ, S D2405・ S D2469。 S K5538。 SK

5635を切る。

出土遺物は須恵器小片 1点,珠洲甕・悟鉢多数,中国製青磁小片 1点,瀬戸美濃小片 1点,越中瀬

戸壺・皿各 1点,伊万里碗 2点,唐津小片 1点である。切り合いと遣物から,遺構の時期は近世と考

えられる。
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

2469号溝 (S D2469,第 58・ 59,121・ 128。 129図 ,図版66・ 73)

B3地区北西部からC地区北側にまたがる。S D2055と 並行し,切 り合いはなく, 2箇所の短い溝
状の取水口で繋がっている。底面はS D2055よ り若千低くなっている。最大幅4.4m,深 さ66cmである。

埋土は粘土と砂が帯状の互層となって堆積しており,水成堆積と考えられる。溝状の溜池 S D2055か

ら北へ向かって水を送る溝か。切 り合いではS D2467・ 昭和の回場整備前の道路に関わる柱穴群に切

られる。出土遺物は土師器小片多数,須恵器杯・奏片多数,中世土師器皿 5点 ,珠洲甕・壼・指鎌多

数 (男・′2),中国製白磁碗 1′点,中国製青磁碗 。皿各 1′点 (′
"),磁
器碗 1点である。S D2055と

の関係から,15世紀後半以降の溝と推定する。珠洲 (男)は S D2055と の接合資料である。

′刻は珠洲壼である。回径7.6cmの小型の壷である。口頚部イユやや外反して短く立ち上がり,やや肩

が張る。施文は,上段は不規則に,下段は波形の整つた波状文が施される。作工は丁寧で,外面には

自然釉が掛かり,黄灰色の光沢を有している。

′房は中国製青磁皿である。体部中程で屈曲し,上半から口縁部は外反する。内面はジグザグの櫛

点描文を有する。大学府分類の同安窯系皿 12b類に相当し,12世紀後半のものである。釉は透明な
ガラス質で,緑色味を帯びた灰白色を呈し,底外面は釉剥ざする。

3261号溝 (S D3261,第 61・ 62・ 174図 )

B3地区北東部, S G2501の 南側に位置する。最大幅1.35m,深 さ18硼で,黒掲色砂質シルト・責

灰色砂質シルトを基調とする。切 り合いからS K2265よ り新しい。出土遺物は土師器小片 1点,珠洲

甕 1点 ,中国製青磁皿 1点,伊万里小片 1点 ,唐津椀 1点,漆器 1点 (ヱθ宥)である。唐津は砂目積

のものである。遺物から近世の遺構と考えられる。

ヱθ密は漆器椀である。内面赤色漆,外面黒色系漆で,外面に赤色漆絵痕がある。炭粉渋下地である
注26。 材はブナ属である。

4106号溝 (S D4106,第 53・ 54図 )

B4地区中央部に位置する。最大幅60cm,深さ10硼で,埋土は黒褐色砂質土である。切り合いでは

S D4148・ S K4146に切られ,古代の S D4118を切る。 S D4107と 並行し,埋土も同じであることか

ら同時期の遺構と考えられ,道路の側溝の可能性もある。出土遺物は土師器小片 1点である。

4107号溝 (S D4107,第 53・ 54・ 84図 )

B4地区中央部に位置する。最大幅24cm,深さ13cmで ,黒褐色砂質土である。切 り合いからSD
4148よ り古く, S K4155よ り新しい。S D4106と 並行し,埋土も同じであることから同時期の遺構と

考えられ,道路の側溝の可能性もある。また,同 じ埋土で延長線上にあるS D4156は繁がる可能性が

ある。出土遺物は土師器小片 1点である。

4148号滞 (S D4148,第 53・ 54図 )

B4地区中央部に位置する。最大幅36cm,深さ24cmで ,埋土は黒褐色砂質土である。切 り合いでは

S D4106・ S D4107・ 古代の S D4118,S K4155を 切る。出土遺物は土師器小片 1点,須恵器壷胴部

片 1点である。

4156号溝 (S D4156,第 53・ 54図 )

B4地区中央部に位置する。最大幅22cm,深さ10cmで ,埋土は黒褐色砂質上である。切り合いでは

S E4154に切られ,古代の S D4121を切る。埋上が同じで,延長線上にあるS D4107と 繋がる可能性

がある。出土遺物はない。

注26 第三分冊 自然科学分析 漆器文化財科学研究所 「中尾新保谷内tl跡出土漆器の科学分析」
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2 遺構と遺物

5001号溝 (S D 5001,第 63・ 64図 )

C地区東側中央部に位置する。最大幅96cm,深さ34硼で,埋土は黒褐色粘質土の単層である。切り

合いからS D2453よ り新しい。 S D2399が枝分かれしていることから,中世末～近世の遺構と考えら

れる。また,並行する S D 5002の 間隔は心々距離で約1.8mであり, 1間幅の道路の可能性もある。

出土遺物は,珠洲重 1点・甕 1点・橋鉢 2点である。

5002号溝 (S D 5002,第 63・ 64図 )

C地区中央部に位置する。最大幅90cm,深さ44cmあ る。埋土は,浅いが 2層 に分かれ,上層は黒褐

色粘質土,下層は黄褐色砂混じりの黒掲色粘土である。切り合いからS D5073よ り新しい。並行する

S D 5001と 同じく中世末～近世の遺構と考えられる。出土遺物は土師器小片 1点,珠洲括鉢片 1点で

ある。

5008号滞 (S D5008,第 130図 ,図版68)

C地区東側中央部に位置し, S D5011の 東側に沿う短い溝である。最大幅は80cmで ,深さ44cmであ

る。出土遺物は珠洲指鉢 1点 (菱つ 。甕 1点,越中瀬戸壺 1点,唐津小片 1点,伊万里碗 1点である。

切り合いでは S D 5001・ S D5002を切る。 S D5011に 関連する近代の溝と考えられる。

′舛は珠洲悟鉢である。口径32,4c14で,口縁部は端面がやや拡張した水平口縁で,Ⅳ期に比定される。

卸目は一単位2.2cm幅 に 8目 の原体を用い,放射状に施入される。胎土はやや粗 く,小石を含む。

5011号溝 (S D 5011,第 130。 172・ 181・ 212図,図版67・ 89。 90。 96・ 119)

C地区中央部に位置し, S G 5703の 南偵1を ,タト周に沿うようにして流れる溝である。最大幅は3.94

mで,深さ19cmで ある。切り合いではS K5015'S K5022を 切る。

出土遺物は土師器小片 5点 ,須恵器杯 7点・杯蓋 2点・甕 2点・壼 3点・双耳瓶 1点 ,中世土師器

皿多数,珠洲悟鉢多数 (′%～乏の ・甕多数 。壼 2点 ,中国製青磁碗 1点,古瀬戸壼 1点 。小片 2点 ,

越中瀬戸壼多数・皿 1点,伊万里碗多数・皿 4点・小杯 3点・瓶 1点,唐津皿 1点・椀 3点・鉢 4点 ,

土錘 1′点 (′側),下駄 1′点 (即潔),円形板 1′点 ("認),板材 1′点,鉤針状鉄製品 1′点 (フ彩)で ,

この他に近代の瓦等が出土している。1953年 の航空写真に撮影されているので,近代以降に埋まった

溝と考えられるが,中世以前の遺物も多く出土している。

′″～′
"は
珠洲括鉢である。ヱ〃は小型で口径約22cm,彪びは口径約30cm,′%は口径32.8cm,器高

13,7cm,底径12.lcmで ある。体部は直線的に開くものが多いが,」%は下半が内湾する。口縁形態はヱン・

′%は外傾口縁,乏bは水平口縁,ヱン・ヱ%は端面をやや拡張する。底外面は静止糸切 りである。卸目

は一単位が′ンは2.8cm幅に11日 ,ワ/は 1.7cm幅 に10日 ,形ぢは1.4cm幅 に15日 ,セ胡ま1.2cm幅 に 8目 で,

すべて放射状に施入されるが,ν7は 曲線を描 く。ヱ%は卸目を施入しない。ヱ刀は胎土がやや粗 く,

小石を含む。′〃 ・形5は Ⅳ l期 ,形冽まI期 ,7ワ/は 13～ Ⅱ期に比定される。

′認は土錘である。球形に近い樽型を呈し,一部欠損している。摩減が著しい。

刀影は連歯下駄である。平面形は小判形で,横緒穴は後歯の前方に穿たれ,台表全面に加工痕が残

る。材はスギである。

コ那は半分を欠損した円形板で,中心に方形の決 り込みがある。材はスギ。

フフは釣針状の鉄製品で注
27,先
端は鉤状に折 り曲げられている。

5021号溝 (S D 5021,第 63・ 64・ 118図 )

C地区中央部に位置する。最大幅44cm,深 さ16cmで ,埋土は部分的に2層 に分かれ,上層は黒褐色

粘土質シルト,下層は黒褐色砂である。切 り合いでは S K5036。 S K5114に切られ, S D 5087・ 古代
注27 第二分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所 「中尾新保谷内遺跡出土金属製品の蛍光X線 /7J‐ Fr」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

のS D5095(SN2)・ S K5037を切る。S D5073と 並行し,同時期の遺構と考えられる。両者の間

にある建物のうち, S B19の軸方向が溝の方向とほぼ合致し,建物を区画した溝の可能性がある。出

土遺物は土師器小片 6点である。切り合いから,遺構の年代は13世紀後半以降と考えられる。

5030号溝 (S D5030,第 63・ 64図 )

C地区中央部に位置する。最大幅1,92m,深さ42cmで ,東端は拡張し深くなる。埋土は西側では黒

褐色粘質土,東端では灰色粘土・黒褐色粘土質シルト・黒褐色砂質シルト・黒色粘土質シルトが層を

なす。切り合いからS K5029よ り新しい。出土遺物は土師器椀 1点・皿 4点,鉄津 1点である。

5054号溝 (S D5054,第 63・ 64・ 130図 )

C地区中央部西端に位置する。最大幅1.12m,深さ12cmで,埋土は黒褐色粘土質シルトである。切

り合いではS G 5703に切られる。並行するS D5056は規模がほぼ同じであり,同時期の遺構と考えら

れる。出土遺物は珠洲四耳壼 (ヱ例)である。

F夕は珠洲四耳重である。肩部にブリッジ状の耳が付き,波状文を施す。 I～ Ⅱ期に比定される。

5056号溝 (S D5056,第 63・ 64図 )

C地区中央部西端に位置する。最大幅1.6m,深さ12cmで ,埋土は黒褐色粘質土である。並行する

S D 5054は規模がほぼ同じであり,同時期の遺構と考えられる。出土遺物はない。

5063号溝 (S D5063,第 63・ 64図 )

C地区中央部,S B20の 南側に位置し,建物に関連する溝か。最大幅52cm,深さ 8 cmで ,埋土は黒

褐色粘土質シルトである。延長線上にあるS D 5087は規模と埋土が同じで繋がる可能性がある。出土

遺物はない。

5073号溝 (S D 5073,第 63・ 64図 )

C地区中央部に位置する。最大幅84cm,深さ18cmで ,埋土は黒掲色粘質土を基調とする。切り合い

からS D5002よ り古い。 S D 5021と並行し,同時期の遺構と考えられ,両者の間にある建物のうち,

S B19の軸方向がこれらの溝の方向とほぼ合致する。出土遺物はない。

5087号溝 (S D 5087,第 63・ 64図 )

C地区中央部,S B20の 南側に位置し,建物に関連する溝か。最大幅42cm,深さ 7 cmで ,黒褐色粘

土質シルトである。切り合いからS D 5021。 S K5060よ り古い。延長線上にあるS D5063は規模と埋

土が同じで繋がる可能性がある。出土遺物はない。

5294号溝 (S D5294,第 63・ 64図 )

C地区北側に位置する。最大幅32cm,深さ 7 cmで ,埋土は西側では黒褐色粘質土,東側では黒褐色

砂質上である。切り合いからS K5375よ り古い。出土遺物はない。

5321号溝 (S D5321,第 45。 46・ 121・ 130。 206図,図版82・ l14)

C地区北側に位置する。最大幅は2.72mで ,深さ36cmで ある。切 り合いではS B16(S P 5350。

S P 5360),S B15(S P 5461),S K5371・ S K5399。 S K5415。 S K5505。 S K5508・ S K5538を

切る。出土遺物は土師器甕 2点・壷 1点,須恵器杯 1点,珠洲甕 2点,中国製青磁小片 1点,越中瀬

戸乗燭 1点 (′認 ),砥石 1点 (ぢν)である。越中瀬戸は19世紀のものであり,切 り合いで付近の遺

構をすべて切っていることから,近代の溝と考えられる。

デνは越中瀬戸乗燭である。見込み中央に径1,7cm,高 さ1.8cmの灯芯立てが付き,内部にススが付着

する。胴部内外面に鉄釉が施され,脚部は露胎である。底部は回転糸切りで,中央に孔が穿たれる。

19世紀のものである。

鉤
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おレは砥石である。凝灰質泥岩で,仕上げ砥であり,中世のものである可能性が高い。側縁の一方

は生産地の鋸引き痕があるが, もう一方は鉱脈の自然の割れ日となっている。裏面は剥離している。

7102号溝 (S D7102,第 65。 130図 )

D地区北側中央部に位置する。最大幅48cm,深 さ 5 cmで ,埋土は灰黄褐色粘土を基調とする。出土

遺物は珠洲甕胴部片 1点・悟鉢 1点 (′潔)である。遺物から13世紀後半～14世紀前半の遺構と推定

する。方向はS D7216と ほぼ同じで,同時期の遺構か。

′νは珠洲悟鉢である。日縁形態は端面がやや拡張した水平口縁で,Ⅳ期に比定される。

7103号溝 (S D7103,第 65図 )

D地区北側中央部に位置する。最大幅60cm,深さ13cmで ,埋土は灰色粘上である。出土遺物は土師

器小片 1点である。

7215号滞 (S D7215,第 65図 )

E地区東側に位置する。最大幅18cm,深さ 8 cmで ,埋土は黄褐色粘土である。 S D7103と方向がほ

ぼ同じで同時期の遺構か。出土遺物はない。

7216号溝 (S D7216,第 65図 ,図版35)

E地区北側中央部に位置する。最大幅58cm,深さ38cmで ,埋土は2層 に分かれ,上層は灰黄褐色砂

質シルト,下層は褐灰色粘土を基調とする。方向は S D 7102と ほぼ同じで,同時期の遺構か。また,

S B23の主軸方向とほぼ同じで,建物に関連する溝の可能性もある。出土遺物はない。

E 地割れ

7104号地割れ (S X7104,第 65図 )

D地区中央部に位置する。埋土は掲灰色粘土を基調とする。断面形状は深 くなるにつれて細 く尖る。

幅は広いところで24cm,深さ26cmで ,小規模である。地害Jれと認められる遺構はこの一箇所のみで成

因等は不明確であるが,地震によるものである可能性が考えられる。他の地区で検出されていないの

は,遺構検出面の上質がD地区は粘上であるのに対し,D地区以北は砂等であることに要因があると

考えられる。Ⅱb層 に覆われ,Ⅱ c層上面で検出していることから,14世紀以降,近世以前に生じた

ものと推定する。

F 井戸

815号井戸 (S E815,第 66・ 131・ 180・ 183図 ,図版35・ 67・ 96・ 98・ 99)

B2地区北側に位置する曲物積上げ井戸である。平面形は円形を呈し,直径1.56m,深さ99cmであ

る。井戸底の標高は4mである。掘形は上方が広 く円筒形を呈し,下方は窄む。埋土は上層が黒褐色

シルト・粘土質シル トを基調とする土が水平堆積し,井戸廃絶後に埋積した層と推測される。井戸側

は 2段の曲物からなり,曲物の周囲の黒色粘土は裏込めの土と推測される。地山は砂層が厚 く堆積し,

現在も湧水がみられる。切 り合いからS K813よ り古い。出土遺物は土師器小片 2点 ,中世土師器皿

片 3点 ,珠洲奏片 2点 。橋鉢 1点 O=め ,漆器蓋 Oゴどの,井戸側として使用された曲物 (ツ
"・
ゴ勿θ),

板材数点,粘土塊 1点である。漆器蓋は最上段の曲物付近から出土した。遺物から13世紀後半～14世

紀前半の遺構と推定される。

′
"は
珠洲悟鉢である。口径は約30cmで ,体部は直線的に開き,口縁部は水平口縁で,Ⅳ期に比定

される。卸目は一単位力認.8cm幅に14日で,放射状に施入される。

ガ∂Яよ漆器蓋である。総黒色系漆塗りで,内面端部は,0.6cmの 幅をわずかに突出させるよう削り

出している。材はスギである。直径は約36cmに復元される。

ν
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ヱ謬θ9・ ′2θは,井戸側の曲物である。′クθ9は側板 と下帯のみ遺存 しているが,本来上帯のあった部

分にその痕跡があり,側板の樺紐に摩擦痕があることから,上帯も巻かれていたと考えられる。 2箇

所に上帯と側板を結合 したとみられる木釘が残 り,貫通はしていない。樺組の縫い初めは返 し縫いを

行う。′刻θは側板は欠損 し,外れかけている。上端・下端と中位に木釘了しがある。材はスギである。

992号井戸 (S E992,第 67・ 131・ 187・ 198・ 202図,図版36・ 106・ 108)

B2地区中央よりやや西側に位置する縦板組井戸である。平面形は隅丸方形を呈し,長軸2.8m,

短軸2.42m,深 さ92cmである。井戸底の標高は4.08mで ,現在も湧水がみられる。縦板の一部と水溜

とした桶のみ残されており,縦板組の井戸側部材は抜き取られたものと推測される。桶は籠が一部残

っていたが,崩れて原型を留めていなかった。掘形は水1留に対して非常に大きく,やや不整形な方形

で,崩落のため井戸構築時より広がった可能性がある。埋土は,上層は黒褐色粘土質シル ト・灰黄褐

色砂質シルトを基調とし,下層は黒色粘土がプロック状に混じる黒褐色シルトである。井戸使用時の

堆積土は無いものと推測される。切り合いからS K1036よ り古く, S K991,S K993よ り新しい。

出土遺物は中世土師器皿 3′点 (′%・ ヱ∂7),珠洲小片 2ソ点,中国製白磁皿 (′認),越中瀬戸小片 1

点,桶側板 (ワ%～ツ%),井戸側縦板 2′点,柱 1′点 (′
“

の,板材 1′点 (′潔)で ある。切 り合いと

遺物から,遺構が最終的に埋まったのは16世紀末～17世紀と考えられるが,中世の遺物が多く,井戸

の構築年代は15世紀末に遡る可能性がある。

ヱ%。 ′」Яよ中世土師器である。非ロクロ成形で,′%は 口径8.2cmの小皿で,見込みを一方向にナデ

た後,口縁部に一段ナデを施し端部に面を取る。′JЯよ口径約1lcmで ,日縁部に一段ナデを施す。

′認は中国製白磁皿である。やや深 く扶る削り出し高台で,高台周辺は露胎であり,見込みの釉は

輪状に剥ぎ取る。大学府分類の皿Ⅲ l類に相当し,12世紀中頃のものである。

′2郎～′2%は編の側板である。長さ39.8～40,7cm,幅 5.0～ 8.8cmで ,幅は上方がやや広 くなる。木取

りは板目のものが多いが,■233は柾目である。フ%の材はスギで,放射性炭素年代は15世紀末～17世

紀前半である注
28。

′ηЯよ柱としたが,底部が欠損しており杭の可能性もある。芯持ち材で,表面に加工痕がある。

′νσはスギの板材である。直径 5 mllの 穿孔がある。用途は不明だが,縦板に転用されたものか。

1052号井戸 (S E 1052,第 68・ 183図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.18m,深 さ1.06mで ある。井戸底の標高
は3.95mで ある。水溜とした曲物のみを検出し,縦板等は出土しなかったが,断面形態が他の縦板組

の井戸と同様であるため,縦板等の井戸側部材は抜き取られたものと考える。掘形の埋土は,上層は

にぶい黄橙色粘上がプロック状に混じる黒褐色シルト・黒褐色粘上が水平堆積し,下層はにぶい責橙

色粘土がブロック状に混じる黒褐色粘土が厚 く堆積する。これらは井戸廃絶時に埋められた土であろ

う。掘形の肩付近には灰オリーブ色砂が混じる黒褐色粘土質シルトがみられ,井戸構築時の裏込めの

上と考えられる。水溜内は黒色粘土が堆積し,井戸使用時またはそれに近い時期の堆積層と推測する。

出土遺物は土師器甕 2点 ,須恵器小片 1点 ,中世土師器皿 1点,珠洲小片 1点,越中瀬戸皿 1点 ,

曲物 (ゴ刻′)である。越中瀬戸が出土していることから,遺構が最終的に埋まったのは16世紀末～17

世紀と考えられるが,当遺跡の他の縦板組井戸と同様の形態であるとすれば,中世前期に遡る可能性

もある。

′刻′は井戸水溜の曲物である。側板は,外面ケビキが綴じ部に沿って 3条あり,綴 り方は 2列綴じ

である。綴じられた一枚の側板の内側に更にもう一枚の側板が重ねられているが,打合せ部分は欠損
注28 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
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2 遺構と遺物

してお り,内面ケビキは一部にのみ,不均等に斜めに施入される。帯は上下ともあり,上帯は側板の

欠損により外れているが,円周をほぼ 3等分 した箇所に 2段の小綴 じ状の樺紐が残 り,側板 と樺皮紐

結合されていたものとみられる。下帯は打合せ部分を欠損する。材は,側板がスギ,帯がヒノキであ

る。

1087号井戸 (S E 1087,第 69,132・ 175。 183・ 188～ 190・ 206図 ,図版37・ 48・ 63～ 65。 99。 101・

114)

B2地区中央部に位置する縦板組横桟どめ井戸である。平面形は円形を呈し,直径2,74m,深 さ

1.46mで ある。縦板は地山に約30cmく い込むように設置し,内部に曲物を据えて水溜としている。曲

物は転用品で,直径が横桟の内法に合うように, 2個体分の側板の樺皮綴じを切 り開き,端を重ね合

わせて 1つ にしている。井戸底の標高は3.59mであり,現在も湧水がみられる。掘形の埋土は,上か

ら黒褐色シルト,黒褐色粘土質シルト,黒褐色粘土を基調とする土が水平堆積し,各層ににぶい責橙

色粘土がブロック状に混じる。上段横桟は外れかけているものの井戸側の遺存状況は良好で,掘形埋

土は井戸構築時の裏込めの上と考えられる。井戸側内は黒掲色シルトが堆積する。また,掘形内には

祭祀土坑の可能性があるS K1612が ある。

出土遺物は須恵器杯 2点 (′拓・′π)。 刻ヽ片 1′点,中世土師器多数,珠洲悟鉢 2ソ点 (′σπ・′59・ 甕

6′点 (ヱ刃・′側 )・ 壺 1点 ,中国製青磁皿 1点 ,粘土塊,漆器椀 5′点,杓子 ?1点 ,箸 3′点 (刀留～

ヱ%の ,曲物 (′22),井戸側縦板多数 (■25a,井戸側横桟 8′点 (νワ～ヱンの,柱 ?,棒材,砥石 1

点 (′即か,昆虫 (コ ガネムシの一種)である。漆器は図示していないが,炭粉渋下地の総黒色系椀

が出土している。遺物から,13世紀末～14世紀前半の遺構と推定する注29。

′
"・
′
"は
須恵器である。F"は杯で回径は約13cmで ある。外面の一部にススが付着する。′

"は
古

代のS K961と の接合資料である。

ヱσ/～′ωは珠洲である。′σπ・′房は悟鉢である。y“は口径31.8cm,器高11。2cm,底径11.9cmで 片口

が付 く①外傾口縁でⅡ期に比定される。卸日は一単位が′σЯま2.3cm幅に18目 ,′房は2.6cm幅に12日 で,

′男は一部に曲線文を加えて放射状に施入される。底外面は静止糸切りである。′5Яよ内外面の一部に

ススが付着する。′刃・ヱ側は甕である。ヱ刃は口径約58cmで ,頸部は短く,口縁端部は円頭で内屈す

る。Ⅲ期に比定される。′
"は
口径約66cmで ,方頭のくの字口縁である。Ⅳ期に比定される。′刃 。

′ωとも平行叩きは頸部から若干下がつた位置から施される。内面調整は,頸部は横方向のナデ,体

部はヱ刃は円礫の当て具痕の上からさらに縦方向のナデを施し,器面の凹凸をかきならすが,′側は一

部に軽 くヨコナデを施すのみである。ゴ側は外面肩部に格子状の刻印をもつ。

′θ%～′露5は箸である。′θ8♂は一方を欠損するが,刀陛・′露5は両国箸である。

ヱ劾グは井戸水溜の曲物で, もともと別の曲物であった 2枚の側板を広げて組み合わせたものである。

図は2者の両端を重ねて復元しているが,井戸側として検出した時点では長径約70cm,短径約60cmの

楕円形となるように重ね合わされていた。両者とも元は一列の樺皮綴じであったものが,組み合わせ

る際に樺紐を切断したとみられ,一部に樺紐が残る。両者とも底板を結合していた木釘孔があり,一

方の曲物はさらに底縁より約 5 cm上に直径 l cm前後の円孔がほぼ等間隔に並ぶ。下縁の一部は欠損し

ているが現状で 9箇所の円孔が確認できる。両者とも全周に内面ケビキがある。材はスギである。

ツク～
=%σ
イよ井戸側下段横桟で,日違い柄で組まれる。′〃σ可〃91よ上段横桟である。F〃σ・ツ密・

′%θは目違い相であるが,′〃πは両端をやや幅狭にした薄手の板である。目違い柄で組む横桟は,端

面は鋸引きし,相部は印として刻目を入れた後に折で削り込むものが多い。ツク・′〃πの材はスギで
注29 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
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ある。フ露は井戸側縦板である。方形の孔が一箇所あ り,何かの部材の転用か。材はスギである。

′理Яよ凝灰岩だが石英質で硬 く,砥石であつた可能性 もあるが断定できない。 1面は平滑で砥面の

可能性があり,も う 1面は縁に加工痕があるが,他の面は破損している。

1260号井戸 (S E 1260,第 70,184図 ,図版98)

B2地区中央よりやや西側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径3.58m,短径2.68m,深 さ77

cmである。中央からやや西寄 りの部分を楕円形の上坑状に一段掘 り下げ,そ こに曲物を据えて水溜と

している。井戸底の深さは4.25mで ,現在も湧水がみられる。掘形の坦土は黒褐色シル ト,黒色粘土 ,

黒褐色粘土質シルトを基調とし,水平堆積する。埋上の堆積状況から,水溜の上にも井戸側が積まれ

ていた可能性が考えられる。

出土遺物は土師器小片 1点,須恵器杯 1点,中世土師器多数,珠洲甕 3点,中 国製青磁小片 1点 ,

井戸水溜の曲物 (′列の である。遺物から中世前期の井戸と推定される。

′刻∂は井戸水溜の曲物である。側板は,それぞれ樺皮綴じした薄い 1重のものを2枚重ねており,

打合せの位置は反対位置になるよう配置している。帯は上下あり,帯の底縁より541mの前後の位置に

11箇所の木釘孔がある。側板の口縁より2 cna前後の位置にも木釘孔がある。また,上縁から 5111n前後

の位置に5～ 911m幅の刻み目が並んでおり,欠損により全周分は確認できないが,あ るいは底板はこ

れらの刻み目を用いた樺皮結合で,天地が逆転する可能性も考えられる。内面ケビキはない。材はヒ

ノキである。

1284号井戸 (S E 1284,第 70・ 131・ 178,191図 ,図版58,94,101)

B2地区中央よりやや南側に位置する。縦板とみられる板材が数点出土し,井戸廃絶後に縦板の大

部分が抜き取られた井戸と考えられる。平面形は隅九方形を呈し,長軸2.24m,深 さ99cmである。井

戸底の標高は4.06mである。埋土はほぼ水平堆積だが,一部に縦板組の痕跡かと思われる部分もある。

黒色シルト,黒掲色シル ト,黒色粘土等を基調とし,最下層にはオリーブ灰色シルト・にぶい責色シ

ルトが混じる黒色粘土が堆積する。切り合いからS E 1285。 S E 1522よ り古い。

出土遺物は須恵器杯蓋 1′点,中世土師器多数 (」押～′努 ),珠洲壺 4′ミ (′夕 )・ 括鉢 1′点 (ツ5)・

甕 4点 ,中国製青磁碗 1点 (塑σ),箸 ,折敷 (ガ膠),曲物片 3点,井戸側縦板とみられる板材数点 ,

井戸側横桟 1点 (ヱ2餌),角材 3点である。遺物から13世紀前半の遺構と推定する。

′押～′密は中世土師器皿である。ゴ膨～′密は口径8.Ocm～ 9,4cmの小皿である。Иヱは底部中央を外面

から押さえてやや窪ませる。力7は 口径約13cmで ,口縁部はやや直立気味になる。′奪は口径14.4cm,

器高2.5cmで ,器壁が薄い。非ロクロ成形で,日縁部に一段ナデを施し,底外面は無調整である。内

面は摩滅しているものがほとんどで調整不明であるが,7雰は見込みの一方向ナデがヨコナデに先行

することが看取される。フθ・フ」・′密は端部に面を取る。′零は面取りした端面に筋状の窪みができ,

内端部をつまんで内側にやや肥厚する。′D・9は 内面にススが付着する。

フを・フ5は珠洲である。′クは小型の壼で,肩部に櫛目波状文を施す。フσは悟鉢で,外傾口縁で,

片口部分の破片である。器壁は薄く,小型の鉢と考えられる。

フσは中国製青磁碗で,内面に片彫 りの分割線と飛雲文をもつ大学府分類の龍泉窯系碗 14類に相

当する。腰が張り,見込みに圏線を有する。高台は断面四角形で,扶 り込みが浅く肉厚となる。胎土

は気泡がやや多く,灰白色を呈する。釉は透明で緑味を帯びたオリーブ黄色を呈し,畳付と高台内側

は釉剥ぎされる。高台内側には窯道具の窯着痕が残る。12世紀中頃～後半のものである。

"ク
は折敷である。 2孔一対の孔があり,側板を樺皮紐結合したものと考えられる。角の形は隅切

"



2 遺構と遺物

り角に仕上げる。材はスギである。′〃δ♂は井戸側横桟 とみられるが,短 く切 られている。材はスギで

ある。

1285号井戸 (S E 1285,第 70・ 131・ 202図 ,図版58・ 69・ 70。 109)

B2地区中央よりやや南側に位置する。底面が湧水点に達し,板材が数点出土していることから,

縦板組の井戸であつた可能性が考えられる。平面形は円形を呈し,直径2.94m,深 さ1.08mで ある。

井戸底の標高は3.97mで ある。埋土はほぼ水平堆積で,黒褐色シルト・黒褐色粘土質シル ト・黒色粘

土質シルトを基調とし,最下層にはオリーブ灰色シルト・にぶい黄色シルトが混じる黒色粘土が堆積

する。切り合いからS E 1284よ り新しい。

出土遣物は中世土師器皿多数 (塑 /～′刃),珠洲奏多数 (′2),中 国製白磁碗 1点,土師質土器悟

鉢 4′点 (ヱν～ヱ7),板材 3′点,棒材 1′点 (汚察)である。遺物から16世紀前半の遺構と推定する。

ツグ～′
"は
中世土師器皿である。口径約 8～ 9 cmで ,口縁部に一段ナデを施し,どを9は端部に面を

取る。ヱ刃は口縁部が外反し,端部を小さくつまみ上げる形態で,15世紀後半～16世紀のものであり,

タール状の厚い灯芯油痕が残る。

′2は珠洲甕である。頸部は長く,日縁端部は嘴頭で, I期 に比定される。平行叩きは頸部よりや

や下がつた位置から施され,内面は円礫の当て具の上からヨコナデでかきならし調整を施す。

′ν～ヱンは土師質土器悟鉢である。日径は′νが約28cm,′露は約33cmである。口縁部は内傾して面

を取り,直下に凹線状の段が付 く。16世紀前半のものと考えられる。摩滅が者しい。卸目は′νが 3

cm幅 に 9日 である。′″と77は底部付近から体部下半にかけて焼成前に縄状のものを斜めにかけた痕

跡が残り,同一個体の可能性がある。

ヱ認翠は用途不明の棒材である。井戸から出上していることから,祭祀具の可能性も考えられる。一

方は緩い円錐状に尖らせ,も う一方は瘤状とする。削りは丁寧に仕上げられている。材はスギ。

1306号井戸 (S E 1306,第 71・ 131・ 133・ 178,180,181・ 190。 201図 ,図版41・ 58・ 59・ 69・ 77・

94・ 96・ 97・ 101 ' 108)

B2地区南西部に位置する。縦板組の一部が残存しており,縦板等の井戸側部材は大部分が抜き取

られたものと考えられる。平面形は隅丸方形を呈し,長軸3.38m,短軸2.34m,深 さ1,06mで ある。

井戸底の深さは3.96mで,現在も湧水がみられる。埋土は,上層は黒褐色粘土質シル ト・黒色シルト

が覆う。井戸側内部であったと考えられる部分には黒褐色粘土質シルト,その周囲には裏込めの土と

考えられる黒掲色シルト・黒褐色粘土質ンルトが堆積する。縦板を検出した部分は一段深く掘 り下げ

られており,内部から完形の中世土師器皿が 3枚出土した。井戸の祭祀に関わる遺物か。中世土師器

皿はこの他にも多数の破片が出土しており (ヱα～′δO,他に,珠洲甕 5′点 (ヱ2)。 悟鉢 1点 (′ %)・

小片 1′点,中国製青磁碗 1点,越中瀬戸皿 (′δり,折敷 3点 ("2・ ガ疹・ガめ ,箱物 1′点 ("密 ,

円形板 1点 (=ヱどの,蓋 1点 (ガタ),井戸側縦板 3′点 (■250～′2功 ,板材 (汚2～胃留),棒材が出

土した。珠洲′Яは S E 1285。 S G4221と の接合資料である。遺物から,13世紀頃の井戸ではあるが ,

上面まで完全に埋まったのは16世紀末以降と考えられる。

ゴα～′
"は
中世土師器皿である。ヱ例～′密は完形であり,口径8.0～ 8.7cm,器高1.3～ 1.5cn4の小皿で

ある。′夕も回径約 8 cmの小皿,′
"は
約14帥の大皿である。y2.ヱ体の調整は摩減のため不明だが ,

他は見込みを軽 くナデた後,回縁部に一段ナデを施し,底外面は無調整である。′2・ ヱ釘は器壁が薄

く,作工及び胎土・色調が同一である。

′
"は
珠洲播鉢である。口径約20硼の小型の鉢で,体部は内湾し,日縁形態は外傾口縁である。 I

%
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期に比定される。

′σЯよ越中瀬戸九皿である。口径10.8cm,器高2.9cm,底径 5。Ocmである。全面に回転ナデを施し,底
部は回転糸切りである。上半部内外面に鉄釉を施す。

"宥
・ガ密・

"%は
折敷である。河宥・コるは2孔一対の孔があり,側板を樺皮紐結合したものと

考えられる。ガ密は釘結合である。角の形はガ密は隅切り角,"るは九く仕上げる。材はコ密がスギ,
ガ密はアスナロである。

ガ密は箱物の側板である。板幅の半分を板の厚さ分だけ切り取つた二枚組み接ぎで, 2箇所ずつ木

釘孔があり,側面には底板と組み合わせる木釘孔が 4箇所ある。材はスギである。
ガ%は円形板である。半分以上欠損しているが,直径1.5cm前後の孔が 3箇所確認できる。材はス

ギである。

コタは蓋で,0。4cmの幅をわずかに突出させるよう削り出している。材はケヤキである。

ワ刀～ツνは井戸側縦板である。フ
"は
幅が広く,上部に2箇所方形の孔をもつが,何かの部材の

転用か。ワ刀・′塚νの材はスギである。

男2～汚認は用途不明の板材である。刀貿は先端を半月状とする。B記は一方をヘラ状に薄くする。
汚%は厚さ0.5cmの スギ材の薄い板で,平面形は杓子状を呈するが,欠損している。

1483号井戸 (S E 1483,第 71図 )

B2地区南側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径88cm,短径77cm,深さ43cmである。
井戸底の標高は4.62mである。埋土はにぶい責橙色粘土が混じる黒褐色粘土質シル トの単層である。

底面直上で曲物が出上したため井戸と考えたが,他の井戸に比べ小規模であり,底面の標高が高いこ

とから,貯蔵穴等,別の性格の土坑である可能性も考えられる。

出土遺物は中世土師器皿 1点,珠洲奏 1点 ,曲物 1点である。

1491号井戸 (S E 1491,第 72・ 133・ 184・ 190。 191図 ,図版36・ 69。 98・ 102)

B2地区南西部に位置する縦板組横桟どめ井戸で,四隅に支柱を立てて横桟を支えている。下段横
桟の高さに上縁を合わせて曲物を設置し,水溜としている。平面形は隅丸方形を呈し,長軸2.44m,

短軸2.08m,深 さ1.5mで ある。井戸底の標高は3.58mで ある。埋土は,上層は黒褐色シルトが覆い,
井戸側内は上層は黒褐色粘土質シルト,下層は黒色粘上が堆積する。掘形埋上の上層は黒色シルト・

にぶい黄橙色粘土がブロック状に混じる灰褐色シル ト,下層は同様の混入土がある黒色粘上で,裏込
めの上と考えられる。

出土遺物は須恵器小片 1サ点,中世土師器皿多数 Oα～ヱ密),珠洲括鉢 2点 ("② ・奏 3点 (′つ ・

壷 1′点,曲物 (=2翠),井戸側縦板多数 (■2醜),井戸側横桟 7点 (Zπ～財2),柱 1′点,杭 1点 ,
板材 1′点,葉 (ヤ シャブシ)である。板材の放射性災素年代は13世紀後半～14世紀である注30。 遺物か

ら13世紀後半の井戸と推定する。

′π～′密は中世土師器皿である。すべて口縁部残存率200/0未満の小片である。′郎～′知は口径約 8

cmの小皿である。摩滅のため調整は不明瞭だが口縁部に一段ナデを施す。′密は口径約14cmで,口縁

部に一段ナデを施し,端部に面を取る。13世紀前半のものである。

ヱク・′宥は珠洲である。′フは捕鉢である。卸目は一単位1.6cm幅 に 9目 で,単純な放射状ではなく

変則的に施入されるようだが破片のため不明である。静止糸切 りである。′密は甕で,コ の字状に外

反する長頸に嘴頭の口縁部が付 く。外面平行叩きは頸部より下がった位置から施され,内面は円礫状

当て具の上からナデを施す。 I期に比定される。
注30 第三分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェィ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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2 遺構と遺物

ヱ刻をは井戸水溜の曲物である。側板は内面全周にケビキがあり,外面ケビキも1条ある。帯は上下

あり,樺皮綴じはタト面返し留めを行う。帯には湾曲したキメカキがある。図は,側板の下縁内面に巡

る溝状の削り込みを,底板をはめ込む溝と仮定したものであるが,逆に,図の上縁としている端部の

内面を削って尖らせているのはクレゾコとするための作工で底板は釘結合と考えれば,天地が逆転す

る可能性もある。図の上帯の木釘は 7箇所で側板を貫通しており,下帯の木釘は打合せ部に一箇所あ

るが貫通はしていない。材は側板はスギ,帯はヒノキ,綴 じ組は広葉樹樹皮である。

ワ身は井戸側縦板で, 日盛り板を転用したものである。材はスギである。

′25σ～′塚2は井戸側横桟で,日 違い柄で組まれる。ゴ25δ～′25∂・′%′が下段横桟である。

1495号井戸 (S E 1495,第 73・ 133・ 178・ 184・ 192図 ,図版38,89・ 99・ 102)

B2地区南西部に位置する縦板組横桟どめ井戸である。下段横桟の高さに,上縁を合わせて曲物を

設置し,水溜としている。縦板等,他の井戸側部材は残っておらず,抜 き取られたものと考えられる。

平面形は円形を呈し,直径2.26m,深さ89cmである。井戸底の標高は4,Omで ある。上部は皿状に開口

して,黒褐色粘土質シルト・黒褐色シルトを基調とする上が堆積する。水溜内にはオリーブ灰色砂が

堆積し,井戸使用時か,或いはそれに近い時期の堆積層と推測する。水溜と横桟の間には暗オリーブ

灰色シルトが混じる黒色粘土質シルト,更に下層には灰オリーブ色砂が堆積し,井戸構築時の裏込め

の土と考えられる。遺物から13世紀後半の遺構と推定される。

出土遺物は中世土師器皿 6点 (′ /~4・ ′る),土錘 1点 (ゴ %),折敷 1点 ("〃),曲物 (ヱ刻5),井

戸側横桟 4′点 (■264～ヱ%の ,板材である。

ヱ潔・′んは中世土師器皿である。′々 は回径約 8 cm,′るは約13側で,口縁部に一段ナデを施す。

′るは薄手で,見込みの縁辺部は外方へ押し広げられている。

ヱ密は土錘である。球形に近い樽型で,端部は面取りする。端部の一部を欠損する。

"〃
は折敷である。釘結合されており,材はスギである。

ど刻σは井戸水溜の曲物である。側板は,綴 じ方は 1列内 6段綴りで,縫い初めは内面返し縫い,終

わりは外面返し留めを行う。内面全周にケビキがある。側板の底縁より2硼前後のところに径 6～ 8

11mの孔が 8箇所あり,それぞれ側板の円の中心からみて対照位置にあることから,放射状に組まれた

部材がはめ込まれていた可能性が考えられる。帯は上下あるが,上帯は側板とともに,打合せ部付近

が焼けて欠損し,端部が炭化している。下帯は直線的なキメカキがあり, 1列外 5段綴じで内面返し

留めを行う。上帯と側板を結合する木釘孔が現状で 3箇所確認できる。材はスギである。ワ7～′%π

は井戸側横桟で,ヱ%Fは一部が焼けて炭化している。′%σは節の部分を平らにするため細かく削って

おり,放射性炭素年代は13世紀第 2～ 3四半期である・31。 ν7.′%σの材はスギである。

1496号井戸 (S E 1496,第 73・ 133・ 1留 ,175'184図 ,図版38,93)

B2地区南西部に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸1.89m,短軸1.6m,深 さ70cmである。

井戸底の標高は4.3mで ある。曲物が 1点据えられた状態で検出されたが,その上の埋上の堆積状況

から,更に上部に同様の直径の曲物が積まれた曲物積上げ井戸であつた可能性が高い。曲物内には明

赤褐色粗砂が混じる黒褐色粘土,掘形には黒褐色粘土質シルト,灰オリーブ色砂を基調とする上が堆

積する。地山は,検出面以下シル ト層が堆積するが,井戸底付近に砂層がある。井戸底から漆器椀が

仰向けで出上した。切 り合いからS P 1499(S B12)よ り古い。

出土遺物は中世土師器皿 3点 (ヱクの ,珠洲悟鉢 1点・甕 1点,漆器椀 1点 (′θ知),箸 1点 (刀M),

曲物 (′列σ)である。遺物から13世紀後半頃の井戸と推定する。
注31 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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ゴ〃イよ中世土師器皿である。口径は約 8 cmである。口縁部に幅の狭い一段ナデを施す。

′θ知は漆器椀で,ベタ底の総黒色系椀である。材はケヤキである。

刀%は箸である。両国箸で,放射性炭素年代は13世紀後半である注32。

′列びは井戸側の曲物である。側板の底縁より2 cmの ところに溝状の狭 り込みがあり,その下方は削

っている。木釘孔が16箇所ある。綴じ方は 1列で,内面返し縫いを行う。帯は下帯のみ残存するが,

綴じ部は欠損し,上帯は痕跡のみ確認できる。側板と帯はともに内面ケビキがある。材はスギ。

1522号井戸 (S E 1522,第 74・ 133・ 175。 181・ 192・ 193・ 207図,図版39・ 97・ 103・ 114)

B2地区中央よりやや南側に位置する縦板組横桟どめ井戸である。平面形は楕円形を呈 し,長径
3.4m,短径2.8m,深さ94cmで ある。井戸底の標高は4mで ,現在も湧水がみられる。縦板は半分以

上が抜き取られている。上段横桟は組み合わせが外れて下にずり落ち,その上に南面の縦板が倒れて

覆い被さっている。下段横桟内の底面直上では円形板が出土した。埋土は縦板組の上方から内部にか

けて,黒色シルト,灰責褐色砂が混じる黒褐色粘土質シルトが堆積する。掘形埋土には黒色シルト,

黒褐色粘土質シルト,黒褐色シルト,黒色粘土質シルトを基調とする土が層をなし,裏込めの土と考

えられる。切り合いからS E 1284よ り新しい。

出土遺物は縄文土静小片 1′点,須恵器小片 1点,中世土師器皿多数 α密～′翻 ,珠洲悟鉢 1ソ点 優つ 。

甕多数・壼 1′点,中国製白磁碗 1′点,中 国製青磁碗 1ソ点 (ゴ影 )・ 皿 1′点,箸 3′点 (刀即 ～′θ謬 ),円

形板 1点 (ガ膨),曲物片 1′点,井戸側縦板多数,井戸側横桟 8点 (ヱ%∂～′クる),砥石 1′点 (汚男 )

である。中国製青磁皿は大宰府分類の同安窯系皿 12b類である。縦板の内,数点を樹種同定した結
果は,ス ギであった。その内の 1枚について放射性炭素年代測定を行い, 8世紀末～11世紀初頭の測

定値を得たが・
12,その他の遣物から,遺構の年代は13世紀前半と推定する。

ヱ絡～′材は中世土師器皿である。′2～′那は口径約 8～ 9 cn4の小皿で,y割 は口径約16cmで ある。

摩減のため調整は不明瞭であるが,国縁部に一段ナデを施す。ヱ

“

・′2は端部に面を取る。13世紀前

半のものである。

′νは中国製青磁碗である。高台は断面四角形で,狭 りが浅く底部は肉厚となる。内面に片彫 りの

文様を有する。胎土は灰色味の強い灰白色を呈し,精緻である。大学府分類の龍泉窯系碗 12～ 4類

に相当し,12世紀中頃～後半のものである。

ヱ郎イよ珠洲悟鉢である。ロクロロが顕著である。底外面は静止糸切りである。

′θどθ～′θ形は箸で,一方を欠損している。′露θの材はスギである。

河膨は円形板で,縁辺に側板と結合するための木釘孔があり曲物の底板と考えられる。材はスギ。

′2δ∂～ヱクるは井戸側横桟であるが,′クんは一端が粗く切られて短くなっており,別の用途品の可能

性もある。相部はゴク/~fは 印として刻目を入れた後に針で削り込むが,ヱク々 は印付けに鋸の歯を当てて

おり,鋸刃の間隔は 3 Hmである。上段横桟は下段横桟の約半分の幅になっている。

■399は砥石である。凝灰岩で天草砥か。

1610号井戸 (S E 1610,第 75。 174・ 179・ 190。 198図 ,図版36・ 92,94・ 95。 102・ 106)

B2地区西側中央部に位置する縦板組井戸である。平面形は不整形を呈し,長軸6.14m,短軸3.84

m,深さ1,15mで ある。井戸底の標高は3.86mで ,現在も湧水がみられる。上層は近代以降の撹乱と

認識して掘り下げたところ,床面の一部に方形の井戸の下層部分が確認された。本来の井戸の掘形の

形状と規格は不明である。明確な縦板組としては検出されなかったが,折敷や編み台目盛 り板等の板

材が多数出上し,立った状態で検出されたものも多いため,縦板に転用された可能性がある。埋土は
注32 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代胡1定」

"



2 遺構と遺物

オリーブ灰色シル ト・にぶい責色シル トが混 じる黒色粘土である。切 り合いではS K 1055を切る。

出土遺物は越中瀬戸小片 1点,杓子 1点 (ヱ θ々 ),折敷 4点 (打絡～ガ2),井戸側縦板 4点 (′麦め ,

柱 1点 (刀鋸),板材である。越中瀬戸が出土し,切 り合いのあるS K1055か ら15世紀初頭～17世紀

初頭の柱が出土しているが,上層部分が別の遺構であった可能性もあり,縦板の放射性炭素年代から,

井戸の年代は中世前期に遡る可能性がある。

ヱθでは「めししゃくし」に類似する形態の杓子で,身の先端は半円形を呈する。厚さはほぼ均―で

ある。材はスギである。

河絡～」冽は折敷である。打絡は2孔一対の孔があり,側板を樺皮紐結合したものと考えられる。

′ヱ側は樺紐が残る。角の形は′ヱ々 は四角く,ガ絡・コ阿・ガ2は九く仕上げる。河絡・ガ阿・ガpは

線状痕が多く,俎板等に転用されたのであろう。ガpは 中央に切り込みがあり, さらに別の用途に転

用されたものか。材はすべてスギである。

■255は井戸側縦板で,日盛り板を転用したものである。材はスギで,放射性炭素年代は11世紀中頃

～12世紀中頃である注
33。

汚鋸は柱で,芯去り材を使用している。

4154号井戸 (S E 4154,第 76・ 134・ 214図,図版54・ 63・ 72・ 119)

B4地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径5,6m,深 さ1.02mである。井戸底の標高は

3。91mである。上層は黒褐色砂質シルトが覆い,その下には黒色粘質土が厚 く堆積する。下層は灰オ

リーブ色砂と黒色砂質シルトが帯状の互層となって堆積する。底面では板材が出上したが,井戸側の

有無は不明である①地山は砂層が厚 く堆積し,粗砂と細砂が互層になっており,現在も湧水がみられ

る。断面形は悟鉢状に大きく広がり,掘形が大きく崩れた後埋没したものと推測される。切り合いか

らS D4156。 S K4155よ り力甲しヤヽ。

出土遺物は土師器椀 (′認～′男 )。 長胴甕 1′点 (′夕),須恵器重11′点・杯 1′点・甕 4′点,中世土師

器皿 (んめ ,珠洲悟鉢 3点 (ゴ%)。 甕 6点 ,中国製青磁碗 1点 (7つの,伊万里碗 1点,板材,用途不

明鉄製品 (ツ%),種実 (モモ核)9点である。モモ核は井戸祭祀に関わるものと推測される。遺物

から13世紀前半頃の井戸と推定する。

′認～ヱタは土師器である。′那～′勢は椀である。′認は口径12.2cm,器高4.5cm,底径5.6cmで ,ヱ脚

は口径約13cm,ヱ
"は
回径約16ctaである。ロクロ成形で,体部はロクロナデであるが,′認は外面下半

を回転ヘラケズリし,器面にヘラ先が深くくい込む。底外面は回転糸切りである。′例は体部内外面

の一部に灯芯油痕が残る。′身は長胴甕で,口縁端部は内側に巻き込む。 9世紀のものである。

′
"は
中世土師器皿である。平底の底部から口縁部は外反気味に立ち上がる。口縁部はヨコナデ,

底外面は無調整である。内面は口縁部付近にハケ状工具痕がわずかに残るが,ナデ消されている。

′%は珠洲悟鉢である。口径30.2cm,器高13.9cm,底径11.8cmである。体部はやや内湾し,外傾口縁

で, Ⅱ期に比定される。静止糸切 りである。卸目は一単位1,7cm幅に 8目 の原体を用い,波状の曲線

文が施入される。

ヱ9角ま中国製青磁碗である。内面に片彫 りの飛雲文を有する。大学府分類の龍泉窯系 14類に相当

し,12世紀中頃～後半のものである。胎土は灰色味が強く,緻密である。釉は半透明で灰オリーブ色

を呈する。

フ

“

は鉄製品であるが,錆膨れにより明確な形状を確認しづらく,特に上半部が不明瞭である。三

角形状で,一部に突起がみられる。雁股鏃であろうか。
注33 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内退跡出土木製品の放射性炭素年代測定J

ヱθθ



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

4192号井戸 (S E 4192,第 77・ 133・ 175。 181・ 185・ 194図 ,図版40・ 97・ 98・ 103)

B4地区南側に位置する。平面形は不整形を呈 し,短軸1.6m,深 さ1.08mである。井戸底の標高は
3.92mで ある。縦板は残っていないが,下段の横桟 と水溜とした曲物が残ることから,縦板組井戸の

縦板 と上段横桟が抜 き取られたものと考えられる。断面形は漏斗形で,上部が 2段になって大 きく開

き,下部は曲物の径の分だけ掘り下げられている。上層埋土は浅黄色粘上が粒状に混じる黒褐色砂質

土 。オリーブ褐色砂で,廃絶後に意図的に埋められた土と推測される。水溜周辺の責褐色 。オリーブ

褐色砂は裏込めの上であろう。水1留内埋上の灰オリーブ色砂は井戸使用時に徐々に堆積した砂と推測

される。地山は砂層が厚 く堆積し,粗砂と細砂が互層になっており,現在も湧水がみられる。井戸底

から円形板が出土した。切り合いからS P 4200(SB4)よ り古い。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器重 1点,中世土師器皿多数 (ヱ潔・′筋 ),珠洲壼 1点 ,土錘 1

点 (′%),箸 1,点 (刀認),円形板 1点 (μ%),井戸水溜として使用された曲物 (ゴ刻グ),井戸側横

桟 (′グ%～′ク孵),種実 (オ ニグルミ)1点 ,骨 1点である。曲物の放射性炭素年代は12世紀末～13
世紀中頃であり,遺物から13世紀頃の井戸と推定する。

ヱ潔・ヱ筋は中世土師器皿である。口径は約 7～ 8 cn4で ,国縁部に一段ナデを施す。

′

“

は土錘である。樽型で,細い。完形で,長 さ3.8cm,幅 1.3cm,孔径0。3c14,重量4.6gで ある。

刀器は箸で,材はタニウッギ属である。
""は
円形板で,線状痕がみられる。材はヒノキ科。

′勿 /1vよ井戸水溜の曲物である。側板は,内側に 1重の板を 1列の樺皮で綴じ,その上から外側の側

板を巻くが,外側の側板は高さが上から約 3分の 1の ところで 2枚に分かれている。上方の側板は本

綴じと小綴じで綴じられ,下方の側板は本綴じのみである。外狽1上方側板の下縁と,外側下方側板の

上縁付近に2対の木釘を3箇所打ち付けて内側の側板に固定している。内側の側板には綴じ部を除い

て内面ケビキがある。帯は下帯のみで,綴 じ方は外面返し留めを行い,キ メカキがある。打合せの位

置は内側の側板と帯が同じ位置で,外側の側板が反対側になる。下縁には木釘孔があり,釘結合の底

板を外して井戸水溜に転用したとみられる。材はスギで,放射性炭素年代は,12世紀末～13世紀中頃

である注34。

ヱグ%～ヱ〃々 は井戸側横桟で,日 違い柄で組まれる。材はスギである。

5044号井戸 (S E 5044,第 78。 133・ 172,181・ 196図 ,図版40・ 65,90。 97・ 100)

C地区中央部に位置する九太今J抜 き井戸である。平面形は円形を呈し,直径1.42m,深さ86cmであ

る。井戸底の標高は4.16mで ,現在湧水はみられない。井戸側の平面形は隅九方形で,東西に2分さ

れるスギの今J抜 き丸太を合わせている。掘形の断面は椀形を呈し,井戸側の径に対し,あ まり広くは

掘られていない。裏込めの上は下層は砂,上層は黒褐色粘土質シル トを充填する。まず掘 り上げた地

山の土で埋め戻し,上面は粘土質の土で固めたものであろう。井戸側内の最下層は灰色粗砂で使用時

に堆積したものと推測される。その上には遺物とともに黒色粘質土・黒褐色粘質土が厚 く堆積するが ,

この土層中から種類・数量ともに多くの栽培植物の種実が出土している注35。 地山は砂層が厚 く堆積し,

粗砂と細砂が互層になっている。

出土遺物は土師器甕 3点 ,珠洲水瓶 1点 (おπ)・ 甕 3点 ,下駄 1点 (刀ン),円形板 1′点 ("ν),

井戸側とした到抜材 (′刀め,板材・棒材数点,骨 (イ ヌ),虫 ,種実 (ト チノキ)1点である。骨は
イヌの複数部位のもので,井戸側内から出土した。一体分ではないので,一部が投入されたと考えら

れるが,殺牛馬祭祀と同質のものであろうか。遺物から12世紀後半～13世紀前半の井戸と推定される

が,井戸側の放射性炭素年代は 8～ 10世紀であり,転用材か。
注34 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
注35 第二分冊 自然利学分析 パリノ サーヴェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析J
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2 遺構と遺物

′∂年は珠洲水瓶である。台脚を円盤状の平高台とする。ロクロ成形で,内底面には粗いロクロナデ

の痕跡をそのまま残す。静止糸切りである。 I～ Ⅱ期のものである。

yθ5例よ露卯下駄である。 2本相で台と結合する大型の銀杏歯で,柄は欠損している。材はスギ。

コノイよ円形板で,線状痕が一部にみられる。材はスギ。

′刀ЯよS E 5044の今J抜 き九太の井戸側である。平面形は隅九方形で,半我した後到 り抜いた九太を

合わせて井戸側にしたと考えられが,舟虫によるとみられる無数の穴があり,丸木舟を転用したもの

と考えられる。材はスギで,放射性炭素年代は 8～ 10世紀である瀾。

5100号井戸 (S E 5100,第79。 134・ 174。 175'180・ 181・ 194・ 195・ 202図 ,図版41・ 59'93・

96・ 104・ 108・ 109)

C地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.2m,深さ1.02mである。井戸底の標高は4.24

mで,現在も湧水が顕著である。縦板組隅柱横桟どめ井戸である。上層埋土はにぶい責褐色粘土等が

ブロック状に混じる黒褐色砂質シルトで,井戸廃絶後に意図的に埋められた土と推沢1する。掘形と縦

板の間は暗オリーブ褐色砂・黒色砂質シルト・黒色粘土質ンルト等裏込めの土が充填される。縦板内

上層は褐色粘土質シルトがブロック状に混じる黒色砂質シルト及び黒色粘土質シルトで,意図的に埋

められた土と推測する。下層は黒色粘土質シルトで,数点の自然礫と遺物が重なり合って出上した。

最下層は暗灰黄色砂で使用時に堆積した土と考えられる。地山は砂層が厚 く堆積し,粗砂と細砂が互

層になっている。

出土遺物は土師器小片多数・甕 1点 ,須恵器配 ?1点 (ヱ%)・ 蓋 1点 ,中世土師器皿多数 (′

"～
寛め ,珠洲悟鉢 6点 (Zり ,中国製青磁碗 1点,電片,漆器椀 2点 (ヱ %σ・ヱ%/),箸 1点 (′ %の ,

柄杓 1′点 ("潔 ),円形板 2点 (ガ 9D・・ガタ),曲物片 1′点,井戸側隅柱 (ツ影～ツ%),井戸側横桟

(1%δ～ワツ),板材 2′点 (汚奪),棒材数′点 (ヱνθ～′駒② ,種実である。中国製青磁は大学府分類

の龍泉窯系碗 12類である。井戸側内からは柄杓・箸・円形板 。中国製青磁等が,掘形からは中世土

師器・珠洲等が出土した。また,井戸廃絶後に埋められた上層埋土からは亀の破片かと思われる粘土

塊が多数出土した。遺物から13世紀前半の井戸と推定する。

′房は須恵器で,凪か。口径は9.8cmで ,受け回状を呈し,頸部が付 くとみられる。

ヱ
"～
3θ例よ中世土師器皿である。″

"は
口径&5cm,器高1.lcm,クθ′は口径8.8硼 ,器高1.3cmで ,′

"・
″ν・クθ♂も口径約 8～ 10cmの小皿である。フ碑・〃θ5は回径約14cmで大皿である。口縁部に一段ナデを

施し,底外面は無調整である。ワ陸・プ
"は
端部に面をとり,13世紀前半のものである。

彦%は珠洲悟鉢である。口径約23c14の小型の鉢で,日縁部は水平口縁で内端を内側に挽き出す。体

部は内湾し,無文である。 I期に比定される。

ヱ%び 。′%Яま漆器椀である。ゆるやかに立ち上がる総黒色系椀で,高台はベタ底で露胎である。12

世紀後半～13世紀前半のものである。炭粉渋下地である瀾。材はケヤキである。ゴ鋸πは箸で,両端は

欠損する。

コンは円形曲物を身として棒状の柄を取 り付けた柄杓である。身の直径13.5cmで,内外面とも黒色

系漆塗りである。柄は失われているが,柄孔は2箇所で S K5187出土のア′那同様のつくりである。側

板は一枚板に内面ケビキを入れて 2重に巻き付け,打ち合わせ部分は3枚になる。綴り合わせは柄を

挟んで 2列で,前列は上内下外 3段綴じ,後列は上部欠損のため不明である。底板と側板は釘結合で ,

1箇所は樺紐の上から木釘を打ち付けている。材はスギである。

ガ男・ガタは円形板である。ガ多の材はスギ。割れて摩滅しており同一個体の可能性もある。

注36 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代汎↓定」
注37 第二分冊 自然科学分析 漆器文化科学研究所  「中尾新保谷内遺跡出土漆器の君学介析」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

■2紛～y謬∂5は井戸側隅柱で,方形の相穴が穿たれる。F〃∂σ～′2影は横桟である。■286・ ツ∂π・′〃89

。ワ鉗は端部を隅柱に差し込むために薄く削っている。材はスギである。

′νθ～罫クは棒状,刀奪は板状の用途不明品である。′認θは一方が焼けて炭化している。′認′は断

面方形で,中央に狭 り込みがある。打クは収縮のため原型をとどめないが, L字状を呈する。汚クの

材はスギである。■343は厚さ3.3cmの板目材の一端を方形に決り込み,両狽1を鋭角に仕上げる。

5197号井戸 (S E 5197,第 78。 185図 ,図版40,99)

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.24m,深さ75cmで ある。井戸底の標高は

4.25mで ,現在湧水はみられない。断面形は袋状に膨れるが,井戸の壁面が崩落したものと推測され

る。曲物を水溜として使用しており,周囲の粗砂は裏込めの土と考えられる。上層は黒掲色粘質土・

粘土質シルト,下層の井戸水溜内には黒褐色砂質シルトが堆積する。地山は砂層が厚 く堆積し,粗砂

と細砂が互層になっている。

出土遺物は井戸水溜として使用された曲物 (′刻Dで ある。綴じ方は本綴じが 2列で,小綴じもあ

る。全周に内面ケビキがある。下縁から4 cn4前後のところに 5箇所の木釘孔があり,帯を留めていた

とみられる。材はヒノキである。放射性炭素年代は 8世紀末～10世紀中頃で注38,他 に遺物はなく,古

代の井戸の可能性もある。

5374号井戸 (S E 5374,第 80。 134・ 181・ 186・ 194図 ,図版42。 97・ 99・ 103)

C地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.6m,短径1,lm,深 さ lmである。 2箇所

の曲物を水1留 とし,両者とも地山に深 く押し込むように設置されている。井戸底の標高は,南側の水

溜は4.38m,北側の水溜は4.5mで,水溜の底縁はこれより10cm深 くくい込んでいる。南側の曲物の上

には横桟の一部が残っていた。水溜より上層の埋土は,黒褐色砂質シルト・暗灰責色砂等を基調とし,

浅黄色粘土等がブロック状に混じる土が層をなして堆積し,意図的に埋められた土と推測される。埋

上の切り合いがないため, 2つの水溜が別々の井戸ではなく,同時に埋没したと考えられる。水溜内

埋土は暗灰黄色砂・黒褐色砂等の砂層で,使用時から徐々に埋積したものと考える。地山は砂層が厚

く堆積し,粗砂と細砂が互層になっている。切り合いではS P 5366(S B15)を 切る。

出土遺物は須恵器杯 2点 ,中世土師器皿片 3点 (刀ハ,珠沙‖甕胴部片 2点・底部片 1点,円形板 1

点 (ガフの,井戸水溜として使用された曲物 (2%・ 形勿),井戸側横桟 2点 (ツ翻・フ2)である。

南側の水溜内からは円形板,中世土師器皿片が,掘形の埋土からは珠洲等が出土した。切 り合いと遺

物から13世紀末～14世紀の井戸と推定される。

刀Яま中世土師器皿である。小片のため口径は明確でないが大皿である。口縁部はヨコナデで,底

外面は無調整である。

ガ
"は
円形板である。縁辺に側板と結合するための木釘孔がある。材はスギ。

彦%・ 2密 は井戸水溜の曲物である。2知は側板は 1列 7段綴じで,外面ケビキが 1条ある。内面

は綴じ部付近を除いてケビキがあり,垂直方向のケビキに,回縁・底縁からそれぞれ1/3程度の高さ

までは斜め方向のケビキを重ねる。帯はキメカキはなく,一列内 4段の本綴じと,小綴じが行われる。

下帯の底縁直上には木釘孔が 9箇所あり,釘結合した底板を外して井戸側に転用されたと考えられる。

22は上半の欠損が著しいが,下帯が残っており,本綴じと小綴じが行われる。材は,=2〃θはスギ,
72〃′はヒノキである。

"翻
・フ2は井戸側横桟で,目 違い柄で組まれる。材はスギで,形宮の放射性炭素年代は12世紀末

～13世紀中頃である注38。

注38 第二分冊 自然14学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
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2 遺構と遺物

5450号井戸 (S E 5450,第 80・ 186図 ,図版42・ 99)

C地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.56m,深 さ83cmである。井戸底の標高は4.4m

である。曲物を水溜とし,上部はやや開く。埋土は水溜より上層は黒褐色砂質シルト・暗灰黄色砂・

黒色砂質シルト等を基調とし,浅黄色粘土等がブロック状に混じる上が層をなして堆積し,意図的に

埋められた土と推測される。水溜内埋土は上から順に黒色砂質土・黒色粘土質シルト・灰オリーブ色

砂を基調とする上が堆積し,粘土と砂の互層になっており,使用時から徐々に埋積した土と考える。

裏込めは砂を用いる。地山は砂層が厚 く堆積 し,粗砂と細砂が互層になっている。切 り合いでは,

S K 5451に 切られる。出土遺物は水溜の曲物 (ヱ2%),杭である。曲物の放射性戊素年代から古代末
～中世初頭の井戸と推定される。

2形は井戸水溜の曲物である。側板は, 1列綴じで外面ケビキがある。内面ケビキは垂直方向に一

部斜め方向のものが重なる。帯はキメカキがあり, 2列綴じである。材はスギで,放射性炭素年代は

10世紀末～12世紀初頭である渤。

7101号井戸 (S E 7101,第 81。 185。 196図 ,図版42・ 98・ 103)

D地区中央部に位置する縦板組横桟どめ井戸である。Ⅱc層 を少し掘 り下げた面で検出した。平面

形は円形を呈し,直径1.2m,深 さ1.16mである。井戸底の標高は4.42mで あり,現在も湧水がみら

れる。断面形は上部がやや開く円筒形である。埋土は曲物内から上層にかけて灰色粘上が堆積し,廃

絶後に一気に埋まった土と考えられる。水溜の裏込めはオリーブ灰色砂がブロック状に混じる灰色粘

土である。地山は粘土層が厚 く堆積し,粘土に砂がブロック状に混じる層の途中まで掘 り込まれてい

る。

出土遺物は水溜の曲物 (ヱタの,井戸側横桟 5点 (ゴ刀,～ツ%),井戸側縦板数点である。下段の横

桟は3方が元位置に近い状態で出土し,他に東面・南面の 2点の横桟が上段から外れたとみられる状

態で出土した。隅柱は出上しなかったが,横桟の端部の形状から隅柱に差し込んでいた可能性がある。

縦板は一部のみ残っており,他は抜き取られたものと考えられる。縦板の内 1点の放射性炭素年代は

14世紀～15世紀前半注
40でぁる。

′2θは井戸水溜の曲物である。側板は 1列 10段綴じで,全周に内面ケビキがある。帯はキメカキ,

外面ケビキがあり, 2列綴じか,返 し縫いを行っており,前列は外 5段綴じである。底縁には25箇所

の木釘孔があり,底板と結合していたとみられる。上帯と側板を結合していた木釘孔は円周をほぼ4

等分した位置にあり,側板と帯の打合せ部の 2箇所では2孔ずつ,他の 2箇所では 1孔ずつ穿たれる。

材はスギである。

′29♂～ヱ2%は井戸側横桟である。仕口は,y29♂は一方を斜めに削っただけで,νν～′2%は相欠接

状にする。隅柱に差し込むための仕口か。材は,ツ鉗はヒノキ科,彦%・ ツ%はモミ属である。

7141号井戸 (S E 7141,第 81・ 134・ 186・ 201図,図版42・ 43・ 64・ 72・ 99・ 109)

D地区西側に位置する曲物積上げ井戸である。Ⅳ層上面で検出した井戸で, S E 7101に先行すると

考えられる。平面形は楕円形を呈し,短径3.4m,深さ93cnaで ある。井戸底の標高は4.5mである。掘

形はゆるやかに開く橋鉢状で非常に大きいが,井戸構築に必要な大きさとは考えにくく,特に北側は

地山の暗灰色砂が崩落して広がった可能性が考えられる。埋土は曲物内から上面まで責灰色粘土が堆

積し,一気に埋まったものと考えられる。また,断面の堆積状況から,責灰色粘土を取り除いた径が

使用時の井戸の大きさであり,その他のオリーブ灰色砂等が混じる粘土層は一旦広がつた掘形を埋め

た裏込めの土と推測される。上段の曲物 (2%)は ,検出時には楕円形を呈していたが,北側へずれ
注39 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
注40 第三分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析J
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

ていたことから,南からの土圧に押されて元は円形の曲物であつたものが歪んだものと考えられる。

地山は,Ⅳ層の褐灰色粘土の下に,植物遺体の混じる暗灰色砂が厚 く堆積し,井戸はその途中まで掘

り込まれている。曲物の上には約30cmの 自然の石が乗つていた。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器小片 1′点,中世土師器皿 1′点骸露),珠洲甕多数・悟鉢 2′点 (列′・

刻ク),中国製青磁碗 2′点 骸ω・列θ),水溜の曲物 2′点 (ワ%・ ワ要 ),棒材 2ソ点 (′
"π

。■338),種

実 1点 (マ ツ属)である。水溜内からは中世土師器・珠洲が,掘形からは珠洲 。中国製青磁・種実が

出土した。曲物の放射性炭素年代は10世紀初頭～11世紀初頭であるが,遺物の年代から13世紀前半の

井戸と推定する。

ク鋸は中世土師器皿である。小片のため口径は明確でない。口縁部にヨコナデを施す。

Zθ9・ 列θは中国製青磁碗である。必θ9は外面に鏑蓮弁文をもち,大宰府分類の龍泉窯系碗Ⅱb類 に

相当し,13世紀前半のものである。刻θは高台の狭 りが浅く底部は肉厚で,内面には圏線を有し見込

みは無文である。体部の文様が不明であるため大学府分類の龍泉窯系碗 I類またはⅡa類としておく。

12世紀後半～13世紀前半のものである。胎土は灰色味の強い灰白色で,緻密である。釉は半透明で,

3θ9は明緑灰色,Яθは灰オリーブ色を呈する。

2ヱ・刻〃は珠洲悟鉢である。刻′は口径18,lcm,器高8.Ocm,底径9.4cmの小型の橋鉢である。口縁部

は水平回縁で,体部は内湾する。卸目は 2日 もしくは 3日 の原体を用い,体部中程に短く施入される

のみである。残存部の一部に施入され,等間隔でないため全周卸目を有するか不明である。刻クイよ口

径約30cmである。体部は内湾して立ち上がり,日縁部は先細りし端部が外傾する。無文で,ロ クロロ

が顕著である。 I期 に比定される。

′2%・ フンは井戸側の曲物である。両者とも欠損しているが,下帯が残る。側板は内面ケビキがあ

り, 1列級じで,■224の帯は本綴じと小級じが行われる。■224は底縁直上に木釘孔が19箇所あり,釘

結合した底板を外して井戸側に転用したと考えられる。また,上方には4箇所の木釘孔が不規則に穿

たれ,上帯が巻かれていた可能性がある。材はスギで,ν%の放射性炭素年代は10世紀初頭～11世紀

初頭である注
n。

′JD・ 7・ 汚%は用途不明の棒材である。′認Яよ断面が円形に近い多角形を呈する。′瓦馴よ断面形は扁

平で,先端は削って尖らせる。

G 溜池

溜池はA地区からC地区にわたって17面検出されているが,発掘調査当初,溜池は近代以降の所産

と考えていたため,平成14年度に発掘調査を実施したAl・ 2地区,Bl・ 2地区の S G242～ SG

247・ S G393。 S G394・ S G 1615,及 びC地区の S G 5703・ S G 57041よ ,上面での検出にとどまる

か,あ るいは上層を少し掘り下げて出土遺物を取り上げたのみで,完掘しておらず,埋土の断面観察

も行わなかった。しかし,平成15年度の発掘調査で,開削が15世紀に遡る溜池も確認され,地籍図か

ら調査区内のすべての溜池は少なくとも明治初期には埋め立てられていたことがわかった
注42。 そのた

め,上記の遺構で,遺物も確認していないものについては,一覧表に平面形と規模 (長さ,幅)のみ

掲載した。なお,溝状の溜池と考えられるS D2051'S D 2055については「溝」の項で記述した。

242号溜池 (S G242,第 135。 174図 ,図版52・ 82)

Al地区南西部からA2地区北西部にまたがる。平面形は楕円形に近い不整形を呈し,長軸17.4m,

短軸6。7mである。上面付近から須恵器杯蓋 (刻∂),越中瀬戸灯明受皿 (夕5),磁器 (刻イ),漆器椀

(′θ/~7)が出土した。

注41 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
注42 越前慎子 2004「氷見地方の溜池NfE漑遺構」「紀要 官山考古学研究」第 7号  財回法人富山県文化振興財団
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2 遺構と遺物

列′は須恵器杯蓋である。口径は約15cmで,日縁端部はやや外反し断面三角形を呈する。調整はロ

クロナデで,内面中央は仕上げナデを施す。つまみを欠損する。重ね焼き痕があり,外面端部から内

面全面に自然釉がかかる。

夕率は磁器で,日径約14cmである。透明釉に近い明緑灰色のガラス質の釉がかかり,割れ日付近の

一部に染付がみられる。

25は越中瀬戸灯明受皿である。低い桟が内傾して取り付 く。桟徴 。6cm,底径3.7cmで ある。体部下

半の一部は回転ケズリ,内面と外面上半及び底部周辺は回転ナデを施し,底部は回転糸切りである。

内面全面と外面上半に黒褐色の鉄釉がかかる。

ゴθ密は漆器である。厚手でやや深身の椀で,輪高台が剥離している。内面は赤色漆,外面は黒色系

漆であり,近世のものである。材はブナ属である。

246号溜池 (S G246,第 135図 ,図版86)

Al地区中央東側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径8.3m,短径 6mである。上面付近か

ら伊万里碗 (2の が出土した。

刻σは伊万里碗である。外面に二重網目文を施し,全面施釉後,畳付を釉剥ぎする。18世紀前半の

製品である。

247号溜池 (S G247,第 135図 ,図版75)

Al地区中央に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径8,6m,短径4.4mである。上面付近から瀬

戸美濃九皿 (勿の が出土 した。

勿Яよ瀬戸美濃九皿である。口径10.Ocm,器高2.2cm,底径6.lcmで ある。口縁部は内湾して浅く立ち

上がり,底部は削り出し高台である。全面に灰釉を施し,高台内に円錐ピンの痕が残る。大窯Ⅳ期前

半の製品で,16世紀末のものである。

394号溜池 (S G394,第 135・ 205図,図版59。 113)

A2地区中央西側に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸5。9mである。上層から中世土師器皿

(20,硯 (′ンの が出土した。

列どは中世土師器皿である。口径10.3cm,器高2.2cmの小皿である。口縁部を半分欠損するが底部の

残りはよい。口縁部は外反し,底部は中央をタト側から押し上げてやや窪ませる。口縁部はヨヨナデで

底外面は無調整である。口縁部内外面に薄くススが付着する。

ゴJ〃イよ硯である。硯面は中央が磨られて著しく窪んでいる。石材は粘板岩である。近世のものか。

1615号溜池 (S G 1615,第 135。 174・ 182図 ,図版76・ 93・ 97)

Bl地区南西部からB2地区北西部にまたがる。平面形は不整形であるが,東西に分割される2面

の長方形の溜池が南側で繋がっているものとみられる。長軸17.lm,短軸11.5mで ある。上面付近か

ら珠洲壺 (刻の 。悟鉢 修勢),越中瀬戸九椀 (2f),漆器 (ゴθ勿 ,円形板 (河9の が出土した。

刻9・ 夕胡よ珠洲である。列9は壷の底部で,静止糸切りで板状圧痕が残る。2例よ悟鉢で口径は約22

cmである。口縁形態は外傾口縁で,片口が付 く。 I～ Ⅱ期に比定される。

27は越中瀬戸九椀である。口径7.7cm,器高6.7cn,底径4.4cmである。体部は下半が膨らみ,口縁

部にかけてやや窄む。高台は逆台形の削り出し高台である。内外面に鉄釉,底部周辺には錆釉がかか

るが,畳付の錆釉は焼成の際に剥がれている。

′θクは漆器椀で,内外面赤色漆である。材はブナ属である。

打9Яま円形板で,片面が黒色系漆塗りである。裏面は渋塗りか。材はアスナロである。
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

2501号溜池 (S G2501,第 82・ 125。 128・ 135,143・ 179。 182・ 187・ 198・ 205図 ,図版43・ 63・

69・ 盈・85。 94・ 95。 113)

B3地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径17.9m,短径9,34m,深 さ1,32mである。

埋土は,上層は暗灰黄色砂がブロック状に混じる黄灰色砂質シルト,中層は黒掲色粘土質シルト・オ

リーブ黒色粘土質シルト,下層は黒褐色粘土質シルト等が緩いレンズ状に堆積する。出土遣物から上

層は近代,中層は近世,下層は中世の堆積と考えられる。現在も顕考な湧水がみられる。切り合いで

は S D 2264・ S K2266。 S K2277・ S K2290を切る。 S D2052・ S D2261～ S D22641よ S G2501とイ毒

状の溜池を繋ぐ溝と考えられ, S D 2052・ S D 2261,S D2262は S D2051と , S D 2263,S D2264は

S D2055に それぞれ繁がっていたものと推沢1する。 S D2264は S D2263に切られており,溝の付け替

えがあったものと考えられる。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器杯蓋 3点・杯 1点・甕 2点 ,中世土師器 弦霧),珠洲甕多数・

悟鉢多数・重 1′点 (2・ 2%～雰ヱ・翠2),中 国製青磁碗 1′点,古瀬戸瓶 1′点 (」7),越中瀬戸匡鉢 1

点,伊万里小杯 1′点・皿 1′点 (2り ,不明陶器小片 1点,土錘,舟形 ?(河ν),円形板 (μイ),桶

側板 (ツ鐸),栓 ?(ヱ亥′),柱 (汚ω),抗,板材,相輪 (′∂2)である。上・中層の遺物は中世以

前のものが多いが,越中瀬戸・伊万里等の近世以降のものも含む。上層出上の杭の放身ヤ陛炭素年代は

15世紀末～17世紀中頃である注43。 下層は I～ Ⅱ期の珠洲が多いが,15～ 16世紀の宝盤印塔の相輪が下

層の出土遺物の内最も新しい年代の遣物である。
"フ
は舟形かと思われる木製品で,池に関わる祭祀

が行われた可能性もある。

蒻 は中世土師器皿である。口径は約15cmで大皿である。口縁部に一段のヨコナデを施す。

男♂～雰′は珠洲である。霧 ～蒻πは悟鉢である。28は回径約22cnlで ,口縁部は先細 りし水平回縁

で端面に波状文を有する。2で は口縁部の器厚が体部より薄くなる外傾口縁,25・ 22σは内端を爪状

につまみ上げる外傾口縁である。2πは口縁部内端を内側に挽き出す。悟鉢は S D2051と の接合資料

(7)を含め I～ Ⅱ期の範疇におさまる。男∂は壼で,体部は内湾して膨らみ,ロ クロナデを施し,

静止糸切りである。S K5067と の接合資料である。29・ 男θ・乏ι′は甕である。29は底部で,胎土は

粗 く気泡や粗い砂粒を多く含む。ttθは円頭のくの字口縁で,Ⅳ期に比定される。男′は長頚で回縁形

態は嘴頭でありI期に比定される。内面は円礫の当て具,頸部付近は指頭で押さえる。

2は 伊万里皿である。口径13.4帥 ,器高3.3硼 ,底径4.2cmである。体部は内湾気味に開き,底部は

径が小さく高めの削り出し輪高台がつく。波佐見窯の製品で,内外面に青磁釉を施し,内面は蛇の目

釉剥ぎ,外面下半は露胎である。17世紀後半のものである。

"影
は,長 さ33.2cm,幅9.5cm,厚 さ0,7cmで ,平面形から舟形の可能性が考えられる。一部に小さ

く焦げがみられる。両端に漆で結合した側板痕があり,初めは折敦として使用されたと考えられる。

また,線状痕があることから俎板として転用された後,再度転用されたのであろう。木釘孔は表面か

ら裏面へ貫通するものが16箇所,側面から打ち込まれたものが 1箇所確認でき,内部に木釘が残るも

のもある。舟形とすれば,船首・船尾にあたる両端の中央の孔,左右ほぼ対称の位置と中央の孔は,

転用後に船縁や帆と結合するためのものと想像される。材はスギである。

ガ%は円形板である。彩しい線状痕があり,俎板等に転用されたものと考えられる。材はサワラ。

■239は桶の側板である。材はスギで,一端は欠損している。

ゴンゴは断面が逆台形の円錐状で,端部を欠損する。樽の栓と考えられるが長さが12.4帥以上あり,

別の用途品か。材はスギである。

注43 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内避跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
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2 遺構と遺物

汚ωイよ柱である。材はマツ属で,底部は斜めに削って尖らせる。

ヱJ/~4は宝虚印塔の相輪部分で,上下端は欠損している。石材は疑灰質砂岩で,氷見市で産出するい

わゆる小境石である。

他に, S D2055・ S K2313と の接合資料に古瀬戸瓶子 (ゴ%)がある。
2502号溜池 (S G2502,第 83・ 212図,図版119)

A2地区南側西端からB3地区北側東端にまたがる。平面形は不整形を呈し,長軸6.5m,深 さ94

cmである。埋土は,上層はにぶい黄色砂がブロック状に混じる褐灰色砂質シルト,中層は褐灰色粘土

質シルト,下層は黒掲色粘上がレンズ状に堆積し,遺物から下層が開削当時の埋土と推測される。下

層からは多数のヒシの実と鉄鋼 1点 (ツσの が出土した。ヒンは池沼や河川に自生する水草であるこ

とから,常時水を湛えていた1留池と考えられる。鉄鍋の年代とヒシの放射性炭素年代はともに15世紀

後半であるため激,15世紀後半に使用されていた溜池と推定する。鉄鍋は口縁部がわずかに欠損する

のみで弦もあり,ほぼ完形のものである。当時の鉄製品は不用品となっても鋳直されることが多いと

考えられ,こ のような完形品が出土する背景として,雨乞い等の祭祀行為によって溜池に投入された

可能性も考えられる。

′イσЯま鉄鍋である。弦の両端を欠損するが,ほぼ完形である。口径は28,9cm,本 TFkの 吊耳・足を含

めた器高は16。7cmである。口縁外周にタガを回し,吊耳制作時にもタガは削らない。口縁端部はほぼ

水平に面をなし,内端がやや突出する。蓋受けの明瞭な屈曲をもつ。吊耳は半円形の端を切 り込んだ

形を呈する。底部には断面円形の三足が付き,形状はやや歪であるが,端部は平坦に整えている。弦

は幅0,7cmで ,断面長方形を呈する。外面体部と底部の一部に厚さ 2 nln4程度の炭化物が付着する。15

世紀のものである注
45。

4221号溜池 (S G4221,第 84・ 125。 131・ 136図 ,図版63・ 69・ 87)

Bl地区北西部からB4地区北側東端にまたがる。平面形は不整形を呈し,短軸12.5m,深 さ1.19

mである。Bl地区では上面での検出にとどめたが,B4地 区は完掘した。底面は東に向かって下が
っており,最深部はBl地区にあると考えられる。埋土は,上層は暗灰黄色砂質シルトが混じる黄灰

色砂質シルト,中層は黒褐色ピート・黒褐色粘土 。暗褐色ピート等のピート層,下層は褐灰色砂・黒

褐色砂質シルト・黒褐色シルト等で,緩やかなレンズ状に堆積する。切り合いからS K571よ り新し

ヤヽ。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器甕 5点・壺 3点 。杯 1点 ,中世土師器皿多数,珠洲甕 7点 (密・

′2・ 2β」・あり 。悟鉢 5′点 (2♂5～%π),中国製白磁 ?小杯 1′点 (%β),越中瀬戸重 1′点,伊万里皿

1点 骸卸)である。珠洲にはS D907・ S E 1306。 S E 1285。 S K909と の接合資料がある。

%♂～%πは珠洲である。%}乏じをは甕である。%♂は肩が張る器形で口縁形態は嘴頭であり, I期
に比定される。%翠は円頭のくの字口縁で,Ⅳ期に比定される。あイの叩打成形は頸基部から細密な原

体を用いて行われ,内面はヨコナデで当て具痕をかきならす。必5～必 71よ悟鉢である。%5は 口径約

22cmの小型の鉢で,体部は内湾し,ロ クロロが顕者である。先細 りする水平口縁で, I期 に比定され

る。%σは静止糸切りで,%グは板状圧痕があり,ヘラ起こしか。

238は 中国製白磁か。小杯で,日縁端部は小さく外反し,薄手である。胎土は微細な黒色粒を含み ,

釉の表面には気泡や凹凸がある。

2♂9は伊万里皿である。波佐見窯の製品で,内外面に青磁釉を施し,内面は蛇の目釉剥ぎ,外面下

半は露胎である。蛇の目釉剥ぎ部分には直接重ね焼きの痕跡があり,高台には砂が窯着している。17
注44 第二●・冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社 「中尼新保谷内遺跡の自然科学分析」
注45 杉山大晋 2004「北陸の中世鋳鉄製品について一越中の鉄鍋を中心に一」「紀要 富山考古学nll究 J第 7号 財団法人富山県文化振興財団
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

世紀後半のものである。

4222号溜池 (S G4222,第 85,136図 ,図版76)

Bl地区南西部からB4地区南側にまたがる。平面形は不整形を呈し,短軸6,9m,深 さ1.26mであ
る。埋土は,上層は黒褐色粘土質シルトが厚 く堆積し,中層は黒褐色砂質シルト・黒褐色シルト,下

層は黒掲色砂で,これらがレンズ状に堆積する。切り合いでは古代のSNl(S D 573,S D574)を

切る。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器壼 5点・杯 1点 ,中世土師器皿片多数,珠洲甕胴部片 2点・悟

鉢体部・底部片 3′点,越中瀬戸皿 2′点 (ンの 。小片 1′点,伊万里碗 1′点,磁器 1点である。

理θは越中瀬戸襲皿で,日縁部を指で押さえて輪花風にしている。口径14.Ocm,器高3.2cm,底径 5。2

cmである。外面下半から高台内側にかけて回転ケズリを施す。高台タト側も深く削り,断面三角形の削

り出し高台となる。見込みに直接重ね焼きの痕跡が残る。内外面上半に鉄釉がかかり,帯状に灰釉が

流しかけられる。17世紀のものである。

5701号溜池 (S G 5701,第 86・ 87・ 120。 136図 ,図版65'71・ 75)

C地区中央よりやや北側に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸6。7m,深さ1,14mである。埋土
はオリーブ黒色粘質土・黒褐色砂質シルトが広い範囲に水平堆積する。下層にはオリーブ黒色粘土質

シルト・粘土が堆積する。切 り合いでは S K5317を切 り, S G 5702に切られる。 S G 5702は別の遺構

として扱ったが,後述するようにS G 5701の一連の遺構と考えられる。

出土遺物は土師器小片 3点 ,須恵器小片 1点 ,中世土師器皿 4点,珠洲壼 1点

甕 4点 ,中国製青磁碗 2点,中国製白磁碗 1点 (〃′),瀬戸美濃九皿 1点 鬱努),

である。最も新しい年代の遺物は16世紀前半の瀬戸美濃である。

勿′は中国製白磁碗である。肉厚の玉淵口縁で,胎土はやや粗 く灰白色を呈し,

む。大学府分類の碗Ⅳ類で,11世紀後半～12世紀前半のものである。

塚クは珠洲四耳こで,な だらかな肩部に波状文を施し,ブリッジ状の耳が付 く。 I期に比定される。

%は 瀬戸美濃丸皿である。見込みに菊の印花を有する。全面に灰釉を施し,高台内には輪 ドチが

溶着する。断面には漆継ぎの痕跡がある。大窯Ⅱ期の製品で16世紀前半のものである。

5702号溜池 (S G 5702,第 86・ 87・ 136・ 144・ 174・ 214図,図版51・ 52・ 79・ 87・ 89・ 93・ 120)

C地区中央よりやや北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,短径 6m,深 さ1,8mである。切 り
合いでは S G 5701を切るが, S G 5702と した部分は S G 5701の上層埋土を切つて下層埋土の上に乗る

ピート混じりの粘土層及びその上の黒褐色粘土・粘土質シルト層を指すもので, S G 5701の埋土を再

掘削した後期の溜池,あ るいは溜池跡地のぬかるみを埋め立てた土と考えられる。ヒシが出土してい

ることからも溜池との関係が考えられる。ピート層は腐食して形をとどめない植物遺体のみでなく,

自然木の枝が大量に出土しており,葉の付いた枝が大量投棄されたか,あ るいは何らかの目的のため

に全面に敷き詰められたものと考えられる。

出土遺物は土師器甕 1点・小片多数,須恵器杯蓋 6点 (%翠～ンの・杯 5点 (理の 。重 2点 (〃D・

瓶類 1′点 (ν9)。 甕 3点 ,中世土師器皿多数,珠洲甕多数 鬱刀)・ 括鉢 骸2・ 2ν・変0。 壺 2点 ,

瀬戸美濃皿 1点,越中瀬戸向付 2点 骸潔)・ 壼 2点,唐津皿 1点 骸露)・ 椀 2点・悟鉢 1点,瓦質土

器小片 1′点,土錘 1′点 (2め ,漆器 2点 (′θる),釣状鉄製品 1′点 (ツν),種実多数である。伊万里

は17世紀末～18世紀初頭のもので,検出面直上から出土しており, S G 5702が最終的に埋まった年代

を示すと考えられる。ピート層からは17世紀前半の越中瀬戸,鉤状鉄製品が出土した。下層からは須

(勿り ,悟鉢 3点・

瓦質土器小片 1点

微細な黒色粒を含
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2 遺構と遺物

恵器・珠洲・土錘等,中世までの遺物が出土 している。珠洲橘鉢 (を認 )は S K5067と の接合資料で

ある。

刀を～〃9は須恵器である。必翠～%σは杯蓋である。フ
`を

は回径約17cmで,頂部にヘラケズリを施す。

焼成はあまく軟質である。勿 5。 勿σは口径約13cmで ,口縁部は断面三角形を呈する。ともに重ね焼き

痕があり,自然釉が口縁部から外面全面にかかる。勿5は全面ロクロナデで,〃δは外面は口縁端部以

外の全面に回転ヘラケズリを施す。勿σは内面に墨痕があり転用硯とみられる。〃Яよ有台杯で,低い

貼付高台である。ロクロナデを施し,内底面は仕上げナデ,外底面は回転ヘラ切り痕をヘラ先で軽く

押さえる。勿どは重である。口径は約14硼で,日頸部は直立し,肩部に沈線を有する。〃9は小型の瓶

類である。底径は約 6 cmで ,高台内はナデ調整する。内面のロクロロが顕著に残る。

25θ～2νは珠洲である。25θは甕で,長顕に嘴頭口縁が付 く。平行叩きは口縁基部より行われるが ,

顎部にも一部かかる。Ⅱ期に比定される。25′・2νは指鉢である。口径は25′が約27cm,2νが約23cm

で,外傾口縁である。 I～ Ⅱ期に比定される。

フ露は唐津皿である。日径12,4cm,器高3.9cm,底径4.5cmである。体部下半は九みをもち,中位でく

びれて内面に明瞭な稜をなし,回縁部は再び内湾して立ち上がる。底外面は削り出し輪高台である。

内外面に灰釉を施し,内面の一部に銅緑釉を流しかける。見込みは蛇の目釉剥ざし,外面体部下半は

露胎である。内野山窯の製品で,17世紀末～18世紀初頭のものである。

3身は越中瀬戸向付である。口縁部は屈曲して直立する。口径10.4cm,器高2.9c14,底径4.6cmである。

高台周辺に回転ケズリを施し,低い碁笥底状高台を削り出している。外面上半から内面の釉止めの段

まで鉄釉がかかる。17世紀前半のものである。

25σは土錘である。樽型を呈し,端部に面を取る。長さ6.1硼 ,直径4.7cm,孔径1.5cm,重量108.8g

である。外面に指頭圧痕が残る。

Fθんは漆器椀である。輪高台の付 く総赤色 (ベ ンガラ)椀で,高台内は黒色系漆塗りに赤色漆の銘

がある。「む」か。炭粉渋下地である注46。 材はブナ属である。

■482は釣状を呈する鉄製品で,輪に通つた状態で出土したので,両者はセット関係にあると考えら

れるが,用途は不明である。断面はやや歪んだ長方形で,先端は尖る。両者とも鉄製であり,釣状製

品は金属成分分析によれば,軟鉄 (低炭素銅)を折り返し鍛錬した鉄製品である・47。 放射性炭素年代

は,16世紀第 2四半期～17世紀前半である T48。

5703号溜池 (S G 5703,第 136・ 172・ 182図 ,図版75'90。 91)

C地区中央西側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径は10.8m以上,短径は6.36mである。上

層から瀬戸美濃天目茶椀 (麦め ,唐津,下駄 (刀節・′θうの,円形板 (打9の が出土した。

25σは瀬戸美濃天目茶椀である。口径は約12cmに復元される。口縁部はくびれ,体部はやや扁平で

ある。鉄釉を施し,高台周辺は露胎である。大窯Ⅳ期前半の製品で,16世紀末のものである。

′θ55。 ′α戯よ連歯下駄で,平面形は小判形で,横緒穴は後歯の前方に穿たれる。材はゴθ55はモミ属 ,

′θ5σはスギである。

″
"は
円形板である。断面に木釘の他に漆が付着し,漆継ぎされたものであろう。材はスギ。

5704号溜池 (S G 5704,第 173・ 182・ 207・ 211図,図版92・ 97・ 114・ 118)

C地区南東側に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸は20,7m,短軸は8.4mで ある。上層から木

錘 (刀α),円形板 (ユワ
"～"ν
),曲物,煙管 (ツν),砥石 (ヱ

y隊)が出土した。

刀囲は木錘である。全体を円筒形に粗く削り,縄掛け状の狭 り込みを巡らし,先端部は角をそぎ落
注46 第三分冊 自然科学分析 漆器文化財科学研究所  「中尾新県谷内遺跡出土漆器の科学分析 J
注4‐ 第二分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所 株式会社九州テクノリサーチTACヤ ンター  「中尾新保谷内遺跡出上鉄製品の金属学的調査」
注48 第三分冊 自/2k科学分析 財団法人元興寺文化財研究所  「中尾新保谷内lEl跡出土金属製品の放llf性炭素年代測定J

ヱ′θ



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

として円頭状とする。材はサクラ属の芯持ち材で,放射性炭素年代は17世紀中頃以降である脚。

ν
"～
賜νは円形板である。工期 ・賜″は小型のもので,"2は 中央の木釘孔に木釘が残り,蓋 と

考えられる。賜νは,断面に材を結合するための木釘孔がある。材は賜
"・
′冴νはスギ,"例はアス

ナロである。

フ陸は砥石である。凝灰岩で天草砥備水の可能性が高い。

■452は煙管の吸口である。中には羅宇の竹が遺存する。

H 土坑

401号土坑 (S K401,第 88・ 137図 ,図版89)

Bl地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1,98m,深さ56cmである。埋土は黒褐色粘土

質シル ト・暗灰責色砂質シル トを基調とする。切 り合いからS D475よ り新しい。出土遺物は土師器

椀多数 (%π～%の ・甕胴部片 1点 ,須恵器甕胴部片 1点・杯 2点 ,中世土師器皿多数,珠洲甕胴部

片 1点,土錘 1′点 (完の である。遺物から12世紀後半の遺構と推定する。

埋土の植物珪酸体分析では,タ ケ亜科やヨシ属の産出が目立ち,下層では栽培植物のイネ属が多く

確認された注50。 当時の環境は,付近に湿地があり,稲作も行われていたと考えられる。

あπ～2刃は土師器椀である。あЯよ口径約12cmで ,体部は内湾して立ち上がる。塚露は回転糸切りで,

焼成があまく軟質で橙色を呈する。259は底部は回転糸切りで,体部は直線的に大きく開く。

冴δθは土錘である。樽型を呈する。外面は指頭圧痕が残る。図の下方から穿孔され,上方では押し

出された粘土を端部周辺にのばしている。長さ6,3cm,直径3.7cm,孔径1.4cm,重量63.Ogで ある。

404号土坑 (S K404,第 88。 137図 ,図版89)

Bl地区南側に位置する。平面形は円形を呈し,直径46cm,深 さ18cmである。埋土は切り合いでは
S K405に切られるが,同一遺構の中の埋土の違いの可能性もある。土錘 1点 (%ヱ)が出土した。

2σ′は土錘である。細長く,外面調整は縦方向に細かく削った後ナデている。長さ4.8cln,直径1.Ocm,

孔径0.3cmで ,一部欠損する。胎土に雲母を多く含む。

408号土坑 (S K408,第 88図 )

Bl地区南側に位置する。平面形は精円形を呈し,長径1.92� ,短径1.54m,深 さ40cmで ある。埋
土は黒褐色粘土がブロック状に混じる黒褐色砂質シルトを基調とし,下層にはにぶい黄橙色砂質シル

トも混じる。出土遺物は中世土師器皿 2点である。

410号土坑 (S K410,第 88図 )

Bl地区南側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.44m,短径1.74m,深 さ32cmで ある。坦
土は,上層は黒褐色砂質シルトを基調とし,下層はにぶい黄褐色砂質シルトがブロック状に混じる。

出土遺物は中世土師器皿 3点である。SB2に 関連する土坑か。
416号土坑 (S K416,第 88図 )

Bl地区南側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.98m,短径1.64m,深 さ48cmで ある。埋
土は上 。中層は黒褐色砂質シルトを基調とする土,下層は浅黄色砂で,水平堆積である。出土遺物は

中世土師器皿 1点である。

571号土坑 (S K571,第 84。 88・ 137図 )

Bl地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.4m,深さ24cmで ある。切 り合いから
S G4221よ り古い。埋土はにぶい責褐色砂が混じる暗褐色シルトである。出土遺物は土師器 tlヽ片多数 ,

須恵器甕 3′点,中世土師器皿多数 似ク・力0,珠 洲甕 3点,中国製青磁碗 1′点である。
注49 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内還跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
注50 第二分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」

′ff



2 遺構と遺物

%〃・2留は中世土師器皿である。22は口径約10calの小皿で,平底から短い口縁部が外傾 して立ち

上がる。多をは口径約13cmで ,一段ナデを施す。小片のため傾きは明確でない。

678号土坑 (S K678,第 89図 )

Bl地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1,26m,深さ30cmである。埋土は黒trB色粘土

質ンルト・黒褐色シルト・暗灰黄色砂質シルトを基調とする。出土遺物は土師器小片 3点,須恵器杯

蓋 1点・甕 1点,中世土師器皿 1点である。

683号土坑 (S K683,第 88図 )

Bl地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.06m,深さ46cmである。埋土はほぼ水平堆

積で,上層から黒褐色粘土質シルト,黒褐色シルト,暗灰責色砂質シルトを基調とする。出土遺物は

中世土師器皿小片 1点である。

下層の埋土を花粉分析した結果,木本と草本の割合がほぼ同率で,木本ではAl地区のⅢ a'層 と

Ⅲb層間の試料同様にハンノキ属が多 く,草本ではイネの割合がAl地区Ⅲ a'層 一Ⅲb層 間の試料

よりやや高いことが特徴として認められた。また植物珪酸体分析ではタケ亜科やヨシ属の産出が目立

ち,イ ネ属も検出された。付近に湿地環境が窺えるが,木本の割合が高いAl地区と異なり,遺構周

辺には開けた草地や水田があつたと考えられる
注51。

684号土坑 (S K6灘 ,第 137図 )

Bl地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径46cm,深 さ16cmで ある。小土坑で,埋土は黒

褐色砂質シルトを基調とする。出土遺物は土師器椀 1点 修7)である。

%どは土師器椀である。回転糸切りで,焼成はあまく,軟質で橙色を呈する。

801号土坑 (S K801,第 89・ 137・ 172・ 175・ 180図 ,図版90。 96)

B2地区北側に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸3.56m,短軸3.46m,深 さ1.17mである。

埋土は,上層は黒褐色粘土質シルト・粘土に砂がブロック状に混じる上であるが,下層は灰色砂を基

調とし,黒色粘上がブロック状に混じる。切 り合いから, S D860・ S D907・ S K852よ り新しい。

出土遺物は縄文土蚤ヽ片 1点,須恵器小片 1点 ,中世土師器多数 鬱体・2の ,珠洲壺 2点 (%7・

愛D・ 悟鉢 1点 (愛の 。甕 2点,中国製青磁小片 1点,中国製白磁小片 1′点,瀬戸美濃小片 1′点,櫛

1〕点 (刀ν),箸 1点 (刀即),円形板 1点 (」M),板材 3点である。

あδ5・ %σは中世土師器皿である。%σは口径7,7cm,器高2。lcmで,%5も 口径約 8 cmの小皿である。

摩減のため調整は不明瞭だが,口縁部に一段ナデを施す。あ5σは底部中央を外面から押し上げてやや

窪ませる。

%π～%潮ま珠沙Hである。%『・%∂は童で,及テЯま口径約10cmで小型である。%∂は断面に漆継ぎ痕が

ある。%9は悟鉢で,胎土が粗く気泡を多く含むが,内面は滑らかになっており,卸 目はほとんど残

っていない。

′θνは長方形の横櫛で,背 と側縁はほぼ直角になり,肩は角張る。材はイスノキ。刀孵は箸で,欠

損している。」
"は
円形板である。直径0。 5cmの 円孔があり,端から0。7cmに筋状の刻みを巡らせる。

材はスギ。

802号土坑 (S K802,第 89図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.4m,深 さ32cmである。埋土は水平堆積で,

上層は黒褐色シルト,下層は灰オリーブ色砂を基調とする。出土遺物は縄文土器小片 1点,中世土師

器皿小片 1点である。

注5ユ 第二分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」

」ヱ〃
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813号土坑 (S K813,第 89図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.96m,短径1.26m,深 さ30cmで ある。埋
土は黒褐色シルト・粘土である。切り合いからS K814よ り古く, S E815よ り新しい。切 り合いから

14世紀以降の遺構と推定される。出土遺物はない。

814号土坑 (S K814,第 89図 )

B2地区北側に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸1.4m,深さ12cmである。切り合いからSD
804よ り古 く, S K813よ り新しい。埋土は黒褐色粘土質シルトの単層である。出土遺物は中世土師器

小片 1点である。切 り合いから14世紀以降の遺構と推定される。

817号土坑 (S K817,第 90。 137図 )

B2地区北側に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸1.84m,深さ22cmである。埋土は,黒掲色
粘土質シルトが厚 く堆積し,下層に薄く灰責褐色砂質シルトが堆積する。出土遺物は中世土師器皿 2

点,珠洲括鉢 1点 (2で),中国製青磁小片 1点,越中瀬戸橘鉢 1点,伊万里小片 1点である。遺物か

ら17世紀以降の遺構と推定する。

〃では珠洲悟鉢である。卸目はまばらに施入される。底外面は,ヘラ起こしの際の板状圧痕が残る。
818号土坑 (S K818,第 90。 137図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.06m,短径70cm,深さ22cmである。埋土
はにぶい責橙色粘土ブロックが混じる黒褐色粘土質シルトで,一部下層に灰黄褐色砂質シルトが堆積

する。出土遺物は中世土師器皿 2点,珠洲悟鉢 1点 (謬2)で ,13世紀の遺構と推定する。
ク密は珠洲信鉢である。片口部の破片で,水平口縁である。 I～ Ⅱ期に比定される。

819号土坑 (S K819,第 90。 137・ 207図,図版114)

B2地区北側に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸3.2m,短軸2。9m,深 さ60cmである。切
り合いからS D907よ り新しい。埋土は,上層は灰黄褐色砂質シル ト・褐灰色シル トがブロック状に

混じる黒褐色粘土質シル トで,下層は灰責褐色砂が混じる褐灰色粘土質シルトである。壁面から下層
の一部にかけては薄く褐色シルトが堆積する。

出土遣物は須恵器杯 1点 ,中世土師器多数,珠洲橋鉢 3点 (2ク)・ 甕 2点 ,土錘 1点 ,砥石 1点

(汚%)である。遺物から13世紀の遺構と推定する。
〃″は珠洲橋鉢である。外傾口縁で,内端部がやや内側に肥厚する。 I～ Ⅱ期に比定される。

胃%は凝灰岩で中砥の伊予砥か。天草砥との識別が難しいが,10世紀～13世紀頃に安定して流通す

る伊予砥の可能性がより高い。主要な砥面は正面であるが,小口面も傾斜し深い線状痕が残り,砥面

として使用されている。

826号土坑 (S K826,第 90図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,短径28cm,深さ18cmで ある。埋土は黒褐色粘土
と灰責褐色砂質シル トの水平堆積である。中世土師器皿の小片が多数出土した。

828号土坑 (S K828,第 90図 )

B2地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径46cm,深 さ10cmである。埋土は黒褐色粘土質
シルト・灰責褐色砂質シルトを基調とするも縄文土器の小片が 1点出上した。

847号土坑 (SK割7,第91図 )

B2地区北側に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸1.08m,短軸1.04m,深 さ18cmである。
埋土は黒褐色粘上の単層である。出土遺物は珠洲悟鉢体部片 1点・小片 1点である。

Z=θ



2 遺構と遺物

852号土坑 (S K852,第 91,137図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈 し,深さ10clnである。切 り合いからS D907・ SK

∂θ′より古い。埋土は黒褐色粘土 。灰黄褐色砂質シル トを基調 とする。出土遺物は縄文土器小片 1点 ,

中世土師器皿 1点 (ク,0である。

ク2は中世土師器皿である。口縁部に一段ナデを施し,底外面は無調整である。

853号土坑 (S K853,第 91図 )

B2地区北側に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸1.46m,短軸1.2m,深さ18clnである。埋

土は灰黄褐色砂質シル トを基調とし,上層には,黒褐色粘土質シルトが混じる。切 り合いからSD

875よ り新しい。出土遺物は珠洲小片 1点である。

876号土坑 (S K876,第 91図 )

B2地区北側に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸2.38m,深さ8cmである。埋土は灰黄褐

色砂質シルトが混じる黒褐色粘土質シル トの単層である。切 り合いからS D875よ り古い。出土遺物

はない。

882号土坑 (S K882,第 91図 )

B2地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径94cm,深さ22cmである。埋土は水平堆積で ,

上層は黒褐色粘土質シルト,下層は黒掲色粘土質シルトが混じるにぶい黄色砂である。出土遺物は中

世土師器 r↓、片 1点である。

897号土坑 (S K897,第 92図 )

B2地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径 2m,深 さ42cmである。埋土は黒褐色粘土質

シルトを基調とする水平堆積で,下層は灰黄褐色砂質シルト・にぶい黄橙色粘上がブロック状に混じ

る。切 り合いからS D875よ り新 しい。出土遺物は縄文土器小片 1点,中世土師器皿多数,珠洲播鉢

底部片 1点,粘土塊 1点である。

901号土坑 (S K901,第 56・ 57・ 92・ 137図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.8m,深 さ30cmで ある。埋土は灰黄褐色

砂質シルトが混じる黒褐色粘土質シルトの単層である。切り合いからS D900よ り古く, S D879よ り

新しい。出土遺物は土師器 1点,中世土師器皿 1点 (ク2)である。

ク2は中世土師器皿である。口径約10cmの小皿で,摩滅のため調整は不明瞭であるが,非ロクロ成

形である。

906号土坑 (S K906,第 92図 )

B2地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.54m,短径1.86m,深 さ46cmで ある。埋

土は灰オリーブ色砂・黒褐色粘土質シルトがブロック状に混じる黒褐色粘土である。出土遺物は須恵

器奏胴部片 1点,珠洲奏胴部片 1点である。

909号土坑 (S K909,第 92図 )

B2地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1,14m,深さ38cmである。埋土は灰オリーブ

色砂・灰黄掲色砂質シルトがブロック状に混じる黒褐色粘土質シルトである。出土遺物は珠洲奏 1点

(翠′)で , S D907・ S G4221と の接合資料である。

919号土坑 (S K919,第 92図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸3.76m,短軸2,78m,深 さ34cmで

ある。埋土は,上層は黒色シルトを基調とする土が厚 く堆積し,下層は黒褐色粘土質シルトを基調と

f」を



第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

する上が薄く堆積する。出土遺物は土師器小片多数,中世土師器皿多数,珠洲甕 2点・重 1点・播鉢

1点である。

920号土坑 (S K920,第 93図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1,24m,深さ30cmである。切 り合いか
らS K921よ り古い。埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とし,上層にはにぶい責褐色粘上がブロック

状に混じり,下層には灰オリーブ色砂が混じる。出土遺物は中世土師器皿 2点,珠洲甕胴部片 2点で

ある。

921号土坑 (S K921,第 93。 137図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.22m,深 さ30cmである。埋土は上層
は黒褐色粘土質シルトを基調とし,下層は灰オリーブ色砂が薄く堆積する。切 り合いからS K920よ

り新しい。出土遺物は土師器皿 (ク絡～ク絡)。 長胴甕 1点,須恵器杯蓋 1点 ,中世土師器皿多数,珠

洲壷 1点である。

ク密～〃絡は土師器皿である。ロクロ成形で,底部は回転糸切 りである。器壁は薄く,胎土は精緻で

ある。クるは口径11.6cm,器高1。lcm,底径5.6cmで ,日径に対して器高が低 く,口縁端部は更に外反し

て扁平に大きく開く形態である。ク%も 同様の形態と推測され, 9世紀末～10世紀初頭のものである。

ク〃・グ絡はやや器高が高くなるが,体部は直線的に大きく開く形態である。

922号土坑 (S K922,第 93・ 137図 )

B2地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径2,72m,深 さ60cmである。埋土は黒褐色粘土

質シルトを基調とし,灰黄褐色砂質シルト・灰オリーブ色粘土・明褐色粘土がブロック状に混じる。

切り合いからS P 923(SB7)よ り新しい。出土遺物は土師器高杯 2点 。小片 3点 ,中世土師器皿

多数 (29,珠洲小片 2点である。
〃形は土師器皿である。口径は約14cmで ,直線的に大きく開く形態である。口縁部はやや外反し,

端部は下方へつまむようにして細 くおさめる。ロクロ成形で,器壁は薄く,胎土は精緻である。SK
921の ものと同様の時期と考えられる。

932号土坑 (S K932,第 93図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径64cm,短径30cm,深さ12cmで ある。
埋土は黒褐色粘土質シルトの単層である。出土遺物は土師器小片 1点,中世土師器皿 4点である。

942号土坑 (S K942,第 93図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸1.72m,短軸1.22m,深 さ24cmで

ある。埋土はほぼ水平堆積で,上層は灰オリーブ色砂・灰黄褐色砂質シルトがブロック状に混じる黒

褐色粘土質シルト,下層は黒褐色粘土質シルトが混じる灰オリーブ色砂である。出土遺物は瀬戸美濃

小片 1点である。

947号土坑 (S K947,第 95。 137図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.34m,短径1.7m,深 さ42cmである。
埋土は,灰黄褐色砂質シルト・灰オリーブ色砂がブロック状に混じる黒褐色粘土質シルトが厚 く堆積

し,下層の一部に灰オリーブ色砂が薄く堆積する。出土遺物は中世土師器皿 7点,珠洲甕 2′点 防 0・

壷 2点である。

フ8θは珠洲奏である。ロクロ成形で,底外面はヘラ起こしの際の板状圧痕が残る。

7ヱ5



2 遺構と遺物

949号土坑 (S K949,第 94・ 137・ 187図 ,図版44・ 盈 ,100)

B2地区中央よりやや西側に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸6.54m,短軸3.44m,深 さ

60cmである。埋土は,上層は黒褐色シルトが厚 く堆積し,下層には黒褐色砂・黒色粘上が混じる黒褐

色シルトが薄く堆積する。切 り合いからS D929よ り新しい。出土遺物は土師器,須恵器甕 1点・小

片 1点,中世土師器多数,珠洲壺多数 似舞)。 悟鉢 1点・甕 1点 ,中国製青磁碗 1点 (〃∂ヱ),古瀬戸

折縁深皿 1′点 似ν),漆器小片 1′点,桶側板 15ソ点 (2%～
=2諺
),骨 (ヒ ト)である。骨は被熟した

頭蓋骨の一部で,約 4 cln角 の小片である。

身∂′は中国製青磁碗である。鏑蓮弁文をもち,大宰府分類の龍泉窯系碗Ⅱb類に相当する。胎土は

灰色味の強い灰白色で緻密である。釉は半透明でオリーブ灰色を呈する。13世紀前半のものである。

2は 古瀬戸折縁深皿である。日縁部は外反し,端部は内面に折 り返して肥厚する。灰釉を施す。

中期様式Ⅳ期の製品で,14世紀中頃のものである。

期 は珠洲重か。叩打成形で外面平行叩きは底部付近まで施される。器壁は薄く,胎土は粗い白色

粒を多く含み,器面は灰色であるが,断面は灰褐色を呈する。

2%～ワンは桶の側板である。長さ34.6cm～ 36.4cm,幅 7.0～ 10.8cmで ,上端の幅がやや広い。樹種

同定した′25はスギで,木取りは板目が多い。

952号土坑 (S K952,第 95図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径34cm,深さ 6 cmである。小規模な土坑

で,埋土は灰オリーブ色砂・黒褐色粘土質シルトが混じる黒褐色粘上の単層である。出土遺物は縄文

土器小片 1点 ,土師器小片 1点,黒色土器小片 1点 ,中世土師器皿 1点である。

991号土坑 (S K991,第 67・ 137図 )

B2地区中央よりやや西狽1に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.64m,深 さ36cmである。埋土

はレンズ状の堆積で,上層は黒褐色シルト,中層はにぶい黄橙色粘土・灰オリーブ色粘土がブロック

状に混じる黒色粘土,下層は灰オリーブ色シルトを基調とする。切り合いからS E 992よ り古く, SK

993よ り新しい。出土遺物は土師器杯 鬱露),中世土師器皿 鬱潔～%め ,珠洲悟鉢 (男・夏の であ

る。珠洲 (ツ)は S D2055と の接合資料である。切り合いから16世紀末以降の遺構と推定する。

%y～%7は 中世土師器皿である。身∂を～%σは口径約 7～ 10cmの小皿,あグは口径約12cmの 大皿であ

る。口縁部に一段ナデを施し,底外面は無調整である。

388は土師器杯である。日径13.4cm,器高3.9cmと 深身で,体部が半球状に内湾し,底部は分厚 く体

部中程から口縁部にかけて急激に薄くなる。口縁部から体部上半はヨコナデで,内底面は指頭圧痕が

日立つ。外面体部下半から底部はヘラケズリで平底気味に仕上げている。胎土は精緻である。古墳時

代のものである。

身∂9は珠洲悟鉢である。口径は約34cn4で ,体部は直線的に開き,外傾口縁である。Ⅱ期のもの。

993号土坑 (S K993,第 67・ 138図 ,図版82)

B2地区中央よりやや西側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.54m,深 さ50cmである。埋

土は上層は黒褐色シルト,中層は黒褐色粘土質シルト,下層は黒色粘土を基調とする。切 り合いから

S E992・ S K991よ り古い。出土遺物は土師器長胴甕 3点 (あり ,中世土師器皿多数 鬱鉗),珠洲悟

鉢 1点 (297)。 重頸部片 1点,越中瀬戸 ?鉢 1点 骸男)である。遺物から16世紀末以降の遺構と推

定される。

2野は中世土師器皿である。国径13.7cm,器高1.5mで ,底部が厚 く,回縁部は外方に開いて短く立

ゴどσ
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ち上がる。ロクロ成形であり,底外面は回転糸切 りである。

2θ′は珠洲悟鉢である。体部は直線的に立ち上がり,口縁形態はタト傾口縁で器壁は薄い。胎上に粗
い礫粒を少量含み,口縁部外面に粘土紐接合痕が残る。Ⅱ期に比定される。

ク
"は
土師器長胴甕である。口径は約32cmで ,口縁部はくの字に折れ,端部を上方へつまむ。調整

はロクロナデである。 8世紀のものである。

ク男は越中瀬戸鉢か。日径13.8cmで ,小型の鉢類である。口縁端面は外方に拡張して水平に面を取り,

口縁部下はややくびれる。外面から口縁部内面にかけて灰釉を施す。内面の一部に漆状の付着物があ

る。

999号土坑 (S K999,第 95図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.64m,深さ32cmである。埋土は灰黄
褐色砂質シルト・灰オリーブ色砂が混じる黒褐色粘土質シルトである。出土遺物は中世土師器である。

1004号土抗 (S K 1004,第 96。 138図 ,図版78)

B2地区西側中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸3.6m,短軸3.24m,深さ24cmであ
る。埋土は上層に黒褐色シル ト・黒褐色粘土質シルトを基調とする上が水平堆積し,下層は灰褐色粘

上が薄く堆積する。切り合いからS K1086。 S K1097よ り古く, S K 1005よ り新しい。

出土遺物は土師器皿 1点,須恵器甕 3点,中世土師器皿 6点,珠洲壷 3点 (あめ ,越中瀬戸丸皿 2

点 骸夕)である。遺物から17世紀の遺構と推定する。

テクは越中瀬戸九皿である。 S K1036・ S K 1097と の接合資料である。口径■.Ocm,器高3.Ocm,底

径4.7cmで ある。外面下半は回転ケズリで,高台外側も深 く削り,断面三角形の削り出し高台となる。

口縁部内外面に灰褐色の鉄釉がかかる。17世紀のものである。

295は珠洲壷である。口径は約16cmで ,頸部が外反し口縁端部はタト傾する。ロクロナデを施す。

1005号土坑 (S K1005,第 96。 138図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸4,36m,深 さ30cmである。切 り合い

からS K 1004よ り古く, S Kl100よ り新しい。埋土は上層に灰黄褐色砂質シルトが厚 く堆積し,下層

はにぶい黄色砂が薄く堆積する。最下層の一部に黒褐色シルトがみられる。

出土遺物は須恵器,中世土師器皿 3点 骸%),珠洲悟鉢 2′点 (刀π,あり 。甕 2点・壷 2′点,中国
製青磁碗 1点,古瀬戸腰折皿 1点 骸

")で
ある。遺物から15世紀後半の遺構と推定する。

2%は 中世土師器皿である。日径約10cmで ,体部は外反気味に開き,口縁端部は上方につまみ上げ

小さく巻き込む。外面に幅の狭いヨコナデを施し,底外面は無調整である。

刀 7・ 29∂は珠洲悟鉢である。刀角よ直線的に開く外傾口縁である。小片で卸目はわずかに残るのみ

だが,斜め方向に施入される。Ⅱ期に比定される。,9∂は円頭で胎土は粗 く,卸 目は密に施入される。

Ⅵ期に比定される。

身99は古瀬戸腰折皿である。口径は約■cmに復元され,口縁部は外反し水平方向へ挽き出される。

る。灰釉が施される。後期様式Ⅳ期新段階の製品で,15世紀後半のものである。

1016号土坑 (S K 1016,第 95図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸80cm,短軸60cm,深さ18cmである。
埋土は灰黄褐色砂質シルト・灰オリーブ色砂が混じる黒褐色粘土質シルトである。出土遺物は中世土

師器皿 2点,珠洲重胴部片 1点である。

ど77



2 遺構と遺物

1024号土坑 (S K1024,第 95図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は精円形を呈し,長径90cm,短径60cm,深さ26calである。

埋土は灰黄褐色砂質シルトがブロック状に混じる黒褐色粘土質シルトの単層である。出土遺物は中世

土師器皿 1点,中国製青磁稜花皿 1点である。遺物から遺構の年代は15世紀頃と推定する。

1036号土坑 (S K1036,第 95。 138図 ,図版78)

B2地区西側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.12m,短径lB6m,深 さ28cmで あ

る。埋土は水平堆積で,上層は黒褐色粘土,下層は黒褐色粘土質シルトを基調とする。切り合いから

S E992・ S K 1004よ り新しい。出土遺物は土師器小片 1点 ,須恵器甕 1点,中世土師器皿 3点,珠

洲小片 1点,越中瀬戸丸皿 2点 骸%・ 立つ である。遺物から17世紀の遺構と推定する。

3鉗は越中瀬戸九皿である。口径10.5cm,器高3。lcm,底径4,7cmである。全面に回転ナデを施し,底

部は回転糸切りである。上半部内外面に鉄釉を施す。この他に S K 1004・ S K 1097と の接合資料であ

る九皿 鬱夕)がある。

1044号土坑 (S Kl能4,第95図 )

B2地区中央部西端に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.52m,深さ32cmである。埋土は黒褐

色粘土質シルトの単層である。切 り合いでは近代以降の柱穴に切られる。出土遺物は土師器小片 2点 ,

中世土師器皿 2点である。

1047号土坑 (S Kl弘7,第 97・ 138図ぅ図版73)

B2地区西側中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸1.3m,短軸1.3m,深 さ36cmで あ

る。埋土は灰黄褐色砂質シルト・灰オリーブ色砂が混じる黒褐色粘土質シルトの単層である。出土遺

物は中世土師器皿 1点 ,中国製青磁碗底部片 1点 ●2)である。遺物から15世紀頃の遺構と推定さ

れる。

Jθ′は中国製青磁碗である。外面には蓮弁文を施し,内面には圏線と花文のスタンプ文をもつ。高

台は断面四角形で高めであり,内側の削りは粗く中央に削り残しがある。上田分類のBⅢ類で,15世

紀中頃のものである。胎土は気泡と微細な黒色粒を含みやや粗い。釉は半透明でくすんだ緑色を呈し,

高台の外側まで施される。

1055号土坑 (S K1055,第 97・ 198図 ,図版106)

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,深さ36cmである。切り合いからS E 1610。

S K1058よ り古い。埋土は灰黄褐色砂質シル ト・灰オリーブ色砂が混じる黒褐色粘土質シルトである。

出土遺物は柱 (′例θ)である。ミズキ属の芯持ち材を使用し,底部は平坦にする。放射性炭素年代は,

15世紀初頭～17世紀初頭である湿。

1071号土坑 (S K1071,第 97図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸1,36m,短軸1,16m,深 さ36cmで

ある。埋土は黒褐色粘土質ンルトを基調とし,下層には灰責褐色砂質シルトが混じる。出土遺物は中

世土師器小片 1点である。

1082号土坑 (S K 1082,第 97図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径90cm,短径58cm,深さ16cmである。

埋土は黒褐色粘土質シルトの単層である。遺物は須恵器杯蓋 1点 ,中世土師器小片多数である。

1086号土坑 (S K 1086,第 138図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径54 cm,深 さ30cmである。柱穴状の小土
注52 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内選跡出土木al品の放射性炭素年代測定」
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坑で,埋土は黒掲色粘土質シルトを基調とする単層である。中世土師器皿 2点 (■つ が出土した。

3νは中世土師器皿である。口縁部に一段のヨコナデを施し,端部に面をとる。

1090号土坑 (S K1090,第 97図 ,図版44)

B2地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.14m,短径90cm,深さ38cmである。埋

土は黒褐色粘土質シルトを基調とし,下層には灰黄褐色砂質シルトが混じる。出土遺物は板材で,数

枚が重なり合って出土した。板材の放射性炭素年代は10世紀～12世紀前半であるE53。

1100号土坑 (S Kl100,第 138図 )

B2地区西側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.4m,深さ14cmである。出土遺物は

中世土師器皿 1点 ,珠洲悟鉢 1点 ●露)である。切り合いではS K1005に 切られる。浅い落ち込み

状の上坑で,埋土は黒褐色粘土質シルトの単層である。

∂餌は珠洲悟鉢である。胎土は粗く礫粒と気泡を多く含む。底外面はヘラ起こしの板状圧痕が残る。

1112号土坑 (S Kll12,第 138図 )

B2地区中央よりやや西側に位置する。平面形は精円形を呈し,長径60cm,短径40cm,深 さ16cmで

ある。小土坑で,埋土は灰オリーブ色砂が混じる黒褐色粘上の単層である。出土遺物は中世土師器皿

2′点 ●能)である。

♂レは中世土師器皿である。口径約1lcmの小皿である。摩滅のため調整は不明瞭であるが,口縁部

に一段ナデを施す。内面にススが付着し,灯明皿として使用されたと考えられる。

■19号土坑 (S Kll19,第 138図 )

B2地区中央よりやや西側に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸1.48m,短軸72cm,深さ14

cmである。浅い土坑で,埋土は黒褐色粘土・灰オリーブ色砂を基調とする。出土遺物は須恵器甕胴部

片 1′点,中世土師器皿多数 ●
"～
側の である。

∂θ5～卸グは中世土師器皿である。Jθ5は 口径9.Ocmの小皿,ど
"・
印7は約12cmの大皿である。調整は

摩滅のため不明瞭であるが非ロクロ成形である。

■46号土坑 (S Kl146,第 97図 )

B2地区中央よりやや北側に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸3.7m,深 さ28cmで ある。埋
土は黒褐色シルトを基調とするが,下層の一部には灰黄褐色砂質シルトが堆積する。出土遺物は中世

土師器小片 2点である。

■48号土坑 (S Kl148,第 98・ 138図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸4.8m,短軸3,22m,深さ80cmである。
埋土は,上層は黒褐色粘土質シルトを基調とする上が層をなし,下層は黒掲色粘土質シルトが混じる

褐灰色粘土質シルトが水平堆積する。

出土遺物は須恵器杯蓋 1′点,中世土師器皿 3点 ●銘),珠洲橋鉢 4点 ●ω 。例θ)・ 甕 3点・壷 1

点である。遺物から,13世紀中頃～14世紀前半の遺構と推定される。

∂θ∂は中世土師器皿である。口径約 6 cmで ,口縁部に一段ナデを施し,底外面は無調整である。

3θθ。例θは珠洲悟鉢である。例フは日径約22cmの小型の鉢で,水平口縁であり,Ⅲ ～Ⅳ期に比定さ

れる。2θは体部片で,卸目は直線文と曲線文が不規則に交差する。 13～ Ⅱ期に比定される。

1154号土坑 (S KllM,第 99。 132・ 138。 lM・ 202・ 204。 206図,図版44・ 63・ 65・ 69,89。 109・

112・  114)

B2地区中央部に位置する。平面形は円形を呈 し,直径4.12m,深 さ54cmである。埋土は,上層は
注53 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分新研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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2 遺構と遺物

黒褐色シル ト,中層は黒色粘土,下層は黒色シル トを基調 とする上が堆積する。切 り合いからSK

l155よ り新しい。

出土遺物は縄文土器深鉢 2点,土師器甕 1点 ,中世土師器皿多数 (貿′),珠洲悟鉢多数 (′露・D・y」

～例5。 膠7)・ 甕多数 (ヱ刃・貿〃・貿∂・壺 2′点,中国製青磁碗 1点,土錘 1′点 (D・yの ,釣針 (′認の ,

棒材 3点 ,磨製石斧 1点 (刀餌),砥石 1点 (汚郎)である。中国製青磁は大宰府分類の龍泉窯系碗

12類である。珠洲橋鉢 (ゴ房)は S E 1087・ S K 1271,珠洲奏 (′刃)は S E 1087と の接合資料であ

る。遺物から13世紀中頃の遺構と推定する。

例ヱは中世土師器皿である。口径約12硼で,日縁部に一段ナデを施し,底外面は無調整である。

例〃～例σ・7"は珠洲である。貿ど～貿σ。7夕は悟鉢である。貿♂は口径20.Om,器高7.3cm,底径9,2

cmの小型の鉢である。体部はやや内湾し,外傾口縁で,無文である。ロクロロが顕著で,底外面は静

止糸切りである。例翠は口縁部が先細 りする水平口縁で,片口が付 く。例σは外傾口縁で,内端部が尖

り端面は平直である。彩ンは口径47.Ocmの 特大鉢である。口縁内端部を上方に挽き上げる外傾口縁で,

体部はやや内湾する。夕′・夕翠は I期 ,貿σはⅡ～Ⅲ期,彪Yは Ⅱ期に比定される。貿グ・貿σは甕で,

I期に比定される。伊ワはコの字状に外反する長頸に嘴頭口縁が付 く。外面平行叩きは細密な原体を

用い,内面は口縁部はヨコナデ,体部は円礫の当て具痕を残す。例δは外反する長頸に尖頭状に挽さ

出した口縁部が付 く。

貿πは土錘である。細長い形態で,長 さ2.9cm,直径0。 9cm,了し径0.4c14,重量2.Ogである。摩減のた

め調整は不明であるが,指頭圧痕が残る。

ヱ潔σは釣針である。長さ25.5cm,径 0。 9cmで,先端に細かい快り込みを入れて釣状とする。材はスギ

である。

汚鉗は磨製石斧である。刃部は蛤刃状の両刃で,両側縁は刃部に向かって広がる。石材は蛇紋岩。

汚郎は砥石である。凝灰質泥岩で,中砥の天草砥か。

H55号土坑 (S Kl155,第 98,126図 )

B2地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.08m,深 さ36cmである。埋土は,上層は

黒褐色粘土質シル ト,下層は灰黄褐色砂質シルトを基調とする。切 り合いからS Kl154よ り古い。出

土遺物は中世土師器皿 1点,珠洲悟鉢 1点 (びの,甕 1点,板材 1点である。珠洲悟鉢は S D 2052と

の接合資料である。遺物から13世紀前半の遺構と推定する。

1178号土坑 (S Kl178,第 99図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.lm,短径1.6m,深 さ26cmで ある。埋

土は灰責褐色砂質シルトがブロック状に混じる黒褐色粘土質シルトの単層である。切り合いではSK

l179を切るが,両者は同一遺構の埋上の違いかもしれない。出土遺物は縄文土器深鉢 1点 ,中世土師

器皿 3点 ,板材 1点である。板材の放射性炭素年代は10世紀末～12世紀前半であるがl・
ro l,切
り合いか

ら遺構の年代は17世紀と推定する。

1179号土坑 (S K l179,第 99・ 139図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸3,7m,短軸2.92m,深さ30cmである。埋

土は灰黄褐色砂質シルトが混じる黒掲色粘土質シルトの単層である。切り合いではS K l178に切られ

るが,両者は同一遺構の埋土の違いかもしれない。出土遺物は中世土師器皿 3点,珠洲甕 1点,越中

瀬戸皿 1点 ●2)である。遺物から17世紀の遺構と推定する。
レ′は越中瀬戸九皿である。外面下半は回転ケズリで,高台外側の削りは浅く,低い碁笥底状の高
注54 第二分冊 自然利学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

台となる。17世紀前半のものである。

1215号土坑 (S K1215,第 101・ 139図 )

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径34cm,深さ20cmである。埋土は黒褐色

粘土質シルトの単層である。出土遺物は中世土師器皿 3点 (p∂・貿の,珠洲梧鉢 1点 徹勢)である。

遺物から13世紀前半～中頃の遺構と推定する。

夕∂・コ9は中世土師器皿である。コ∂は口径約■cm,例9は約15cmである。口縁部に一段ナデを施し,

底外面は無調整である。例9は端部に面をとり,13世紀前半のものである。

νθは珠洲括鉢である。外傾口縁で,端面はやや拡張し平直である。卸目は口縁端部から施入され

る。Ⅱ～Ⅲ期に比定される。

1218号土坑 (S K1218,第 101・ 139図 ,図版81)

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径29cm,深 さ6 cmである。埋土は灰オリ
ーブ色粘土がブロック状に混じる黒褐色粘土の単層である。出土遺物は中世土師器皿 2点,越中瀬戸

橋鉢 1点 徹″)である。遺物から16世紀末～17世紀前半の遺構と推定する。

レ は越中瀬戸括鉢である。口縁形態は,縁帯の下端を外方につまみ出す。内外面に錆釉がかかる。

16世紀末～17世紀前半のものである。

1237号土坑 (S K1237,第 101・ 139図 )

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径20cm,深さ 8 cmである。埋土は灰責褐

色砂質シル トが混じる黒褐色粘土質シルトの単層である。出土遺物は中世土師器皿 1点 徹努)であ

る。遺物から13～ 14世紀の遺構と推定する。

男 は中世土師器皿である。日径は約12cmで ,口縁部に一段ナデを施す。

1245号土坑 (S K1245,第 101・ 139図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は精円形を呈し,長径88cm,短径80cm,深さ10cmで ある。埋土

は黒褐色粘土質シルトである。出土遺物は珠洲甕 1点 9/)で ある。
潔 は珠洲奏である。嘴頭口縁で,内面には工具による押圧溝が巡る。 I期に比定される。

1263号土坑 (S K 1263,第 100図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2,34m,深 さ40cmである。埋土は,上層は

灰オリーブ色粘上がブロック状に混じる黒褐色シル ト,下層は灰黄褐色砂質シルト・灰オリーブ色砂

がブロック状に混じる黒褐色粘土質シルトで,東側の一部に明黄褐色シルト・黒4fB色シルトが堆積す

る。切り合いではS K1281を切る。出土遺物は中世土師器皿 4点,珠洲括鉢体部片 1点である。

1264号土坑 (S K 1264,第 100。 139。 175図 ,図版59・ 69)

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径3,76m,深 さ78cmである。断面形は浅い半

円形を呈し,坦土は,上層はにぶい責橙色粘土がブロック状に混じる黒褐色シルト,中層は黒色粘土・

黄灰色シルト・黒褐色粘土質シル トがレンズ状に堆積し,下層はにぶい黄橙色粘土・灰白色シルトが

混じる黒色粘上が厚 く堆積する。切 り合いからS P 1265(SB8)よ り古い。

出土遺物は縄文土器小片 1点 ,須恵器甕 3点・壷 1点,中世土師器皿多数 徹%～
"め
,珠洲括鉢

5点 徹ν)・ 奏 6点 徹留)。 重 2点,瀬戸美濃小片 1点,箸 1点 (刀鉗),板材 2′点,貝 (イ ボウミ

ニナ・ユウヒザクラ)で,他に焼けた自然礫が 1点ある。また埋上の微細物分析ではコナラ亜属の殻

斗が 3点検出されたE55。

25～露′は中世土師器皿である。25は 口径8.6cm,器高1.3cm,"～レ冽よ口径約 9 cmの小皿で,
注55 第二分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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2 遺構と遺物

ν9～
"′
は口径約13～ 14cmの大皿である。摩滅のため調整は不明瞭であるが,口縁部に一段ナデを施

し,底外面は無調整である。

∂レ・B郎は珠洲である。ヨ形は悟鉢である。体部片で直線的に開き,卸目は1.lcm幅 に 8日 の原体を

用い,曲線文が施入される。Ⅱ期に比定される。認♂は甕である。長頸に嘴頭口縁が付 く。外面平行

叩きは頸部下から施され,内面はヨコナデで当て具痕をかきならす。 I期に比定される。

′θ野は箸である。断面は楕円形を呈する。

1266号土坑 (S K 1266,第 102図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.56m,深さ24cmである。埋土は黒褐色粘
土質シルトを基調とし,下層には灰黄褐色砂質シルトが薄く堆積する。切り合いからS K 1267よ り古

い。出土遺物は中世土師器皿 1点,珠洲壷 1点・悟鉢 1点,唐津椀 1点,越中瀬戸皿 1点である。遺

物から17世紀の遺構と推定する。

1267号土坑 (S K1267,第 102図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径22cm,深さ6 cmである。小規模な土坑で,
埋土は黒褐色粘土質シルトの単層である。切り合いからS K1266よ り新しい。出土遺物はない。

1271号土坑 (S K1271,第 101・ 128。 132・ 138,139,173～ 177。 182・ 202・ 203・ 214図 ,図版45,

60・ 63・ 64・ 89。 92・ 93・ 100。 108・ 109。 111)

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径4.48m,深 さ53cmである。埋土は上層は黒

褐色シルト,下層は黒色粘土質シルトを基調とし,にぶい黄橙色粘上がプロック状に混じる。切 り合

セヽからS K l182・ S K 1272よ り古ヤヽ。

出土遺物は,須恵器杯蓋 1点 ,中世土師器皿多数 (認翠～%め ,珠洲悟鉢多数 (%・ ヱ何・コσ・

託め・甕多数 (万9,中国製青磁碗 5′点 (節め,中国製白磁碗 1′点 (35σ),中国製青白磁小片 1点 ,
越中瀬戸皿 2点 ,土錘 1′点 ●刃),下駄 1点 (′ %θ),糸巻 1′点 (刀2),台脚 1′点 (′%5),漆器椀
2,点 (刀鐸・′θ密)。 皿 1′点 αθクの,杓子 ?1′点 (7θり ,箸約側点 (刀2～

"の
,円形板 2点 (′劾 ,

柱 1′点,杭 1′点,角材 1点 (■348),板材多数 (ゴン 7・ ′ν9・ 刀刀・■3税・■353),棒材多数 (汚2),

敲石 1点 (汚
"),鉄
津 1点 (フ
"),粘
土塊である。中国製青磁には,図示していないが大学府分類

の龍泉窯系碗 14類がある。珠洲にはS D2055。 S E 1087・ S Kl154,S K 1540と の接合資料がある。

また,小片のため図示していないが I期の珠洲悟鉢がある。遣物は下層からの出土が主で,粘土塊 ,

木製品,土器・陶磁器が混在した状況が広い範囲にみられた。粘土塊は硬く焼き締まったもので,多

数出土しており,竃等の残骸か。

両国の箸が多数出上しており,祭祀が行われた可能性もあるが,中世土師器も含めて土器・陶磁器

類は完形のものが無く,小片が多いことから,不用品を廃棄した土坑の可能性が高いと考える。埋土

中に含まれていた灰状の物質を分析した結果,稲に由来する燃焼灰であることがわかり,その放射性

炭素年代は13世紀後半であった注56。 炭化材片もあるものの,出土した木製品には焼けた痕跡はみられ

ず,焼土もないので,土坑内で燃やしたものではないと考えられる。粘土塊が電の破片とすればその

灰であろうか。また,埋土を分析した結果,栽培種のイネを含む7分類群の草本の種実が検出された
注56。 遺構の年代は遺物から13世紀後半～14世紀前半と推定する。

"を

～β
"は
中世土師器皿である。∂ν・

=影
は完形に近く,」νは口径11.4cm,器高3.Ocm,J影 は口径

12.6cm,器高2.6cmで ある。その他は,回径約 7～ 13cmに分布する。調整は口縁部に一段ナデを施し,

底外面は無調整である。Jν・∂フでは右回りにナデ抜いた痕跡がみられる。色調と胎土は2種に分か
注56 第二分冊 自然科学分新 パリノ サーヴェイ株式会社 「中尾新保谷内遺PINの自然科学分析J
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

れ,にぶい橙色を呈し粗い砂粒を多く含むもの (M5・ 寛め の他は,淡責色もしくは灰責色等を呈し

砂粒をあまり含まない。骨針・雲母は両者とも含む。

=5σ
は中国製白磁碗である。回禿の碗で,胎土は灰色味の強い仄白色を呈する。口径は約1lcmで ,

大学府分類の碗Ⅸ c類に相当し,13世紀後半～14世紀前半のものである。

%グは中国製青磁碗である。鏑蓮弁文をもち,大学府分類の龍泉窯系碗Ⅱb類 に相当する。胎土は

灰色で緻密である。釉は透明で灰オリーブ色を呈し,貫入が目立つ。13世紀前半のものである。

♂材は珠洲悟鉢である。卸目は放射状にまばらに施入され,底外面は静止糸切 りである。

隻刷ま土錘である。球型を呈し,長さ4.3cm,直径4.9cm,孔径1.6cm,重量86.5gで ある。

′%θは露卯下臥である。前歯は2本柚,後歯は 1本柄で結合される。材は,台がモクレン属,歯が

スギである。

刀陸は糸巻の枠木である。長さ27.5cmの大型品で,横木と結合するための方形の柄孔が 2箇所あり,

両端は斜めに削り込まれる。材はスギで,木取りは柾目である。

′χ馴ま台脚である。長さ24.Ocm,厚 さ1.5cmで ,上端は面を取り,中央の決 り部分と両端に,上面か

ら穿たれた釘孔がある。中央の孔には木釘が残存し,貫通しているが,両端の孔は貫通していない。

材はスギである。

刀ω・′θ解・ヱθ%は漆器である。材はすべてケヤキである。刀ωはベタ底の総黒色系椀である。

′θ定は総黒色系椀で内外面に赤色 (朱)漆絵がある。炭粉漆下地である注57。 ′θ/-5は皿である。総黒色

系漆で,露胎のベタ底である。内面にロクロロが残る。柾目のヨコ木取りである。12～ 13世紀のもの。

ヱθ絡は杓子か。湾曲面をなすように削られているが,破損している。

刀Я賀ヱπイま箸である。ほとんどが両国箸であるが,希に太さが一定か,片口になる箸もある("鋸・

ガ
"・
ヱFα )。 削りは粗雑で,断面形は四角形は少なく,五角形と六角形が多い。また,扁平なもの

と正円に近いものがある。数点を樹種同定した結果,スギであった。

7彦θ♂は円形板である。薄手で,材はスギである。

′認グ～′」男は用途不明品で,′∂坐どは角材,777・ ′νθ・ヱ
=5θ
・ヱ
=ν
・′J露は板材,′節′は棒材であ

る。汚密は角材で,角 は削り落とされ,両端は平坦である。ヱ79・ 胃刀は方形または円形の切り込み

がある。■35■は一箇所が削り込みによってくびれる。ttνは縁端部に木釘孔状の孔があり,折敷の可

含と性もある。汚房は方形の孔がある。材は,どνθ。お刃・汚男はスギ,汚例はクリである。

二355は敲石である。敲打成形により礫を棒状に加工し,両端に使用時の敲打痕がわずかに残る。加

工面は長軸方向に3条のゆるい稜をなし,平滑に仕上げる。石材は砂岩である。

フ%は鉄津。16.lgで小型である。磁石に対する反応は微弱で,形状から鍛冶津と考えられる。

1272号土坑 (S K 1272,第 101・ 140図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は不整形を呈するが,溝の一部の可能性ある。長軸3.6m,短

軸1.lm,深さ42c14である。埋土は黒掲色粘土・灰責褐色砂質シルトが混じる黒色シル トである。切

り合いからS K 1271よ り新しい。出土遺物は土師器甕 1点 ,中世土師器皿多数 ●側),珠洲悟鉢口縁

部片 1点・甕・壼胴部片各 1点である。切 り合いと遺物から,14世紀前半の遺構と推定する。

∂σθは中世土師器皿である。口径8.2cm,器高1.4cmで ,回縁部に一段ナデを施す。

1273号土坑 (S K 1273,第 102図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸2.2m,短軸1.86m,深 さ40cmである。埋

土は黒褐色粘土質シルト・灰責褐色砂質シルト・黒褐色粘土・黒褐色シルトを基調とする上が層をな

注57 第二分ll 自然科学分析 株式会社力,速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
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2 遺構と遺物

して堆積する。切 り合いからS K1274よ り新しい。出土遺物は珠洲壷胴部片 1点である。

1274号土坑 (S K1274,第 102図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸82cm,深さ20cmである。埋土は,黒褐色

粘土質シルトがブロック状に混じる灰責褐色砂質シルトの単層である。切 り合いからS K1273よ り古

い。出土遺物は中世土師器皿小片 1点である。

1281号土坑 (S K 1281,第 100図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.58m,深さ28cmである。埋土は上層は灰

オリーブ色粘土がブロック状に混じる黒褐色シルト,下層は暗褐色シルトである。切り合いではSK

1263に切られる。

1282号土坑 (S K1282,第 100図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径94cm,深さ32cmである。埋土は上層は灰オ

リーブ色粘土がブロック状に混じる黒褐色シルトで,下層は黒色粘土質シルトが帯状に混じる黒色シ

ルトである。出土遺物は中世土師器皿多数である。

1290号土坑 (S K 1290,第 140図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径42cm,深 さ12cmの浅い落ち込み状の上坑で

ある。出土遺物は珠洲小片 1′点,越中瀬戸九椀 1点 (ど2)である。
ど2は越中瀬戸丸椀である。口径 10。 lcmである。内外面に暗赤褐色の鉄釉,底部周辺には錆釉がか

かる。16世紀末～17世紀初頭のものである。

1293号土坑 (S K1293,第 103・ 140図 ,図版56)

B2地区南西部に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸1.66m,深さ13cmである。埋土は灰責褐

色砂質シルトが混じる黒褐色粘土質シル トの単層である。切り合いからS D 1292よ り古 く, S K1294

より新しい。出土遺物は土師器椀 ●2)ま たは皿の小片多数,珠洲奏 1点 ,越中瀬戸皿 1点である。

32は土師器椀である。口径12.9cm,器高3.6cm,底径6.lcmである。ロクロ成形で,底部は回転糸切

りである。

1304号土坑 (S K1304,第 102・ 138・ 140図 ,図版69)

B2地区南西部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸7.84m,短軸4.6m,深さ36cmである。埋

土はほぼ水平堆積で,上層は黒褐色粘土質シルト,下層は黒褐色粘土を基調とする。切り合いから

S D 1292・ S D 1305よ り新しい。

出土遺物は須恵器杯小片 3点・甕小片 4点・壼小片 1点・不明小片 1点 ,中世土師器皿多数,珠渉H

奏片多数 (例σ・髭め・重 (3δ5。 どδσ)・ 悟鉢 2点 (記の,中国製白磁碗 1点 (%の ,越中瀬戸丸皿 1

点 (Mの である。珠洲甕 (訂σ)イまS Kllr。4と の接合資料である。13世紀後半～14世紀前半の遺物が

多いが,越中瀬戸が出上しており他の中世の廃棄土坑に比べ浅いことから17世紀の遺構と推定する。

3"は中国製白磁碗で,高台は小型で断面方形を呈し,見込みには圏線をもつ。釉は不透明で,高

台周辺は無釉である。大学府分類の碗Ⅸ2a類に相当し,13世紀中頃～14世紀前半のものである。

3び率～Jδσ・∂鉗は珠洲である。Jδイは奏である。長頸に尖頭状の嘴頭口縁がつく。 I期に比定される。

Jδ5・ 3σσは壺である。3δ5は口頸部で,口縁内端部がやや肥厚し沈線状の段をもつ。3σσは叩打成形重

で,底径9,8cmである。外面は平行叩き,内面はロクロナデで,底外面はヘラ起こしの際の板状圧痕

が残る。3δ♂は橋鉢で,小片のため口径は明確でなぃ。体部は直線的に開き,水平口縁である。卸目

は幅の広い原体を用い,密に施入される。胎土は気泡や粗い砂粒を含む。Ⅳ期に比定される。

7芝
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

“

7は越中瀬戸丸皿である。外面は回転ケズリで,高台外狽1の削りは浅く,低い碁笥底状の高台と

なる。上半部内外面に灰褐色の鉄釉がかかる。17世紀前半のものである。

1320号土坑 (S K1320,第 103・ 140図 )

B2地区南東部に位置する。平面形は楕円形で,長径82cm,短径58cm,深さ22cmである。埋土は上

層に暗褐色シルト,下層に黒褐色粘土質シルトが水平堆積する。出土遺物は中世土師器皿多数 徹ω),

中国製青磁碗 1点,板材 2点で,板材の放射性炭素年代は11世紀中頃～12世紀中頃である。

∂δ9は中世土師器皿である。口縁部に一段のナデを施し底外面は無調整である
瀧。

1347号土坑 (S K 1347,第 102・ 140図 )

B2地区南西部に位置する。平面形は円形を呈し,直径78cm,深さ18cmで ある。埋土は黒褐色粘土

を基調とする。出土遺物は中世土師器皿 3点 (′跨・∂密),土錘 1点 ●″)である。

」℃ 。J々 は中世土師器皿である。口径は,∂々が約14cm,Jでは小片のため不明確である。′知はや

や深身で,日縁部のヨコナデは内面と口縁端部のみに施され,外面は指頭圧痕が残る。J密 は口縁部

に一段ナデを施し端部に面を取る。13世紀前半のものである。両者とも内面にススが付着し,灯明皿

に使用されたと考えられる。

♂クは土錘である。細長い形態で,端部に面を取る。長さ5.Ocm,直径1.15cm,孔径0。3cm,重量7.3g

である。外面調整は縦方向のケズリか。摩減のため不明瞭である。胎土に角尖石・雲母を多く含む。

1445号土坑 (S K 1445,第 103・ 140図 )

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径76cm,深さ19cmで ある。埋土はにぶい

責褐色シル トが混じる黒色粘土質シル トの単層である。出土遺物は中世土師器皿 4点 (J2・ 」窪 ),

珠洲甕 1点である。遺物から13～ 14世紀の遺構と推定する。

∂宥・∂惚は中世土師器皿である。」密は口径約10cmの小皿,J解 は約14cmの大皿である。摩減のため

調整は不明瞭だが,非ロクロ成形で,J宥は一段ナデを施し端部に面を取る。

1446号土坑 (S K 1446,第 43・ 103・ 140図 )

B2地区南側中央部, S B12の 北東隅に位置し,建物の上間部分か。平面形は方形を呈し,長軸

3.52m,短軸3.44m,深 さ14cmである。埋土は灰オリープ色砂が混じる黒褐色粘土質シル トである。

切り合いではS P 1586(S B12)に 切られる。出土遺物は中世土師器皿 7点 ,珠洲橋鉢 2点 徹る )

である。

」るは珠洲悟鉢である。口縁部は内湾し,端部は先細 りする。 I期 に比定される。

1447号土坑 (S K 1447,第 43,103図 )

B2地区南側中央部からB2地区北側中央部, S B12の北側中央に位置し, S K 1446と ともに建物

の土間部分を構成する可能性が考えられる。平面形は方形を呈し,長軸4.2m,短軸2.84m,深さ15cm

である。埋土は黒色粘土質シルト・にぶい黄褐色シルトがブロック状に混じる灰責褐色砂質シルトの

単層である。出土遺物はない。

1478号土坑 (S K1478,第 104・ 140図 ,図版44・ 60)

B2地区南側中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径72c14,深 さ22cmである。埋土は,上層

は黒褐色粘土質シルト,下層は黒褐色シルトを基調とし,にぶい黄橙色粘土・灰黄掲色シルトがブロ

ック状に混じる。出土遺物は中世土師器皿多数 ●%),珠洲悟鉢 2点 ●〃)。 小片 1点である。遺物

から13世紀の遺構と推定する。

」ては中世土師器皿である。完形に近く,口径13.Ocm,器高2.3cmで ある。器壁は薄く,摩滅のため
注58 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定J
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2 遺構と遺物

調整は不明瞭であるが,口縁部に一段ナデを施す。底外面には部分的に布状の圧痕が残る。

∂〃は珠洲悟鉢で,口径は30,Ocmで ある。体部は直線的に開き,口縁形態は内端部を爪状に仕上げ

る外傾口縁である。卸日は1.8cm幅 に 9目 の原体を用い,ま ばらに施入される。Ⅱ期に比定される。

1482号土坑 (S K1482,第 104図 )

B2地区南側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径56cm,短径34cm,深さ24cmである。

埋土は灰オリーブ色砂・黒掲色粘土質シルトが混じる黒褐色粘土である。板材 1点が出上した。

1492号土坑 (S K 1492,第 104。 140図 ,図版60)

B2地区南西部に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸3.46m,短軸3.28m,深 さ72cmである。

坦土は,上層はにぶい黄橙色粘上がブロック状に混じる黒色シルト,下層は黒色粘上を基調とし,遺

物は主に上層から出上している。

出土遺物は須恵器杯 1点・杯蓋 1点,中世土師器皿多数 (J絡～β
`り
,珠洲甕多数・重 4点 (,9う 。

橋鉢 1点,中国製白磁小片 1点,土錘 1点,土製紡錘車 ?1点である。他に自然礫が一部では円形に

まとまった状態で出土したが,意図的に置かれたものかは不明である。遺物から13世紀の遺構と推定

される。

∂2～∂夕は中世土師器皿である。口縁残存率が高いものは,385が口径9.lcm,器高1.9cm,389が 口

径11,9cm,器高3.Ocm,J%が 口径12.9cm,器高2.6cmで ,他は口径は約 8～ 16cmの 間に分布する。385は

底部中央を外面から押し上げ窪ませる。」絡は口縁部に二段ナデ,他は一段ナデを施し,底外面は無

調整である。∂絡は12世紀後半のものである。38翠は内面全面にハケ状工具ナデを施す。3留も口縁端

部にわずかにハケ状工具痕が残り,なで消したものとみられる。脚辟 ′
"は
口縁端部に面を取り,端

面には沈線状の窪みが巡り,内端部が内側に肥厚する。13世紀前半のものである。∂々 の外底面には

平底の径よリーまわり小さい円盤状の粘土に粘土紐を接合して成形したとみられる粘土接合痕が残る。

38′・B89は 内底面及び外底面の黒変が著しい。認多 J鉗・
=ク
は灯芯油痕やススが付着し,灯明皿と

して使用されたと考えられる。

∂95は珠沙H壷である。やや外傾する口頸部で,外端部を外側に挽き出す。

1506号土坑 (S K1506,第 105・ 133・ 141図 ,図版45'64・ 68)

B2地区中央よりやや南側に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸2.14m,短軸2.04m,深 さ

44cmである。埋土は水平堆積で,上層は黒褐色シルト,中層と下層は黒褐色粘土質シルトを基調とす

る。中層は灰黄褐色砂質シルト・にぶい責橙色粘土がブロック状に混じるが,下層は灰オリーブ色砂

が混じる。

出土遺物は土師器高杯 1点,須恵器甕 1点,中世土師器皿多数 ●%～島0,珠 洲括鉢 4点 (′ク・

J99～翠2)・ 壷 3点 ,中国製青磁碗 1点 。小片 2′点,板材 1点である。土坑の中央には一部に樹皮が

残る腐食した植物遺体が広がり,中世土師器皿や珠洲悟鉢がその上から出土した。腐食が進まず形を

とどめた木質遺物も出上したが,加工痕のない自然木であった。′フは S E 1491と の接合資料である。

遺物から13世紀前半～中頃の遺構と推定する。

d%～J9∂は中世土師器皿である。」%は 口径約 8 cmの小皿で,印グ・
'9∂

は約13cmの大皿である。口

縁部に‐段ナデを施し,底外面は無調整である。押グは口縁部に灯芯油痕が残る。

∂99～翠ω は珠洲悟鉢である。Jθ9・ 翠
"は
外傾口縁で内端部を上方へ引き上げ端面は平直である。

イαは口径34。2cm,器高13.4cm,底径12.2cmである。体部は直線的に開き,器厚は一定で端部は平直で

ある。卸目は,望ω・翠2は口縁部よリー段下がつたところから放射状に施入され,翠
"は
まばらに施

′〃σ
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入される。孝ωは一単位2.8cm幅に18目 の原体を用いる。底外面は静止糸切りである。∂99・ 翠
"は
Ⅱ～

Ⅲ期,を例はⅢ期に比定される。

1510号土坑 (S K 1510,第 106,141・ 172・ 182・ 201図,図版90・ 108・ 109)

B2地区南東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径4,34m,短径3.2m,深 さ70cmである。切
り合いからS K 1581よ り古く, S K 1580よ り新しい。埋土は,上層は黒褐色シルトを基調とし,にぶ
い責橙色粘土がブロック状に混じる。下層は黒色粘上を基調とし,一部にはにぶい責橙色粘土・褐灰
色砂が混じる。

出土遺物は土師器甕 1点,須恵器杯 1点 ,中世土師器皿多数 (をレ・ソ鋸),珠洲甕多数 (を%),下
駄 1′点 0体の,円形板 1′点 OZり ,網枠 1′点 (′翻 ,斎串 1′点 (Bテ0,板材 2′点,棒材 1′点 0郎の
である。斎串が出土していることから祭祀に関わる土坑の可能性もある。板材の内 1点の放射性炭素

年代は10世紀末～11世紀前半であった注59。 遺物から13世紀の遺構と推定する。

イク・を鋸は中世土師器皿である。を防は口径約 9 cmの小皿,を銘は約12cmの大皿である。口縁部に一

段ナデを施し,翠鋸は端部に弱い面を取る。13世紀前半のものである。

を%は珠洲甕である。底外面は板状圧痕が残 り,ヘラ起こしか。

ヱ
"Я
よ露卯下駄である。材はスギである。フ能は円形板である。薄手で破損している。

刀能は網枠である。樹度を剥いだヒノキの芯持ち材を使用する。中央の断面は円形を呈するが,両
端からそれぞれ約15cmは弧の内側を削って面取りし,端部断面はかまぼこ形になる。両側に棟網の柄
とくくり合わせるための決り込みがある。一方は弧の内側を除いて狭 り込みが溝状に巡り, もう一方

は内狽1の面取 り部分の両側面を少し狭る。両端は山形に尖らせる。

′%Jは斎串である。長さ36.lcm,幅2,3cm,厚 さ0。7c14で ,細長い板材の両端を圭頭状に切る。材は
スギである。

駕%は棒材である。長さ81.6cmで,断面は楕円形を呈し,先端は九くする。材はスギである。
1540号土坑 (S KlMO,第 107・ 124。 126・ 128,137～ 139・ 142・ 177・ 207・ 208図,図版44・ 60。

61・ 65・ 2・ ■4・ 116)

B2地区中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸6.36m,短軸4.16m,深 さ60cmである。
埋土は,上層は黒褐色シルトが薄く覆い,中層は黒色シルトの下ににぶい黄橙色粘上がプロック状に

混じる黒色粘土質シルトが堆積する。下層は黒色粘土を基調とし,一部に灰黄褐色粘土等が混じる。

出土遺物は縄文土器小片 1点,弥生土器奏 1点 ,土師器高杯 2点・甕 1点 ,中世土師器皿多数 惇′ク
～あ0,珠洲甕・壼・悟鉢多数 (ググ・2・ %・ 第9・ コを・∂認・奪π～留σ),中国製青磁碗多数 (を∂孝
～巧の・鉢 1点,中国製白磁碗 1点 ,箸 2点 ("σπ・

"鉗
),抗数点,板材数点,砥石 2点 (ツ冴・

フ鋸),銭 1点 (ツヱ〃)である。珠洲には, S P 1481。 S D2051。 S D2055・ S K991・ S Kl154・

S K1264・ S K1271・ S K2050。 S K2170と の接合資料がある。土器・陶磁器は小片で完形のものは

なく,不用品を廃棄したものと考えられる。杭は転がつた状態で出土している。遺物から13世紀後半
の遺構と推定する。

を′ワ～を郎は中世土師器皿である。□縁残存率の高いものでは孝′痢 口ヾ径9,Ocm,器高1.4cm,ワθが口

径9,Ocm,器高1.8帥 ,ワ′が口径8,7cm,器高1,3cm,修が口径11.2cm,器 高2.8cm,42鶴 回ヾ径11,2cm,

器高2.6cmで ,他は口径約 8 cm～ 15cmの間に分布する。底部から口縁部にかけて緩やかに内湾して立

ち上がるものと,平底の底部から直立気味に口縁部が立ち上がるものに大別され,後者にはク ～蒻σ・

をνがある。後者のタイプはすべて著しく摩滅しており調整は不明であるが,前者のほとんどは口縁
注59 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺膝出土木製品の放射性炭素年代韻1定」
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2 遺構と遺物

部に一段ナデを施す。2θ・翠89・ 努θは端部に面を取り,13世紀前半のものである。夜ぢはヨコナデ幅

を三分して稜が巡り,幅の狭い三段ナデとしている。また,ワ角よ内面と口縁端部にのみヨコナデを

施し,外面は指頭で押さえる。″角よ灯芯油痕がある。

奪翠～努σは中国製青磁碗である。をどとは外面に鏑蓮弁文をもち,胎上の器肉は薄く,口縁端部はや

や外反して細く尖る。胎土は級密で灰白色を呈する。釉は透明で緑灰色を呈し,厚 く施釉される。大

学府分類の龍泉窯系碗Ⅲ2C類 (外反)に相当し,13世紀中頃～14世紀初頭のものである。Z∂5は見

込みに圏線をもち,高台は浅く削 り出し底部は肉厚となる。大宰府分類の龍泉窯系碗 I類に相当し,

12世紀中頃～後半のものである。胎土は灰白色を呈し緻密である。釉は半透明でオリーブ黄色を呈し,

高台周辺の釉剥ぎは粗雑で,畳付と高台内の一部にも釉が掛かる。望♂σは鏑蓮弁文をもち,大学府分

類の龍泉窯系碗Ⅱb類に相当する。胎土は灰色味の強い灰白色を呈し,緻密である。釉は半透明で灰

オリーブ色を呈する。13世紀前半のものである。

密 7～孝翠σは珠洲である。奪π・孝郎・翠狙は甕である。翠∂/・ 翠β∂は嘴頭口縁で, I期 に比定される。

雰 /は内面に棒状工具の押圧溝が巡る。翠狙は外面の平行叩きは底部よリー段上の位置まで施される。

内面はヨコナデで円礫の当て具痕をかきならす。砂底である。密9・ 窪θ・孝努～々5は福鉢である。

イ
'9は
口径約22cmの小型の鉢で器壁は薄く,口縁部は内湾して端部は円頭に近い水平口縁とする。 I

期に比定される。々θは体部が直線的に開き口縁部は内湾して立ち上がる。外傾口縁で,端面は平直

とする。卸日は一単位2.8cm幅に12目 の原体を用い,放射状に施入される。Ⅲ期に比定される。翠クは

壼である。タト傾する国縁端面に深い押圧溝を巡らせ,外端部を断面三角形の突帯状とする。なだらか

な肩部に波状文が施される。をを∂の卸日は一単位1.6cm幅 に 9日 の細密な原体を用い放射状に施入され

る。孝零～翠翠σはすべて静止糸切りである。孝クは焼成があまく軟質である。ソをσの内面には漆が筋状に

垂れて付着する。

"σ
7・ ガ体は箸である。断面は多角形状に削り,コ体は扁平になっている。

フ餌・ツ鋸は砥石である。フ鋸は砂岩で,荒砥の大村砥であり,中世のものである。フ鋸は凝灰岩

で天草砥備水の可能性が高い。小振りの手持ち砥石で,小回は両方破損しており, 4面 を砥面とする

が 1面が深く湾曲する。

′翠νは銭である。976年 (太平興国元)に鋳られた太平通賓で,北宋銭である。

1563号土坑 (S K 1563,第 104図 )

B2地区中央よりやや東側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2,7m,短径1.5m,深 さ52cal

である。埋土は黒褐色粘土質シルトを基調とし,にぶい黄褐色粘土がブロック状に混じる。最下層に

は黒色シルトが水平堆積する。出土遺物は中世土師器皿 3点 ,珠洲悟鉢 1点である。

1580号土坑 (S K 1580,第 106図 )

B2地区南東部に位置する。平面形は方形を呈し,短軸2.14m,深 さ20cmである。埋土は,上層は

黒褐色粘土質シル トがブロック状に混じる黒色砂,下層は黒褐色粘土質シルトが混じる灰責褐色砂質

シルトが薄く堆積する。切り合いからS K1510。 S K1581よ り古い。出土遺物は中世土師器皿多数 ,

珠洲甕 3点である。

1581号土坑 (S K 1581,第 106図 )

B2地区南東部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.04m,深さ50cmである。上層は黒褐色シ

ルト,下層は黒色粘土質シルトを基調とする。切り合いからS K1510・ S K 1580よ り新しい。出土遺

物はない。
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

1612号土坑 (S K1612,第 69。 141・ 177図 ,図版46)

B2地区中央部にある S E 1087の掘形内で,縦板組の北西隅外側に位置する。平面形は円形を呈し,
直径65cm,深さ50cmで ある。埋土は黄褐色粘土が混じる黒褐色粘土質シル トである。珠洲甕片 8点

骸
"),箸

3′点 (ガω～ガ密),曲物片 1点が出土した。検出状況から,井戸側を設置し,ある程度

掘形を埋め戻してから, S K1612を 改めて掘って珠洲等を入れ,最後に丼戸の掘形を埋めたと考えら

れる。出土遺物や検出状況から丼戸に関わる祭祀土坑の可能性も考えられる。出土した珠洲奏片の底

が抜けていることも,井戸の祭祀に関わるものであろうか。

孝
"は
珠洲奏である。体部外面の平行叩きは底部境界まで綿密に施される。内面は円礫の当て具痕

をヨコナデでかきならし,底部付近はヘラ状の工具でかきならした痕も残る。底外面は砂底である。

"ω
～ガ密は箸である。刀ωは太さがほぼ一定で,コでは片口箸,7ゴ密は両口箸である。

2050号土坑 (S K2050,第 58・ 60。 125。 126・ 141・ 142図 ,図版64・ 65・ 67)

B3地区中央よりやや西側に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸5,74m,深 さ70cmである。埋
土は上層は褐灰色等の砂質シルト,下層はオリーブ黒色粘土質シル ト,最下層は暗緑灰色砂が薄く堆

積する。切り合いではS D2051に切られ, S D2430・ S K2435を切る。

出土遺物は土師器小片 1′点,須恵器杯 2′点 停鋸)。 甕多数,珠洲甕・悟鉢多数 (をθ・刀・π・餌・

翠ω・孝ゴθ・聖′)・ 重 3点 停ガ)である。
y鋸は須恵器有台杯である。口径12.3cm,器高4.lcm,底径7.3cmで ある。ロクロナデを施す。

翠ω～をコイま珠洲である。7ω・狙θは悟鉢である。翠
"は
先細 りする水平口縁で,片口部分であり,

I～ Ⅱ期に比定される。翠′θは体部が直線的に開き,外傾口縁で端面は平直に仕上げる。焼成があま

く軟質である。Ⅲ期に比定される。孝ガは壷である。内面にはロクロロが顕者に残 り,底外面は静止

糸切 りである。この他に S D2051と の接合資料として,悟鉢 超θ・刃・π ・徳 ), S K1540と の接合

資料として,悟鉢 (2′)がある。

2078号土坑 (S K2078,第 125図 ,図版46)

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.68m,深 さ64cmで ある。切 り合いでは
S D2091よ り新しい。崩落により埋上の記録がないが,隣接するS K2231,S K2232同 様の上がレン

ズ状に堆積し,断面形は半球状を呈する。

出土遺物は土師器小片 2点 ,珠洲甕 2点 ・悟鉢 1点 (ν)である。柱の材はクリ,放射性炭素年代

は 7世紀末～11世紀初頭であるが注60,珠洲情鉢はS D2051と の接合資料でⅡ期のものであり,遺構の

時期は13世紀前半と推定される。

2102号土坑 (S K2102,第 108。 126図 ,図版69)

B3地区中央よりやや東側に位置する。平面形は円形を呈し,直径28cm,深さ30cmである。埋土は

暗灰黄色砂が混じる黄灰色砂質シルトの単層である。出土遺物は珠洲甕 1点 (μ)で , S D2051と の

接合資料である。遺物から12世紀後半以降の遺構と推定する。

2111号土坑 (S K2111,第 108。 125。 141図 ,図版46・ 64)

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.58m,深さ70mである。断面形は半円形
を呈し,埋土はレンズ状に堆積する。上層は暗灰黄色砂がブロック状に混じる黒色砂質シルト,下層

は暗灰黄色砂がマーブル状に混じる黒色砂質ンルトである。出土遺物は土師器小片 1点,須恵器杯 1

点 骸%),珠洲悟鉢4点 (%)・ 甕1点 (イθの である。珠洲悟鉢はS D2051,S D2052・ S K2050と

の接合資料である。遺物から13世紀前半の遺構と推定する。
注60 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土木4.t品の放射性炭素年代測危J
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2 遺構と遺物

埋土の花粉分析の結果,草本が木本より高い割合で検出され,特にイネ科の割合が高くなっている。

また種実としてイネ,ア ワーヒエが主体として検出され,微細物分析では下層から炭化穎も検出され

ている潤l。

翠%イよ須恵器杯である。日径11.8cm,器高3.3cm,底径7.4cmで ,底外面は回転ヘラ切りである。

撃θЯよ珠洲甕である。垂下する嘴頭口縁で, I期に比定される。

2165号土坑 (S K2165,第 108図 )

B3地区中央よりやや東側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.86m,短径1.68m,深 さ40

cmである。埋土は上層は黒色砂を基調とし,にぶい責褐色砂が帯状に混じる。下層は黒色粘土質シル

トににぶい黄褐色砂がブロック状に混じる。

出土遺物は土師器 rl、片 1点である。遺構の規模や形態,埋土等から,S K2170と 同様の性格である

可能性を考え,埋土をリン分析した結果,特に黒色粘土質シルトでリン酸値が高く,土坑墓の可能性

が支持されたが,骨そのものが出上していないため,結論付けは類例の増加を待って行いたい。

花粉分析では上層は草本の割合が高いが,下層はハンノキ属,ス ギ属等を主体とする木本の割合が

高くなっている
測。

2170号土坑 (S K2170,第 108,126・ 148図 ,図版46・ 57・ 65)

B3地区北東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径3.14m,短径2,04m,深 さ76cmである。

断面は半球状を呈し,埋土は黒褐色砂質シルト・黒色砂・黒色粘土質シルト・黒褐色粘土・黒色粘土

を基調とする上がレンズ状に堆積する。中層には砂が帯状に混じり,下層には粘上が堆積する。

出土遺物は土師器椀 (塑σ～″⊃・小片多数,須恵器甕 2点,珠洲壷 1点 (2)・ 甕 1点である。ま

た,種実としてイネやその他の草本が数種検出された。々σ・塑Яよ仰向けで重ね合わせた状態で黒褐

色粘土層から出土した。々冽ま西側の落ち際から,αは中位から出上した。遺物から12世紀後半の遺

構と推定する。

完形の上師器皿の出土状況や,有機質を多分に含むとみられる黒色粘土層があることから土坑墓の

可能性を考え,埋土をリン分析した結果,特に黒色粘土質シルト層でリン酸値が高く,上坑墓の可能

性が支持されたが,骨そのものが出土していないため,結論付けは類例の増加を待って行いたい。

花粉分析では上層はヨモギ属やイネ科を主体とする草本の割合が高いが,下層はハンノキ属,スギ

属等を主体とする木本の割合が高くなっている
注61。

″σ～瘤∂は土師器椀である。2角よ完形で,2σもほぼ完形である。々σは口径■.6cm,器高3,7cm,

底径 5。2cm,瘤角よ口径12,7cm,器高4.Ocm,底径5,2cm,を雰は口径約15cmである。ロクロ成形で,体部

は内湾して立ち上がり,底部は回転糸切りである。々σは口縁部の約半周に灯芯油痕があり,ススが

タール状に付着する。

この他にS D2051と の接合資料として,珠洲董 (2)がある。

2189号土坑 (S K2189,第 108・ 143図 ,図版47)

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.82m,深さ72cmである。断面は半球状を

呈し,埋土はレンズ状に堆積する。上層は黒褐色砂質シルト・黒色粘土質シルトを基調とするレンズ

状の堆積で,下層は黒色粘上が堆積する。出土遺物は土師器椀 (翠イ9)。 小片多数,棒材である。棒材

の放射性炭素年代は12世紀後半～13世紀である
注61。

々9は土師器椀である。口径約14cmで ,やや深身の形態である。口縁部は内外面ナデで,体部内面

はナデ,体部外面の調整は摩滅のため不明である。
注61 第三分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

2197号土坑 (S K2197,第 108・ 143図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径26cm,深さ8 cmである。埋土は暗灰黄色砂

が混じる黒色砂の単層である。出土遺物は須恵器杯 2点 ,珠洲悟鉢 1点 (翠刃)である。遺物から12

世紀後半～13世紀前半の遺構と推定する。

450は珠洲括鉢である。内湾するタト傾口縁で, I～ Ⅱ期に比定される。

2200号土坑 (S K2200,第 109図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.64m,深さ56cmである。埋土はレンズ

状に堆積し,上層は黄灰色砂質シルト等がブロック状に混じる黒色砂質シルト,中層には植物遺体の

混じる黒色粘土,下層は責灰色砂質シルトが堆積する。切り合いではS K2203に切られ, S K2201を

切る。出土遺物はない。

2201号土坑 (S K2201,第 109図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は精円形を呈し,長径84cm,深さ46cmである。埋土は明黄褐色

砂質シルトがブロック状に混じる黒色砂質シルトが厚 く堆積し,下層に薄く植物遺体の混じる黒色粘

上が堆積する。切り合いでは S K2200に切られる。出土遺物はない。

2202号土坑 (S K2202,第 109図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,短径1.52m,深さ38clnである。埋土は黒色・

黒褐色砂質シル トを基調とし,にぶい黄掲色砂が帯状に混じる。切 り合いからS K2203よ り古 く,

S K2204よ り新しい。出土遺物はない。

2203号土坑 (S K2203,第 109図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は精円形を呈し,長径3.86m,短径2.82m,深 さ40cmで ある。

埋土は,上層は黄灰色砂質シル ト・にぶい黄褐色砂が混じる黒色砂質シルトが厚 く堆積し,一気に埋

められた土と考えられる。下層は黒色砂・責灰色砂質シルト・黒褐色砂質シルト等が堆積する。切り

合いからS K2200。 S K2202よ り新しい。出土遺物は土師器 tlヽ片 2点,須恵器甕 1点である。

2213号土坑 (S K2213,第 109図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸3,76m,短軸1.88m,深 さ22cmで ある。

埋土は暗灰黄色砂が混じる黒色砂質シルトの単層であるが,一部に柱穴状の窪みがある。切り合いか

らS K2212よ り古い。出土遺物はない。

2217号土坑 (S K2217,第■0図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は方形を呈し,長軸5。72m,短軸4.28m,深 さ14cmである。埋

土は,にぶい責褐色砂がブロック状に混じる黒色砂質シルトの単層である。切り合いからS D2475・

S K2232よ り古く, S K2255よ り新しい。出土遺物はない。

2225号土坑 (S K2225,第 110図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.32m,深さ40cmで ある。埋土は黒褐色砂

質シルトを基調とし,下層にはにぶい黄褐色砂がブロック状に混じる。土師器小片が多数出上した。

2228号土坑 (S K2228,第 111図 )

B3地区中央よりやや東側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径4.86m,深 さ1.04mで ある。

埋土は,上層は責灰色砂質シルト・明責褐色砂を基調とし,下層は灰オリーブ色砂・灰色粘上が堆積

する。上層はブロック状の混入上が多く,人為的に埋められた土と考えられる。出土遺物は珠洲橋鉢

3点で, I～ Ⅱ期のものがある。
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2 遺構と遺物

2229号土坑 (S K2229,第 110。 140・ 143図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.74m,深 さ96硼である。埋土は,上層は

にぶい黄褐色砂がブロック状に混じる黒褐色砂質シルト,下層は灰色砂が帯状に混じる黒色粘土が堆

積する。

出土遺物は土師器甕 1点・ガヽ片 3点 ,珠洲悟鉢 3点 (」〃・望2)・ 甕 1点である。珠洲悟鉢にはSK

1478と の接合資料がある。遺構の規模や形態,埋土等から, S K2170と 同様の性格である可能性を考

え,埋土をリン分析した結果,特に黒色粘土層でリン酸値が高く,土坑墓の可能性が支持されたが ,

骨そのものが出土していないため,結論付けは類例の増加を待って行いたい。

花粉分析では草本に比べて木本が多く,ハ ンノキ属が比較的高い割合を示した。その傾向は上層よ

り下層が顕著である。種実同定では,上層はイネ・アワーヒエが主体として検出されたが,中層から

は栽培植物は検出されなかった注69。 遺物から13世紀前半の遺構と推定する。

孝2は珠洲悟鉢である。卸日は1.6cm幅 に 8日 の細密な原体を用い,ま ばらに施される。

2230号土坑 (S K2230,第 111・ 143図 ,図版47)

B3地区北東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.64m,深さ62cmである。断面形は半球

状を呈し,埋土はレンズ状に堆積する。上層は黒掲色砂質シルト,下層は黒褐色粘土質シルトを基調

とする。出土遺物は土師器甕 1点・小片 2点,中世土師器皿 1点 ,珠洲括鉢 1点 (Zν)である。遺

物から13世紀前半の遺構と推定する。花粉分析では,下層では草本に比べて木本が多く,ハ ンノキ属

が比較的高い割合を示し, S K2229に 似た傾向を示した注
62。

イνは珠洲橋鉢である。体部は直線的に立ち上がり,外傾口縁で内端を爪状に仕上げる。卸目は放

射状に施入される。Ⅱ期に比定される。

2231号土坑 (S K2231,第 112・ 143図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.06m,深 さ90cmである。断面形は半球状

を呈し,埋土はレンズ状の堆積で,上層は黒褐色砂質シルト,中層は黒色粘土質シルトを基調とし,

下層は黒色粘土が堆積する。S K2232と 埋土の切り合いが無く,堆積状況も共通しており,一連のも

のと考えられる。出土遺物は土師器小片 1点,中世土師器皿 4点 (翠

"),珠
洲甕 1点である。遺構の

規模や形態,埋土等から, S K2170と 同様の性格である可能性を考え, リン分析した結果,特に黒色

粘土層でリン酸値が高く,土坑墓の可能性が支持されたが,骨そのものが出土しておらず,結論付け

は類例の増加を待ちたい。

花粉分析では草本と木本がほぼ同じ割合で,特に上層では草本が多く,イ ネ科の害J合が高くなって

おり,種実同定では,上層でイネ・アワーヒエが主体として検出された。微細物分析では,中層から

イネの炭化穎が多く検出され,他にも木本・草本の種実が検出された注62。

翠
"は
中世土師器皿である。口径約 9 cmで ,口縁部に一段ナデを施し,底外面は無調整である。ス

スが付着し灯明皿として使用されたと考えられる。

2232号土坑 (S K2232,第 112図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.92m,深さ80c■lである。断面形は半球状

を呈し,埋土はS K2231と 同様の土がレンズ状に堆積する。S K2231と 一連の遺構と考えられる。リ

ン分析ではS K2231よ リリン酸値は若千低かったが,花粉分析では似た傾向が示された。微細物分析

では特に下層からイネ科を主体として,イ ネの炭化穎や,他の車本の種実が多く検出された注02。 切り

合いからS K2217よ り新しい。出土遺物は中世土師器皿 1点である。

注62 第二分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社  「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

2265号土坑 (S K2265,第 111図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.24m,深さ30cmである。坦土は黒色砂

質シルトである。切り合いからS D3261よ り古い。遺物は中世土師器皿 4点,珠洲甕 3点である。

2266号土坑 (S K2266,第 82・ 143,200図 ,図版57)

B3地区北東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.94m,深さ42cmである。埋土は黒褐色

粘土質シルトを基調とする。出土遺物は土師器椀 1点 υ7)。 河ヽ片 4点,珠洲奏多数,杭 1点 (′&D

である。杭の放射性炭素年代から15世紀中頃～17世紀前半の遺構と推定される注
63。 切り合いではSD

3261・ S G2501に切られる。

ソフは土師器椀である。ほぼ完形で,口径は12.6cm,器高3.8cm,底径5。 9clnである。ロクロ成形で体

部は内湾して立ち上がり,底タト面は回転糸切りである。

′&馴よ杭である①クリの芯持ち丸木の樹皮を剥ぎ,底部は斜めに削って尖らせる。

2273号土坑 (S K2273,第 111図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.84m,短径1.78m,深 さ36mである。

埋土は暗灰責色砂が帯状に混じる黒色砂質シルトである。遺物は土師器小片 1点である。

遺構の規模や形態,埋土等から, S K2170と 同様の性格である可能性を考え,埋土をリン分析した

結果, リン酸値が高く土坑墓の可能性が支持されたが,骨そのものが出土しておらず,結論付けは類

例の増加を待ちたい。花粉分析では木本と草本の割合はほぼ同じで,ハ ンノキ属が比較的高い割合を

示したI・ 64。

2280号土坑 (S K2280,第 112図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1,96m,短径1.52m,深 さ52cmである。

埋土は上層の一部に責灰色砂質シルトがみられるが,にぶい責褐色砂がブロック状に混じる黒色砂質

シルトが主体である。出土遺物は土師器小片多数,珠洲甕 1点・括鉢 1点で,珠洲は I～ Ⅱ期である。

2283号土坑 (S K2283,第 112・ 143図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.58m,深さ22c14で ある。埋土は殆どがに

ぶい責褐色砂を基調とする上で,一部に黒褐色砂質シルトがみられる。出土遺物は珠洲甕 1点 (翠50

である。遺物から12世紀後半の遺構と推定する。

を5)よ珠洲甕である。嘴頭口縁で,焼成はあまく軟質である。 I期 に比定される。

2290号土坑 (S K2290,第 113・ 133・ 143図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は楕円形を呈し,短径2.94m,深 さ58cmである。埋土は,にぶ

い責褐色砂がブロック状・帯状に混じる黒褐色砂質シルトを基調とするが,間 に黒褐色粘土質シルト

層が薄く堆積する。切り合いからS G2501に切られる。 S D 2289と は切り合いが無く,同時に埋まっ

たものと考えられる。出土遺物は中世土師器皿多数 (を57・ Z露),珠洲奏多数 徴つ 。悟鉢多数 α認 ),

中国製青磁碗 1点である。珠洲播鉢 (′訂)は S E 1522と の接合資料である。

翠πイよ珠洲甕である。外方に長く挽き出す嘴頭口縁で, I期に比定される。

翠σ/・ 孝イは中世土師器皿である。をσπは回径約14cm,孝露は約1lcmで ある。日縁部に一段ナデを施し,

底外面は無調整である。をσЯよ端部に面を取り,13世紀前半のものである。

2307号土坑 (S K2307,第 112図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は方形を呈し,短軸2.32m,深 さ12cmで ある。埋土は黒色砂質

シルトを基調とし,暗灰黄色砂がマーブル状に混じる。出土遺物は土師器小片 2点である。
注63 第二分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所 「中尾新保谷内遺跡出土木製品の放射性炭素年代測定」
注64 第三分冊 自然科学分析 パリノ サーヴェイ株式会社 「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
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2 遺構と遺物

2312号土坑 (S K2312,第 43・ 113・ 143図 )

B3地区北側中央部, S B12内 に位置する。平面形は隅丸方形を呈し,長軸1.76m,短軸1.7m,深

さ40cmである。埋土は上層は暗灰黄色砂が混じる黒褐色砂質シルトが厚く堆積し,底面から壁面にか

けては黒色粘土質シルト層が薄く堆積する。 S B12の柱列に並ぶが,規模が大きく建物との関係は不

明である。出土遺物は土師器椀 2点・小片 1点,中世土師器皿 1点 (孝刃),珠洲小片 3点である。

孝D~9は中世土師器皿である。口径約 8 cmの小皿で,口縁部に一段ナデを施し底外面は無調整である。

2313号土坑 (S K2313,第 114・ 128。 143図 ,図版盈 )

B3地区北側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径3.4m,短径2.82m,深さ58cmである。

埋土は上層に暗灰責色砂・黄灰色砂質シルトが混じる黒褐色砂質シルトが主体で,下層には暗灰黄色

砂が混じる黒色粘土質シルトが薄く堆積する。

出土遺物は土師器小片多数,須恵器甕 1点・杯 1点,珠洲小片 1点 ,中国製青磁小片 1点,古瀬戸

瓶子 1点 (′醒),越中瀬戸皿 1点 ,瓦質土器 3点 (孝2)で ある。古瀬戸はS D2055'S G2501と の

接合資料である。遺物から16世紀末以降の遺構と推定される。

翠νは瓦質土器鉢である。底径は25,8cnaで ある。平底で,体部はほぼ直立する。焼成があまく軟質で,

外面は灰白色を呈するが,内面と底部外面は黒変する。調整は摩減のため不明瞭だが,内面は体部は

横方向のナデ,底部は不定方向に粗いナデを施し,指頭圧痕が残る。

2315号土坑 (S K2315,第 114・ 143図 ,図版49)

B3地区北狽1中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸3.66m,短軸3.32m,深 さ26cmで あ

る。埋土は暗灰責色砂が混じる黒褐色砂質シルトである。出土遺物は土師器小片 4点,須恵器重 1点

惇餌),珠洲悟鉢 3点である。珠洲は I～ Ⅱ期のものである。

翠
"は
須恵器壷である。短顎壺で,口径は9,lcmで ある。口頸部は直立し,肩が張る。蓋の溶着痕と

自然釉の範囲から,蓋をかぶせて焼成したと考えられる。

2316号土坑 (S K2316,第 113・ 132・ 143図 ,図版63)

B3地区北側中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1,9m,短径1.lm,深 さ28cmで ある。

埋土は暗灰責色砂が帯状に混じる黒色砂質シルトの単層である。出土遺物は須恵器甕 1点 ,中世土師

器皿 3点 (孝ω・孝2),珠洲悟鉢 3′点 (万の で,珠洲情鉢はS E 1087と の接合資料である。遺物から

13世紀前半の遺構と推定する。

を何・孝例は中世土師器皿である。厚ωは口径約1lcm,孝2は口径約13cmで ある。口縁部に一段ナデを

施し,底外面は無調整である。yα は端部に面を取り,13世紀前半のものである。

2330号土坑 (S K2330,第 43・ 115図 )

B3地区北側中央部, S B12の南東隅に位置し,建物のための整地土坑の可能性が考えられる。平

面形は不整形を呈し,長軸8,42m,短軸5,4m,深 さ26cmである。埋土は,上層の一部を黒色砂質シル

トが薄く覆い,下層はにぶい黄褐色砂が帯状に混じる黒褐色砂質シル トが堆積する。切 り合いでは

S P 3325(S B12)に 切られる。出土遺物は土師器小片 4点である。

2346号土坑 (S K2346,第 143図 )

B3地区北側中央部に位置する。平面形は楕円形で,長径86cm,短径58cm,深さ20cmである。出土

遺物は中世土師器皿 1点 (をν)である。

を解は中世土師器皿である。口径約 8 cmの小皿である。摩減のため調整は不明瞭であるが非ロクロ

成形である。
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

2397号土抗 (S K2397,第■5・ 143図 )

B3地区北西部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1,04m,短径68cm,深 さ22cmである。埋

土は灰白色砂が混じる黒褐色砂質シルトの単層である。切 り合いでは近世の柱穴に切られる。出土遺

物は珠洲甕 1点 留σπ)である。遺物から12世紀後半以降の遺構と推定する。

翠びπは珠洲奏である。長頸の嘴頭口縁で, I期に比定される。

2400号土坑 (S K2400,第 115。 144・ 200図,図版47・ 48。 M)

B3地区北西部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.52rn,短径1.08m,深 さ40cmで ある。
埋土は黒色砂質シルトを基調とし,壁面付近にはにぶい黄褐色砂・黒褐色砂が混じる。出土遺物は土

師器高杯 1点 停密)。 鍋 1点 骸″)。 河ヽ片 3点 ,須恵器杯蓋 1点 (翠跨),珠洲甕胴部片 1点,杭 2点

(汚
")で
ある。古代の遺物が多いが,下層から珠洲が出土し中世の遺構と推定する。杭は板状で立

つた状態で出土した。

翠では須恵器杯蓋である。ほぼ完形で口径 15。4cm,器高3,Ocmである。口縁端部は折り曲げ,擬宝珠

状のつまみがつく。内外面ロクロナデで,内面中央部は仕上げナデを施す。

Z密・イクは土師器である。翠密は高杯である。焼成があまく軟質で摩滅している。どフは鍋である。

約半周分が残存し,口径は32.6cm,器高は約22cmである。体部は半球形で,顎部がややくびれ,日縁

部は受け口状に開きやや内湾して立ち上がる。調整は,日縁部はロクロナデ,体部外面はヘラケズリ

で頚部下はカキメ,体部内面は横方向のハケメである。胎土は粗い礫粒 。砂粒を多 く含む。 8世紀の

ものである。

汚
"は
杭である。厚さ2.4cmの板状杭で,材はスギである。

2403号土坑 (S K2403,第 58・ 59・ 143図 )

B3地区北西部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.46m,深さ14cmである。切り合いでは

S D2448。 近世の柱列に切られる。埋土は黒掲色粘土質シルトである。出土遺物は土師器小片 2点 ,

珠洲甕 1点・橋鉢 1点 (翠α)で,遺物から13世紀前半～中頃の遺構と推定する。

翠πは珠洲悟鉢である。外傾口縁で,端面は平直に仕上げる。焼成があまく軟質である。Ⅱ～Ⅲ期。

2455号土坑 (S K2455,第 83・ 200図 )

B3地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径3.9m,短径1.26m,深さ52cmである。切

り合いからS K2255よ り新しい。埋土は黄灰色砂質シルト・黒色砂質シルトを基調とする。出土遺物

は中世土師器皿片多数,土錘 1点,杭 2点 (ゴ郎θ)である。

■甑 は杭である。表面は樹皮を剥いだだけで,先端は粗く削って尖らせる。材はクリの芯持ち九木

である。

2470号土坑 (S K2470,第 143図 )

B3地区北西部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径64cm,短径40cm,深 さ14cmで ある。出土

遺物は珠洲壺 1点 (花Dで ある。
を

“

は珠洲壼である。口径約13cmの小壼である。外反する口頸部片で,端部は丸く収める。

2480号土坑 (S K2480,第 61・ 143図 )

B3地区中央部西側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径76cm,短径58cm,深さ26cmである。

藁状の植物遺体が土坑全体に広げられた状態で検出された。分析の結果イネに同定され!放射性炭素

年代は近代以降であったため,近代以降の遺構と考えられる。出土遺物は珠洲壷底部 1点 檸π),甕

胴部片 1点である。切り合いではS D2411を切る。
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2 遺構と遺物

を
"は
珠洲壷である。底径4.8cmの 小型の壼で,内面はロクロロが顕者に残る。体部外面はロクロナ

デ,底部周辺の幅 l cm程は横方向のヘラケズリで仕上げる。底外面は板状圧痕が残りヘラ起こしか。

2481号土坑 (S K2481,第 61・ 62図 )

B3地区北東部に位置する。平面形は不整形を呈し,短軸2.lm,深 さ30cmで ある。埋土は上下に

分かれ,上層は灰色砂が帯状に混じる黒褐色砂質シルト,下層は黒褐色粘土質シルトが帯状に混じる

灰色砂で,水成堆積か。溝の一部の可能性もあるが,輪郭は不明瞭である。切 り合いからS D2325よ

り古い。出土遺物はない。

4101号土坑 (S K4101,第 116・ 206図,図版■4)

B4地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径23cm,深さ13cmである。埋土は黒褐色砂質土

の単層である。出土遺物は土師熙＼片 1点,須恵器重 1点,甕 1点,砥石 1点 (汚膨)である。

お初は砥石である。凝灰岩で中砥の名倉砥か。砥石の砥面の修正に使用されたものと考えられ,砥

面は中央がやや窪むように波打ち,深 く湾曲している。

4102号土坑 (S K4102,第■6図 )

B4地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径20cm,深 さ18cmで ある。埋土は黒色砂質シル

トの単層である。切 り合いからS K4103よ り新しい。出土遺物は鉄津である。

4103号土坑 (S K4103,第 116。 143図 ,図版88)

B4地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径76cm,深 さ20cmである。埋土は黒褐色砂質土・

黄褐色砂である。切り合いからS K4102よ り古い。出土遺物は土師器椀 4点,甕 1点,須恵器壷 1点 ,

土製暖房具 ?(翠591である。

翠例は土製品で,破片のため全体の形状は不明だが,二方を粗 く削って平坦面をつくり出しており,

手あぶり型の暖房具か。焼成はあまく軟質で,にぶい責橙色を呈するが外面は黒変する。

4111号土坑 (S K4111,第 116・ 144図 )

B4地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径44c14,短径32cm,深 さ12cmで ある。埋土は

黒色砂質シルトの単層である。出土遺物は越中瀬戸壷 1点 (翠絡)である。遺物から17～ 18世紀の遺

構と推定する。

望密は越中瀬戸壷である。九みをもった体部に短い口顕部がつく。内外面に錆釉を施す。17～ 18世

紀のものである。

4114号土坑 (S K4114,第 214図,図版119)

B4地区西側中央に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径76cm,短径56cm,深さ16cmで ある。埋

土から,近代以降の遺構と考えられる。出土遺物は用途不明鉄製品 1点 (′甕0で ある。
■485ヽよW字状の鉄製金具で,一方は蕨手状の輪をつくり出す。孔が 3箇所あり,複数の部品を組み

合わせているが,錆膨れのため形状は不明瞭である。

4155号土坑 (S K4155,第 116・ 144図 )

B4地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.8m,短径1.52m,深さ24cmである。埋

土は黒褐色砂質上の単層である。切り合いからS D4107・ S D4148。 S E4154よ り古い。出土遺物は

須恵器壼 2点,中世土師器皿 1点 (翠2),粘土塊 1点である。

Z々は中世土師器皿である。口径8.Ocmの小皿で,口縁部に一段ナデを施し底外面は無調整である。

4188号土坑 (S K4188,第 116・ 144図 )

B4地区中央よりやや南側に位置する。平面形は精円形を呈し,長径3.4m,短径2.56m,深さ40cm
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第Ⅳ章 中尾新保谷内遺跡

である。埋土は上層に淡黄色粘土が混じる黒褐色砂質土,中層ににぶい黄色砂が帯状に混じる黒褐色

砂質シルト,下層に黒色粘土質シルトが水平堆積する。切り合いでは S K41891こ切られ,上層埋土が

S K4204を切る。出土遺物は土師器椀多数 (撃疹・翠り ,須恵器壺 1点 ,中世土師器皿 2点である。

翠疹・イ密は土師器椀である。Z密は口径13.2cm,器高4.2cm,底御 .6cmである。摩滅が著しいが,体

部はロクロナデ,底外面は回転糸切りであろう。孝るは内外面に灯芯油痕が残 り,灯明皿として使用

されたと考えられる。

4204号土坑 (S K4204,第 116・ 144図 )

B4地区中央よりやや南側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.72m,深さ40cmで ある。上層
の大部分が近代以降の堆積で,下層は黒色粘土質シルトが混じる責褐色砂である。切り合いからSK
狙認より古い。出土遺物は土師器椀 骸勿 ,須恵器重 1点,中世土師器皿 2点,磁器 1′点である。

翠〃は土師器椀である。底径は5,8cmで ,回転糸切りである。内外面にススが付着し灯明皿として使

用されたと考えられる。

5015号土坑 (S K5015,第 117・ 144図 ,図版47)

C地区中央よりやや南側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径1.18m,短径82cm,深 さ 8 cmで

ある。埋土は黒色粘質土を基調とし,下層には暗灰黄色砂が帯状に混じる。切り合いからS D 5011よ

り古い。出土遺物は珠洲壺 1点 骸絡)で,肩から底部にかけて残存していた。遺物から12世紀後半

以降の遺構と推定する。

イ絡は珠洲壺である。なだらかな肩部に波状文を施す。調整はロクロナデで底外面は静止糸切 りで

ある。 I期に比定される。

5025号土坑 (S K5025,第 117図 )

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.48m,深さ36cmである。埋土は黒褐色粘土

質シルトの単層である。切り合いからS K5026よ り古い。出土遺物は土錘 1点,棒材 1点である。

5026号上坑 (S K5026,第 117図 )

C地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径3.44m,短径2.68m,深 さ90cmで ある。埋

土は黒褐色粘質土・黒褐色砂質土・黒褐色粘土質シルト・黒褐色砂質シルトを基調とする土が層をな

し,下層には締まりの緩い黒褐色砂質土が堆積する。切り合いからS K5025よ り新しい。出土遺物は

珠洲橋鉢体部片 1点,種実である。

5027号土坑 (S K5027,第■7図 )

C地区中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸2.92m,短軸2.04m,深 さ50cmである。埋

土は,上層は黒褐色砂質シルト,中層は黒褐色粘質土,下層は黒褐色粘土質シルト・黒色粘土を基調

とする。出土遺物は中世土師器皿 1点である。

5029号土坑 (S K5029,第■7。 144図 )

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径3.06m,深 さ76cmである。埋土は黒色砂質土 ,

黒褐色砂質シルト,黒色粘土の水平堆積で,切 り合いからS D 5030よ り古い。出土遺物は珠洲橋鉢 1

点 (豚 2)・ 甕胴部片 1点である。遺物から遺構の年代は14世紀末以降と推定する。

翠々 は珠洲悟鉢である。卸目は一定の高さから放射状に密に施す。胎土は粗い砂粒を多く含む。V

期以降のものと考えられる。

5037号土坑 (S K5037,第■8・ 144図 ,図版66)

C地区中央部に位置する。平面形は隅九方形を呈し,長軸2.2m,短軸1.96m,深さ46cmである。埋

f♂π



2 遺構と遺物

土は,上層は黒褐色砂質土が覆い,中層は黒掲色粘土質シルト,下層は黒色粘質上が堆積する。中・

下層は南北の黒褐色砂質シルト・黒色砂質シルトの水平堆積を裂くように堆積しており,別遺構の切

り合いか,井戸の裏込めの土である可能性も考えられる。切り合いからS D 5021よ り古く, S D5092

より新しい。出土遺物は中世土師器,珠洲重 1点 (望脚)・ 悟鉢 3点 (翠桝),中 国製青磁碗 2点である。

中国製青磁は大学府分類の 14類・Ⅱb類である。遺物から13世紀中頃の遺構と推定する。

イどθ・ソ材は珠洲である。翠部は三である。口径6.5c14,器高10,7cm,底径7.9cmの 短頸小重で,約半分

が残存する。やや肩が張る球胴で,肩部上面を沈線状に窪ませる。ロクロ成形で,静止糸切りである。

当初香水瓶を模倣して製作された可能性が考えられている器種である。体部中程には波状文が巡り,

I～ Ⅲ期に比定される。翠割は悟鉢である。口径は約38cmで ,外傾口縁である。卸目は一単位2.4cm幅

に15目 の原体を用い,放射状にまばらに施される。Ⅲ期に比定される。

5040号土坑 (S K5040,第 118。 144図 ,図版57)

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.6m,深さ30cmである。埋土は黒褐色粘質土 ,

暗灰黄色砂が混じる黒色粘質土が水平堆積する。遺物は土師器椀 1点 (を形)である。

Z材は土師器椀である。口径15,6cm,器高6.4cm,底径8.lcmで ,底が広い大型の椀である。胎土は粗

い砂粒を多く含み,焼成はあまく軟質である。摩減のため調整が不明瞭だが,静止糸切 りか。

5067号土坑 (S K5067,第 118・ 135。 144図 )

C地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.48m,短径1.46m,深 さ52cmである。埋

土は,上層は黒褐色粘質土・粘土質シル ト,下層は黒色粘土・黒褐色粘土を基調とする。出土遺物は

縄文土器小片 1点 ,土師器小片 1点 ,珠洲壼 1点 骸%)・ 括鉢 1点 徽銘)で ある。珠洲壼はSG

2501と の接合資料である。

翠豚は珠洲悟鉢である。口径36.2cm,器高12.8cm,底径14.2cmである。口縁部は水平口縁で体部は内

湾して立ち上がる。無文で,焼成はあまく軟質である。 I期 に比定される。

5082号土坑 (S K5082,第 118図 )

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.24m,深 さ51calである。断面形は半球状を

呈する。埋土は,上層は黄褐色粘土が粒状に混じる黒褐色粘土質シルト・オリーブ褐色砂,中層は黒

色粘土質シルト・オリーブ褐色粘土,下層は黒色粘土質シルトがブロック状に堆積する。出土遺物は

土師器小片 1点である。

5099号土坑 (S K5099,第 118図 )

C地区中央部に位置する。平面形は不整形を呈し,長軸3.98m,短軸 2m,深 さ58cmである。埋土

は暗灰黄色粘質土・黒褐色粘土質シルト・黒色粘土質シルト・灰色粘土・黒色粘土を基調とする上が

層をなし,北半部下層は締まりの緩い黒色粘土質シルトが堆積する。出土遺物は板材 1点である。

5123号土坑 (S K5123,第 119図 )

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径2.lm,深 さ46硼である。埋土は上層は黒掲

色砂質上が薄く覆い,中層には暗オリーブ掲色砂質土 。黒褐色砂質シルト,下層には黒色粘質土が厚

く堆積する。切り合いからS P 5613(S B21)。 S D 5132よ り新しい。遺物は珠洲甕 1点である。

5137号土坑 (S K5137,第 119図 )

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1,44m,深さ44cmで ある。埋土はほぼ垂直堆

積で,上層は黒褐色粘土質シルト,中層は黒褐色シルト,下層は暗灰責色砂が混じる黒褐色粘土質シ

ルトである。切り合いからS D5116よ り新しい。出土遺物は須恵器杯 1点である。
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5145号土坑 (S K5145,第 119図 )

C地区中央部に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径2.14m,短径1.45m,深 さ32cmで ある。埋

土は上層は黒褐色砂質シル ト,下層はオリーブ黒色粘土質シル トを基調とする。切 り合いからSP

5146(S B21)。 S P 5156(S B22)。 S D5116よ り新しい。出土遺物は珠洲悟鉢 1点である。

5187号土坑 (S K5187,第 119,180図 ,図版47・ 96)

C地区中央部に位置する。平面形は円形を呈し,直径1,74m,深さ76cmである。埋土はほぼ水平堆

積で,上層は黒褐色粘質土,中層は暗灰責色砂が混じる黒褐色粘土質シルト,下層は灰色粗砂である。

出土遺物は中世土師器皿 1点,柄杓 1点 (ガ訂)で ,柄杓は下層から出土した。

′ユ

“

は円形曲物を身として棒状の柄を取り付けた柄杓である。身の直径は13,7cnl,器高11,lcmであ

る。狽1板・底板は内外面とも黒色系漆塗りで,柄の一部にも漆が残る。身の側板は一枚板に内面ケビ

キを入れて 2重に巻きつけ,打ち合わせ部分は 3枚になる。柄の先端の柄孔付近は,ヘギ板を差し込

んで補強している。綴り合わせは柄を挟んで 2列で,前列は上外下内 3段綴じ,後列は上外一段綴じ

である。柄は断面方形の棒材で,先端は細 くする。側板の打ち合わせ部分の上寄りにあけた方形の柄

孔から差し込まれ,先端は対峙する側板の中央やや上寄りに円形の孔を開けて貫通させる。また,柄

の抜け戻 りを防ぐため,柄の内側部分に4.2cmの 木釘を打ち付けている。材はスギである。

5231号土坑 (S K5231,第 119,144図 ,図版61)

C地区中央よりやや北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径26cm,深さ12cmで ある。埋土は黒

褐色砂質シルトの単層である。出土遺物は中世土師器皿 1点 (を締)である。

イ訂は中世土師器皿である。口径11.8cm,器高2.4cmである。平底の底部から口縁部が外反して立ち

上がる。摩滅のため調整は不明であるが,非ロクロ成形である。

5317号土坑 (S K5317,第 120。 144図 )

C地区中央よりやや北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径3.06m,深 さ82cmである。埋土

は水平堆積で,上層は黒褐色砂質シルト,中層は黒褐色粘土,下層は黒色砂質シルトが薄く堆積する。

切り合いからS G 5701よ り古い。出土遺物は土師器小片 2点,珠洲悟鉢 2点 P潔・孝節 )・ 甕胴部片

1点 ,中国製青磁碗 2点である。中国製青磁は図示していないが大宰府分類の龍泉窯系碗 14類であ

り,遺構の年代は12世紀後半と推定する。

Z潔・イ筋は珠洲福鉢である。を認は口径約21cm,翠筋は約30cmである。口縁部は内湾して先細りする

水平口縁である。 I期 に比定される。

5320号土坑 (S K5320,第 120。 145図 ,図版52・ M)

C地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径3.02m,短径2.6m,深 さ58cmである。断面形

は半球状を呈し,埋土はレンズ状に堆積する。上層はにぶい黄色粘土が混じる黒色砂質シル ト・黒褐

色砂質シルトが厚 く堆積し,中層は黒褐色砂質シルト等,下層は黒色粘土・黒褐色粘質上が薄く堆積

する。切 り合いからS P 5607(S B16)。 S P 5608(S B18)よ り新しい。

出土遺物は土師器長胴甕多数 は勢～翠夕 )・ 壼 2点,須恵器杯蓋 3点 (Y2)。 杯 4点 ,黒色土器小

片 3′点,珠洲悟鉢 1点 (y男)・ 甕胴部片 2′点,棒材 1′点である。

遺構の規模や形態,埋土等から, S K2170と 同様の性格である可能性を考え,埋土をリン分析した

結果,リ ン酸値が高く,土坑墓の可能性が支持されたが,骨そのものが出上していないため,結論付

けは類例の増加を待って行いたい。

花粉分析では,ハ ンノキ属・スギ属等の木本の割合が草本に比べて高くなる特徴が認められたが ,
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2 遺構と遺物

上層ではアズキ属等も検出された。植物珪酸体分析ではクマザサ科が目立ち,種実分析ではイネの穎

等も検出された注65。

望89～孝夕は土師器長胴甕である。口径は,389が 18.2cnl,標
"が
約20cm,孝 9Zが約32cmで ある。回頸

部はくの字状に折れ,端部は外面に面を取る。Z脚は外面は縦方向のハケメとカキメ,内面は横方向

のハケメ調整を施す。を
"は
内外面ナデ,を2は外面はカキメ,内面はハケメ調整を施す。 8世紀のも

のである。

孝クは須恵器杯蓋である。扁平なつまみ部分の破片である。外面に自然釉がかかる。

y男は珠洲括鉢である。内外面ロクロナデで,内面のロクロロが顕著である。底部は静止糸切 りで

ある。焼成があまくやや軟質である。

5372号土坑 (S K5372,第 120。 144図 )

C地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.5m,深さ52cmで ある。埋土は黒褐色砂質土・

黒色砂質シルト・灰色粗砂を基調とする土が層をなす。出土遺物は土師器小片 1点,須恵器杯蓋 1点 ,

中世土師器皿 3点 (雰/~l,珠洲悟鉢 1点・甕 1点,棒材 1点である。棒材は,下層からの出土で,放

射性炭素年代は13～ 14世紀であり注66,遺構の年代も同様の時期と推定する。

埋土等から, S K2170と 同様の性格である可能性を考え,埋土をリン分析した結果,特に黒色砂質

シルト層のリン酸値が高く,土坑墓の可能性が支持されたが,骨そのものは出土しておらず,結論付

けは類例の増加を待ちたい。埋上の花粉分析では,木本と草本の割合がほぼ同じで,木本はハンノキ

属・スギ属・コナラ亜属が多く,草本ではイネ科の割合が高かった。植物珪酸体分析ではクマザサ科

が目立った注65。

郷好は中世土師器皿である。口径約13cmで ,調整は摩滅のため不明瞭だが非ロクロ成形である。口

縁部内タト面が黒変する。

5383号土坑 (S K5383,第 120図 )

C地区北側に位置する。平面形は円形で,直径1.3m,深さ64cmで ある。埋土は,上層は黒掲色砂

質シルト,中層は黒褐色粗砂,下層は黒色粘土質シルトを基調とする土が水平堆積する。出土遺物は

土師器小片 1点,須恵器杯 2点 ,中世土師器皿 4点,珠洲情鉢口縁部片 1点・甕胴部片 1点である。

5413号土坑 (S K5413,第 121・ 144・ 214図,図版61)

C地区北側に位置する。平面形は楕円形を呈し,長径60cm,短径40cm,深 さ17cmで ある。埋土は黒

褐色砂質シルトの単層である。出土遺物は土師器小片 5点 ,中世土師器皿 3点 傲露),輪状金属製品

1点 (塑認)である。遺物から近代以降の遺構である可能性もある。

ソ8割よ中世土師器皿である。完形で,口径8.2cm,器高1.7cmである。口縁部は外反して,端部は上方

へ小さくつまむ。内面はハケ状工具痕をなで消している。外面は口縁部に幅の狭い一段ナデを施し底

部は無調整である。15世紀後半～16世紀のものである。

フ露は,薄い輪状の鉄製品で,一方は窄むように湾曲する。現状は接ぎ目で水平に裂けている。上

面はチタンコートされていた可能性があり注67,近代のものである可能性が高い。

5426号土坑 (S K5426,第 121図 )

C地区北側に位置する。平面形は円形を呈し,直径1.22m,深さ62cmである。埋土は黒褐色砂質シ

ルト・黒掲色砂質土・黒色粘土質シルト・黒褐色砂を基調とする土がレンズ状に堆積する。出土遺物

は土師器小片 1点,珠洲壼 1点・小片 1点である。埋土等から, S K2170と 同様の性格の可能性を考

え,リ ン分析した結果,特に黒色粘土質シルト層のリン酸値が高く,土坑墓の可能性が支持されたが ,
注65 第二分冊 自然科学分析 パリノ サージェイ株式会社 「中尾新保谷内遺跡の自然科学分析」
注66 第三分冊 自然利学分析 株式会社加速器分析研究所  「中尾新保谷内遺跡出土本製品の放射性炭素年代測定」
注67 第二分冊 自然科学分析 財団法人元興寺文化財研究所  「中尾新保谷内・l■跡出土金属製品の蛍光X線分析」
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